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は じ め に 


本 書 は 搬 着 『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 』 (東京 常 出版 、2009 年 ) の 近 現 
代 乱 で ある 。 と は いえ 、 本 書 を 前 著 と は 切り 隊 し て 、 単 独 の 著作 と し 
て お 誠 み いた だ く の は 、 読 者 の 皆さん の ご 自由 で ある 。 本 書 は 二 部 情 
成 で あり 、 第 一 部 で は 、19 世紀 か ら 20 世紀 中 葉 アメ リカ の ドレ ス ・ 
リフ ォ ー ム 運動 の 実態 と その 衰退 を テー マ と し で いる 。 第 二郎 で は 、 

「 バ パリ ・ モ ー ド 」 か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 へ の 転換 を テー マ と し 
て いる 。 そ れ ぞ れ に お いて 扱っ て いる 内 容 は 、 茎 刊 の 『 ア メリ カ 服 師 
社会 』 ょ どの よう に 関わ りあ っ て いる の か 。 以 下 、 本書 の 内 容 紹介 
を 菩 ね て 、 要 点 を 述べ る 。 

これ は あく まで も 筆者 の 試 座 で も る が 、 ア メリ カ 服 飾 史上 の ドレ 
ス ・ リ フォ ー ム 運動 に は 、2 つの 大 き な 設 が ある 。 第 一 波 は 、1824 年 
か ら 1920 年 に 流 る ドレ ス ・ リ フォ ー ム 逐 動 で ある 。 第 二 は 、1920 
年 か ら 1960 年 の 「 バ リサ ・ モ ー ド 」 か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 』 へ の 岐 
損 期 で も る 。 こ れ ら の 波 の 特徴 に つい て は 、 以 下 に 概要 を 簡 誠 に ま と 
め た 。 

この よう な 修 広 い ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 を 授 っ た 著作 の 涯 生 は 、 
了 館 研究 者 の みな ら ず 、 ア バレ ル 産 の 現場 で ファ ッ シ ョ ン の お 仕事 
に 携 わ ら れ で いる 皆さん 、 大 学 ・ 地 大 や 専門 学校 で ファ ッ シ ョ ン を 学 
ば れ て いる 学生 の 皆さん か ら 、 か ね て か ら 寄 せら れ て いる 要望 で ある 。 
久 書 が な いた め 、 こ の よう な ご 要望 に お 応え で きれ ば 替 い で ある 。 


【 第 一 部 】 
イギリス を 初め と する ヨー ロッ パ の 人 々 は 、17 世紀 に ヨー ロッ パ か 
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ら 移住 し て き て 、 ア メリ カ 大 隆 に 植民 地球 設 を 行い 始め て 以来 、 ヨ ー 
ロッ パ の 皿 族 の 服 館 へ の 強い 憎 慌 の 念 を いだき 続け て きた 。 フ ラン ス 
草 命 期 の シェ ミー ズ 型 ロー プ の 琴 場 は 、 ロ ココ 赤 の 拘 東 的 な 衣装 科 式 
に 対す る 反目 か ら 生ま れ た 、 コ ルセット か ら 解 放さ れ た 動き や すい 衣 
装 様式 で あっ た 。 ア メリ カ で も この 自由 で 、 動 きやすい ロー ブ が 取り 
入れ られ る の で ある が 、 それ も 東 の 間 、19 世紀 前 半 に 、 再び 拘束 的 な 
衣装 が 復 話 し 、 コ ルセット を 装用 し た きつ い 紐 締め に よる 拘束 的 な 衣 
装 は 、 女 性 の 健康 、 生 まれ て で くる 乳児 の 健康 を 角 ん だ 。 

19 世紀 の ニュ ー ヨ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン は 、 基 本 的 に は バリ ・ モ ー ド 
で あっ た 。 ニ ュー ヨー ク で は 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら 庄 入 され た ハイ ウエ ス 
ト の エン バイ ア ・ ド レス に 始ま り 、 ロ マン チッ ク 衣 袋 、 ク リノ リン 衣 
袋 、 バ ッ ス ル 衣 装 と いっ た 拘 東 的 な 衣装 が 坊 行 し て いた 。 

この よう な バリ ・ モ ー ド の 苑 や か な り し 時 代 に 、 他 方 に お いて 、 以 
上 の よう な 拘束 的 な 衣装 様式 に 抗 し て 、1S24 年 か ら 1920 年 に か け て 、 
ニュ ェ ー ヨ ー ク と その 周辺 に お いて ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 が 興 こ され 
た 。 す な わ ち 、 イ ン デ ィ ア ナ 州 の ニュ ー・ ハ ー モ ニー 共同 体 、 ニ ュー 
ョ ー ク 州 の オナ イダ 共同 体 、 そ の 他 の ユー トビ ア 共 同体 に お いて 、 女 
性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 が 興 り 、 裏 授 し て で いっ た 。 


今日 で は 、 女 性 が ズボン を 究 く の は 、 国 際 社 会 に お ける 当たり 前 の 
文化 と な っ て いる 。 だ が 、 こ の よう な 文化 が 限 館 の 歴史 に お いて 定着 
し た の は 、 さ ほど 培 の こと で は な い 。 

さて 、 それ で は 女性 は いつ か ら 、 どこで ズボン を 宣 き は じ め た の か 。 
19 世紀 前 半 の アメ リカ に 起き た 「 プ ルー マー 運動 」 と 呼ば れる ドレ 
ス ・ リ フォ ー ム 運動 は 、 よ 上 く 知 られ て いる 。 ブ ルー マー は 、 我 が 国 で 
は 、 一 時 、 女子 生徒 の 休 多 服 と し て 若 及 し た 。19 世紀 アメ リカ に お け 
る 女性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 研究 を 行っ て いる アメ リカ の 服飾 研究 者 
ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー 女 史 は 、 茎 存 の プル ー マ ー リ ズム 


は じ め に 


研究 を 再 検討 し 、19 世紀 アメ リカ に お ける 女性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 
を 一 期 1824-1851 年 、 二 期 185I-1579 年 、 三 期 1579-1920 年 に 区 分 し 
て 、 新 し い 研 究 を 行っ て いる 。 


筆者 は 、 前 著 で は 、 二 期 の 1851 年 の プルー マー・ コ スチ ュー ム 衣 
生 と 挫折 の な を 扱っ た 。 本 書 で は 、 フ ィ ッ シャ ー 女 史 の 研究 を 路 ま え 
て 、 第 一 期 か ら 第 三 期 を 対象 に 考 所 し 、 さ ら に 価値 高い 第 一 次 資料 を 
発掘 ・ 解 読 し 、 新 た な 知見 を 加え た 。 本書 は 、 前 著 に は 十分 書き され 
で いな い 宗 教 、 健 康 開 題 、 女 性 の 権利 運動 と いう 視 点 か ら 取 り 組 ん だ 
スト ー リ ー 性 豊か な 内 容 と し た 。 


ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 第 一 小 は 、 以 下 に 述べ る 3 つの 時 期 に 区 
分 で きる 。 

第 一 期 (1824-18S1 年 ) は イギリス 人 の 空想 的 社会 廊 義 者 ロバ ー 
ト ・ オ ー ウ ェ ン (RoberOwcn 1771-1838) が 中 心 と な り 、 イ ン デ ィ ア 
ナ 州 の ニュ ー・ ハ ー モ ニー に 、 ア メリ カ の ユー トビ ピア 共同 体 を 結成 し 、 
平等 主義 の ニュ ー・ ハ ー モ ニー 運動 と ドレ ス 改 革 運 動 を 下 し た 時 期 で 
ある 。 

筆者 は 、 ロ バー ト ・ オ ー ウ ェ ン が 提案 し た ショ ー ト ・ ド レス に ズ ポ 
ン と いう 、 と て も 合理 的 で 現代 約 な スタ イル の 貴重 な 挿 捨 を 宝探し の 
ご と くに 探し 当て 、 第 2 意 に 掲載 し 、 わ くわ くし な が ら 解 識 を 加え た 。 
挿 給 に 失 る この スタ イル は 、 私 達 、 現 代 女 性 の スタ イル その も の で あ 
り 、 19 世紀 初 頭 に 、 こん な に も 先見 の 明 が ある 人 物 が 存命 し て いた こ 
と に は 、 拒 き を 禁じ 得 た い 。 だ が 、 ニ ュー・ ハ ー モ ニー の 衣服 は 、 ラ 
ミュ ニテ ィ ー 解 淫 後 、 す ぐに 改革 衣服 と し て 存 視 で き な く な る 。 本 書 
で は 、 そ の 原因 を 探り 当て る 。 

1830 年 代 か ら 1840 年 代 に は ニュ ー ヨ ー ク 州 北 再 部 の オナ イダ に ジ 
ョ ン ・ ハ ンプ リー・ ノ イズ (John Humphrey Noyes. 1811-186) を 伸 


5 


始 者 、 析 導 者 と し て 新興 宗教 団体 の オナ イダ ・ コ ミュ ニテ ィ が 結成 さ 
れ 、 ド レス の 改 向 運動 が 典 さ れ た 。 オ ナイ ダグ 共同 体 の ジョ ン ・ ハ ン フ 
リー・ ノ イズ の 衣服 改革 も 我が国 で は 、 ほ と ん ど 知ら れ て いな い 。 本 
書 で は ノイ ズ 自 身 が 蒼い た 衣 腹 改革 思 超 に 関す る 貴重 な 文書 を 紹介 し 
た 。 こ の 文書 に 表 さ れ た ノイ ズ の ジェ ンダ ー 維 は 、 下 代 の 我々 で も 戸 
王 い を 隠せ な い ほ ど 奇 想 天外 で ある 。 ノ イズ は 改 共 衣 服 と し て 、 子 ど 
も た ちの 衣 服 と バン タレ ッ ツ を 拘 案 する 。 こ の 衣服 は 一 時 的 に は 受容 
され る 。 だ が 、 共 庁 体 の 経済 が 安定 し 、 人 々 の 章 ら し に ゆとり が 田 で 
くる と 、 審 美的 な 衣装 に 憎 れ る 女性 た ち は 、 改 革 胡 民 を 着 な く な る 。 
本 書 で は 、 改 革 衣 眼 の 誕生 と 普及 の プロ セス 、 晶 年 、 ノ イズ が オナ イ 
ダ 共 同体 か ら 追放 され 、 共 同体 で の 表 服 改革 が 、 衰 退 に 向かっ て いく 
様 を 氏 き 国 す 。 


第 二 期 (1831-179 年 ) は ドレ ス の 改革 運動 が 、 一 般 大 生 の 注目 を 
俗 び ずる よう に な っ た 時 期 で ある 。1831 年 に に ズポン を は いた 女性 た ち 
と アメ リア ・ ブ ルー マー の 「 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム 」 が 圧 場 する 
が 、 こ の プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム 運 動 は 挫折 する 。「 プ ルー マー 運動 」 
は 、 我 が 国 で も 良く 知ら れ て で いる 。 こ の 運動 の 誕生 と 壮 退 に つい て は 、 
押 閉 『 ア メリ カ 服 飾 社会 中 』 の 第 3 奏で 授 っ た 。 この 運動 は 、 そ の 後 、 
復活 し 、1879 年 に 消 蔵 する 。 

本 書 第 一 部 第 3 齋 で は 、 前 著 『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 』 の 第 3 斉 を 加 
集 ・ 修 正 し た 。 この 時 期 に は 、 医 師 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ 
ク (Dr Lydia Sayer Hasbrouck. 1827-1910) が 細 集 し た 新聞 『 シ ピュ ラ 』 

(S め の に 見 る ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 が 台頭 する 。 こ の 運動 に お 加 
し た 医師 メア リー・ エ ド ワ ー ズ ・ ウ ォ ー カ ー (Dr Mary Edwanls Walker 
1832-1919) は 、 お そら く 19 世 記 アメ リカ の 最も 有名 な ドレ ス ・ リ フ 
ォ ー ム 論者 で あろ う 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 彼女 の 試練 は 、 す べ て の 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 の 経験 を 表し て いる と 言わ れ て いる 。 人 彼女 は 


は じ め に 


アメ リカ 初 の 女性 医師 で あり 、 南 北 戦 争 中 の 猛 き で 勲 意 を 授与 され 、 
医 掌 生 時 代 か ら 結 姓 式 と その 後 の 生 活 の 場 で も バン ツ ス タイ ル の リフ 
ォ ー ム ドレ ス で 過ごし た 。 健 康 的 な 衣服 の 個 点 か ら 女 性 の 権利 と 関連 
し て 講 江 活動 も 行っ て いる 。 本 書 の 第 4 牽 で 、 メ アリ ー・E・ ウ ォ ー 
カー 陸士 の 思想 と 運動 を 扱う 本書 の ハイ ライ ト を な す で あ ろう 。 ウ 
ォ ー カ ー 了 博士 に つい て は 、 ア メリ カ で は 、 子 ども 向け の 本 も 書か れ で 
いる 。 本 書 で は 異性 装 を し て 連 捕 に 玉 っ た ウォ ー カ ー 博 士 の 衣服 観 や 
生き 剛 、 彼 女 の 農 性 装 に 対す る 周り の 人 々 の 反応 を 和 き 味 り に する 。 
時 革 し い 歴 史書 た と いう より むし ろ 、 修 隊 的 な 読み 物 と し て 、 お 楽し か 
いた だ きた い 。 


第 三 期 (1879-1920 年 ) は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 の 代 退 後に 貞 
っ た 新た な ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 流 、 す な わ ち 、 新 た に 尋 っ た サイ ク 
リン グ の 衣装 、 オ スカ ー・ ワ イル ド の 審 和 的 な ドレ ス の デザ イン 、 フ 
ラン シス ・E・ ラ ッ セ ル 、 ミ ラー と ジェ ンス の 芸術 的 な ドレ ス な どの 
ドレ ス ・ デ ザイ ン の 様 々 な 取り 組み で ある 。 第 三 期 に つい て は 、 本 書 
で は 、 紋 員 の 都合 で 、 概 要 を まとめ る に と ど め た 。 


我が国 で は プ ブルー マー 運動 に 閣 す る 研究 は 行わ も れ て いる が 、 そ の 他 
の 19 世紀 アメ リカ に お ける ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 に 関す る 研究 は 皆 
無 で ある 。 

集 者 は 、 本 書 封 筆 に 当たっ て 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 に 携わっ た 
ロバ パー ト ・ デ ー ル ・ オ ー ウ ェ ン が 、 ザ ・ フ リー・ エ ンク ワイ ラー (The 
Fes Enquicr。 August 5. 1829) に 投稿 し た 記事 、 水 褒 誠 師 の ジェ イム 
ズ ・C・ ジ ャ クソ ン が “American Womanhood" の 第 3 意 に お いて 、 非 
生理 的 な ドレ ス が いか に 健康 に 良く な いか に つい て 書い た 記事 、 リ デ 
ィ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク の 『 シ ピュ ラ 』 の 記事 、 お よび メア リ 
ー・E・ ウ ォ ー カ ー が “Hi" に 書い た 記事 を 紹介 ・ 分 暫し た 。 これら 
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は 第 一 次 資料 で あり 、4 人 の 人 物 の 深遠 な 思想 が 緩 ち れ た 価 人 高 い 礎 
史 的 資料 で ある 。 筆 者 は 服飾 研究 と 史 研究 を ドッ キン グ さ せ て 、 長 
年 、 ア メリ カ 服 秘史 研究 に 携わっ て きた が 、 モ ノ で あれ 、 文 鞭 で あれ 、 
第 一 次 資料 の 歴史 前 価 慎 を 重 提 し て きた 。 

上 記 の 4 人 が 残し た 文書 に は 、 と り わ け ヨ ー ロ ッ パ か ら ア メリ カ に 
六 され た ファ ッ シ ョ ナブ ル で 拘束 的 な 衣装 が 、 女 性 の 健康 に 及ぼ す 
生理 的 影 野 と いう 視点 か ら 、 ま た 、 医 者 の 視点 か ら 、 赤 裸 々 に 分 析 さ 
れ で いる 。 ち な み に 、 拘 束 的 な 衣装 が 原因 で 、 版 く こ と と も まま な ら 
な い 、 病 気 の 女 性 が 、 大 勢 、 ジ ャ クツ ソン 捧 主 の 唱 保 美 尋 設 を 訪れ た 
と いう 。 ジ ェ イ ムズ ・C・ ジ ャ クソ ン は 、3.000 人 も の 患者 の 治療 に 当 
た っ た 孝夫 に 基づい て 、“Amcncan Womanhood" を 着 し て いる 。 

本 書 で は 、 資 料 的 価 個 の 高い これ ら の 文書 の 紹介 ・ 分 析 を 通じ て 、 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 本 質 に 多少 と も 艇 れる こと が で きた と ころ 
に 、 筆 者 の オリ ジ ナ リティ が ある も の と 確信 する 。 ド レス ・ リ フォ ー 
ム 運 動 は 失敗 し た の で は な く 、 褒 追 し た の で ある 。 本 革 で は 、 案 者 と 
し て 、 こ の 運動 に 対す る 足 憶 の な い 評価 を 行う - 


【 第 部 】 

ポー ル ・ ポ ワレ (Paul Poiret. 1579-1944) 、 マ ドレ ー ヌ ・ ヴ ィ オ ネ 
(Madeleine Vionnet、1876-1975) 、 ジ ャ ン ヌ ・ バ キャ ン (Jeanne 
Paquin. IS69-1936) 、 コ コ ・ シ ャ ネル (Coco Chanel. 18S3-1973) な 
どの バリ の デザ イナ ー は 、 大 変 、 知 名 度 が 畜 か っ た 。 現 在 で も 、 世 界 
的 に 良く 知ら れ て いる 。 我が国 で も 、 フ ァ ッ ショ ン に 災 い 人 で も ココ ・ 
シャ ネル を 知ら な い 人 は 珍し い の で は な か ろう か 。 バ パリ の デザ イナ ー 
は 、 絶 紗 な デザ イン の 偽 れ た デザ イナ ー と し て 称 旨 さ れ た 。 そ れ に 対 
し て 、 ア メリ カ の デザ イナ ー は 、 皮 上 肉 な こと に 、 バ リ の デザ イン を コ 
ビー する た め の 技術 的 能力 の た め に 称 旨 さ れ た の で ある 。 ア メリ カ の 
女性 デザ イナ ー と し て 認知 され る よう に な っ た の は 、1930 年 代 か ら 


に 3 


は じ め に 


1940 年 代 で ある 

前 著 『 ア メリ カ 服 飾 社会 中 」 に お いで て 、「 バ パリ ・ モ ー ド か ら ア メリ カ 
ン ・ ル ッ ク へ の 転換 が いか に し て は か られ て いっ た の か 」( ド レス ・ サ 
フォ ー ム の 第 二 設 ) と いう 間 題 を 提起 し 、 第 8 斉 に お いて 、 ア メリ カ 
ン ・ フ ァ ッ ショ ン の 人 選 界 現 信 に 目 を 向け た 。 だ が 、 駆 け 足 で 考 宮 し て 
お り 、 十 分 な 答え を 出せ て いな い 。 


20 世紀 初頭 に は ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 と いう 言 茶 は 使わ れ な く な 
り 、「 ア メリ カ 人 女性 の た め の ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン 』 へ の 取り 組 
み が 推 進 さ れ て ゆく 。 そこ で 、 本 書 の 続編 ( 近 下 代 篇 ) の 第 二 部 で は 、 
ニュ ー ョ ヨー タク 都 市 に お ける 商業 お よび ファ ッ シ ョ ン の 欧 展 を 硝 長 と し 
て 、 ド ロ シ ー・ シ ェ ー バ ー (Dorothy Shaver 1893-199) の 活躍 ぶり 
を 取り 上 げ 、「 バ パリ ・ モ ー ド 」 か ら 「 ア メリ カン ー ル ッ ク 」 つ の 転換 を 
も た らし た 率 引 カ に つい て 、 明 確 な 答え を 打ち 出す 。 彼女 は 、 我 が 国 
で は 馴染 み が な い が 、 実 は 1826 年 に 設立 され た 老舗 の 百 賀 店 で ある ロ 
ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー (lord Taylor) の 副 社 長 を 1931 年 か ら 1945 
年 まで 、 社 長 を 1943 年 か ら 1939 年 まで 務め た 女性 で ある 。 特に 、1930 
年 か ら ア メリ カ 人 女性 デザ イナ ー の 邊 知 の 運動 を 推進 し 、「 バ リ ・ モ ー 
ド 」 か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 』 へ の 板 換 を は か る の に 質 献 し た 。 

ドロ シー・ シ ェ ー バ ペー に 関す る 研究 は 、 我 が 国 で は 皆無 で ある 。 ア 
メリ カ に お ける 先行 研究 大変 、 和 少 で ある 。 筆 者 が ドロ シー・ シ ェ 
ー バ パー に 着眼 し た 動 要 は 、 ア メリ カ 服 飾 学会 の 学会 誌 "res" に 掲載 
され た アメ リカ の 限 飾 研究 者 ティ ファ ニー・ ウ ェ ー バ ー・ ハ ンジ シェ ッ 
ト ト Cm WebbcrHanchct) の 論文 ! と の 出逢い で ある 。 テ ィ フ ァ 
・ ウ ェ ー バ ー・ ハ ン シ ェ ッ ト は 、 シ ェ ー バ ー の 活躍 に つい て 、 ニ 
文 で 、 次 の よう に 述べ で てい る 。 

「 マ ー チ ャ ング ダ - グ ・ ワ ー ル ド の ファ ー ス ト ・ レ ディ の ドロ シ 
ー・ シ ェ ー バ ー は 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 在職 期間 中 (1924-1959) 


に 小売 の 新しい 基準 を 設定 し た 。 他 の 楽 界 リ ー ダ ー が 同じ こと を す 
る 前 に 、 特 に 、 ア メリ カ の デザ イナ ー の 店 舗 を 家伝 し て いた 。 宣伝 と 
販売 促進 、 新 し い マー チャ ンダ イジ ング 手法 と アメ リカ 人 デザ イナ ー 
の 認知 に 関す る ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー に お ける 彼女 の 革新 は 、『 シ 
タッ チ 』 “The Shaer Touch" と 総 多 さ れ て いた 。 シ ェ ー バ 
ー は 、 副 社長 (1931-1945) と し て 、1930 年 代 初め に アメ リカ の デザ 
イナ ー 運 動 を 開始 し 、1940 年 代 半 ば に “The American Look" 広告 キャ 
ン ペ ー ン を 開始 し た 。 彼 女 は 、 ア メリ カン ・ プ ァ ッ ショ ン を 人 名 進 する 
た め に 、 店 舗 の マー チャ ング ダイ ジン グ と マー ケティング の ポリ シー を 
拉 雲 し た 。 シェ ー バ ー は 国内 の 索 に 敏 意 を 表す る 必要 が ある こと を 
知り 、 そ うす る こと で 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー を 和 楽 界 
の 不毛 か ら 栽 うた め の 道 を 切り 義 い た 。」 

撮 著 『 ア メリ カ 服 餅 社 会 史 』 第 8 府 で は 、 ご く 簡 単に ドロ シー・ シ 
ェ ー バ ー に 触れ る に と ど ま っ た が 、 そ の 後 、 サ ンド ラ ・ リ ー・ プ ラウ 
ン (Sandra Lcc Bmum) の 大 変 、 実 症 的 で 造 導 深い 学位 論文 史 を 入手 
し 、 遇 読 する 機会 を 得 た 。 モ ニ で 、 本 書 に お いて 、 こ れ ら の お 二 人 の 
ご 研究 に 基づい て 、 ド ロ シ ー・ シ ェ ー バ ー の マー チャ ンダ イザ ー と し 
て の 活躍 り を 、 一 般 読者 の 皆様 に も わか りや すく 、 興 味 深く 紹介 さ 
せ て いた だ く 決 第 で ある 。 


ェ ー バ ー 


本 書 を 通じ て 、19 世紀 か ら 20 世紀 半ば に か け て の アメ リカ に お け 
る ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 二 つ の 牙 を 、 い くら か で も 身近 か に 感じ 取っ 
て いた だ き 、 フ ァ ッ ショ ン の 研究 、 フ ァ ッ ショ ン の 現場 で 、21 世紀 の 
ファ ッ シ ョ ン の あり 方 を 追求 し て 行か れる 上 で 、 役 立て て いた だ けれ 
ば 索 い で ある 。 
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Aimetewf Comnex New Ver Dover. 1966.1R7S.p.283 


第 1 章 
歴史 的 背景 一 ニュ ー ヨ ー ク の ファ ッ シ ョ ン 


1 産業 革命 後 の ニ ュー ヨー ク に お ける 商業 と 文化 の 発展 


19 世紀 の アメ リカ で は 、 知 識 、 技 術 革新 、 醒 会 が 爆発 的 に 到来 し た 。 
産業 革命 は あら ゆる レベ ル で 人 生 を 再 恒 築 し 、 新 し い 仕 事 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン 、 余 暖 、 お よび 、 情 報 を 育成 し た 。 女性 世代 の 一 般 的 な 状 
況 は 劇 的 に 変化 し て いた 。19 世紀 に は 、 高等 教育 、 一 般 の 職業 に つく 
努力 お よび 専門 職 に つく 努力 、 身 体 活動 に お ける 女性 の た め の 機会 の 
拡大 が 始ま っ た 。 し か し 、 女 性 の 行動 に 対す る 重大 な 制限 は 依然 と し 
て 明白 で あっ た 。 

19 世紀 の ニュ ー ョ ー ク 市 は 、 貿 動 ・ 文 化 ・ フ ァ ッ ショ ン の 中 心地 で 
あっ た 。『19 世紀 半ば まで に 、 ニ ュー ヨー ク の 店 舗 や 初期 の デパ ー ト 
仁 、 実 に 目 芝 ま し い 発展 を 必 げ て いた 。 さ ま ざ ま な スタ イル が 琴 場 し 、 
ファ ッ シ ョ ン や 毅 沢 を 提供 する ヨー ロッ ズ の 中 心 都市 に 引け を 取ら な 
いと 言わ れ て いた 上り 。」「 上 昇 好 向 に ある 女性 は 、 身 2 た 号 な り 
を し て いた 。 だ が 、 そ の 反面 、 生 活 面 で 、 思 い の ま ま に 自由 に 楽し ん 
だ 。 アメ リカ の 女性 た ち は 外出 を 享受 し た 。 訟 女 た ち は 、 笑 に 出 筑 け 
て で 、 シ ョ ッ ピ ング や ラン チ を 楽し ん だ 。 また 、 講 義 に 出席 する こと も 、 
博物 館 や ギャ ラリ ー に 出向 く こ と も 可能 に な っ た の で ある 。 彼 女 た ち 
は アメ リカ 国内 と ヨー ロッ ズ 各 地 を 旅 し て 回 っ た 。 女 性 の 孝 差 学校 や 
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審 喉 学校 、 神 学校 、 さ ら に は 大 学 も 創設 され 、 教 育 の 機会 が 交 え た 中 。」 
「19 世紀 半ば まで に 、 女性 は 身体 的 に より 活動 的 に な り 、 乗 詞 だ け で 
な く 、 茜 発 な ウォ ー キ ング 、 水泳 、 美 容 、 ク ロケ ッ ト を 楽し ん で いた 。 
また 、 家 の 外 で 、 工 楊 で 、 そ し て 、 オ フィ ス 、 学 校 、 自 社 の 事業 で 働 
く 女 性 、 さ ら に は 医者 、 俳 護 士 、 開 僚 な ど と し て 、 社 会 の 至る 所 で 側 
いて いる 女性 も 見 られ た 。」 

ここ に は 、 中 流 階級 の 上 ・ 中 層 部 の 女性 た ち が 、 商 業 発 展 が 劇 的 に 
進み つつ あっ た ニュ ー ョ ー ク の 街 を 由 わ し 、 教 基 を 身 に 付け 、 国 内 外 
の 旅行 を 楽し み 、 ス ポー ツ を 享受 し 、 ま た 、 中 流 階 紙 の 下層 部 の 女性 
た ち も 含め て 、 仕 事 の 世界 で 能力 を 発揮 し 始め た 様子 が 、 あ りあ り と 
描か あれ て いる 。 

さて 、 彼 女 と たち の ファ ッ シ ョ ン は どの よう で あっ た の か 。 当 時 、 ア 
メリ カ で は 家庭 坊 紀 、 カ スタ ム メ イド 、 オ ー ダ ー メ イド 、 既 製 服 生 産 、 
通信 販売 が 並行 し て 行わ れ て いた 。 いずれ に せよ 、19 世紀 の ニュ ー ヨ 
ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン は 、 基 本 的 に は バリ ・ モ ー ド で あっ た 。 ニ ュー ヨ 
ー ク で は 、 ハ イ ウ エス ト の エン バイ ア ・ ド レス に 始ま り 、 ロ マン チッ 
ク 衣 装 、 ク リノ リン 衣装 、 バ ッ ス ル 衣 装 と いっ た 拘束 的 な 衣装 が 流行 
し て いた 。 だ が 、1880 年 代 に クリ ノリ ン や パッ スル を 用 いた 拘束 的 な 
衣装 価 式 は ウエ スト (プラ ウス ) と スカ ー ト の 二 部 式 の 実用 的 で 、 活 
動 的 な 衣装 様式 に 取っ て 代わ られ る の で ある 。 ま た 、 ス ポー ツ が 夏 ん 
に な り 、 自 転 車 に 入 る た め の デ バイ デッド ・ ス カー ト 、 水 着 、 テ ニス 
ウェ アー な ど が 開発 され た 。 

この よう な バリ ・ モ ー ド の 甘 や か な り し 時 代 に 、 他 方 に お いて 、 イ 
ン デ ィ ア ナ 才 の ニュ ー・ ハ ー モ ニー 共同 体 、 ー ョ ヨー ク 州 の オナ イ 
ダ 共 同体 、 そ の 他 の ユー トビ ア 共 同体 に お いて 、 女 性 の ドレ ス ・ リ フ 
ォ ー ム 運動 が 興 り 、 衰 退 し て いっ た の で ある 。 そ の 実 能 に 目 を 向け る 
に 当たっ て 、 ニ ュー ヨー ク を 中 心 と し て 、 ア メリ カ 全 土 で 流行 し て い 
た 拘束 的 な 衣装 様式 と は 、 ど の よう な 様式 で あっ た の か 。 そ の 災 細 に 
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立ち 入っ て な よう 。 


2 ファ ッ シ ョ ン の 発展 


(1 ) 古代 調 衣 装 と エン パイ ヤ ・ ス タイ ル 

アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン の 背景 を な すず フラ ンス の 状況 で ある が 、 
フラ ンス 弟 命 は ファ ッ シ ョ ン 史 上 に も 新しい 始ま り を 告げ た 。 
"Diectorics amd Empic” と 呼ば れる 期間 は 、1790 年 か ら 18I5 年 頃 ま 
で 続い た 、 ブ ルポ ン 王 朝 (1SR9-1792) に お いて 権力 の 庫 を 思い どう 
り に 喘 惑 し た フラ ンス 貴族 た ち は 、1760 年 代 か ら フラ ンス 革命 前 夜 に 
か け て 、 草 姜 な ロコ コ 調 胡 装 の 中 に 、 貴 族 社会 の 趣向 を 加 実 に 表象 し 
て で いた 。 だ が 、 上 流 の フラ ンス 女性 の 技 功 的 で 流 醒 な ワ ト ー・ プ リー 
ツ が 施さ れ た ロー プ は 、 フ ラン ス 誠 命 の 期間 、 新 則 衣 装 様式 の 対立 の 
時 期 を 孝 た 未 に 、 や が て 古代 調 の シェ ミー ズ 型 ロー プ へ と 取っ て 代 ら ち 
れ た 。 自由 ・ 平 等 と 自然 復 旬 を 標 傍 す る 誠 命 陣 (ジャ コパ ン 派 ) の 1793 
年 守 法 に よる 勝利 は 、 古 代 調 衣装 の 醐 利 を 
決定 づけ た の で ある 。 ワ トー・ プ リー ツ の 
孝 さ れ た 細 胴 ・ 太 膝 り ロー プ と 商 く 結い 上 
げた 届 型 、 ハ イヒ ー ル に 象 英 さ れる p コ ュ 
調 の 装い は 、 イ ギリ ス か ら 導 入 され た 古代 
調 大 装 ー と 卒 を 褒 る 。 ぺ リ の 婦人 た ち は イ 
ギリ ス の モー ド か ら 実 に 裸 に 返 い 衣装 様式 し 
を 作り 上 げ 、 コ ル モ ッ ト や 朋 作 が 次 を 消し 、 

下 閉 さ えも 不要 と され 、 腸 全体 が 透け て 更 
える よう な ロー プ も 現われ た の で ある 。 名 | デュ ポン 始 人 の シ 
フラ ンス 革命 は テル ミド ー ル の 区 動 ルク 刺 較 が 施さ れ た モス 

(1794 年 ) に より 、 下 権 が 大 プル ジョ アジ リン の ドレ スィ 


ー の 手 に 候 握 され て 療 結 を みる 。 そ の 後 、 歴 史 の 畠 台 は 総裁 政府 時 代 

(79-99 年 ) か ら 符 政官 政府 時 代 (1799-1804 年 ) を 経て 、 ナ ポレ 
オン 第 一 常 政 時 代 (1804-14 年 ) へ と 移行 し 、 古 代 調 衣 装 を 大 胆 に ま 
と っ た 新 典 ブ ル ジ ョ ワ ジ ー の 女性 グル ー プ 「 メ ル ヴ ェ イニ ー ズ 」 の プ 
ァ ッ ショ ン が 一 世 を 賠 雇 する 。、 ア メリ カ で の シュ ミー ズ 型 ロー ブ の 流 
行 に つい て 、 ベ ティ ・ プ ライ ト ・P・ ロ ー (Bemy-Bright P Low) は 次 
の よう べ で いる 

「 透 朋 な シュ ミー ズ を 持つ これ ら の “近代 の ギリ シア 人 達 " は フ 
ラン ス だ け に 現れ た わけ で は な か っ た 。 こ の 無 定 型 の 様式 は 素早 く ア 
メリ カ 合 衆 国 に 伝播 し た の で ある 【 國 1)。 この 国 で は 国家 的 同一 に 対 
する 同時 発生 的 な 探求 が 進行 中 で あっ た 。 ジョージ ・C・ ロ ジャ ー ズ 
(George C. Rogers) は 、 最 近 の 著作 の 中 で 次 の よう に 述べ て いる 。 

"1790 年 代 は 、 知性 より ファ ッ シ ョ ン が 強調 され 、 実質 的 な も の より 
形 が 強く 求め られ た 。 し か し 、 ア メリ カ で 見 られ た ファ ッ シ ョ ン と 形 
は フラ ンス の それ より も ずっ と 実質 的 な も の で あっ た 9。" と ころ が 
ー 方 、 1800 年 の バリ の 女性 用 ワー ドロ ー プ は 、 衣服 を 除き 、 靴 と 宝石 
で 理想 的 に は 8 オン ス で あっ た 。 ア メリ カ 合 衆 国 の 最も 国際 的 な 東海 
岸 に お いて すら 、 保 守 的 な 人 を 々 は フラ ンス の 棋 偵 を し た 。」 

『 メ ル ヴ ェ イエ テー ズ 」 の ファ ッ シ ョ ン の アメ リカ で の 流行 に つい て 
は 、『 ア メリ カ 限 飾 社会 史 』 第 4 府 で フラ ンス ・ フ ァ ッ ショ ン の アメ リサ 
カ へ の 伝搬 の あり 方 と いう 問題 を 通し て 、 当 時 アメ リカ に 住ん で いた 
ふた り の フラ ンス 人 女性 の アメ リカ 社会 へ の 融合 、 あ る い は アメ リカ 
社会 に お ける 建 外 と いう 興味 深い 問題 を 考え て みた 。 

キャ ロラ イン ・ レ ン ノ ルズ ・ ミ ル バ ペン タク (Carolinc Rcnnoids Milbank) 
は この 時 期 の ニュ ー ヨ ー ク の 服飾 に つい て 、 次 の よう に 玉 べ て いる "に 


19 世紀 は 、 肢 の すぐ 下 に 位置 する 著しく ハイ ウエ スト ライ 
ン の エン バイ ア ・ ド レス で 始ま っ た 。 ド レス は ワン ピー ス で あ 
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り 、 引 き 紐 を 締め て 身体 に よっ た り フ ィ ッ ト さ せ 、 後 ろ 中 心 に 
ギャ ザー が 寄せ られ で いた 。1810 年 頃 に は 、 摘 を 入れ 、 布 地 
の バネ ル を 一 緒 に 縫い 合わ せ て 、 身 体 に 吉 着 させ られ 始め た 。 
ドレ ス は 細か っ た が 、 ア メリ カ や イギリス で は フラ ンス より も 
ゆとり を も っ て 身 に 着け られ て いた 。 昼間 は 地面 の ちょ うど 上 
の 区 で あり 、 誠 華 な 催し の 場 で は 、 床 に 曳き 福 を 引い て いた 。 


19 世紀 初頭 の アメ リカ で 、 エン バイ ア ・ ド レス や メル ヴェ イニ ー ズ 
の ファ ッ シ ョ ン が どの 程度 、 流 行 し た か は 、 階 紙 や 地域 の 違い が あっ 
た も の と 推 祭 さ れる 。 


キャ スリ ー ン ・M・ トー レン ス (Kathleen ML Torens) は 19 世紀 の 
アメ リカ 女性 の ファ ッ シ ョ ン に つい て 、 服飾 研 究 者 の 研究 か ら 引 用 し 
な が ら 、 以 下 の よ うに 、 セ ン セ ー シ ョ ナ ル な 特徴 づけ を 行っ て いる 上 。 


19 世紀 の 女性 の ファ ッ シ ョ ン は 、 衣 装 に あし ら わ れ た フリ 
ル と 凝っ た 壁 飾り に よっ て 際立っ て いた 。 世紀 の 初め に 、 ドレ 
ス は 古典 的 に イン スパ イア され 、 エ ン バ イ ヤ ・ ス タイ ル の ウェ 
スト と 流れ る スカ ー ト か ら 成 っ て いた 。 し か し 、1825 年 まで 
に 、 夏 時 計 の 次 は 目立つ よう に な っ た 。 それ に は いく つか の パ 
リエ ーション が あり 、 世 紀 の 残 り の 時 間 を 支配 し て いた "。 


フー プス カー ト と クリ ノリ ン が 1850 年 代 頃 に 発明 され る ま 
で 、 当 時 の ドレ ス に 必要 な べ チ コー ト と 豊富 な 布地 の た め に 、 
女性 の 眼 装 は 30 ボ ポンド (13.6 キロ ) また は 40 ポン ド (8 キ 
ロ ) を 超え た W。 コ ルセット は 、 女 性 の 衣装 の 本 質 的 な 特徴 
で も あり 、『 き つい 紐 締め 」 の た め に 有害 な 影響 を も た らし た 。 
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小さ な ウエ スト 上 と 一 般 的 な 身体 の 藻 さ は 非常 に スタ イリ ッ 
シュ で ある と 考え られ で いた 。 実 際 、「 今 世紀 を 通し て 、 フ ァ 
ッ シ ョ ナブ ル な ウエ スト の 周 長 は 、1 ほ イン 了 チ (46 セン チ ) で 
あっ た 中 。 一 部 の 女性 の ウエ スト は 13 イン チ (33 セキ ンチ ) 
まで 縛ら れ て いた 9。 


実際 、 衣 類 は 女性 の 婦 康 と 福利 に 重大 な 早 血 を 与え た 。C・ 
E・ ピ ビー チャ ー (C.E.Beccher) は 、「 ア メリ カ の 女性 は 異常 に 
病気 に か か りや すい (」 と 指 憶 し た 。 悲 し いこ と に 、 顔 が 到 
自 く 、 身体 が 研 書 で ある こと が 、 フ ァ ッ ショ ン で あり 、 女性 に 
病気 だ と 見 せ か ける こと を 助長 し た 。 


キャ スリ ー ン ・M・ トー レン ス に よる 19 世紀 アメ リカ の 女子 服 の 
特徴 づけ は 、 確 か に セン セー ショ ナル で は ある が 、 限 飾 更 の 文 貢 に 員 
くみ られ る 、 ご く 一 般 的 な 記述 で ある 。 そ こ で 、 引 き 読 き 、 以 下 に お 
いて 、10 年 単位 で 部 位 毎 に 、 具体 的 に 表現 され た 服飾 研究 者 に よる 捕 
写 を 紹介 する 。 


(2) ロマ ンチ ッ ク 衣 装 

1815 年 か ら 1540 年 頃 は 、 通 常 、 フ ァ ッ ショ ン の 「 ロ マン チッ ク な 」 
時 代 と みな され る 。 この 時 代 の アメ リカ ・ フ ァ ッ ショ ン の 特徴 に つい 
て 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー (Gaylc Vcronica Fischcr) は 次 
の よう に 途 べ て いる "9。 


1830 年 代 の 女性 衣装 の 特徴 は 、 足 育 上 と 足 が 見 える 程 麻 に 箇 
い ス カー ト を 着用 し 、 大 さき な ペル ト 、 胃 る い 色 で 強調 され た 細 
い ウ エス ト と バルーン スリ ー プ が 含ま れ で いた 。 高い 左 の 毛 の 
位 式 で ある 「 キ リン 」 は 、 誇張 さ れ た 生か な 帆 子 で 科 わ れ で 
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いた も の と 思わ れる 。 ウ エス トラ イン は 「 自 然 の 」 レ ベル に 戻 
っ た 1836 年 頃 ま で 高い 位置 を 維持 し て いた 。 

ロマ ン 派 時 代 の コル セッ ト は 以前 の も の と ほとん ど 違 い は 
な か っ た が 、 こ の 時 期 に は きつ い 紐 締め に 関す る 敗 が 始ま っ た 。 


ここ で ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ー カ ・ フ ィ ッ シャ ー が 指摘 し て いる 女性 の 衣 
服 の きつ い 社 締め の 開 題 は 、 空 想 的 社会 主義 者 の ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ 
ン (Robcn Own) の 息子 の ロバ パー ト ・ デ ー ル ・ オ ー ウ ェ ン (Robert Dale 
Owen. 1801-1877) や 医者 の ジェ イム ズ ・ で ・ ジ ャ クソ ン 博 士 (Jamcs で. 
Jacksoa. 18Hl-1895) と メア デリ ー・E・ ウ ォ ー カ ー 捕 士 (Mary Edwards 
Walkcr 1832-1919) が 重大 な 健康 問題 と し て 断罪 し た 間 題 で ある 。 こ 
こ で は 問題 の 重要 性 を 指摘 し て お くに 留め 、 第 2 章 で 取り 上 げ る こと 
に する 。 

ウエ スト ライ ン は いつ 頃 ま で に 、 自 然 な ウエ スト ライ ン に 戻っ た の 
か 、 説 が 分 か れる 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニー カ ・ フ ィ ッ シャ ー に よる と 1836 
年 頃 ま で 高い 位置 を 維持 し て いた と の こと で ある "9。 そ れ に 対し て 、 
キャ ロラ イン ・ レ ン ノ ルズ ・ ミ ル バ ン ク に よる と 1818 年 頃 に ウエ スト 
ライ ン が 藻 ち 始め 、1820 年 代 示 まで に 、 自 然 な ウエ スト ライ ン に 戻っ 
た と いう 。 叶 組 渡 、 地 域 渡 が あっ た の で は な か ろう か 。 

引き 続き ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 ア メリ カ の ファ ッ 
ショ ン へ の 中 東 の ファ ッ シ ョ ン の 涼 響 に つい て 、 以 下 の よう に 述べ て 
いる 9。 


19 世紀 の ファ ッ シ ョ ナブ プル な ドレ ス に お ける 中 東 の 要素 の 
流行 は 、 そ れ が 後 の 改 革 衣 服 に 陸 医 を 与え た 可能 欄 が ある こと 
を 示唆 し て いる 。 外国 的 、 あ る い は 珍し い モ チー フ で ある 「 エ 
キソ チッ ク な モチ ー フ 」 を 西洋 風 に 取り 入れ る こと は 、 お な じ 
みみ の ファ ッ シ ョ ン と は 違う 「 ス リル 」 を 加え る 方 法 で あっ た 。 
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ロン グ シ ョ ー ル 、 特 に 『 本 物 の イン ド の カ > 』 シ ョ ー ル や 
模 冬 品 は 、1830 年 代 と 1840 年 代 に ファ ッ シ ョ ナブ プル な ガウ ン 
の アク セ サ リ ー の 役割 を 果たし た 。 中東 か ら 採 用 され た ショ ー 
ル は 西 冬 の 女性 の 間 で 人 気 が あ わる こと が 判明 し た 。 実 際 の カシ 
ミヤ ショ ー ル の 費用 は 、 し ば し ば 最も 豊か な アメ リカ 人 だ けが 
購入 する 余 容 が ある こと を 意味 し た 。 そ れ 以 前 の 世紀 に 、 ド リ 
ー・ マ ディ ソン (Doly Madison) は 女性 の た め の フ ァ ッ ショ ナ 
プル な 帽子 と し て ター パン を 普及 させ た 。「 ト ル ニ の 形 」 の ター 
バン と 、 中 東 、 近 東 、 お よび 極東 の アパ レル の 他 の 記事 に 精通 
し て お り 、 最 初 は 仮面 衣装 と し て 、 後 に リフ ォ ー ム ドレ ス と し 
て で 「 ト ルコ の ズボン 」 を 暫 入 す る 基礎 を 築い た の か も し れ な い 。 


ゲイ ル ・ ヴ ツェ ロニ カ ・ フ ィ ッ ン シャ ー の 指 拉 す る と お り 、 第 2 奉 で 論 
じ る リフ ォ ー ム ドレ ス の 女性 用 ズボン の ルー ツ は 、 果 た し て 「 ト ルコ 
の ズボン 」 で ある の か 、 こ の 避 も ここ で は 間 題 指摘 に 窟 め て お く 。 


(3) クリ ノリ サン 衣装 

さて 、 そ の 後 の 1840 年 代 フ ァ ッ ショ ン の 特徴 に 進 な と し よう 。 

ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ (Joan Sevem. 1925-2014) は 、1840 年 代 の 女子 限 
の 特徴 を 区 の よう に 述べ で いる 。 当 時 の 女子 展 の シル エッ ト や 袖 の デ 
ザイ ン や 下着 (コル セッ ト 、 コ ルセット の 油 害 、 バ ンタ レッ ツ 、 べ ペチ 
コー ト ) に 関す る 詳細 が 描か れ た 実に 貴重 な 記述 で ある 。 少 々 、 長 く 
な る が 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 の 彰 景 を 理解 する た め に 以下 に 引用 
する 。 

まず 、 女 性 の 衣装 の シル エッ ト 、 極 内 に 締め 付け る 衣装 が 身体 に 肥 
ば す 影 響 に つい て 、 実 に リア テル に 描写 され て いる 9。 


1840 年 代 の 女性 の 流行 は 、 着 る 者 の し と や か さ を 映し 出し 


息 一 叙 第 1 屋 膝 天 的 育 拓 一 ニョ ュー ョ ー ケ の ファ ッ シ ョ ン 


て いた だ け で は な く 、 当 時 人 気 が あ っ た 、 極 敵 に 身体 全体 を 締 
め つ け て 自然 な 動き を 抑制 する 傾向 を 反映 し て いた 。1840 年 
代 の 初頭 、 フ ァ ッ ショ ン イ ラス ト に は 、 か っ ちり と し て バス ト 
を 押し つぶ す よ うな きつ いり 身頃 と 、 ボ リュ ー ム の ある ペチ ュー 
ト (peticoa を 下 に 着用 し て 腹 ら ませ た 床 丈 の スカ ー ト が 琶 
場 し 始め た 。 この スタ イル は 、 ひと つの 基本 的 な シル エッ ト へ 
向かっ て 進ん で いっ た 。 すなわち 、 首 と 肩 か ら ゆ る や か に 傾斜 
する 丸み を 葵 ぴた 三角 形 、 潤 格 に 締め 上 げた 長い 身頃 と 平ら で 
上 向き に 広がる バス ト 、 そ し て 裾 を 引き ずる 、 た っ ぷり と し た 
的 剛 型 の スカ ー ト と いう シル エッ ト で ある 。 ウエ スト 位置 や 宙 
の スタ イル に は 見 て で それ と わか る バリ エー ショ ン が ある も の 
の 、 皆 段 の 仕事 着 で あろ う よ と 上 等 の ドレ ス で あろ うと 、 女 性 の 
展 の シル エッ ント は 1840 年 代 を 通じ し て どれ も みな そっ くり で あ 
っ た 。 


吹 に 宙 の スタ イル に つい て 、 細 く て びっ た り よ と し た 袖 の 流行 の 様 
子 が 、 フ ァ ッ ショ 雑誌 か ら 引用 し て 描か れ て いる 9。 


手 痛 に 向かっ て ギャ ザー が 寄せ られ 、 カ フス (cufis) が 付け 
ち れ 、 肩 に は ギャ ザー が は いっ て いな い 細 め の ピ ショ ッ プ 抽 の 
スタ イル は 、1&40 年 代 を 通じ て 着用 され た 。…「 袖 に は さま 
ざま な パラ ェ テ ィ が あり ま 十 。 非 常に よく 見 か ける の は ぴっ た 
り し た 袖 で す が 、 そ うし た 袖 に は 一 般 に 、 質素 に 見 えす ぎ な い 
よう に ある 種 の 縁 公 り が 付い て いま す 」 人 レデ ィ ー ズ ・ キ ャ ピ 
ネッ ト (7je adies Cgbie り 』1844 年 13 月 号 )。 


また 、 コ ルセット の スタ イル と 、 そ の 裁 和 所 の あり 方 、 い か に し て 直 
体 に フィ ッ ト さ せ て 、 紐 締め され て いた か に つい て 、 次 の よう に 述べ 
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られ て いる e。 


1840 年 代 に 流行 し た 身頃 の フィ ッ ト は 、 極 敵 な コル セッ ト 
に 全面 的 に 依存 し て いた 。… こ の 時 代 に 採用 され た 長い コル セ 
ッ ト の スタ イル の 多く に は 、 妥 体 の 前 側 を 腹部 まで 含め て し っ 
か り と 平ら に し 、 脆 部 を 肩 の 方 へ 向け て 上 外側 へ 持ち 上 げ る と 
いう 共通 の 李 向 が あっ た 。 すべ て の コル セッ ト は 背中 で 締め る 
方 式 だ っ た の で 、 手 鉛 の よう な フィ ッ ト を 得る た め に 前 と 棋 を 
バイ アス で 導 断 し 、 硝 中 の 部 分 は 極 章 に きつ く 細 和 め で きる よ 
うに 、 布 日 に 放し て 真っ 直ぐ に 裁断 され て いた 。 


引き 続き 、 コ ルセット が 下 近 脚 部 を いか に 蔵 少 さ せ 、 乳 房 を 締め 付 
けた か 、 そ れ に 対す る 医者 の 非難 に つい て 書か れ て いる 0!。 


1840 年 代 に コル セッ ト が 原因 で 生じ た 下部 放 部 の 直径 の 誠 
少 幅 は 、 体 を 動か す 作 業 を する 場合 で 3-5 イ ンチ (s-76 セン 
チ )、 フ ォ ー マ ルド レス の 場合 に は さら に それ より 数 イン チ 多 
い 数 字 で あっ た 。 それ 以上 に 極端 どっ た の は 、 孔 房 の 締め 付け 
で ある 。 特に 、 出産 を 念頭 に 置い た 場合 に 、 医師 た ち は この 習 
慣 に 対し て 強く 非難 の 声 を 上 げた 。 


引用 が 少々 長く な る が 、 少 女 た ち が シュ ミー ズ の 下 に 容 い て いた バ 
ンタ レッ ツ が 、 い つ 頃 か ら や め ら れ 、 ベ チコ ー ト の 重ね 履き が 、 脚 の 
寺山 を 妨げ て いた か 、 次 の よう に 描か れ で いる "。 


少女 た ち は 、 シ ュ ミ ー ズ の 下 に 長い バン タレ ッ ツ を は いて い 
た 。14 歳 頃 に 長い スカ ー ト を は く よ う に な る と (通常 、 女 の 
子 は 14 歳 くら いで 学校 を 卒業 し て 働き に 出 た )、 子 ども 時 代 に 
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は いて いた 足許 ま で の 長 さ の バン タレ ッ ツ を や め る 。 … 女 の 子 
が バン タレ ッ ツ を や め る と 同時 に 長い スカ ー ト を は いた の は 
確か で ある も の の 、 そ れ が いつ か を 文献 か ら は 明らか に ずる の 
は 容 勤 で は な い 。 た だ 、 どうやら 14 歳 か ら 16 歳 くら いま で の 
間 だ っ た と み ら れ 、 お そら くそ の 子 が 働き に 出 た か どう か や 、 
どこ で 働い た か に 左右 され た 。 女の子 は 、 子 ども の 時 か ら ゆ っ 
た り と し た ペチ ュー ト を は く こ と に は 慣れ て いた 。 バン タレ ッ 
ツ を 座 業 し た 少女 た ち は 、 元 の 長い ベ チ ュー ト を 何 枚 も 重ね で 
は いて 、 決 し て スカ ー ト か ら 有 が 覗か な いよ うに し な けれ ば な 
らち な か っ た 。 いっ た い 何 枚 の ペチ ュー ト を 着用 し た の か 、 それ 
に よっ て どれ くら い ス カー ト が 膨らん だ の か は 、1840 年 代 の 
中 で も 時 期 ご と に いく ら か 笑っ て いた し 、 茜 段 の 生活 で は 少な 
く と も 2 枚 、 正装 時 に は 最高 6 枚 ま で と いっ た ふう に 、 場 面 に 
よっ て も 異な っ た 。 


1840 年 代 の ファ ッ シ ョ ン は 1830 年 代 に 移行 し た 。 基 本 的 な シル エ 
ッ ト は 変わ ら な か っ た が 、1830 年 代 の ガウ ン は より 装飾 的 に な っ た 。 
引き 続き 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ の 記述 に 拠っ て 、1830 年 代 の 女性 服 ( 國 
2、3) の 特徴 を 見 る こと に する 。 

まず 、1850 年 代 の 特有 の シル エッ ト (スカ ー ト の 且 ら み ) 、 下 挫 え 、 
ウエ スト ライ ン に つい て 、 次 の よう に 描か れ て いる 中 。 


それ より も ファ ッ シ ョ ナブ ル な スタ イル 人 は 、1850 年 代 に は 一 
目 で わか る 独特 の シル エッ ト を 持っ て いた 。 スカ ー ト の 膨らみ 
は 全体 に 均一 で 、 ス カー ト が で きる だ け 膨 ら か よう に 、 し っ か 
り と フー プ で 支え られ て いた 。 ウエ スト ライ ン は た いて い 丸 く 

(身頃 前 下端 が 内 っ て お ら ず 、 前 下 准 が 下がっ て いる 場合 で も 
算 く で 曲線 に な っ て いる ) 、 自 然 な ウエ スト ライ ン に か な り 近 
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匿 2 クリ ノリ ン 衣 寺 を 凌い 、 艇 。 岡 3 メア リー- ドー ティー フ ィ ッ ツジ 
歩 する 女性 た ち 。 ェ ラ ルド の 朋 像 写真 SSe-S 年 。 


い 位置 に ある 。 脇の下 の 縫い 目 は 長い 
次 に 、 容 の 形 の 変化 に つい て 、 こ う 裕 か れ て いる 8 
まっ て いた 。 前 朋 の まん 中 あ た 
袖 の スタ イル は 1830 年 より 
で 着る 服 の 
は 使わ れ な か 


袖 は 一 般 的 に 手間 の 部 分 が 広 
り ま で の 長 さ で 的 称 状 に 開 
も 前 に 嫌 立 され 、 暖 か い 気 候 の 時 や 改 ま 
髄 上 し て 人 気 を 保っ て いた が 、 


より 手 の 込ん だ アプ ロー チ が 深 行 する に つれ て 、 袖 の 形 の バリ 
エー ショ ン も 広がっ た 。 上腕 部 に スリ ー プ キャ ッ プ ある い は プ 
リー ツ を 配 し 、 前 腕 部 に は 自 い ア ンダ ー ス リー プ を 引き 立た せ 
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る た め に バフ や スラ ッシュ や 骨 を つけ た り し 、 さ ら に そう し た 
飾り 自体 も だ ん だ ん 疑っ た も の に な っ で いっ た 。 


吹 に 、 ド レス が いか に 装 館 的 に 派手 に な っ た か 、 そ の 様相 が 緑 飾 
りや テキ スタ イル に 着眼 し て 、 描 写 さ れ て いる ぷ 。 


フリ ル や フラ ウン ス や レー ス や フリ ンジ に よる 緑 飾 り が 、 ほ 
と ん どの スタ イル の ドレ ス に 付け られ た 。 生地 の 色 や 織り 方 さ 
え 、 よ り 派 手 に な っ た 。「 星 年 わが 国 の 織物 柴 者 が 、 目 立つ 色 
の 横 郊 だ け で な く 多 位 な サイ ズ の チェ ッ ク 柄 や 格子 因 (plaid) 
の 生地 を 発売 し た の は 、 デ ザイ ン 原 理 に 対す る まっ た き 軽 視 を 
あら わす た めで す 。(…) 現在 の 流行 の 席 挫 は 、 流 行 が 趣味 の 
衣 さ に 勝利 し た こと を が す 、 も う ひ と つの 古 抑 で す 」『 ゴ ー デ 
ィ ー ズ 』 INS4 年 4 月 号 )。 


きら に 、 ク リノ リン の 流行 に つい て 、 ア メサ リカ 人 女性 の 受け 入れ 方 
は 、 ど う で あっ た の か 。 こう 書 か れ て いる 。 


18S0 年 代 に 女性 の ドレ ス に も た ら さ れ た 最大 の 革新 は 、「 ク 
リノ リン (cnnolinc)」 すなわち フー プ [ 須 り 幅 ] スカ ー ト で 
あっ た 。 


バリ の 旋 行 を ほぼ ほ タ イム ラグ な し に 追っ て いた アメ リカ の 
女性 た ち は 、 間 違い な く 早 い 時 期 か ら ク リノ リン を 着用 し て い 
た は ず だ が 、 そ う し た べ ベ チ ュー ト は あま り に も 極 間 だ と みな さ 
れ た た め 、 広 一般 に 受け 入れ られ る まで に は 時 間 が か か っ た 。 


また 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は クリ ノリ ン に つい て 、 


の よう に 述べ て いる 町 。 


スカ ー ト は 「 床 を きれ い に し 、 実 際 に 床 に 触れ た だ け で 」、 
女性 の 足 は ほとん ど 見 えな く な っ た 。 し か し 、 ク リノ リン が 性 
れる と 、 し ば し ば 、 フ ー プ が 作 発 的 に 押 れ る の が 垣間見 えた 。 
その よう な 場合 に は 足 だ けが 忠 田 する こと は な く 、 脚 や 下着 
(着用 し た 場合 ) も 見 えた か も し れ な い 。 ド レス ・ リ フォ ー ム 
苑 者 は 、 女 性 が 地面 か ら 放 を 持ち 上 げ て 脚 を 想わ に せ ざ る を え 
な か っ た 長い スカ ー ト の 道 化 的 な 店 和 感 を 指摘 し た 。 


ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ に よる と 、1860 年 代 濡 ば か ら 、 大 帽 に スカ ー ト の 
シル エッ ト が 変化 し て ゆく “9。 


Is60 年 代 に 入っ て も か な り の あい だ 、 ド レス の スカ ー ト は 
全体 が 膨らん だ 膨 が 一 般 和 的 で あり 、 膨 ら み を 出す た め の 方 法 と 
し て は ソフ トブ プリ ー ツ が 最も よく 使わ れ た が 、1860 年 代 半 ば 
に な る と 、 一 番 フ ァ ッ ショ ナ プ ル と され る スカ ー ト の 形 が 変わ 
り 、 ス カー ト の 前 側 は 平坦 で 幅 が 狭く な り 、 ス カー ト の 第 側 は 
新しい 本 円 形 の フー プ に 合わ せ て 後方 へ 張り 出す よう に な っ 
て で いっ た 。 多く の ドレ ス に は 短い トレ ー ン (引き 裾 〕 が 付き 、 
歩く 時 に 後方 に 余分 な 布 を 引き ずる よう に な っ た 。1864 年 頃 
に は 描 の 入っ た スカ ー ト が 登 坦 し た 。 …・ 前 スカ ー ト に は な め 
らち かさ を 損なう よう な プリ ー ツ は まっ た く 入 れ ら れず 、 サ イド 
の 播 に は 後 側 へ 向かっ て 幅 の 広い プリ ー ツ を 取り 、 後 ろ の スカ 
ー ト は 布 を ふん だ ん に 使っ て 深い ボッ クス プリ ー ツ ある い は 
カー トリ ッ ジ プリ ー ツ (camridec pleas) で 絞り 、 長 い フ ー プ 
と べ チ ュ コート (peticoa0 の 上 に の せ て 重 ら し た 。 こ の 新しい 
形 は 、 少 な く と も 1866 年 に は 、 キ ャ ラコ の 日 常 着 に さえ 取り 
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入れ られ た 。 


1860 年 代 に は 、 ス カー ト よ プラ ウス を 細 み 合わ せ て 着る 服装 が 全 場 
する W。 


1860 年 代 に は 、 ス カー ト と プラ ウス を 組み 合わ せ て 着る 服 
袋 が 、 ひ と つの 選択 肢 よ し て 成立 し た 。 新しい 、 膨らみ の 大 き 
め な 「 ウ エス ト (wais)」 と 呼ば れ た シャ ツ プ ラウ ス が 若い 女 
性 た ち に 人 気 を 博 し 、 無 地 や チェ ッ ク の スカ ー ト と 合わ せ て シ 
ンプ ブル に 着 ら れ た 。 


次 に 、18S0 年 代 の コル セッ ト と 1860 年 代 の コル セッ ト を 比較 し て 、 
1860 年 代 の コル セッ ト の 快適 さき に つい て 、 述べ で いる 骨 。 


1360 年 代 ス タイ ル に 合っ た 形 に 胴 体 を こし ちら えろ = ニル モッ 
ト は 、1350 年 代 未 の 流行 の 流れ を 肖 ん で お り 、 丈 が 往く 、 胸 
の 部 分 は 広く 、 許 部 は 小さ く 、 裾 は 大 きく 広がっ て 、 ウ エス ト 
の 下 数 イン チ ま で だ け を 履 う 形 で あっ た 。 上 の 方 に 福 が 入っ で 
いて 、1830 年 代 に 比べ て は る か に 快適 に 着用 者 の 胸 を 包む なこ 
と が で きた 。 下 半身 は 圧 飼 か ら 解 放さ れ た 。 ド レス は 、 よ り し 
っ か り と 形 を 保つ た め に 、 縺 い 目 や ダ ー ツ の 部 分 だ け で な くそ 
の 中 間 に も 張り 骨 が 入れ られ 、 前 中 心 で ホッ ク 留 め さ れ る よう 
に な っ た が 、 和 中 で の 宜 術 めも まだ 調整 の た め に 使用 され て い 
た 。 


下着 の 着用 順に つい て 、 次 の よう に 途 べ て いる W。 


下着 の 着用 順 庁 は 、1830 年 代 と 同じ で ある 。 シ ュ ミ ー ズ の 上 
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に コル セッ ト 、 プ レー ン な べ チ ュ コート (人 冬 に は 、 白い ウー ルフ 
ラン ネル の ペチ ュ コート も 使わ れ た ) 、 何 ら か の クリ ノリ ン か フ 
ー プ の 順に 着 て 、 最 後に スカ ー ト を ふん わり と させ る た め に 上 
賢 の キス リン の ペチ ュー ト を 1 枚 か 2 枚 重 ね て 、 フ ー プ の 針金 
を 骨 し た 。 


1860 年 代 に は 、 大 人 も パン タレ ッ ツ を 究 く よう に 成っ た と いう 見 進 
せな い 記 述 が 行なわ れ て いる 内 。 


バン タレ ッ ツ (pantalce) は 18S0 年 代 未 頃 か ら 、 成 人 女性 
も は く よ う に な っ て いた よう で ある 。 こ れ は お そら く 、 あ る 種 
の 環境 で は 大 き な フ ー プ の 信吾 性 が いま ひと つ だ っ た か ら だ 
ろう 。 


状 に 、 1&60 年 代 の 女性 用 ドレ ス の 最大 の 特徴 は 、 特有 の 析 円 珍 の プ 
ー プ に つい て で 、 具 体 的 に 描か れ で いる 


1860 年 代 の 女性 肌 ド レス の 最大 の 特徴 は 、 特 有 の 権 円 珍 の 
フー プ で ある 。 こ の フー プ は 通常 、 ケ ー ジ デ ・ ク リノ リン (cmge 
cnnolinc) [伺か ご 状 り クリ ノリ ン ) スタ イル で 作ら れ 、 前 面 に 
は 丸み を つけ て いな い 平 ら な 破 科 針 金 を 使い 、 そ れ ら を テー プ 
で 固定 し て 、 ス カー ト の 前 面 に 平ら な シル エッ ト を 作っ た 。 こ 
の 形 の フー プ は アメ リカ で は 1860 年 代 未 まで 存続 し 、 年 を 師 
う ご と に ヒッ プ の 幅 が 狭く な っ て いっ た 。 


(4) バッ スル 衣装 
1870 年 代 に は ペッ スル よい う 腰 当て が 消 入 され る 。 バ ッ ス ル の 導入 
に 伴う シル エッ ト の 変化 に つい て 、 次 の よう に 描か れ で いる 80。 
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1870 年 代 の ドレ ス の 最大 の 特区 は ペッ スル の 形 で 、 ス カー 
ト の 外観 に お いて 、 巣 に 後ろ に 突き 田 る だ け に は と よど ま ら な い 
変化 を も た らし た 。 ド レス の 後部 を 強調 し た た め 、 スカート の 
両 サ イド は 内 側 へ 後方 へ と いっ そう 引き 寄せ られ 、 必 然 的 に 前 
か ら 見 た 時 の シル エッ ト が 劇 的 に 変化 し た 。 


引き 続き 、 コ ルセット の 材料 の 変化 に つい て 、 次 の よう に 述べ られ 
て いる 8。 


1870 年 代 に は 、 コ ルセット の 張り 骨 は 伏 回 か ら 次 第 に バッ 
ファ ロー の 角 へ 置き 換え られ 、 後 に は 秀 や 鋼 多 男 の 張り 芝 も 使 
われ た 。1870 年 代 後半 に は 、 コ ルセット の 素材 は 実際 に 使用 
され る 中 で 試 線 に 耐え な けれ ば な ら な か っ た 。 コル セッ ト を あ 
まり に も きつく 締め すぎ ざ て ウエ スト 部 分 が 眼 寺 に ひび 割れ し 、 
それ に 対処 する た め に 1820 年 代 示 に 「 大 れ な い 」 コ ルセット 
赤 開 発 さ れ た 。 


最後 に 、1870 年 代 に 用 いら れ た べ ベ チ コー ト の 色 や 替 村 、 枚数 に つ 
いて 、 言 及 さ れ で いる = 


1870 年 代 初め の べ チ ュー ト は 、 相 変わ ら 何 枚 も 重ね て 覗 
われ 、 ほ と よん ど は 1860 年 代 後半 と 同様 に 白い コッ トン 製 で 、 
裾 に ラッ プル で 鐘 り が 条 さ れ て いた (も っ と も 、1860 年 代 末 
に は ドレ ス に 合わ せ た 人 色 物 や シル ク の ベ チ コー ト も 人 気 が あ 
っ た が )。 クリ ノリ ン は 1871 年 に は 流行 遅れ と みな され で いた 
が 、 軽 ん た じ ら れ な が ら も 1870 年 の 最初 の 2、 3 年 は 、 た くさ ん 
飾り の つい た スカ ー ト を 支え る た め に 時 折 使わ れ で いた 。1876 
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年 に な る ょ 、 溢 行 の スカ ー ト は と て も 横幅 が 兵 く な っ た の で 、 
ズ で チュ ー ト は 綱 付 けさ れず 、 一 度 に 1 枚 だ け 着 用 され た 。 


3 まとめ 


まで 、1790 年 か ら 1870 年 代 の アメ リカ に お ける 女子 眼 の 特徴 
を 服 館 研究 者 の キャ スリ ー ン ・M・ ト ー レ ンス 、 キ ャ ロラ イン ・ レ ン 
ノル ズ ・ ミ ル バ ペン ク 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー、 お よび ジ 
ョ ー ン ・ セ ヴ ラ の 引 述 を 引用 し な が ら 述 べ て きた 。 と り わ け 、1&40 年 
代 か ら 1900 年 まで 、10 年 間隔 で 、 座 民 服 に まで 照射 し た ジョ ー ン ・ 
セ ヴ ラ の 描写 は 状 で ある 。 ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ の 具体 的 で 、 実 に リア 
ル な 服 館 措 写 は 、 他 に 追 直 を 許さ な い 。 

抑 著 『 ア メリ カ 植 民 地 時 代 の 服 館 』 (せせらぎ 軸 版 、1996 年 ) に お 
いて も 途 べ た よう に 、 イ ギリ ス を 初め と する ヨー ロッ パ の 人 々 は 、17 
世紀 に ヨー ロッ ズバ か ら 移 住 し て き て 、 ア メリ カ 大 際 に 検 民 地 建 設 を 行 
い 始 め て 以来 、 祖 国 ヨ ー ロ ッ パ の 貴族 の 有限 飾 へ の 強い 憶 憎 の 念 を い だ 
き 続け て きた 。 フ ラン ス 革 命 期 の シュ ミー ズ 型 ロー ブ の 登場 は 、 ロ ュ 
コ 調 の 拘 東 的 な 衣装 様式 に 対す る 反目 か ら 生 まれ た コル セッ ト か ら 解 
放さ れ た 動き や すい 衣装 様式 で あっ た 。 ア メリ カ で も この 自由 で 、 動 
きやすい ロー プ が 取り 入れ られ る が 、 そ れ も 東 の 間 、 再 び 拘 東 的 な 衣 
装 が 復活 し 、 織 縮め に よる 拘束 的 な 衣装 は 女性 の 健康 、 生 まれ て くる 
乳児 の 健康 を 鱗 ん だ の で ある 。 

、 以 上 の よう な 拘 東 前 な 衣装 様式 に 抗 し て 、1524 年 か ら 1920 
年 に か け て 、 ニ ュー ョ ヨーク よそ の 央 辺 に お いて ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運 
動 が 興 こ され た 。 第 2 斉 か ら 第 8 意 に お いて 、 そ の 実 覆 と 論 退 の 要因 
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第 2 音 


前 奏 曲 
ユー トピ ア 思 想 と パンツ を は いた 女性 た ち 


1 ズボン の 発生 


西 放 服飾 史上 に お ける ズボン の ユー ラ シ ア 大 肉 の 天 記 民族 の 
男 の ズ ボン ー に つい て 、 西 洋服 飾 史 お よび 南 畜 服飾 過 究 の 棒 成 者 で あ も 
られ た 故 玉野 邦 陣 十 は こう 述べ られ て 

ズボン は 元 来 、 砂 着地 帯 に 住む 
民族 に 共 馬 な 衣 妥 形 能 で 
えら れる 。 北 は モン ゴル 調 


アト 


至る 問 の 、 ユ ー ラ シア 
大 際 を 縺 に 村 断 する 砂漠 地 秋 
地域 に 住む 民 ! 
た 衣服 で あっ た 。 こ こ は 、 際 限 な く 
る 砂 交 と ! 地 で 、 
伏 環 纏 に 妹 応 する た め 、 ま た 
に 誇っ で 移動 す 


の 周辺 


必 狼 


の 発想 が めった に 違い な い 。… 南 下 障 | ブル ー マ ー・ ス タイ ル 
に ズボン が 導入 され て で 、 男 子 の 衣服 の ブル ー マ ー 銀 人 ほか 。 
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と し て 一 般 化 し た の は 、 中 世紀 に な っ て か ら の こと で 、 圭 社 会 に あ 
っ で 乗馬 の 必要 か ら 男 性 が 積 棒 的 に 取り 入れ た の で ある 。」 


今日 で は 、 女 性 が ズポン を 礎 く の は 、 国 際 社 会 に お ける 当たり 前 の 
文化 と な っ て いる 。 だ が 、 こ の よう な 文化 が 服飾 の 歴史 に お いて 定着 
し た の は 、 さ ほど 昔 の こと で は な い 。 

さて 、 そ れ で は 女性 は いつ か ら 、 ど こ で ズボン を 共 き は じ め た の で 
あろ うか 。 19 世紀 前 羊 の アメ リカ に 起き た 「 プ ルー マー 運動 」( 図 1) 
と 呼ば れる ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 は 、 よ く 知 られ で いる 。 

この ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 は 、 な ぜ 、「 プ ルー マー 運動 」 や 『 プ ブル 
ー マ ー リ ズム 」 と 呼ば れ た の で あろ うか 。 ア メリ カ の 服飾 研究 者 、 ゲ 
イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 次 の よう な 見 解 を 玉 べ 、 こ の 運 
動 に つい て 、 新 し い 研 究 を 行っ て いる 。 


19 世紀 の 唯一 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の エビ ソー ド と し て 、 
アメ リカ の 女性 に ズボン を 導入 し た 「 プ ルー マー・ コ スチ ュー 
ム 」 は 、 ア メリ カ で 最も 広く 知ら れ て いる ドレ ス ・ リ フォ ー ム 
で ある (た だ し 唯一 で は な い ) 。「 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム 」 
と 「 プ ルー マー 運動 」 の 評判 は 、 最 近 ま で 、 歴 史家 が 概して 
19 世紀 羊 ば の 唯一 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 で ある と 結論 づ 
け 続 ける ほど に まで 、 他 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 活動 を すべ て 楓 
い 則 し た の で ある 。 その 結果 、 よ り 大 き な 運 動 と し て の ドレ 
ス ・ リ フォ ー ム は 見 過ごさ れ 、 その 重要 性 は 詳細 に 論議 され な 
いま まで あっ た 。 


この 問題 は 、 1830 年 代 初め こ に ニュ ー ヨ ー ク の セネカ フォ ー ル ズ に お 
ける アメ リア ・ プ ルー マー (Amelis Jenks Bloomer.IS15-1894) 、 エ 
リザ ベス ・ キ ャ ディ ー・ ス タン トン (Elizabeth Cady Stanton. 


Isis-1902) 、 お よび エリ ザ ペ ベス ・ ス ミス ・ ミ ラー (Elizabeth Smith 
Miler. 1622-1911) の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 実験 に 関す る 報道 に 准 を 
発し て いる 。 ニ ュー ヨー ク ・ ト リピ ュー ン 、 ボ スト ン ・ カ ー ベ ッ ト ・ 
バッ グ 、 シ カゴ ・ ト リピ ュー ン を 含む いく つか の 新聞 は 、 こ れ ら の 女 
性 の 出現 を 報告 し 、 冗 談 で 彼女 た ちの 衣装 の 名 前 を 提案 し た の で ある 。 
プル ー マ ー 氏 自身 は 「 カ ミリ ア 」 と いう 名 前 を 尼 案 し た の で ある が 、 

プレ ス は 「 プ ルー マー」 を 支持 し て で 、「 カ ミリ ア 」 を 拓 否 し た の で あ 
る 。 1881 年 以前 に は 、 衣服 を 記述 する た め の 『「 プ ルー マー」 と いう 詩 
葉 は 存在 し な か っ た の で ある 9 。 


プルー マー は 衣服 を 苑 男 し な か っ た し 、 最 初 に 着用 し た り 中 
えた り も し な か っ た が 、 彼 女 の 名 前 は 衣装 の 代名詞 と な っ た の 
で 、 多 く の 人 が 令 女 を 創作 者 と みな し た の で ある " 。 


2 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 時 期 区 分 


19 世紀 アメ リカ に お ける 女性 の ドレ ス ・ リ フォ ー よ 研究 を 行っ て い 
る ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 既 存 の プル ー マ ー リ ズム 研 
宛 を 再 検討 し 、19 世紀 アメ リカ に お ける 女性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム を 
一 期 1R24-1RS1 年 、 二 期 RS1-1879 年 、 三 期 1879-1920 年 に 区 分 し て 、 
新しい 研究 を 行っ て いる 中 。 

一 期 (1824-1831 年 ) は イギリス 人 の 空想 的 社会 主義 者 ロバ ー ト ・ 
オー ウェ ン (Robert Owen. 1771-18S8) が 中 心 と な り 、 イ ン デ ィ ア ナ 
誠 の ニュ ー・ ハ ー モ アメ リカ の ユー トビ ピア 共同 体 を 結成 し 、 
平等 主義 の ニュ ー・ ハ ー モ ニー 運動 と ドレ ス 改 革 之 動 を 臣 し た 時 期 で 
ある 。 ま た 、1830 年 代 か ら 1840 年 代 に は ニュ ー ョ ヨー ク 剤 北西 部 の オ 
ナイ ダ に ジョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ (John Hiumphrey Noycs. 1811-1856) 
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を 創始 者 、 指 導 者 と し て 新興 宗教 団体 の オナ イダ ・ コ ミュ ニテ ィ が 結 
成 され 、 ド レス の 改革 之 動 が 興 さ れ た 。 

二 期 (18S1-1879 年 ) は ドレ ス の 改革 運動 が 、 一 般 大 昌 の 注目 を 容 
びる よう に な っ た 時 期 で わる 。 1831 年 に 、 ズ ボン を は いた 女性 た ちと 
アメ リア ・ プ ルー マー の 「 ブ ルー マー・ コ スチ ュー ム 』 が 琴 場 する が 、 
この ブルー マー・ コ スチ ェ ュー ム 運 動 は 禅 折 す る 。、 そ し て 、 そ の 人 後 、 こ 
の 運動 は 衝 活 し 、1879 年 に 消 了 臣 する 。 こ の 時 期 に は 、 医 師 リ ディ ア ・ 
セイ ヤー・ ハ ズブ ルック (Dr Lydia Sayer Hasbrowck. 1827-1910) が 編 
集 し た 新聞 『 シ ピュ ラ 』 に 見 る ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 が 吾 す る 。 

医師 メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー (Dr Mary Edwards Walkcr. 1832-1919 
年 ) は 、 お そら く 19 世紀 アメ リカ の 最も 有名 な ドレ ス ・ リ フォ ー ム 衣 
者 で あろ う 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 彼女 の 試 綿 は 、 す べ て の ドレ ス ・ 
リフ ォ ー ム 論者 の 純 験 を 家 し て いる と 言わ れ で いる 。 彼女 は アメ リカ 
初 の 女性 医師 で あり 、 南 北 昔 争 中 の 働き で 動 斉 を 授与 され 、 医 学生 時 
代 か ら 結 硬式 と その 後 の 生 話 の 場 で も パン ツ ス タイ ル の リフ ォ ー ム ド 
レス で 追 ご し た 。 健康 的 な 衣 腹 の 観点 か ら 女性 の 権 利 と 関連 し て 講演 
話 動 も 行っ て いる 。 彼女 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 思想 に つい て は 、 第 4 
章 で 詳し く 扱い た いと 思う 。 (879-1920 年 ) は 、 一 期 、 二 期 の 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 詞 退 後 、 新 た に 登場 し た ドレ ス ・ リ フォ ー 
の 取り 組み を 扱っ て いる 。 

我が国 で は ブルー マー 運動 に 隊 す る 研究 は 行わ れ て いる が 、 そ の 他 
の 19 世紀 アメ リカ に お ける ドレ ス ・ リ フォ ー ム に 関す る 研究 は 皆無 で 
ある 。 


8 ニュ ー・ ハ ー モ ニー 共同 体 で の 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 


第 一 期 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 特徴 は 、 第 一 に 、 ニ ュー・ ハ ー 
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モニ ー の 国人 綱 さ れ た コミ ュ ニ ティ ( 図 
2) か ら 始 まっ た こと 、 第 
時 期 に 行わ れ た ドレ ス ・ リ フォ ー 
男性 が 女性 の ドレ ス ・ サ フォ 


ん だ こと で ある 。 さ て 、 ニ ュ 


の コミ ュ ニ ティ と は 、 ど の よう 
な 社会 な の か イギリス 人 の 空想 的 
社会 主義 者 、 ロ バー ト ・ オ ー ウ ェ ン 
(Robert Owen. 1771-1858) ( 圏 3) は 、1825 年 か ら ア メリ カ の イン 
ディ アナ 州 に 自給 自 忌 を 原則 と し た 私 有 時 産 の な い 共 同 生活 村 (ニュ 
村 ) を 多 融 の 資産 を 投入 し て 机 設 し た , 

ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン の アメ リカ で の 活躍 に つい て 語る に 
話 動 に つい て 、 簡 吉 


較 2 ニュ ー ハ ー: 
ミュ ニテ ィ ハ ウス Hp. 2 


ト ・ オ ー ウ ェ ン は 慈 ウェ ー ル ズ の 手工 業者 の 
『 員 と し て 奉公 し な ほ を と し た 。 直 業 革 
- で 純 貫 工場 の 反 営 に 加わ り 、 さ ま ざ ま な 技術 改良 


か し 若い ころ か ら 労 働 者 の 状態 に 
ィ 、 資 本家 と 労 八 

ト 同 経営 する 理想 的 な 工場 を つく 
ろう と 考え 、1800 年 に スコ ッ ト E 
の ニュ ー・ ラ ナー か っ く 1 
り 、 そ こ で も 加 営 に 成 て 帆 と 

われ た 

2 k 坊 する 一 方 、 労 プー ズー 

働 者 の 仙 還 と いう 現実 を 見 て 、 そ の 枚 


図 3 ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン 
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済 を 日 柏 し た 。 は じ め は 資本 家 の 努 力 に よる 社会 改良 が 可能 と 考え 、 
自ら も ニュ ー・ ラ ナー ク の 赦 績 工場 で 法律 と 教育 に よっ て 労働 者 の 上 
境 を 改善 で きる と いう 考え で いた が 、1813 年 項 か ら 社 会 主義 的 改革 に 
転じ 、 肥 衝 束 動 や 協同 組合 運動 を 指導 する よう に な っ た 。 

1819 年 に は 紡績 工場 庄 (木綿 工場 法 ) の 制定 に 尽 カ し 、9 蔵 以 下 の 
労働 の 桂 止 と 16 歳 以下 の 少年 工 の 労働 時 間 を 12 時 間 に 制 限 す る と い 
うぅ 内 定 を 実 具 さ せ た 。 ナ ポレ オン 替 争 で 織 漆 業界 が 不況 の 時 に も 1 人 
も 解 麻 せ ず 機 械 の 整備 に あたら せ た 。 従業 員 の 填 育 が 重要 で ある と し 
て 、 性 格 形成 学 錠 を 設立 し た 。 福 利 厚生 で は 疾病 共 誠 基金 制度 を 設立 
し 、 健 康 傑 険 机 度 の 基 を 


試み た 。 ニ ュー・ ハ ー モ 

ー の メン バー は 、 域 似 
性 会 の 財政 的 健全 性 の た < 了 ジ 
め に 協力 し て 、 世 俗 的 な 
履 消 が 信成 で きる と 信じ 
て で いた 。 だ が 、 こ の 共同 


体 は 2 年 邊 に 解散 を 余 供 図 4 を 女子 能 右 男子 必 
な くさ れ た の で ある 。 ニ ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー 
ュー・ ハ ー モ ニー 村 は 、 に よる イラ スト 


1927 年 に 内 部 分 遇 と 経 
注 的 な 行き 詰まり か ら 失 敗 し て し まっ た 。 


ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー に よる と 、 オ ー ウ ェ ン が 築い た 
ニー トピ ア 社 会 は 、 私 的 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 実験 の 最も 一 般 的 な 
場所 と な り 、 オ ー ウ ェ ン は ニュ ェ ー・ ハ ー モ ニー で 女性 用 バン ツ と ドレ 
ス の コン ビ ネ ー シ ョ ン ( 図 4) を 初め て 発 家 し た と いう 。 


オー ウェ ン は 、 警 沢 な 服装 を 批判 し て 、 平 等 六 半 社 会 へ の コミ ッ 
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トメ ント を 表明 し た 。 他 の 男性 指導 者 も 後 の 例 に 従っ た と の こと で 
ある 。 少 数 の 例外 を 除い て 、 共 同社 会 と プラ イペ ベー ト ・ ス ズバ と リゾ 
ー ト で は 、 女 性 は 男性 の 励ま し に よっ て ドレ ス の スタ イル を 変え た 
の で ある 。 し か し 、 女 性 は 通常 、 公 衆 の 中 で 彼ら の “珍し い " 服 を 
身 に 着け な いこ と を 好み 、 コ ミュ ー ン や スバ や 家内 の 私 的 な 世界 に 
改 基 ド レス の 使用 を 制 恨 し た と の こと で ある 。 ョ ヨー ロッ パ か ら の 訪 
問 者 で ある カー ル ・ ペ ルン ハー ル (Karl Bemhard) は 、 ニ ュー・ ハ ー 
モニ ー の 男 尾 の た め に オー ウェ ン が 選ん だ 「 特 十 の 衣装 」 に つい て 
語っ た 。 こ の 衣装 に は 、「 失 な し で 、 帳 い 系 材 で 作ら れ た 男の子 の 
ジャ ケッ ト の 上 か ら 着 用 され た 幅広 の バン タル ー ン 」 が 含ま れ て い 
た 。「 お そら く 、 ペ ルン ハー ル は 、 男 の 子 の 稚 寺 の スタ イル を スケ 
ルト ンス ー ツ に 描き 、 こ の スー ツ は 、 少 年 が 産 成 し た 特別 な 地位 を 
反映 し て で いた の で あろ う ゆ 」 と ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー 
は 途 べ て いる 。 女 性 と 男性 の 両方 の 恨 装 は 、 子 ども の ドレ ス に 似 て で 
いた が 、 男 性 と 女性 は 、 同 じ 服 装 を 着用 する こと は な く 、 男 性 服 の 
変化 は 、 女 性 眼 の 変更 ほど 劇 的 で は な か っ た 。 男 性 は バン ツ や ジャ 
ケッ ト の 基本 的 な 衣装 を 身 に 着け た 。 す で に 着 て で いた ズボン 、 シ ャ 
ツ 、 ジ ャ ケッ ト に 似 て お り 、 彼ら の 指南 書 に は 、 ま っ た く 新 し い タ 
イプ の ドレ ス の 採用 は 含ま れ て いな か っ た と いう 。 


な ぜ 男 性 は 女性 の 衣服 を 改革 する こと に 関心 を 持ち 、 な ぜ こ の 特 
定 の スタ イル の ショ ー ト ・ ド レス と ズポン を 居 ん だ の で あろ うか 9 
ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー に よる と 、 イ ギリ ス の ミド ・ ウ 
エス ト の 改革 衣服 ー・ ハ ー モ ニー 共同 体 の 女性 用 バン ツ と ド 
レス の コン ピ ネ ーション の モデ ル に な っ て いる と いう 0 。 また 、 上 
四 千 秋 に よる と 「 オ ウエ ン は ニュ ー・ ラ ナー ク 時 代 の 先 倒 に な ら っ 
て 、 共同 体 の 内 部 で は 双 特 の 衣服 の 着用 を 奨 大 し た 中 」 と 述べ て い 
る 。 
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地図 1 ニュ ー・ ハ ー モ ニー 


そこ で 、 筆者 は ニュ ー・ ラ ナー ク 時 代 の 先例 な る 衣服 に つい て 調べ 
で みた と ころ 、 ユ ネス = 世界 女 化 貴 産 委員 会 の 2001 年 第 25 区 セッ 
ショ ン の レポ ー ト に 、 次 の よう な 図 ( 図 5) が 掲載 され 、 解 説 され て 
いる 。 

これ は ロバ パー ト ・ オ ー ウ ェ ン が 1814 年 に 、 ニ ュー・ ラ ナー ク に 開 
設 し た 学校 の ダン ス の 投 業 取 大 で ある 。 

「 新 学院 と 学校 は 急速 に 完成 し 、 表 下方 豊 か な 芸 打 、 臣 り 、 歌 と 錠 
時 を 重視 し た カリ キュ ラム を 提供 し まし た 。 そ れ ら は また 、 講 義宣 
や ダイ ニン グル ー ム 、 款 教 衣 設 な どの 失 剛体 と し て の 機能 も 果たし 
て で いま し た 。 披 ら は 、 子 ども か ら 大 人 まで の 生徒 が 助手 の 先生 に よ 
っ て 数 えら れ 、 新 し い 機 関 は 、 オ ー ウ ェ ン の 環境 と 共産 主義 者 の ア 
イデ ア の 一 番 早 期 の 、 其 体 的 な 表現 で も っ た よう に 思わ れ ま すす 中 

『 オ ウエ ン 自 節 伝 』 に は 、 幼 児 教 育 の あり 方 と この 教室 の 帳 子 が 次 
に よう に 描 あ われ で いる 。 
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図 5 ニュ ー・ ラ ナー ク の ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン が 投 立 し た 学校 の ダ 
ンス の 技 業 由華 。 


小児 を 書物 で いじ め る な 。 身 の まわ り に ころ が っ て いる 物 の 
使い や 本 性" 性 質 を 教え る も の だ 、 小 児 の 好 礎 心 が 刺 蔵 され 、 
それ し ち に つい て 質問 二 る よう に な っ た 時 に 、 う ちょ と けた 言葉 で 。 

天気 の 悪い 日 の 導 戯 二 は 16 フィー ト に 20 フィート 、 高 さき 16 
フィ ー ト あっ た 

区 児 才 育 の 教室 は 同じ 大 き さ で 、 い ろ いろ な 壮 に 動物 の 給 
や 地図 を 備え つけ 、 庭 や 畑 や 森 か らち の 自 角 物 が よく お いて あっ 
た 。 一 それ ら の 検査 や 悦 明 は いつ も 彼ら ちの 好奇 心 を 彰 蔵 し 、 小 
児 と いま や 若き 友 を 教え て みて 自分 も 新知 識 を えつ つ あ っ た そ 
の 先生 た ちと の 間 に 生き と し た 会 話 を 創造 し た 、 簿 が い 
つも 破 ら に 、 生 徒 を そう いう も の と 考え 、 そ う 取 扱え と 教え た 
の で 090。 
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その 視 宗 の み が こ の 地 に 生じ た 諸 結果 に ふさ わし い 何 ら か の 
印象 を 与え うる と 知っ て 、 私 は 全 設 備 を 惜 し 気 も な く 公開 し で 
来訪 者 全部 の 縛 査 に 供し た 。 私 は 世間 に 向かっ て 言っ た も の だ 
ーー 「 来 て 、 見 て で 、 ご 自分 で 判断 し て 下さ い 。」 と 。 そし て 、 世 間 
の 人 は 来 た 、 一 何 吾 、 で は な い 、 年 々 何 千 人 も の 人 が 。 学 校 で 
児童 の 早期 の 各 齋 業 に 一 度 に 七 十 人 ぐら ちい の 外 来 者 を 私 は 見 た 。 
この 時 甚 に は ダン ス ・ 音 楽 ・ 軍 事 教 線 ・ 地 理 の 課 集 が 「 ご く 信 
心 ぶ か い コ クリ スチ ャ ン を の ぞ く す べ で の 人 の 心 を 特に ひい た 。 
その クリ スチ ャ ン で さえ も 、 こ うい う 若 も の た ち ー そ れ も 普 通 
の 紡績 工場 の 子ども た ち 一 の 天真 な 人 悦 ば し い 辛 福 に は 、 驚 嘆 潜 
美 の を あげ る の を 上 禁じ えな か っ た ""。 


上 記 は 、 直接 、 当 時 の 服装 に 関す る 記述 で は な い が 、 ロ パート ・ オ 
ー ウ ェ ン の 教育 思想 の 根 剛 を な すす 考え が 突 え る 。 填 室 の 様子 は 図 5 と 
見 事 に 対応 し て いる 。 

次 に 、 こ の 図 に お ける 服装 を 分 析 し て みよ う 。 

少女 た ち は 古 代 ロ ー マ の ダル マテ ィ カ 帳 の チュ ニッ ク を 着 て 、 ダ ン 
ス を し て いる 。 ズ ボン は 雰 い て いない 。 窓 除 の ベン チ に 腰掛 け て いる 
女性 た ち は 、 エ ン バ イ ヤ ・ ス タイ ル の ドレ ス を 着 で いる 。 左 手 の 負 に 
男性 と 並ん で 立っ て いる 女性 も 、 流 行 の エン バイ アー・ ド レス の 衣装 を 
可 っ て いる 。 オ ー ウ ェ ン が 『 自 叙 伝 』 で 回 息 し て いる 外来 者 の 婦人 た 
ち で あろ うか 。 

ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン が 著 し た 『 ラ ナー ク へ の 勿 告 』 に は 、 衣 服 に 
関す る 見 解 が 、 次 の よう に 述べ られ で いる 。 

『 よ ころ で 、 ロ ー マ 人 と スコ ッ ト ラ ンド 高地 人 は 、 そ れ を 閉 用 すれ 
ば 実用 的 人 効 果 が ある と いう 理由 か ら 国民 服 を 採用 し 、 そ れ で いて 、 こ 
れ を めい めい に よく 似合っ た も の 、 さ ら に 装飾 的 な も の に し て いく 
夫 を 無視 し な か っ た た っ た 二 つ の 国民 で ある と 思わ れ ま す 。 か れ ら は 
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民 服 の 形 を 、 は じ め は 容 誠 に 力 強 さ と 男性 的 な 医 し き を あたえ る よ 
、 そ の 後 そ れ を か ざる よう も くろ み ま し た 。 と ころ が 、 現 代 見 らち 
れる 各種 各 様 の 着物 は 、 肉 体 の 力 を 蔵 退 させ 、 人 間 の 容 変 を ひと の あ 
われ み と 同 情 を さそ う も の に し て し まう の が お ち で あり ます 。 で すか 
ら 、 こ ん な 着物 を つく る た め に 時 間 、 費用 、 思 考 、 労 力 を つか う の は 、 
社会 の 人 中 級 の 低い 知 的 槍 を 示す た し か な 証拠 で あり ます 。 こ うい 
う 租 野 な 人 開 能 カ の 悪用 が どん な に な され よう と 、 和 有益 で 合理 的 な 仁 
事 を する の に 、 何 の 役 に も 立ち ませ ん 。 反 対 に 、 そ れ は すべ て の 内 体 
と 精神 の 力 を 大 い に め 、 あ ら ゆ る 点 で 社会 に きわ め て 有 寄 で あり ま 
す の 」 

『 い ま の 場合 、 私 は 新しい 村 の 住民 の 男の子 に は 、 ロ ー マ や スコ ン 
トラ ンド 高地 人 の 服装 に 羽 た も の を 着 さ せる よう に 押 告 いた し ます 。 
それ は 、 男 の 子 の 手足 を きゅう くつ な 締め つけ か ら 自由 に し て や り 、 
身体 の あら ゆる 部 分 り 上 に 國 通 し を よく し 、 か れ ら が 強健 で 、 活 動 的 
で 、 四 黄 が 十分 発達 し 、 健 康 に な る よう に 第 え で や る た めで あり ます 。 

また 、 女 子 に も よく 吟味 し た 着物 を 着 させ て 、 上 に 述べ た と 同様 な 

大 利益 を 得 さ せる べき で あり ます 7。」 

「 私 が 考え て いる 制度 の も と で は 、 こ れ ら の 科 の 住人 は 、 そ れ と 同 
数 の 現代 中 流 生 話 者 が 被 随 の た め に 必要 と する 労作 と わずらわし さと 
経 費 と の 百 関 の 一 より 少な いも の で 、 一 般 に みとめ られ た 着物 の 機能 
か ら み て ずっ と 只 合 の よい も の を きる こと が で きる で し ょ う 。 そ れ で 
いて 新しい 着物 の 形 と 材料 は 、 ふ る いも の の どれ に 比べ で て も 、 ず っ と 
優秀 で ある こと が 認め られ る で し ょ う Wj 


は 、 読 行 の 衣装 が 身体 に 及ぼ す 悪影響 と スコ ッ ト ラ ンド 庫 地 
人 と ロー マ の 衣装 が ゆる や か で 健康 に 良い と いう こと が 述べ られ て い 
る 。 ズ ボン に つい て は 言及 され て いな い 。 だ が 、 女 性 に は それ 相当 の 
健康 に 良い 衣装 を 着る よう に と 述べ 、 衣 服 を 特定 は し て いな い が 、 縛 
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曲 的 に オー ウェ ン が 勧め る 衣装 に 言 朋 し て いる 。 ハ イラ ンド の 衣装 は 
ター タン チェ ッ ク の 巻き スカ ー ト で あり 、 ロ ー マ の 衣装 は チュ ニッ ク 
形式 で 、 衣 眼 の 原型 を な すず ゆる や か で 、 機 能 的 な 衣服 で ある 。 

前 述 の よう に 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 ア メリ カ に 
濾 っ た ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン は 、 ニ ュー・ ハ ー モ ニー 共同 体 で 女性 用 
パンツ と ドレ ス の コン ピ ビ ネ ーション を 初め て 発 家 し た と 断定 し て いる 。 
そし て 、 圏 4 の 挿絵 を 学位 葵 女 に 掲載 し て いる 。 そ の 根拠 と し て 、 ゲ 
イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は オー ウェ ン 自 身 の 言葉 で は 具体 的 
に 書い て お ら ず 、「 オ ー ウ ェ ン は 、 ロ バー ト ・ ジ ェ ニ ング (Robert 
Jennings) が 説 圭 の な か で 述べ た ニュ ー・ ハ ー モ ニー・ ガ ゼット 抵 (1&25 
年 10 月 15 日) に 見 られ る 簡 稀 な 衣服 の こと を 指し て いる 史 」 と 書 
いて いる 。 筆 者 は この 新聞 記事 を ネッ ト 上 で 擦 し た が 、 議 会 図書 館 に 
マイ クロ フィ ルム が 所 蔵 さ れ て いる こと が 判 朋 し た 。 事 実 認 は 今後 
の 課題 で ある 。 

ここ で 明記 し て お きた い の は 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニー カ ・ フ ィ ッ シャ ー 
が 書い て いる 女性 用 ズポン の 形態 で ある 。「 足 育 の と ころ で 紙 で 縛ら れ 、 
膝 諾 で 、 と て も た っ ぷり し て いて 、 ス リッ ト 状 に な っ た アン グー トラ 
ウザ ー。 時 に は 足 訓 を 栖 っ て いる W」 と 表現 され て いる 。 言わ ば 、 
た っ ぷり と し た レギ ンス を 息 走 させ る 表現 で ある 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニー 
カ ・ フ ィ ッ シャ ー の 論文 や 著作 で は 「 ニ ュー・ ハ ー モ ニー に お ける ド 
レス ・ リ フォ ー ム の 実験 で 用 いら れ た 女性 用 バン ツ と ドレ ス の コン ビ 
ネー ショ ン 」 に 対す る 根拠 づけ は 、 実証 性 を 欠い て いる よう に 思わ れ 
る 。 

そこ で 筆者 は 、 ロ バー ト ・ オ ー ウ ェ ン が ニュ ェ ー・ ハ ー モ ニー 共 困 体 
で 女性 用 バン ツ と ドレ ス の コン ビ ネ ー シ ョ ン を 提案 し た こと の 理 付 け 
賢 料 を 探し 求め て きた が 、Donald E. Pilzcr 編集 り “New Harmony Thcn 
Now" の 中 に 、 湊 の よう な 記述 を 発見 し た 。 

"New Harmony adoptcd a libcrating costume for womcn. Loosc-ftting 
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ankik-lcngth pantaloons undcr a knec-length or longer skir gae inereased 
ficedom of movemecnt 

(ニュ ー・ ハ ー モ ニー は 女性 を 解放 する 衣装 を 採用 し まし た 。 睦 の 
長 さや 長 ゆ の スカ ー ト の 下 に ゆっ た り と フィ ッ ト ず る 足首 丈 の バ パンタ 
ルー ン を は き 、 こ の 衣 了 月 は 動き の 自由 度 を 商 め まし た FV) 

そし て 、 こ の 記 球 の 注 に 、Eiot PreysAjp 7or Poszerfy の p.433 と 
PS54 の スケ ッ チ を 見 よ 史 と 記さ れ で いる 。 

そこ で 、 本 書 を 入手 し 、 わ くわ くし て 、 こ れ ら の ベー ジ を 開い て な 
た 。 以下 に 、 こ れ ら ちの ベー 
ジ に 掲載 され た 二 枚 の イラ 
スト を 紹介 し よう 。 

較 6 の 作者 は トシ ャ ルル ・ 
アレ クサ ンド ル ・ ル ゼー ル 
(Charles-Alcxandre Lesueur) 
で ある 。 キ ャ プシ ョ ン に は 、 
コミ ュ ニ ティ ・ ド レス を 痢 


ーー た 先生 が 算数 を 教え て いる 、 
硬 6 ニュ ー ハ ー モ ニー 共 隊 体 で 、 コ ミュ と 記さ れ で いる 。 
ニチ ィ ・ ド レス を 着 た 先生 が 算 敷 を 教え て この イラ スト に は 、 カ フ 


者 ス 付き の 長 欄 の ショ ー ト ・ 


ドレ ス に バン タル ー ン を 例 
いて 立っ て いる 女性 の 先生 が 、 指示 権 を 持っ て で 、 人 算数 を 教え て で おり 、 
男 の 生徒 (ひげ を た くわ えた 大 人 も 呈 ら れる ) が 3 人 、 長 符 子 に 庫 っ 
て で 、 授業 を 受け て いる 光 長 が 描か れ て いる 。 先生 の 向こう 側 に も 生徒 
の 次 が 横 か れ て いる 。 費 広 の 帽子 を 破っ て いる 女性 の 次 も 見 られ る 。 
先生 の ショ ー ト ・ ド レス に は サッ シェ が 巻 か れ て いる 。 パ ンタ ルーン 
の 足首 に は カフ ス が 付け られ 、 絞 られ て いる 。 足 は 素足 の よう に 見 え 
る 。 ヘ アー は ショ ー ト カッ ト で ある 。 ポ ボー ド に は フラ ンス 語 で 、 
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Grosse bete. vous mrentendez ps (お ば か さん 。 あな た が た は 、 
私 の 話 を 開い て いま せん ね ) と 書か れ て いる 。 こ の 槍 の 作品 番号 と 所 
蔵 先 は "No.46240 Messem diHistoire Natunlic. Le Have" 上 記載 され で 
いる 。 ん ・ ア ー ヴ ル (LcHavc) は フラ ンス 北西 部 の ノル マン ディ ー 
の 大 両 汰 に 臨む 洪 浴 都市 で ある 。 叙 半 だ が 、 筆 者 も 南 フ ラン ス の お 域 
知り を する 途上 で 、 訪 れ た こと が ある 。 

この 女性 の 先生 は 、 フ ラン ス 人 な の で あろ うか 。 こ の 衣装 は 、 後 巡 
する フラ ン シ ス ・ ラ イト (Prances Wright, 1795-1832) を 描い た 給 ( 図 
9) に も 、 非 常に 類 収 し た 
も の が 見 られ る 。 呆 て し 
な く 、 興 味 を 誘わ れる 衣 
付 で ある 。 

また 、 較 7 に は 、 
ー・ ハ ー モ ニー・ 
ニテ ィ ・ コ スチ ュー ム 
(1829) よい う キ ャ プシ 
ョ ン が 付け ち れ 、 シ ョ ー 
ト ・ ド レス に ズポン を 家 
いた 二 人 の 女性 が 楠 か し 園 7 ニュ ー ハ ー モ ニー・ コ ミュ ニテ ィ ー・ コ 
て で いる 。 な の 女性 は 半袖 。 ステ ュー ム (18629。 
で 浅い り 字 現 の 拉 ぐ で り の 
ショ ー ト ・ ド レス に ペル ト を 締め 、 筒 軸 の 系 ち か い ズ ボン を 玩 い て い 
る 。 手 に は 細長 い 紙 の よう な も の を 広げ て 、 ス カー ト の 下部 に 両手 で 
持っ て 重 ら し て いる 。 殻 は 短く 結っ て 、 ペ レー 個 を 被っ で いる 。 右 の 
女性 は 、 バ フス リー プ で 、 人 舟形 に カッ ト し た 容 ぐ ざり の ショ ー ト ・ ド レ 
ス に ベル ト を 締め 、 や は り 位 居 の 系 ら か い ズ ポン を 導 い て いる 。 髪 は 
往く 結い 上 げ て いる 。2 人 と よ も 小さ な 先 が 央 っ た フラ ッ ト な 戦 を 界 い 
て で いる 。 
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これ ら の イラ スト は アメ リカ の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 原 騙 を な 
し て いる と 言え る の で は な か ろう か 。 そ の 意味 で 、 非 常に 貴重 な イラ 
スト で ある 。 に 残念 な が ら 、 本書 に は 、 この 衣 限 に 関す る ロバ ー ト ・ 
オー ウェ ン の 解説 は 見 ち れ な い 。 

また 、 較 8 は 、 や は り シ ャ ルル ・ ア レク サン ドル ・ ル ゼー ル 作 の イ 
ラス ト で 、 ニ ュー・ ハ ー モ ニー 共同 体 の 建物 の 前 で 体 ん で いる 二 人 の 
女性 た ち で ある 。 右 の 女性 は ショ ー ト ・ ド レス に ズボン を 例 い て いる 。 
左 の 女性 は ロン グ の ドレ ス を 着 て で いる 。 ドレ ス の 克 が 長い た め 、 ズ ポ 
ン を 講 い て いる か どう か は 、 定 か で は な い 。 こ の 光 基 は 、 当 時 の ニュ 
ー・ ハ ー モ ニー 共同 体 の 生 笑 忠 を 澤 わ せ て いる 。 い か に も 今日 の 女性 
た ち が 好 む 楽 な 服装 その も の で ある 。 第 1 章 に 掲載 し た 國 2 の 1830 
年 代 の クリ ノリ ン 衣 装 に 付 っ た 時 人 た ちの コル セッ ト で 締め 付け られ 
た 非常 に 細い ウエ スト と は 、 好 計 隊 を な し て いる 。 

で は 、 当 時 、 ニ ュー・ ハ ー モ ナイ ト 共 同体 で 提唱 され た 衣服 を 著 用 
し て いた 女性 に は 、 ど の よう な 人 
が いた の で あろ うか 。 代 表 的 な 女 
性 は フラ ン シ ス ・ ラ イト (Francis 
Wright、1795-1852) で ある 。 そこ で 、 
ここ で 、 し ば し 、 フ ラン シス ・ ラ 
イト に 目 を 向け よう 。 技 女 は 女性 
の 権利 運動 、 記 区 測 廃止 運動 に 携 
わっ た 重要 な 歴史 的 人 物 で ある 。 
フェ ミニ ズム や ジェ ンダ ー 研 究 、 
才 吉 制 廃 上 運動 研究 の 対象 と し て 、 
大 変 、 興 味 隔 い 人 物 で ある が 、 本 
書 で は 紙 幅 の 都合 で 、 以 下 に 簡 
に 紹介 する こと と する 中 。 

フラ ン シ ス ・ ラ イト は 、 1795 年 


図 8 ニュ ー ハ ー モ ニー 共同 体 の 建 
物 の 前 で 司 ん で いる 二 入 の 玄 性 た 
ち 。 
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9 月 6 H、 ス コッ トラ ンド の ダン ディ ー で カミ ー ラ ・ カ ンプ ベル 

(Camills Campbcll) と 挫 福 な 麻 の 製造 楽 者 で 政治 家 で ある ジェ イム 
ズ ・ ラ イト Oames Wright) の も と に 生ま れ た 。 彼ら の 子ども は 3 人 で 
あっ た 。 両 親 は く し て 死 記 し 、 フ ァ ニ ー (彼女 は 子ども 時 代 に こう 
呼ば れ た ) は 3 蔵 で 凡 児 に な っ た 。 フラ ン シ ス ・ ラ イト は 緒 師 、 作 家 、 
フェ ミニ スト 、 朗 背 抽 廃止 論者 、 社 会 改 共 者 で あり 、1825 年 に アメ リ 
カ 市 民 に な っ た 。 その 年 、 テ ネ シ ー 州 で ナシ ョ バ ・ コ ミュ ー ン (Nashoha 
Commume) [野人 た ちの 教育 と 地位 向上 を めざし た 運動 ] を ユー トピ 
ア の コミ ュ ニ ティ と し て 創設 し た が 、3 年 し か 続か な か っ た 。 

彼女 の 『 福 会 角 と アメ リカ の マナ ー』 (1821 年 ) は 、 新 国家 の 批 判 
と し て 彼女 に 最も 注目 を 集め た 。 叔母 は フラ ン シ ス と 技 女 の 妹 カミ ラ 
の 二 人 の 子ども た ちの た め の 保護 者 と し て 行動 し た 。 ラ イト は 、 ス コ 
ッ ト ラ ンド の 学校 の メン バー で 、 プ ログ レッ シグ 哲学 者 の ジェ ー ム 
ン を 含む 親戚 の 家 で 育っ た 。 フ ァ ニ ー が 慣習 的 な アイ デア に 
組 問 を 抱く よう に 人 し た ミル ン は 、 彼 女 の 成 長 に 永続 的 な 影響 を 与え 
る こと に な る 。16 歳 で ファ ニー は スコ ッ ト ラ ンド に 戻り 、 船 強 と 吾 筆 
の 冬 と スコ ッ ト ラ ンド の ハイ ラン ド を 訪れ る 夏 を 過ごし た 。 

彼女 は 大 学 の 図書 館 で 自分 自身 に 教育 を つけ 、18 誠 で 彼女 の 最初 の 
本 を 書い た 。 ア メリ カ で は ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン や オー ウェ ン の 息子 
の ロバ ー ト ・ デ ー ル ・ オ ー ウ ェ ン 、 ト マス ・ ジ ェ フ ァ ソ ン 、 ジ ャ クソ 
ン 大 統領 と 親交 を 浴 め た 。 

と り わ け 、 奴 線 制 廃止 の た め に ハイ チ に 奴隷 を 移住 させ た 試み は 有 
名 で ある 。 

ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は フラ ン シ ス ・ ラ イト の 服装 に 
つい て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

「 ニ ュー・ ハ ー モ ニー の 著名 な メン バー で ある フラ ン シ ス ・ ラ イト は 、 
平等 の た め の 衣装 が どの よう に 見 える か に つい て 自分 の 考え を 持っ て 
いた よう で ある 。 ラ イト は 、 女 性 の た め の 自分 の ドレ スコ ー ド を 開発 
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入 上 の 交 に 裁断 
像 に 装 わ れ た 佑 
の 衣服 を 彼女 の 身体 に 和 
げた 。』( 較 9) 改革 服 容 の ライ ト を 揃 いた た っ だ た 

モナ イト の 女性 


と は 無関係 で 。 


絵画 は 


装用 する ニュ ー・ ハ ー モ ニー の 衣装 の 記述 


彼女 の 衣装 の エニー ク さ を 
この スタ イル 人 は 後に アメ リア ・ ブ ル 


ン な どの フェ ミニ ス ド 進 


+ 無 関係 で あり 、 彼 
女 の 衣 装 の ユニ ー ク さ を 記 雄 【 


果 た 【 


図 9 フラ ン シ ス ・ ラ イト の リ 
フォ ー ム ・ ド レス 癌 。1825 人 
10 月 。 


Denald E. Pize “New Hanmony Then 
Now 図 9 が 掲載 され 、 
ショ ン に "Francis Wnght、weanng a 


erion of thc ofHicial libcrating costume adopted for womcn in New 


Hammony's Community of Equality in IS26* こ と ある 。 つま り 、「126 
いて 、 女 性 に 探 用 
ァ ラ ン シ ス ・ ラ イト 」 


・ ハ ー モ ニー の 


区 の 解放 衣装 の バ 


さら に 、 図 10 は フラ ン シ ス ・ ラ イト の 肖像 
で あり 、 キ ャ プシ ョ ン に 『「 は じ め を 
は いた 女性 」 と ある 。 こ れ ら の 図版 の キャ プ 
ショ ン を 根 搬 と し 
ェ ュ ー・ ハ ー モ 


で 、 フ ラン シス ・ ラ イト は 
共同 体 の 女性 の 衣服 改革 
の 原案 を 立案 し 、 ロ パー ト ・ オ ー ウ ェ ン が 共 
の 方 針 と し て 失 起 し た と いう 考え も 成り 
つの で は な : 
ライ ト が 考え た 衣装 の 元 は ショ ー ト ・ ド レ 
ンタ ルー ン と いう 子ども 服 (写真 1) 
た の で は な か ろう か 。 ち な み に 、 写 真 1 団 I0 は じ め て パン ツ 
は 国際 児 間 年 の 1979 年 に 、 バ リ 服飾 南 物 館 で を は いた 玄 性 

行わ れ た 1730 年 か ら 1930 年 の 時 期 の 子ども 
妥 の 了 展 示 の 写真 で ある 。 左 は 薄い 白 綿 地 の 1 
右 は 績 地 で 1&40 年 天 の 女児 用 ドレ ス で 
親 た ちと 同じ よう に シバ コ 
リネ ン 製 の ズポン が 少し 見 
、 ギ ャ ザー を 寄せ て 足首 に フィ 


た り し て いた "」 と ある , 


うか > 


27 年 頃 の 女 上 用 ドレ ス 


向 で あ 


と ころ で 、 ロ バー ト ・ オ ー ウ ェ ン の 息子 


(Rokcn 


Dalc Own. 1R01-1877) は 、 慌 と フラ ン シ 
ス ・ ラ イト が 編集 し た 新聞 、 フ リー・ エ ン 
クワ イラ ー (Thc Free Enquirer) 紙 (August 
1s29.p321) に お いて 、 ア メリ カ の 拘束 

衣装 様式 、 と く 
性 の 身体 や や 乳児 に 及ぼ す 曲 響 に 


、 き つい 締 め 


写真 1 子ども 服 の 謀 
未 。 


て 、 実 に 厳格 で 、 胃 確 な 見 解 を 表 胃 し て いる 。 こ の 新聞 の 元 は 、 ニ ュ 
ー・ ハ ー モ ニー・ ガ ゼット (New Harmony Gazette) 紙 で ある 。 

この 記事 自体 は 父親 の オー ウェ ン が ハー モナ イト 共同 体 を 解散 し て 
か ら 息 子 の ロバ ー ト ・ デ ー ル ・ オ ー ウ ェ ン が 書い た も の だ が 、 当 時 の 
ファ ッ シ ョ ナブ ル な 衣装 が 、 女 性 の 健康 、 乳 幼児 の 健康 に 及ぼ す 彫 衝 
に つい て 、 生 理学 者 が 発し た 警告 が 示さ れ た 重要 な 資料 で ある た め 、 
ここ に 紹介 する o。 


「 友 人 は ラッ ガー 医科 大 学 の 解剖 生理 学 教 公 で あり 、 い くつ 
か の 学 導 と 学術 壮 会 の メン バー で ある ゴッド マン 博士 に よっ 
て 出版 され た 作品 を 、 私 た ち に フィ ラ デ ル フィ ア か ら 送 っ て き 
まし た 。」 


「 こ の 作品 に は 、 さ ま ざ ま な 機会 に 講演 され た 、 重 要 な テー 
て の いく つか の 呼び か けが 含ま れ て いま す 。 私 は 現在 、 私 た ち 
の 読者 の 注意 を 喚起 し た いと 思っ て いま す 。 な ぜ な ら 、 それ は 
私 た ちの 国 全体 で 行わ れ て いる 非常 に 一 般 的 な 虐待 を 扱 い 、 

(すべ て の 唇 発 さ れ た 生理 学者 が 同意 する よう に ) 非常 に 悪性 
で ある こと を 授 う か ら で す 。 私 は この 国 の 半数 の 市 民 の 間 で 、 
つま り 、 女 性 の 間 で 、 き つい 紺 締め が 流行 し て いる こと を 指し 
ます -」 


「 こ れ は 邊 の 意見 で す が 、 き つい 紺 締め は 、 常 に 悪質 な 、 時 
に は “犯罪 行 編 * で す 。 世 界 は 、 そ の 秘 鶴 の 実 中 が 何で あれ 、 
健 上 康 に 有害 で あり 、 し ば し ば 健康 を 破壊 する よう な 行き 過ぎ た 
行 旋 を 非難 し ます 。」 


「 き つい 軽 締め は 常に 悪党 な 行 訪 、 時 に は 移 固 行 る で ある と 
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私 は 言い まし た 。 そ れ は いつ も 、( プ ラン デー を 飲ん だ り 、 嘩 
素 を 貼 ん だ り 、 ま た は 他 の 似 た よう な 服用 品 を 用 いて ) 体 を 作 
つけ 、 その 採用 に 惑わ され た 人 々 の 健康 を 笑う の で 、 鶴 に 隙 質 
な こと で す 。 健 康 を 傷つけ る も の は 何で も 如 事 で す 。 女 性 は 
時 を それ を 実施 し て 子 係 を 病気 に する の で 、 時 に は 犯 界 行為 で 
す 。 仲間 に 無償 の 働 害 を 与え る も の は 何で も 子 俳 で す 。 これ は 
非常 に 肖 し いよ うに 関 こ ふ る か も し れ ま せん 。 し か し それ は ま 
ざれ も な い 真 実 で す 。 そし て 、 私 た ち は 腹 時 の 替 せ の た め に 生 
存 し て いる の で は あり ませ ん 。 それ ゆえ 、 真 実 を 拒否 し て は な 
り ま せん 。 女性 た ち は 、 子 銘 に 対し て 大 さき な 愛情 を 告白 し 、 一 
殻 的 に は 子 係 を 楽し ませ ます 。 條 ち は 気 を 見 守る た め に 也 れ 
な い 夜 を 包 ご し 、 彼 ら が 与え られ た 無力 な 小さ な 生き 物 の 健康 
を 保つ た め に 、 不 安 の 生 話 を 送っ て いき ます 。」 


「 私 は 、 彼 ちの 健康 は 、 自 分 自身 を 尊重 する 個々 の 間 題 で は 
な く 、 他 の 存在 に も 関係 する も の で ある と 彼ら に 伝え ます 。 私 
は ファ ッ シ ョ ン の モロ ク の 祭壇 “” で 彼ら の 健康 を 鐘 牧 に する 
権利 が な いと 彼ら に 伝え ます 。 彼ら は 他人 を 喜ば せる ほど の 普 
し み を 自分 自身 に も た ら す こと は 自由 で す が 、 この よう な 行 放 
や 他 の 不道徳 な 行為 の いずれ か に よっ て 、 子 め わ か りな が ら 、 
子ども た ち に 普 し み を も た ら す 権利 は あり ませ ん 」 


以上 、 ロ バー ト ・ デ ー ル ・ オ ー ウ ェ ン の 書い た 上 記 の 記事 に は 、 き 
つい 紹 締 め が 女 性 の 健康 間 題 の みな ら ず 、 乳 児 に 及ぼ す 悪 影響 が 、 農 
外 と 指摘 され で いる 。 先 に 紹介 し た 「『 ラ ナー ク へ の 報告 」 に 見 られ る 
記 述 か ら 明 ち か な よう に 、 條 の 父 ロ バー ト ・ オ ー ウ ェ ン の 提案 し た ド 
レス ・ リ フォ ー ム の 根底 に は 、 当 状 、 流 行 の きつ い 紺 締め に 対す る 痛 
可 な 批判 が あっ た も の と 思わ れる 。 ロ バー ト ・ オ ー ウ ェ ン が 本 国 イ ギ 
リス に お いて 、 幼 児 教育 に 心血 を 注い だ 人 物 で ある こと を 記 れ では な 
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ら な いで あろ う 。 

と ころ で 、 オ ー ウ ェ ン は 、 ハ ー モ ナイ ト の 女性 の 間 で ファ ッ シ ョ ン 
へ の 関心 を 一 反する こと に 、 全 面 的 に 成功 は し な か っ た 。 そ の 原因 は 、 
果たし て どこ に あっ た の で あろ うか 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ シ ャ 
ー は この 隅 題 に つい て 、 次 の よう な 分 析 を 行っ て いる 。 


ニュ ェ ー・ ハ ー モ ニー の 衣装 は 、『 コ ミュ ニテ ィ の 解散 後 す ぐ 
に ファ ッ シ ョ ン と し て 」 続 けら れ な く な っ た の で ある 。 ま た 、 
ニュ ー・ ハ ー モ ニー・ ド レス の 改革 は 、1827 年 以降 、 主 流 の 
社会 で 二股 の 服 を 着 た 女性 の 伝統 を 始め る こと も な か っ た の 
で ある 。 衣装 が より 大 き な ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 を 制 滅 し な 
か っ た 理由 の 一 つ は 、 この 衣装 が ニュ ー・ ハ ー モ ニー 村 の 境界 
内 で し か 着用 され な か っ た と いう 限定 され た 使用 の あり 方 に 
関連 し て いる 可能 性 が ある "。 


また 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 次 の よう な 分 折 も 行 
つて いる 。 


ほとん どの 共同 体 主 義 者 は 、 た と え 閉 じ た 社 会 の 幼 囲 内 で あ 
っ て も 、 女 性 に ズボン を 着用 する こと を 郭 め て も 快適 で は な か 
っ た こと で あろ う 。 な ぜ な ら 、 衣装 は 女性 と 男性 の ドレ ス に つ 
いて 受け 入れ られ る アイ デア か ら あ まり に も 根本 的 に 逸脱 し 
た か ら で あ る 。 さ ら に 、 案 教 的 で あろ うと な か ろう と 、 共 同体 
社会 で は 、 弄 の 明示 的 な メッ セー ジ は 、 男 女 江 別 的 衣服 を 維 
持 す る よう に 、 女 性 と 男性 に 明確 に 警告 し た 。 


『 女 は 男 の 衣 枝 を 身 に 着け て は な ら な い 。 また 男 は 女 の 閉 物 
を 着 で は な ら な い 。 すべ て この よう な こと を する 者 を 、 あな た 
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の 神 、 は 足 み きら われ る 0。」( 申 命 記 ) 


その よう な 墨書 の 戒め に 服従 する こと を 免除 され た 人 は ほ と 
ん どい な い 。 男性 は お よそ 1400 年 以来 、300 年 後 の ズ ボン は 

『 自 然 な 」 排他 的 な 男性 服 の よう に 見 えた の で 、 何 ら か の 形 の 
ズポン を 幸い て いた 。 し た が っ て 、 置 書 の 言 茶 の 一 般 的 な 解 紀 
は 、 男 性 が ズポン を 着用 し 、 女性 が スカ ー ト を 着用 し た こと を 
意味 し た 0。 


ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 論文 の この 下り を 読ん で 、 筆 
者 も 大 い に 納 得 し た 次 第 で ある 。 な ぜ な ら 、 人 筆者 は 申 命 記 に 記さ れ た 
男女 の 着 あ も の に つい て の 戒め を 、 次 の よう に 解 収 し た か ら で あ る 。 

旧約 斑 書 の 創世 記 1 剤 に は 、 神 が 人 を 人 造ら れ た 経 線 が 記さ れ て いる 
が 、 神 が 人 を 造ら れ た 時 、 男 と 女 と に 造ら れ た 。 そ れ は 男 と 女 は 境 う 
よう に 造ら れ た と いう 意味 で ある 。 人間 と し て は 同等 で あり 、 同 質 だ 
が 、 そ れ ぞ れ 与 えら れ た 役割 に 違い が ある と いう こと で ある 。 人 は 神 
の か た ち に 造ら れ 、 神 の 栄光 を 現す た め に 造ら れ た が 、 人 が ひと り で 
いる の は 良く な いと 、 神 は アダ ム の 助け 手 と し て エバ を 造ら れ た の で 
ある 。 そ の よう に し て 二 人 が 互い に 助け 合っ て 神 の 栄光 を 現す た めで 
ある 。 そ れ 改 に 、 男 と 女 は 同等 、 同 質 だ が 、 根 本 的 な 違い が ある の で 
あっ て 、 そ の 違い を 認め つつ も 、 そ れ を 混同 し て は な ら な いと いう ニニ 
と で あろ う 。 

加 書 の 申 命 記 に お ける この 戒め は 、 女 性 服 へ の ズボン の 少 入 の 厚い 
六 璧 で あっ た 。 この 戒め の 交 に 、 女 性 が ズボン を 履く こと に 対す る 抵 
抗 は 、 爺 性 に と っ て も 、 女 性 に と っ て も 、 想 像 を 区 する ほど 強かっ た 
で あろ う 。 こ の 抵抗 は 、 果 た し て 、 ど の よう に し て 約 ま っ て いく の で 
あろ うか 。 そ れ を 角 き 胃 か すず の が 、 本 書 の 課題 で ある 。 


4 オナ イダ 共同 体 で の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 


- 共 同体 が 1827 年 に 月 大 後 、1848 年 に 、 ニ ュー 
ョ ヨー タク 西部 に お いて 、 衣 服 改革 に 取り 組ま れ た 。 そ れ は オナ イダ 共同 
体 に お いて 異 され た 衣 限 改 共 で あわ る 。 本節 で は 、 こ の 改革 の 実態 と そ 
の 世 退 を 検証 する 。 我 が 国 で は 、 信 塚 平 に よる 請 力 的 な オナ イダ 共同 
体 に 関す る 研究 で 、 簡 単に 薄 じ られ て は いる が 、 こ の 共同 体 に お 
ける 衣服 改革 に 関す る 専門 的 な 先行 研究 は 皆 艦 で ある 。 
オナ イダ 共同 体 の 依 設 者 は 、 ジ ョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ で ある 

そこ で 、 以 下 に お いて 、 ジ ョ ン ・ ハ シン フサ リー・ ノ イズ の 生い立ち 、 ジ 
ョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ の 宗教 思想 、 オ ナイ ダ 共 同体 に お ける 生産 
と 生 話 の あり 方 、 オ ナイ ダ 共 同 
体 に お ける 衣服 改革 と 労働 の 問 
係 . オオ イダ 共同 体 に お ける 衣 
服 改 革 が それ 以降 の 表 服 改革 に 、 
どの よう な 影響 を 及ぼ し た の か 
と いう 順に 祖 い て い 


(1) 生い立ち 

オナ イダ 共同 体 の 創始 者 ジ 
ョ ン ・ ハ ジフ リー・ ノ イズ ( 較 
11) は 、 1811 年 に ヴァ ー モ ント 
州 プ ラッ トル バラ で 生ま れ た 
伝 は ダー トマ スカ レッ ジ を 恋 業 
し 、 旋律 の 研究 を 巡 め た が 、 寺 
も な く 神 学 に 転向 し た 。 ア ンド 
ー ヴ ァ ー で 最初 に 学び 、 外 国人 


図 11 ジョ ン - ハ ン フ リー・ ノ イズ 。 
1865 年 頃 。 
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宣教 師 に な る た め に 、 後 に ニュ ー ヘ へ ヘヴン の エー ル 神 学校 に 入学 する こ 
と を 志 し た 。 ニ ュー ヘヴン で は 、 彼 は 熱心 な 復興 説教 者 の 影響 を 受け 、 
ん で いる 間 、 完 壁 主 義 の 名 を と っ た 新しい 経験 と 新しい 数 い 
の 道 に 入っ た 。 完 整 志 義 の 思想 に つい て は 、 次 順に お いて 述べ る 。 

1834 年 、 彼 は 、 父 の 家老 が 住ん で いた ヴァ ー モ ント 州 の ブッ トニ ー 
に 戻っ て きた 。 父 梓 は 銀行 家 で あっ た 。 そ こ で 條 は 説教 し て 印刷 物 を 
作っ た 。1838 年 に 議会 議員 の 係 娘 ハ リエ ッ ト ・ ホ ルト ン と 結婚 し 、 完 
殿 主 義 の 加 説 に 改 示し た 。 

彼 は ゆっ くり と 国 の さま ざま な 地域 か ら 集 まっ た 少数 の 信者 を 集め 、 
様々 な 出版 物 か ら 新しい 信念 を 学ん だ が 、』847 年 に は 彼 の 会 象 に 約 40 
人 し か いな か っ た 。 

だ が 、 ノ イズ に 対応 し て 他 の 州 で 『 完 壁 主義 者 』 の 小さ な 集まり が 
あり 、 彼 を リー ダー に し よう と する 傾向 が あっ た 。 も と も と ノイ ズ は 
共産 主義 者 で は な か っ た が 、 梓 の 思考 が その 方 向 に 変わ っ た と き 、 梓 
は 共同 生 話 の た め に 追従 者 を 育成 し 始め た 。1843 年 に 、 破 は 性 別 の 関 
係 に 関す る 彼 の 独特 の 見 解 を 彼ら に 知ら せ 、 1846 年 に ブッ トニ ー の 
社会 は 民 重 に 共同 生活 の 実験 を 始め る こと に な る 。188 年 の 恋 、 彼ら 
は ニュ ー ヨ ー ク の マデ ィ ソ ン 郡 の オナ イダ で 信仰 と 実践 を 行っ て いる 
人 た ち に 加わ る の で ある 。 

さて 、 オ ナイ ダ と は どの よう な 土地 で あろ うか 。 オ ナイ ダ 共 同体 設 
立 当時 の 状況 に 宰 っ て みよ う 。 チ ャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ フ 閉 『 ア メリ 
カ の 共産 主義 社会 : 個人 的 訪問 と 製 泰 から (Chartcs Nondho 
Caugkisiic Sociedies oe Cueg Sroze conomlic Socig/ Mg Religiour 
Ciopics gwc Winefeengb Crayi New York: Dowcr 1966.1875) は 、 エ ニ 
ノミ スト 、 ゾ アリ ー ト 、 シ ェ ー カ ー、 ア マナ 、 オ ナイ ダ 、 ペ テル 、 オ 
ー ロ ラ 、 イ カン 教 傘 お よび 他 の 既存 の 社会 の 詳細 な 報告 を 行っ て いる 。 
本 報告 は 、 彼 ら の 宗幸 的 信条 、 社 会 的 実践 、 数 、 北 業 、 お よび 現状 に 
関す る 、 直 接 、 現 地 を 訪れ で 記さ れ た 価値 寅 い 観察 記 祭 で わり 、 配 場 


感 が ある 。 本 件 告 に よる と 「 オ ナイ ダ 共 同体 の 農場 や 領地 は 、 オ ナイ 
ダ の 古い 居留 地 の 一 部 を 形成 し て いる 。 こ の 土地 は 平原 で 、 自 然 に 恵 
まれ た 良い 土地 で あり 、 水 も 豊か で ある 。 こ の 地 は 共 牙 主義 者 た ち に 
よっ て 挫 筋 に 開拓 され 、 ニ ュー ヨー クセ ント ラル 鉄道 の オナ イダ か ら 
4 マイ ル 交 れ て お り 、 ミ ッ ド ラン ド 鉄 道 は この 地 を 通過 し て いる 90。」 
オナ イダ と ウォ ー リ ング フォ ー ド の 共産 主義 は アメ リカ 起 誠 で あり 、 
会 員 は ほぼ 完全 に アメ リカ 人 で ある 中 | よい う 。 
で 、 倫 村 赴 、 富 田 虎 男 編 著 『 英 米 史 族 典 』 (研究 社 、2000 年 ) 
に 舞っ て 、 オ ナイ ダイ ン デ ィ ア ン に つい て 、 解 説 し て お こう 99。 
オナ イダ 族 は 、 イ ロコ イ 下 族 軍 合 (lroquols) の りー つ で ある 。 ニ ュー 
ョ ー ク 州 北 両 部 の モ ホ ー ク 靖 (Mohawk) と オノ ン ガ ダ 旗 (Onondaga) 
の 領土 の 間 の 南北 に 長い 地域 に 、 オナ イダ ・ ク リー ク (Oncida Crcck) 
に 苔 っ て 居住 し て いた 。17 世紀 に 、 ま ず 、 オ ラン ダ 人 、 次 に フラ ンス 
入 、 つ づい て イン グラ ンド 人 と 接触 し 、 毛 皮 と ヨー ロッ パ 製 品 の 交易 
を 行い 、 他 の イロ コイ 族 と と も に 衝 友 交 昌 の 政争 相手 の ヒュ ー ロ ン 族 
(Hurons) や アル ゴン キン 族 (Algonquian) 系 の イン ディ アン と っ 
た 。 ア メリ カ 艇 立 革命 時 に は アメ サカ 側 に つい た が 、 圭 争 の さ ず あと 
は 深く 、 内 部 に 包 製 が 残っ た 。19 世紀 前 半 オ ナイ ダ 旋 は 3 分 裂 し 一 
部 は ウィ スコ ン シ ン 州 グ リー ン ・ ベ イ (Grecn Bay) 付近 の 保留 地 に 移 
住 し 、 他 の 一 部 は カナ ダ の オン タリ オ 州 ロン ドン (London) の 近く の 
テム ズ (Thames) 川 流域 の 保 和 地 に 移り 、 数 百人 は ニュ ー ヨ ー ク に 的 
留 し て オノ ンダ が 保留 地 ヒ オナ イダ の 近辺 に 現在 も 住ん で いる 。 
以下 、 チ ャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ フ (Carles Nowdhof 1857-1047) に 
換 っ て 、 オ ナイ ゲ 共 同体 旭 設 の 様子 を 紹介 し よう 。 

「 こ こ で 候 ら は 、 40 エー カー の 土地 に 、 訟 装 さ れ て いな い 胃 組み の 
住居 、 放 訟 され た イン ディ アン の 小屋 、 古 い イ ン デ ィ ア ン の 柚 材 所 が 
立っ て いる 土地 で 、 新 た に コミ ュ ニ ティ ー 生 活 を 始め た の で ある 。 被 
ら は この 財 商 の た め に 2 千 ド ル を 借り た 。 土地 は 続 作 され ず に 放置 さ 
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れ 、 人 々 は と て も 首 し く 、 し ば らく の 間 、 人 破 らち は 彼ら の 王 要 な 暗 妥 守 
で あっ た 屋根 裏 部屋 の 昧 の 上 で 寝 な けれ ば な らち な か っ た 。 

オナ イダ で の 集まり は 、 ノ イズ の 信奉 者 が コミ ュー ン に 自分 自身 を 
確立 し よう と する いく つか の 試み の 信号 だ っ た よう で ある 。1849 年 に 、 
ニュ ェ ー ヨ ー ク の ブルックリン に 小さ な 社会 が 形成 され 、 後 に すべ て の 
社会 の た め の 印刷 が 委ね られ た 9P。」 

『 フ イズ の 初期 の 信者 は 、 許 に ニュ ー イ ング ラン ド の 農民 で あり 、 
その 大 部 分 が 何ら か の 生活 手段 を も っ て いた が 、 そ う 多 く は な か っ た 。 
ノイ ズ 自 身上 他 の 何人 か の メン バー が それ ぞ れ 数 千 ド ル 寄 付 し て いた 。 

コミ ュ ニ ティ 実 馬 
の 初め か ら 記 鉄 され 
て いた 残存 する 時 
睡 登録 矯 』 は 、1857 
年 1 月 の 初め まで 、 
関連 する すべ て の っ 
ミュ ー ン の メン バー 
が か な り の 金 珠 

( 7776 ドル ) を 持 
つて きた こと を 証明 
し て いる の 


ここ で 、1830 年 に 
コネ チチ カッ ト の ウォ リン グフ ォ ー ド で 別 の コミ ュ ニ ティ が 始ま っ た こ 
と を 付記 し て お か ね ば な る まい 。 


引き 続き 、 チ ャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ フ の 宰 告 を 引用 する 。 
『2 つの 社会 の メン バー は 、 ほ と ん ど が アメ リカ 人 で あっ た が 、 い 
く 人 か の イギリス 人 と カナ ダ 人 が いた 。 弁護 士 、 措 職 者 、 商人 、 医師 、 


填 師 が いて 、 そ の 大 部 分 は ニュ ー イ ング ラン ド の 農民 と 機 楼 工 で あっ 
た 。 元 の 会 提 主 義 者 と 長老 大 聖堂 当 、 メ ソ ジ スト 派 、 バ プ テ ス ト 了 が 
いた が 、 カ トリ ッ ク 教 徒 は いな か っ た “%。』 と いう 。 


(2) ジョン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ の 宗教 思想 

上 述 の よう に 、 オ ナイ ダ 共 同体 は 、1830 年 代 と 1840 年 代 に ニュ ー 
ョ ー ク 西部 を 席巻 し た 宗教 的 熱意 の 中 で 発展 し た 。 ノ イズ は 空想 的 社 
会 主義 者 の ロバ ー ト ・ オ ー ヴ ウェン と チャ ー ル ズ ・ フ ー リ エ の 教え を 学 
び 、 宗教 の な い 福 会 主義 は 不可 能 で ある と 確信 し た 。 オ ナイ ダ は 、 聖 
午 共 座主 半 と 充足 主 義 に 関 二 る 神学 に 基づき 、 人 々 が 「 キ リス ト の 完 
全 な 信者 」 に な る 可能 性 を 信じ て いる 。 完 収 主 義 は 、 人 間 が 洋 か ら 解 
さ れ 、 才 い に 必要 な 完全 な 虹 な る も の を 人 生 に も た ら す こと が で き 
る と 断言 し た 。 完 右 詩 義 は 原罪 の 結果 を 拒否 し た 。 宗教 的 イデ オロ ギ 
ー と 世俗 的 政治 理論 が オナ イダ の ユニ ー ク な ライ フス タイ ル に 影 絡 を 
与え た た 。 ま た 、 オ ナイ ゲ ダ 共 同体 は 、 一 夫 一 律 制 の 拒否 、 産児 制限 、 優 
生 学 的 育 児 を 明 え た 実験 的 テー トピ ア 社 会 の 一 つ で ある 。 


(83) オナ イダ 共同 体 に お ける 衣服 改革 の 実態 

① オナ イダ 共同 体 に お ける 生産 と 生活 の あり 方 

チャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ ブ の 鈴 告 書 に は 、 オ ナイ ダ 失 同体 で の 生産 
の あり 方 に つい て 、 以 下 の よ うに 報告 され て いる 。 要約 ・ 紹 介する 。 

オナ イグ 共同 体 設立 の 初期 の 段階 で は 、 い か な る ビジ ネス で 利益 を 
上 げ る か 、 そ の 方 法 を 男気 を 田 し て 概 索 し な が ら 、 刀 穫 痢 く 取り 組ま 
れ て で いた 。 そ の た め に 、 印 刷 事務 所 で フリ サー ベー バー の 配布 が 持続 さ 
れ た 。 

最初 は 農業 と 園芸 に 着手 し 、 湊 いで 、 こ れ ら を 次 募 と 結び つけ た 。 
まず 、 近 降 の 農家 の た め の 釘 提 き の 木材 の 確保 、 鍛 竣 屋 の 設立 、 罠 の 
発明 が 行わ れ た 。 小 さ な 果 物 を 育て 、 素 朴 な 家具 を 作り 、 農 作物 を 投 
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培 し た り 、 生 を 売っ を た り 、 ハ ド ツ ン 川 に スル ー プ 玲 帆 船 を 持っ て いた 
り し た 。 ノ イズ 自身 は 療治 司 、 農 民 、 そ の 他 多 く の 尾 用 者 と し て 働い 
て いた 。 こ うし て 困 好 に 直面 し た 桜 ら は 、1857 年 1 月 まで に 4 ドル 
の 資金 を 費やし た が 、 そ の 間 に 貴 重 な 経験 を 積ん で いた 。 彼 ら は オナ 
イダ と ウォ リン グフ ォ ー ド に 全員 を 集中 させ 、 機 農 を 設置 し た 。1857 
年 1 月 、67 万 ドル 強 の 利益 が 上 が っ て いる こと を 確認 し 、 次 の 10 年 
間 で 、3 つの 社会 の 純 利益 は 1 借 $ 千 S80 万 ドル に 達し た 。 

この 間 、 良 製作 、 ト ラベル バッ グ や 小物 、 モ ッ プ ホル ダー、 そ の 他 
の 小さ な 物品 の 製作 を 行い 、 ガ ラス や スズ 製品 に 保存 され た 果物 を 置 
いた 。 ウォ リン グフ ォ ー ド で 1831 年 に マッ チ 科 を 作り 始め 、 プ ブルック 
リン で 旅行 ペッグ の 製造 が 始ま り 、 後に オナ イダ に 移っ た 。 1835 年 に 
オナ イダ で 良 製造 が 始ま り 、1855 年 に 果実 を 保存 し 、1866 年 に は 細 の 
製造 が 確立 され た 。 


状 に 、 共 同体 で の 生活 に つい て 、 同 報告 書 に は 、 以 下 の よ うに 幸 千 
され で いる 。 要約 ・ 紹 介 ず る (中 。 

自宅 か ら 1 マイ ル 以 上 難 れ た 場所 に は 、 思 製 作 所 、 シ ルク 製作 所 、 
最 治 場 、 機 械 工場 な どか ら な る ティ の 工場 が ある 。 こ れ ら は 
労働 方 を 館 約 する 機 骨 を 十分 に 価 え て お り 、 記 を 生産 する の に 十分 な 
広 さ で 、 1 年 で 20 万 ドル 以上 の シル ク ・ ツ イス ト の 価値 が ある 。 これ 
ら の ワー クシ ョ ッ プ の 近く に は 、30 人 また は 40 人 の 共産 主義 者 が 住 
ん で いる 住居 が あり 、 彼 ちら は 特に 商店 で 雇用 され て いる 。 

彼ら は 21 の 常 作 委 員 会 を 持っ て いる 。 妨 楽 、 特許 権 、 テナント ハ 
ウス の 場所 。 仲 坊 、 家 質 、 お 風呂 、 散 歩道 、 道 路 、 有 生 な ど 。 次 災 、 
加熱 、 サ ニタ リー、 教 育 、 衣 類 、 不 動産 お よび テナント ハウ ス 、 水 の 
仕事 と その 供給 、 ベ イン ティ ング 、 森 林 、 水 と 蒸気 の バ パワー、 写真 、 
散 脆 、 ア ー ケ ー ド 、 そ し て 最後 に は 、 破 ら が 入 座 、 釣 り 、 狩 り 、 そ し 
て 田舎 に 行く た め に 訪れ る オナ イダ 汗 の 祖 立 し た 場所 が ある 。 


これ ら の 他 に 、48 の 部 門 の 間 で 行政 の 任務 を 分 け て いる 。 出版 物 、 
シル ク 製 作 、 ハ ー ド ウェ ア 、 果 物 の 保存 、 紙 籍 、 印 刷 、 梨 色 、 大 、 
ビジ ネス オフ ィ ス 、 凌 屋 、 図 書館 、 写 真 、 和 育 、 科 学 と 芸術 、 ラ ンド 
リー、 家 具 、 法 、 生存 率 、 ウ ォ リ ング フォ ー ド で の 印刷 、 農薬 、 剛 芸 、 
医療 、 付 貸す る 委員 会 一 此 科 、 不動 産 、 ミ ュー ジ カ ル 、 娯楽 、 押 石 導 、 
ハウ スキ ー ビ ピン グ 、 修理 、 旅 行 、 時 計 、 ス ズレ ショ ッ プ 、 ポッ ター、 ラ 
イト 、 服 飾 、 衣 騙 、 文 房 愉 、 花 、 水 の 作品 、 子 
ども 、 風 昧 、 礎 株 、 加 熱 、 科 具 、 炭 。 


非常 に 多く の 委員 会 を 任命 する こと に よっ て 、 
各部 較 に 貢 任 を 負う 者 が いる 場合 も あれ ば 、 何 
か が 必要 な と き や 何 か 不具 合 が 見 つか る と 、 そ 
の 責任 は 特定 の 人 に 向け られ る 場合 も ある 。 男 
性 と 同様 に 女性 も 委 貞 会 に 大 加 し て いる 。 

化 ら は 促 5 時 か ら 7 時 半 の 聞 に 起き る 。 こ れ 
は 、 そ れ ぞ れ が 関わ っ て いる 事業 に ある 系 度 低 写真 3 オナ イダ 
存する 。 子 ども た ち は 好 き な だ け 眼 る 。 抽 食 は 共同体 の 若い 交 
時 か ら り 時 、 夕 食 は 3 野 か らき 時 で ある 。 大 衝 ・ シ ョ ー ト ・ ド 
らち は 時 旧 か ら 1 時 半 に 護 義 する 。 こ れ ら の 時 レス ワタ ルー 
間 か ら 見 て 取れ る よう に 、 メ ン ペ ー は 現在 、 き 
ほど 過酷 な 労働 に 携わっ て いる わけ で は な い 。 共 ら は 常に 挫 船 で ある 。 
ほとん どの 人 が 何ら か の 部 堆 を 監督 し て お り 、 彼 ら は 和 皆 が 陽気 に 働い 
で いる の で 、 必 要 な 却 働 が 遂行 され て いる (写真 2、 3)。 


以上 か ら 、 オ ナイ ダグ 共同 体 と ウォ リン グフ ォ ー ド 共同 体 に お ける 生 
族 と 生活 の 様相 が 穴 い 知れ る で あろ う 。 これ ち の 共同 体 で は 、 女 性 も 
要員 会 の オン バー で あり 、 芝 働 に 携わり 、 地 位 も 高かっ た と の こと で 
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ある 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー に よる と (や 、 女 性 は 料理 、 
洗濯 、 印 刷 事務 所 の 仕事 、 胡 服 生産 お よび 管理 、 男 性 の 仕事 と みな さ 
れ た 多種 の 産業 に 携わっ て いた と いう 。 


⑦ オナ イグ 共同 体 に お ける 衣服 改革 と 労働 の 関係 

本 項目 は 本 節 の ハイ ライ ト を 成 し て いる 。 羊 い オ ナイ ダ 共 同体 に お 
ける 衣服 改革 に 関す る 第 一 次 資料 を 入手 する こと が で きた 。 そ こ で 、 
まず 、 本 資料 が 掲載 され た 文献 に 言及 し よう 。 文献 名 は Oncida 
Community Joumal Vol25. No.Scptcmbcr 2011、Oocida.NY で ある 。 本 
誌 は Thc Oncida Community Mansion House に より 出 虐 さ れ て いろ 。 記 
事 の タイ トル は 「 オ ナイ ダ ・ コ ミ ティ ー の ショ ー ト ・ ド レス と バ 
ンタ ルー ン の 走 部 」 (Onigin of Oncida Community's Shor Dress 
"Panuloom") で ある 。 本 往 は ジョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ の 生 和 (1811 
年 9 月 3 日 ) 200 年 を 迎え て 掲載 され た も の で ある 。 記事 の 骨頭 に は 
以下 の よう に 書か れ て いち 。 

『 和 箇 は 、 ノ イズ の 草 新 的 思想 の 多く の 例 の ー つ 、 す な わ ち 、 オ ナ 
イダ ・ コ ミュ ニテ ィ の 女性 の 衣装 の 一 つ を 強調 する こと に よっ て 、 生 
誕 200 年 を 表 還 し て いま す 。 ブ プッ トニ ー の 解体 直後 と オナ イダ ゲ 朗 会 

(Oncida Association) 開 毅 直前 に 、 ノ イズ は 、 次 の よう な 道 を 開い て 、 
来る べき ユー トピ ア の 女性 の 居場所 に つい て の アイ デア を 説明 し た 。 
これ は 1848 年 ? 月 に 「 オ ナイ グ ・ ク リー ク の 南座 」 に 書か れ 、 後 に 
1849 年 の オナ イダ 協会 の 第 1 回 年 次 鍵 告 書 と 時 書 共 産 主義 に 1833 年 
に 掲載 され た 『 聖 書 議 葵 』 の 結 府 ( 命 還 34) か ら 抜 律 され て いる 。 

メア リー・ ク ラ ギ ン 、 ハ リエ ッ ト ・ ノ イズ 、 ハ リエ ッ ト ・ ス キナ ー 
が 、 そ れ か ら 区 4 ヶ月 後に 、 女 性 の 衣装 を 提案 し た 。 そ れ が どの よう 
H っ た の か は 、 ノ イズ の テキ スト に 続 く 1836 年 の 思い 田 に 記載 さ 

て いる 。 完 璧 主義 者 は 、 こ こ で 文 鞭 化 さ れ て いる よう に 、 オ ナイ ゲ 
の 短い ドレ ス は 後 の ブ ルー マー の 衣装 に 彰 衝 を 与え た た の で は な いか と 
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の 可 半 を いだい て いた 9 」 

以上 に 続い て 、 ジ ョ ン ・ ヘ ハン フリ サー・ ノ イズ の 衣服 改革 思想 に 関す 
る テキ スト が 紹介 され て いる 。 貫 重 な 歴史 的 偶 料 で ある た め 、 以 下 に 
割 訳 ・ 紹 介する 


ファ ッ シ ョ ン を 自然 に 従わ せる 
ジョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ 


この 生き 生き と し た 社会 で は 、 労 働 が 尊 力 的 に な る 。 労 
愛情 訂 重 、 特 に 両性 が 混ざり 合っ て 働く 労働 を 赤 カ 的 な も の に 
する 。 現在 の 男女 問 の 分 業 は 完全 に 分 か れ て いる 。 女 性 は 家 を 守り 、 
男性 は 野外 で 働く 。 男 性 と 女性 は 路 表 の 中 で 就 穴 時 の み 交 わる 。 これ 
に 代わ っ て 、 こ の 生き 生き と し た 社会 で は 、 男 性 と 女性 は 仕事 の 独特 
の 部 軒 の 両 で 混ざり 合う 。 時 で も 夜 で も 室内 で も 戸外 で も 彼ら を 

に する こと は 、 経済 的 に も 精神 的 に も 看 益 な で ある 。 男 性 と 女 

を 示し て いる 。 男 性 は 
ュ 


お ける 
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刷 部 の 上 部 、 つ まり 腕 の 中 で 最大 の 筋肉 発達 が 見 られ 、 し た が っ て 手 
の 労働 に 砲 も 適し て いる 。 女性 は 、 間 に 次 いで 、 胴 体 の 下部 に 最大 の 
筋肉 発 袖 を 有 し て お り 、 し た が っ て 、 運 動 を 必要 と する 労働 に 最も 適 
し て いる 。 女 の 子 は 同じ 年 齢 の 見 の 子 を 上 回 る 。 奇 跡 的 な ダン サー は 
辻 に 女性 で ある 。 女 性 を 家 に 閉じ 込め る 現在 の 取り 決め は どれ ほど 本 
いも の で ある こと か ? 彼 ちら は 本 質 的 に 、 男 性 より も 優れ て お り 、 戸 外 
の 労働 や ス に も 適応 し て いる 。 走 っ た り 、 訴 び 氷 ね た りす る の 
で ある 。 し か し 、 人 彼ら は 幼少 の ころ か ら こ の 種 の すべ て の も の か ら 除 
外さ れ て 生き て いる 。 彼 ら は 黙っ て いる だ け で な く 、 来 締 さ れ で いる 。 
ガウ ン は 拘束 的 で あり 、 そ れ ら は 脚 の 中 で 最も 才能 を 持っ て いる その 
性 を 拘束 し て いる ! (中 略 ) 

現在 の 女性 の ドレ ス は 、 セ ックス に 特別 に 不適 切 で ある こと に 加え 
て で て 、 み だ ら で あ る 。 自 釣 よ り も は る か に 顕著 で 目立つ 男性 と 女性 と い 
う 性 を 区 別して いる 。 自然 の 状態 で は 、 男 性 と 女性 の 違い は 300 ヤー 
ド の 距離 で は ほとん ど 区 別 で き な か っ た 。 男 性 と 女性 が 服 を 着る に つ 
れ て 、 彼 ら の 性 別 は 、 彼 ら が 見 る こと が で きる 限り 、 胡 肛 か ら わ か る 
よう に な る 。 女性 の ドレ ス は 立っ て いる 貴 で ある 。 破 女 は 二 足 歩行 動 
物 で は な く 、 キ ャ スタ ー に 立っ て いる 挫 乳 器 の よう な も の だ と 言っ て で 
いる よう な も の で ある 。 そ れ は 、 恥 と 性 的 又 立 と いう 誤っ た 原理 が こ 
の 世 を 抽 朱 に も 迷わ し て いる 次 な の だ 。。 


次 に 、 上 で 言及 し た ノイ ズ の テキ スト に 続く 1856 年 の 思い 出 の 原文 
を 翻訳 ・ 紹 介する 帳 。 


ショ ー ト ・ ド レス コス チュ ー ム の 起源 


お そら く ハ リエ ッ ト ・ ス キナ ー 作 で あろ う (Cueular、1856 年 8 月 
25 日 、126 頁 ) 


ホー ムジ ャ ー ナ ル に 最近 掲載 され た 手紙 の 中 で 、 プ ルー マー 夫人 は 自 
ら の 信用 を 放 径 し まし た 。 シ ョ ー ト ・ ド レス の 衣装 の 創 語 者 で あわ る ミ 
ラー 女史 (Mrs.E.S. Millcr) に それ を 斉 り 濾し まし た 。 プ ルー マー 天 
人 は 次 の よう に 書き まし た 。 
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「 坊 い ド レス に ズボン を は いた 私 た ちの 通り に 、 EE・S8・ ミ ラ 
一 女史 〔 ニ ュー ヨ ー ク 州 ビ ピー ター ボロ の ゲ リ ッ ト ・ ス ミス (Gemi 
Smih. 1797-1874) の 明 ) が 田 現し た 結果 、 自 分 自身 や 他 の 人 た 
ち に この スタ イル の ドレ ス を 採用 させ まし た 。 ミ ラー 夫人 は 
2-3 か 月 くらい 、 こり よ うな スタ イル の 衣服 を 着 て で いま し た が 、 
これ まで 私 が 知っ て いた 限り で は 、 こ の 次 で 初め て 公 の 場 に 顔 
を 見 せま し た (これ は 1RS1 年 の こと で し た )。 同 ヒ よ うな ドレ 
ス は 、 長 年 に わた っ て ホホ 褒 療 の 女性 学校 で の 美容 訓練 の た め 
に 着用 され て いま し た 。 ミ ラー 女史 に は 、 普 段 着 向け の 改革 服 
の 彰 始 者 で ある と いう 功績 が あり ます 。 私 は ドレ ス や 運動 の 纏 
始 者 で ある と は 決し て 言い ませ ん で し た 。 そ れ と は 反対 に 、 和 
が それ を 否定 し 、 そ れ が 適切 で ある と 感じ た ミラ ー 夫 人 に 信用 
を 置く こと が で きま し た 。 私 が 考え て いる 公衆 の 前 で この 半 是 
を 最初 に 起こ し た の は 、 私 の 名 前 が ドレ ス に 与え られ た こと が 
原因 で あり 、 各 の 存在 は 記者 が 目撃 する た め の 印 な の で す 」 


私 た ち は 上 記 の 声明 に 興味 が あり ます が 、 夫 人 の 利点 が あり 
ます 。 ショ ー ト ・ ド レス 運動 の 起 基 を さら に 髄 ら せる こと が で 
きま す 。 オ ナイ ダ 協 会 の 年 次 社告 書 、1849 年 1 月 。 協 会 の 女性 
に よる 短い ドレ ス の 採用 通知 が 掲載 され て いま す 。 


「 女 性 の ドレ ス に 関す る いく つか の 憶測 の 結果 、 同 慢 会 の 王 
要 な 女性 た ちの 一 部 は 、 バ ンタ ルー ン (子ども た ち に 共通 する 
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ドレ ス の ファ ッ シ ョ ン ) を 身 に つけ る 自由 を 獲得 し た 。 こ の 変 
化 の 利点 は すぐ に 明らか に な り 、 他 の 人 た ち は 、 この モデ ル に 
従い 、 や が て 、 フ ロッ ク と バン タル ー ン が 協会 で 億 勢 に な っ た 。」 


これ は 、 姉 線 に よっ て 書か れ 、1831 年 の “Thc Free Church 
Creulr" に 掲載 され て いる よう に 、 こ の イノ ベー ショ ン を 行 
うた め に 少し も ヒー ロー が 必要 で は あり ませ ん で し た 。 この 引 
用 女 は 、 こ の 動き が どの よう に 起き た か を 知り た いと 思っ て い 
る 人 に も 理 ば れる か も し れ ま せん 。 披 女 は 次 の よう に 書い て い 
ます 。 


Mr.C と Me.N は 、 年 次 報告 書 に 記載 され て いる 方 法 を 実験 
する こと を 提案 し た 。 彼女 小 の た め の 2 着 の 短い ドレ ス の 秘術 
の 冷 備 を 記者 が 手伝っ た の は 、 イ ン デ ィ ア ン の ログ ハウ ス の 一 
番 上 の 部 司 で し た 。 私 た ち は こ の ログ ハウ ス は 、 今や 、 思い 出 
に 宮 ん だ コミ ュ ニ ティ の 発祥 で ある と 考え て いま す 。 それ は 
IS48 年 6 月 の りこ と で す 。 下 在 の 穏やか な 公衆 感情 で は 、 半 紳 
主 の 服装 で 登場 する こと は 、 こ の 上 な い 白 手 喝 玉 を 浴び て いま 
す 。 この よう な 服装 で 登場 する の に 必要 が あっ た 男気 を 高く 評 
価 す る こと は 能 わ な く な っ て いま す 。 世 界 に ー つ の 意見 が ある 
よう に 見 えま し た 。 そ れ は 、 女 性 らし な く 、 ま た 、 慎 み が な い 
と いう も の で し た 。 環境 全体 が この よう な 告発 を 受け まし た 。 
恥知らず の 主 秩 は 、 こ の 運動 に 直面 し 、 壊 され た 権 力 で し た 。 
私 た ち は フ ァ ッ ショ ン に 挑 附 する こと に 慣れ て おり 、 そ の 授 れ 
を 争う 上 で 自由 と 寛容 を 感じ まし た 。 駅 の 専制 主義 は 絶対 的 で 
し た 。 当時 、 こ の 公国 は 回 復 不可 能 な 傷害 を 披 っ た と 私 た ち は 
確信 し まし た 。 M.C と N が 採用 し た スタ イル は 、 辞 通 の し 
ー ズ な パン タル ー ン で し た 。 そし て 、 私 た ちの 中 に は トル コ の 
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ファ ッ シ ョ ン を さま ざま な 時 代 に 試し た 人 も いま し た が 、 そ れ 
は 決し て 適合 し ませ ん で し た 。 私 た ち は 和 常に 、 最も シン プル で 
便利 で 、 最も エレ ガン ト で は な いと し て 、 イン ディ アン の キャ 
ビン で 生み 田 され た 最初 の バターン に 決定 的 な 優先 度 を も っ 
て 戻っ て きま し た 。 


ドレ ス の この 問題 で 、 世 界 の 世論 と ょ ファッション を 通じ て 得 
ち れ た 勝利 を 振り 返っ て 見 る こと は 興味 深い で す 。 私 た ち は 当 
時 、 和 た ち を 東 絆 し て いた 公国 が 壊れ た 時 に は っ きり 感じ まし 
た 。 私 た ちの 精神 に も た ら さ れ た 幼 果 は 、 シ ンプ ル さ 、 自 由 、 
そし て 苦 さ で し た 。 こ の 卒 新 は 、 空想 の スポ ー ツ か ら 作ら れ た 
も の で は な く 、 真 実 の 則 縛 な 信者 と し て 参加 し まし た -。 私 た ち 
は 短い ドレ ス の 起源 で ある と いう 名 前 に つい て は ほとん と ど 気 
に し ませ ん 。 私 た ち は 一 般 的 な 真実 に も っ と 興味 を 持っ て いま 
す 。 すべ て の 普及 し た 改 池 は 、 精神 より も 勝利 を 勝ち 取っ た こ 
と か ら 始 まり ます ず 。 し た が っ て 、 彼 ら の 本 当 の 歴史 は 表面 に は 
出 て いな い の で す 。 


で は 、 ノ イズ が 擬 案 し た 女性 の ドレ ス と は 、 ど の よう な ドレ ス だ っ 
た の か 。 

倉 辺 平 は 『 ュ ユー トビ ア と 性 一 オナ イダ ・ コ ミュ ニテ ィ の 複合 媒 実 戦 
ー』 に お いて 、 オ ナイ ダ ・ モ ー ド と ショ ー ト カッ ト の 項目 に 、 次 の よ 
うに 書い て いる "の 。「 オ ナイ ダ の 男 た ち は 、 外 の 人 と 同じ く 三 つ 揃 い 
の 背広 を 着 て みん な 遇 を 生やし て v *: 七 問 者 が びっ くり する の は 、 
女性 た ちの 有限 装 だ っ た 。」 ノ イズ は 、「 両 性 の ちがい は 自然 で 見 呑 し く 
な いも の の 範囲 内 に 止め る べき で ある 」 と し 、 子ども 服 を 勧め た 。 ノ 
イズ の 妻 の ハリ エッ ト は 、「 長 い ス カー ト を 膝 ま で 切っ て し まい 、 そ の 
余り 布 で バン タレ ッ ツ を 作っ た 。…… バ パン タレ ッ ツ を 脱げ ば 現代 の ワ 
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ン ビ ピース に 近い 。」 前 題 は 、 女性 に 対し て だ け こ うい う モ ー ド 改革 を や 
っ た 理由 を 精神 分 折 的 立場 か ら 、 詩 綴 し て いる カー ン が いる 。 そ の 詩 
涯 を 要約 ずる と 「 第 一 に 、 男 の 性 的 和 望 が 、 洲 女 た ち の 制 織 的 装い に 
よっ て 尋常 に 興 着 させ ち れ る こと か ら 、 彼 ら を 守る こと に あっ た 。 第 
ニニ に 、 子 ども と 似 た よう な 格好 を させ た の は 、 女 性 の 未成 年 性 、 従 っ 
て 男性 へ の 依存 を 象徴 させ る と 同 | 純 枠 な 処女 に 対す る 男 た ちの 
願望 を 表現 し た も の で あっ た 。 第 三 に は 、 女 性 た ちの 心から 坪 性 本 能 
を 効果 的 に 締め 出す こと に あっ た 」 等 々 、 で ある 。「 数 か 月 後 、 頑 も シ 
ョ ー ト カッ ト に ずる こと に な っ た 。…… 殻 を 短く し て みる と 、 結 醒 着 
返っ た よう に 見 えて 、 彼 女 た ち は 嫌 し が っ た 。」 

ジョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ は 、 女 性 が 着用 する 代わ り の 衣装 、 す 
な わ ち 「『 子 ども た ちの 限 と バン タレ ッ ツ 」 を 提案 し た 。 こ の 提案 に つ 
いて 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ー カ ・ フ ィ ッ シャ ー は 、 次 の よう に 述べ て いる 
(m 

コミ ュ ニ ティ は 胡 股 の 変更 の 必要 性 に 同意 し た 。 だ が 、 公 式 志 掴 に 
反し て 、 コ ミュ ニテ ィ の メン パー は 短い ドレ ス が オナ イダ の 衣装 に な 
る べき で ある こと に 同意 し な か っ た 。 女性 は 単に 往 い ドレ ス に つい て で 
話す の で は な く 、 そ の よう な ドレ ス が どの よう に 見 える か を 示す こと 
に よっ て 、 反 対 意見 を 振り 回 そう と し た 。 お そら く 、 女 性 た ち が 「 子 
ども た ちの 限 と バン タレ ッ ツ 」 を 着 て 登場 し た と き 、 披 らち は 子ども の 
よう に 見 える た め に 笑わ れる の を 尋 れ て いた も の と 思わ れる 。 女 性 が 
服 を 変え て 、 若 者 が 着 て いた スタ イル に 似 て で いれ ば 、「 半 男性 」 と 見 な 
され る の で は な く 、 子 ども と 議 別 され る 可能 性 が 高かっ た か ら で あ る 。 

オナ イダ の 女性 た ち は 、 身 に 着け た く な い 衣 服 を 着用 する こと は 強 
制 さ れ な か っ た 。 しかしながら . ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ は 、 枢 
の 追従 者 が コミ ュ ニ ティ の 尼 行 に 障 路 し た 場合 、 彼 の 不快 研 を 諾 わ に 
し た と いう 。 一 度 、 女性 は ノイ ズ を 受け 入れ た 。 オナ イダ と その 宗教 
的 な イデ オロ ギー は 、 破 ら の 忠 載 を 宜 言 する 衣装 を 着せ で 女性 を 再 ば 
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せ た 。 さ ら に 、 オ ナイ ダグ で は 公式 な 規則 で は ショ ー ト ・ ド レス が 半 務 
付け られ て いな か っ た の で ある 。 ニ ュー・ ハ ー モ ニー の よう に 、 オ ナ 
イダ の 女性 の 中 に は 、 短 い ド レス を 着 な いこ と を 選ん だ 人 も いた 。 

オナ イダ の 女性 は 、 1531 年 以前 の ほとん どの ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論 
者 の よう に 、 衣 装 を 着 た まま 、 頸 繁 に 旅行 や 出 須 を すず る こと は な か っ 
た 。 オ ナイ ダ の 改革 衣服 は 、 ニ ュー・ ハ ー モ ニー 同 係 に 、 男 性 が 提案 
し た 衣 眼 で あり 、 義 鎖 的 な コミ ュ ニ ティ ー で し か 着用 され な か っ た の 
で ある 。 


は 上 の ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 見 解 を 路 ま えて 、 こ こ 
で 、 ジ ョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ の 衣服 改革 に 計 十 る 筆者 の 見 解 を 迷 
べ よ う 。 
① ノイ ズ の ジェ ンダ ー 観 は 男 と 女 を 両性 具有 的 に 観 て いる 。 
② その た め 、 女 性 が ファ ッ シ ョ ナブ ル な 衣装 の 代わ り に 着用 する 衣 
服 、 す な わ ち 「 子 ども た ちの 服 と バン タレ ッ ツ 」 を 要 案 し た 。 

⑱ オナ イダ ゲ 共 同体 で は 女性 の 地位 が 高く 、 労 働 に 携わっ て いた 。 拘 
束 的 な ファ ッ シ ョ ナブ ル な 衣装 は 、 労 働 し な いこ と を 誇り と する 足 
余 隊 級 の 女性 の 衣装 で ある 。 そ れ 必 え 、 オ ナイ ダ 共 同体 で 、 前 述 の 

よう な 労働 に 携わっ て いた 女性 に は 、 機 能 的 で 動き や すい 「 往 い ド 

レス と バン タル ー ン 」 が 箕 し て いる と 考え られ た 。 弟 的 に 言う な ら 

ば 、 こ の 衣服 は 仕事 着 で あり 、 労 働 に 携わる 者 の ユニ ホー ム で あっ 

た 。 
⑧ それ ゆえ 、 審 甘 的 な も の を 求め る 女性 に は 、 こ の 衣服 は 受け 入れ 

ち れ な か っ た 。 
⑤ オナ イダ 共同 体 で は 、 後 連 す る よう に 、 も っ と 審美 的 な 衣 月 の た 

め の 予 算 が 女性 の 委員 達 に よっ て 提案 され 、 確 保 さ れ た 。 


以下 は チャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ フ が 当時 の 女性 た ちの 衣服 ( 図 12) 
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を 観 奈 し た 感想 で ある " ゆ 。 田 性 は 人 世界 の 人 々 の よう に 、 し か し 明 ら 
か に 、 彼 自身 の 想像 を 絶する よう な 仕方 で 、 そ れ ぞ れ の 人 が 服 を 着 で 
いま す 。 女 性 た ち は 、 胴 着 、 ゆ っ た し た ズボン 、 そ し て 膝 の すぐ 上 に 
墓 ちる 短い スカ ー ト か ら な る ドレ ス を 着 て で い ます 。 人 彼ら の 有 髪 は 耳 の す 
ぐ 下 で カッ ト さ れ 、 若 い 女性 は た いて い カ ー ル を し て いる よう に 私 は 
感じ まし た 。 ド レス は 間違い な く 非 常に 便利 で す 。 そ れ は 表 や 省 の 中 
を 歩く こと を 認め 、 運 動 の 自由 を 許す 。 そ れ は 完全 に 控え めで す 。 し 
か し 、 私 の 慣れ 親しん だ 目 に は 、 代 雅 さと 共 し さ に 売 全 に 、 そ し て 再 
命 的 に 欠け で いま す 。 フ ァ ッ ショ ン で 身 方 され た 現在 の 女性 の ドレ ス 、 
特に 條 の 髪の毛 と 奇 砂 な 醒 い 帽子 は 、 十 分 、 野 牙 で す 。 し か し 、 非 常 
に 切り 詰め で いる オナ イダ の ドレ ス は 、 筑 の いか な る 優美 な あし らい 
を も 茜 じ て いる た め 、 私 に は 何 の 改 善 も 見 る こと が で きま せん で し た 。 

以上 か ら 明 ら か な よう に 、 チ ャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ ブフ は 一 方 で 、 オ 
ナイ ダ 共 同体 で 着用 され て いた 改革 衣服 の 機能 性 は 十分 認め つつ も 、 
この 衣服 が 優雅 さと 甘 し さ を 披 命 的 に 欠い て お り 、 改 善 され た 位 子 は 
全く 見 られ な いと の 見 解 を は っ きり と 表明 し て いる 。 


チャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ プ フ は 、 1874 年 に 、 時 務 委員 会 に 田 され た 衣 
服 に 関す る 陳述 書 の 内 容 を 以下 の よう に 作 細 に 記録 し て いる 中 。 ニ 
の 陳述 書 が 提 田 され ん た の は 、 ノ イズ が オナ イダ 共同 体 を 追わ れる 6 年 
前 の こと で あり 、 女 性 の 衣服 に 季 す る 欲望 が 増し つつ あっ た 層 相 が 陳 
述 書 の 内 容 か ら 宮 え る 。 


毎年 の 終わ り に 、 各 人 は 、 財務 委員 会 に 、 来 年 の た め に 必要 な 衣服 
の 詳細 な 陳述 書 を 提 田 し 、 朱 計 額 は 衣料 品 の 翌年 の 見 積もり の 基礎 を 
な し て いま す 。 1874 年 の 初め に 、 女 性 た ち は 別 の 計画 を 提案 し まし た 。 
これ は サー キュ ラー (Crewhr “9! に 記載 され て いま す 。「 最 後 の 女性 
の 会 合 で は 、C さん は ディ スカ ッ シ ョ ン と 承 雪 の た め の 報 告 を し まし 
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た 。 シ ステ ム の 変更 が 提案 され まし た 。 数 
年 初め に 男性 、 女 性 、 子ども の 
当 さ れる 一 定 の 金額 を 確保 本 る こと で し た 
人 葉 で ある 「 葉 時 の 支 田 」 の た め に 別 の 金額 が 設定 され まし た 。 僚 れ た 
判断 力 と 天 耐 力 を 持つ 女性 カ バー と 商品 の 販売 代理 店 に 任命 さ 
れ 、 同 様 の 資格 の ある も の は 、 時 入 の 大 部 分 を 経験 し た 経験 の わる 人 
物 と 関連 付け られ まし た 。 各 々 の 女性 は 必要 
手元 に ある 商品 か ば 
た り し まし た 。 この 計画 は 多く 
の 欠点 が あり まし た 。 担 当 の 女性 は 、 
計 と 一 政 さ せる た 
た 。 予 期し な い 多く の 要求 
まし た 。 今 年 、 衣 料 品 委員 会 は 、 財務 官 と 約 議 
する こと を 揚 案 し まし た 。 提 案 の 内 容 は 次 り 様 で す 
年 の 初め に 、 す べ て の 合理 的 な 要求 を カバ ー 
子ども 服 、 謙 り た め の ワ 
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ロー プ 、 お よび 雑費 に 特別 な 資金 を 割当 て た 上 で 、 表 額 を 家族 の な か 
の 女性 た ち に 、 公 平 に 分 配 す る と いう も の で し た 。 そ れ ぞ れ の 女性 は 、 
年 末 に 金額 が あう よう に ずる 貢 任 を 自分 自身 で 負 に な り ま す -。 
彼女 の 帽子 か ら 靴 まで の 衣服 が 何で わる か を 知る こと は 、 各 女性 、 特 
に すべ て の 少女 に 大 きか な 利 点 と な る と 考え られ まし た 。 彼女 は 経済 と 
先見 の 明 を 学び 、 費用 と 支払 い の 間 題 に 新た な 関心 を 感じ る こと で し 
よう 。 

この 計画 は また 、 剰 余 金 が め る と き に は プレ ゼン ト を 作っ た り 、 お 
互い に 助け 合っ た り 、 必 要 が な いと き に 財産 に 手 を 触れ た り し な いよ 
うに 、 大 き な 変 化 を も た らし ます 。 正 当 な 説明 と 討議 の 後 、 女 性 た ち 
は 満場 一 政 で 新 計画 を 試し て 投票 し まし た 。 い く 人 か の 読者 に よっ て 、 
芋 や 帽子 を 含め 、 そ の 年 の 各 女 性 の 服 装 の た め に こう し て まとめ られ 
た 金額 が ぶ 33 ドル で あっ た こと を 知る こと は 興味 箇 い か も し れ ま せん 。 
会 員 は 説明 を 書い て いま す 。 


③ オナ イダ 共同 体 に お ける 衣服 改革 の その 後 の 改革 へ の 影響 

ジョ ン ・ ハ ン フ サー・ ノ イズ は 、 当時 の 女性 の ドレ ス は 、 彼女 が 「 二 
足 歩 行動 物 」 で ある こと を 耕 定 し 、 代 わり に 「 キ ャ スタ ー に 立つ バタ 
ー を 作る 大 型 措 乳 器 り よう な も の だ 」 と 縄 り 返し 鞭 い て いる 。 オ ナイ 
ダ の 宗教 約 教 義 は 女性 を 解放 する と 主張 し た 。 コ ミュ ニテ ィ の 女性 の 
ドレ ス は 、 か な り の 注目 を 集め 、 他 の (通常 は 短命 で あっ た ) 共同 実 
険 で も よく 知ら れ 、 覇 人 さ れ た 。 ノイ ズ は 1848 年 に ニュ ー ョ ヨー ク の オ 
ナイ ダ に フォ ロワ ー の コミ ュ ニ ティ を 移し た 直後 に 、 女 性 の 当世 の ド 
レス の 議論 の 中 で 、 改 革 服 の 話題 を 最初 に 痢 入 し た 。 そ の 年 の 後半 、 
フイ ズ は 初め て 女性 の ドレ ス に 関す る アイ デア を 丈 家 し た 。 そ の 内 容 
は 、 す で に 紹介 し た と お り で ある 。 


こ で 、 ひと つの 挨 間 が 涼 上 し て くる 。 な ぜ 、 1827 年 か ら 1848 年 
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まで 改革 衣 限 の 代 奉 衣 民 が 登場 し な か っ た の で あろ うか 

この 問 に 対す る 結論 か ら 述 べ よ う 。 

1830 年 代 か ら 1870 年 代 の アメ リカ で 硫 行 し た 拘束 的 な 衣装 様式 の 
特徴 に つい て は すでに 述べ た 。 き つい 紐 縮め の 女性 展 が 健康 に 及ぼ す 
影響 に つい て も 言及 し た 。 1827 年 に ニュ ー・ ハ ー モ ニー 共同 体 が 記 
し て か ら 、 改 革 衣 眼 に 対し て も 、 従 来 の 拘束 的 な 衣装 に 対し て も 、 多 
方 面 か ら 批評 や 批判 が 寄せ られ た 。 時 職 者 、 医 者 、 ジ ャ ー ナ リス ト 、 
社会 評論 家 は 19 世紀 の ドレ ス の 聞 度 の 装飾 、 無 作法 な クリ ノリ ン 、 き 
つい 経 締め の ドレ ス 、 フ ー プ スカ ー ト 、 ロ ング ドレ スー の 攻撃 ・ 批 判 
を 行っ た 。 だ が 、1827 年 か ら 1848 年 の 間 に 代替 改革 衣 茸 は 登場 し な 
か っ た の で ある 。 ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー に よる と 「 報 道 、 
医療 困 誌 、 人 気 の あ る フィ クシ ョ ン の アカ ウン ト は 、 女 性 の ファ ッ シ 
ョ ナブ ル な ドレ ス の 変化 を 人 々 が 望ん で いた こと を 示し で いる 。 し か 
し 、 ど の よう に 変更 を 考案 すべ きか に つい て 誰 も 同意 し な か っ た 。」 と 
の こと で ある 。 


それ で は 、 オ ナイ ダ の 改革 衣服 は 、 後 の 改革 衣服 に 影響 を お よ ぼ し 
た の で あろ うか 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニー カ ・ フ ィ ッ シャ ー の 見 解 を 紹介 
る 。 女 史 の 結論 は 「 オ ナイ ダ の 短い ドレ ス が 自由 ドレ ス の 前 身 で ある 
だ け で な く 、 そ の デザ イン に 影響 を 与え て いる 可能 性 が ある 」 で ある 。 
ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー が この よう な 見 解 に 至っ た 各線 は 
以下 で ある 。 少々 長い が 、 彼 女 の 見解 に は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 
の 第 一 期 と 二 期 の つなが り を 解く 鍵 が ある た め 、 引 用 する 思 。 


オナ イダ の よう な 他 の 閉じ た 共同 体 は 、 女 性 の 服装 を 改 基 す る 必要 
性 を 認識 し て いた 。19 世紀 の 100 以上 の ユー トビ ア 社 会 が 、 あ る 種 の 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム を 実験 し た か 否 か を 十 明 する の は 、 多 し い 間 題 で 
ある 。 共 同社 会 の 中 に は 、 会 員 を 非 会 員 か ら 視覚 的 に 区 別 す る 衣装 の 
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必要 性 が ある と 認識 し て いた 人 が いた 。 共 同体 主 半 者 は 、 必 ず し も 外 
部 者 に 彼ら の 服 を 採り 入れ 、 彼 ら 自身 が 創造 し た 独特 の 視覚 的 な 区 
別 を ほか すこ と を 望ま な か っ た 。 し た が っ て 、 短 い ド レス を 採用 し た 
社会 は 、 遂 常 、 そ れ を 彼ら の サー クル の 外 で 家伝 し な か っ た 。 

し か し 、 和 舞い ドレ ス 衣 装 の 特 中 性 と 独特 性 は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 
を 実践 し て いる コミ ュ ニ ティ の 内 部 と 外部 の 話題 に な る こと を 保証 し 
た 。 19 世紀 の ジャ ー ナ リス ト は 政治 的 自由 ドレ ス に つい て か な り の 時 
間 を 費やし て いた が 、 1845 年 に 100 人 以上 の 女性 が ほぼ 同じ 衣装 の 赤 
教 的 な ページ ョ ン を 着用 し 始め た オナ イグ ダコ ミュ ニテ ィ を 見 落と し た 。 
エリ ザ ベ ス ・ ス ミス ・ ミ ラー が 、 エ リア 内 に 父 庁 と 一 緒 に 住ん で いた 
こと を 考え る と 、 自 由 な ドレ ス を デザ イン する 前 に オナ イダ の 衣装 を 
知っ た と 仮定 する こと は 理不尽 で は な い 。 

ニュ ー ヨ ー ク の オブ ザー バー (Obscrvr) は この 見 解 を 共有 し た 。 
オプ ザー バー は オナ イダ の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 「 楽 し い 説明 」 を し 、 
それ が 「『 明 ら か に プル ー マ ー リ ズム の 前 更 」 で ある こと を 認識 する た 
め の 少 数 の 新聞 の 1 つ で あっ た 。 オ ナイ ゲ ダコ ミュ ニテ ィ の 存命 期間 と 
知識 は 、 オ ナイ ダ の 短い ドレ ス が 自由 ドレ ス の 前 身 で あめ る だ け で な く 、 
その デザ イン に 影響 を 与え て いる 可能 性 が ある と いう 見 解 を 強め て い 
る 。 


さて 、 オ ナイ ダ 共 同体 の その 徐 の 動向 は どう で あっ た の か 。 そ の 結 
末 は 、 以 下 の よ う で ある 。 

1870 年 代 、 オ ナイ ダコ ミュ ニテ ィ は 悲惨 な 変化 を 遂げ た こと が 判明 
し た 。 ジョン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ は 、 宗 浮 上 の 間 題 を 無視 し て 世 傘 
的 な 間 題 に も ちっ と 焦点 を 当て 始め た の で ある 。 一 上 能 は 、 破 の 理論 だ け 
で な く 、 実 際 の 野間 の 多く を 賞 や し た よう に 見 えた 。「 神 が 去 ん で いる 」 
と いう 若い 女性 は 、「 彼 は ヘレ ン 、 コ ンス タン ツ 、 そし て 私 の 子ども を 
持つ つも り で す 」 と 書い て いる 。 ノ イズ に は 、 携 挫 培 養 実験 中 に 10 
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人 の 子ども が いた と 准 定 され る 。 革 細 な 問題 が コミ ュ ニ ティ を 悩ま せ 、 
鐘 論 の 主要 な ポイ ント に な っ 

1877 年 、 ノ イズ は 辞任 し 、 コ ミュ ニテ ィ で は 彼 の 地位 に つく た め に 、 
後 維 者 の 同意 を 得る 必要 が あっ た 。 著 者 に 創 系 者 の 博 神 を 与え る こと 
が で き な か っ た コミ ュ ニ ティ は 、 若 者 を オナ イダ の 宗教 的 、 社 会 的 な 
生活 に 終 合 させ る 方 法 を 見 つけ る こと に 著 労 し た 。 最 後に 、 ノ イズ は 、 
オナ イダ の 性 的 練習 に 若い 女性 処女 を 誰が 入 ずる の か と いう 間 題 が 
重要 失 さ れ た 。 ノ イズ は 1579 年 に オナ イダ を 速 ふ る こと を 強い られ 、 
法廷 で 強姦 罪 で 逮捕 され た 。 それ 以降 は 遠方 か ら の ガイ ダン ス し か 掲 
僕 で き な か っ た 。 結 局 、 不 同意 な 派閥 は エー トビ ピア 実験 を 解散 し 、 合 
臣 会 社 (銀器 を 抽 造 ) を 設立 する こと に 決め た の で ある 。 会 社員 と し 
て 働く こと を 望ん で いた メン バー に 大 用 を 提供 し 、 す べ て の メン バー 
に 配分 され た 株 式 に 対す る 定期 的 な 配当 を 支払 っ た 。188I 年 1 月 1 日 、 
オナ イダ コミ ュ ニ ティ は オナ イダ コミ ュ ニ ティ 有限 会 社 に 変更 され た 。 
1879 年 8 月 、 ジ ョ ン ・ ハ ンプ フリー・ ノ イズ は カナ ダ の 新しい 家 か ら オ 
ナイ ダ の 生活 科 式 の 最初 の 大 き な 変 化 の 1 つ で ある 複雑 な 結婚 の 習慣 
を 放棄 する こと を 勧め る 。 


5 シェ ー カ ー 教 徒 の 共同 体 と 服装 『 


18 世紀 半ば か ら 19 世紀 前 半 に か け て 、 ア メリ カ国 内 に は ニー トビ 
ア 共 同体 が 生ま れ 、 規 律 正しい 共同 生活 と 宮 の 分 配 を 試み た 。 倉 塚 平 
に よる と 、1820 年 か ら 1839 年 の 間 に 、108 の 宗教 的 、 社 会 主義 的 共 
同体 が 建設 され た と の こと で ある 交 。 本 頂 で は これ ら の 共同 体 の な 
か か ら 、 シ ェ ー カ ー 共 同体 と クエ ー カ ー 共 同体 を 敢 り 上 げ て 、 麻 史 的 
背 大 と 服装 の 特 散 を 論じ た いと 思う 。 これ ら の 共同 体 で は 、 果 た し て 、 
ショ ー ト ・ ド レス と ズポン の 痢 用 は 見 られ た の で あろ うか 。 
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シェ ー カ ー 教 徒 は キリ スト の 再来 を 信じ る 信者 集団 の 一 つ で 、 ア 
ン ・ リ ー (Ann Lcc、 1736-1784) が 、 ギ キリ スト の 再来 は 女性 の 次 を と 
る 、 自 分 こそ その 女性 で わる と いう 啓示 を 受け た と し て 創設 し た 宗派 
で ある 。 彼女 と 信者 は 、1774 年 に イン グラ ンド か ら 北 米 植 民 地 に 移住 
し 、1776 年 に 現在 の ニュ ー ヨ ー ク の ウォ ー タ ー ヴ リー ト (Waterilict 
に 共同 社会 を つく っ た 。1830 年 まで に 18 の シェ ー カ ー 共 同社 会 が ニ 
ュー ヨー ク 州 、 ニ ュー イン グラ ンド 、 オ ハイ オ 川 流 威 地方 に あっ た 。 
思想 的 に は ニー トビ ピア 社会 六 義 者 で 、 財 産 の 共同 所 有 ・ 男 女 平等 ・ 独 
身 主義 な ど が 特色 で ある 。 信 人 徒 数 は 南北 戦争 前 の 最大 時 に は 6000 人 で 、 
その 後 し だ い に 庶 少し 、 今 日 で は わずか し か 残っ て いな い 。 

シェ ー カ ーー 教徒 の 女子 眼 の 特徴 は 、 エ プロ ン ・ フ ロン ト (18II 年 以 
降 )、 タ ッ ク 、 プ リー ツ と スカ ー ト の 脇 線 の 傾斜 が 単 げ ら れる 。 リ ン ・ 
ソル ジェ (Lynn Sorgc) に よる と アメ リカ 女子 服 か ら の 影 笑 を 強く 受 
け て いる が 、 そ の 衣 妥 に は シェ ー カ ーー 導 徒 の 款 教 鈴 、 こ だ わり が 感じ 
られ る と の こと で ある 。 ま た 、 世 俗 の 衣服 の 諸 要 素 を シェ ー カ ー 浮 徒 
が 採用 する まで に は 、10 年 な いし 15 年 の ずれ が ある こと を 識 し な 
けれ ば な ら な い 。 

服飾 研究 家 の ビ バリ ー・ ゴ ー ド ン は 、 シ ェ ー カ ー が 実用 性 を 発揮 し 、 
主流 の ファ ッ シ ョ ン で 起こ っ た 変化 に 適応 で きる よう に し て いる と 指 
増し て いる 。 合 成 了 村 が 入手 し や すく な っ た と き 、 シ ェ ー カ ー が それ 
ら を 購入 し た の で ある 。 製 作 す る より も 、 工 場 か ら 布 を 購入 する 方 が 
安く な っ た と き 、 シ ェ ー カ ー は 布 を 購入 し た 。 

シェ ー カ ーー 教徒 の 女子 服 に は 、 ー ト ・ ド レス と ズボン の 組み 合 
わせ は 、 取 り 入 れ ら れ な か っ た 。 


6 クエ ー カ ー 教 徒 の 共同 体 と 服装 


17 世紀 の 末期 、 ア メサ リカ 
NN 
(Wiliiam Penn. 
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18 世 志 に 天 
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動 、 刑 8 
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彼女 の 肌着 は 株 元 が あさ 、 先 燃 が V 字 型 に 傾 穫 し 、 肘 より や や 料 め の 
袖 が つい て いる 。 そ し て 、 ゆ っ た り と し た 二 重 に 重なっ た スカ ー ト を 
見 せ て いる 。 胴着 の 内 側 に 、 ネ ッ カ チー プ を 入れ 込み 、 そ の 上 に 鞭 地 
の ショ ー ル を 重ね て いる 。 頭 に は 、 フ ー ド を か ぶっ て いる 。 

と ころ が 、18 世紀 の 中 葉 頃 、 検 民 地 の 欧 展 と と も に 、 都 市 部 に 住む 
商人 層 の 信徒 が 富裕 化し 、 反 食 素 観念 と いっ た 世俗 化 が 都会 の 協会 を 
お そっ た 。 彼女 た ち (Gay Quaker, 派手 な クエ ー カ ー) は 、 流 行 の 華 
能 な 衣装 を 買い 求め 、 そ の 暮らし ぶり は 、 賛 沢 そ の も の で あっ た と い 
う 。 四 較 な クエ ー カ ー 教 徒 の 婦人 の 中 に は 、19 世紀 に 入っ て も 18 選 
紀 の 衣服 を 保持 し た も の も いた 。 し か し な が ら 、 ク エー カー 教 徒 の 女 
人 の 大 半 は 、 世 俗 の 目まぐるしい ファ ッ シ ョ ナブ プル な 衣服 の 変容 に 影 
覧 され た の で ある 。 

クタ クエーカー 教徒 の 女子 服 に は 、 シ ョ ー ト ・ ド レス と ズボン の 組み 合 
わせ は 、 取 り 入 れ ら れ な か っ た 。 


7 水 治療 師 に よる ドレ ス ・ リ フォ ー ム 


水 治 療 師 も ドレ ス ・ リ フォ ー ふ 運動 に 取り 組ん だ 。 

さて 、 林 治療 と は どの よう な 医療 な の で あろ うか 。 

19 世紀 半ば まで に 、 確 立 され た 医療 慣行 に 対す る 不満 は 、 い くつ か 
の 代 琴 的 な 健康 理論 “ を 促し た 。19 世 記 の 医 疹 行為 、 三 水 義 また は 
水 治療 (「 イ レギ ュ ラ ー」 宗 派 ) は 純粋 な 沙 の 有益 な 旨 果 を 子 言 し た 。 
奈 性 治療 シス テム は 、 シ ャ ワー、 バ パス 、 お よび 圧縮 の 形態 の 冷水 を 
身体 の 異な る 部 分 に 適用 する こと を 採用 し た 。 当 時 の 社会 的 熱意 に 調 
和 し た 林 褒 療 庄 師 は 、 男 女 と も に 共和 国 の 市 民 座 に ふさ わし い 衣 装 が 
必要 で ある と 主張 し た 。 

水 治療 の 医師 は 、「 通 常 の 」 医療 施設 と は 異な り 、 女性 の 普 情 を 真剣 
に 受け 止め 、 女 性 を 自分 の 医者 に する こと さえ 装 大 し た 。「 女 性 た ち は 、 
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自分 た ちの 医師 と お 互い の 医師 に な ら な けれ ば な ら な い 」 と 言っ た 
女性 は 熱心 に 水 治療 を サポ ー ト し 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 最も 熱心 な 
支持 者 の 中 に は 水 褒 才 法 師 を え る こと が で きた 。 女 性 の 衣服 を 改造 
する こと へ の 水 冶 療 の 関わ り は 、 オ ナイ ダ の 短い ドレ ス に 先立っ て デ 
ザイ ン さ れ た も の で は な い が 、 健 康 上 の 配慮 に 人 居 さ れ 、 よ り 広く 公表 
され た ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 煽動 に 先行 し た 。 

ジェ ー ネ ズ ・C・ ジ ャ クソ ン ames で . Jackson.ISI-180S) 博 主 は 、 
19 世紀 後半 の 代表 的 な 林 治 僚 師 で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム を 失 時 し た 人 
物 で あり 、 ア メリ カ の コス チェ ュー ム を 独自 の も の と し て 採用 し た 全米 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 創設 を 奨 誠 し た . 


さて 、 ジ ャ クツ ン 博 主 と どの よう な 細 
歴 の 人 物 で あろ うか 。 ジョ ー セ ヴ ラ の 閉 
作 に 掲載 され た 写真 (写真 4 に みる ジャ ク 
ン ン 捕 士 像 に 迫っ て みょう 半 


ジャ クン ン 博 士 | ー ョ ヨーク 市 で 「 林 治 
辺 ハ ウス (Water Cu House) 」 を 運営 し てい 
た 医学 士 の ラッ セル ・ サ ッ チ ャ ー・ ト ロー ル 

(Russll Thatchcr TralL1S12-187) の 弟子 で 
あっ た 。 ト ロー ル の シス テ ュ は 水 療 法 、 体 操 、 
写真 4 ジェ ー ム ズ ・ 食事 、 晒 也 、 運 動 を 租 み 合わ せ た も の で 、 撤 
で ・ ジ ャ クソ ン 坦 (964 は 18S4 年 に 「 ニ ュー ヨー ク 水夫 擦 ・ 生 理学 
年 )。 柱 (Ncw York Hydmopathic amd Physiological 

School) を 設立 し て いる 。 (中略 ) ジャ クソ ン 
博士 は 、 1&32 年 に ニュ ー ヨ ー ク 州 コ ー ト ラン ド 刀 の 「 グ レン ・ 
ヘイ ヴ ン (Glen Haven)」 と いう 水 療法 侯 設 を 買い 屋 り 、 そ こ 
の 業務 部 門 の 監 償 者 と し て キャ リア を スタ ー ト させ た 。 こ の 温 
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梨 保 養 所 に は 女性 部 門 が あり 、 お そら く ジ ャ クソ ン が 着 設 し た 
も の と 思わ れる 。 彼 は 、「 治 ら な けれ ば お 金 は いり ませ ん 」 と 
いう 方 針 を 掲げ 、1853 年 に は 氷 を 覗 わ ず に 600 人 の 悪者 を 浴 
穴 し た と いわ れ で いる 。 全 設 滞 在 者 で は な い 加 者 が 後に 払う 料 
金 は 、 助言 が 1 ドル 、 診 束 が 3 ドル 、 手紙 に よる 指示 が 5 ドル 
で あっ た = 

グレ ン ・ ヘ イヴ ン は 1838 年 に 売却 され 、 ジ ャ クソ ン 博 士 は 
F・ ウ ィ ル ソン ・ ハ ー ド (F Wilson Hurd) の 資金 械 助 を 受け で 
ニュ ー ヨ ー ク 才 ダ ンズ ヴィ ル の ジェ ネ シ ー 川 符 い の 高台 に あ 
る 温泉 保 伏 論 設 を 買い 取り 、『 丘 の 上 の われ ら の 家 」 と 名 付け 
た 。 ジャ クツ ン 博 士 と 開 女 の ハリ エッ ト ・ オ ー ス ティ ン (Harict 
Austin. 182S-1891) 博士 が 運営 し た この 箇 設 は 、 19 世紀 の アメ 
リカ で 最も 大 き な 福泉 保 発 施設 の ひと つと な っ た 。 悪者 は 、 中 
心 的 な 建物 の 中 で 性 別に よっ て 分 けら れ 、 住 み 込 み の 内 科 医 2 
人 と 副 練 され た 3 人 の 指導 員 に よる 治 擦 を 受け た 。 治療 は 、 栄 
美 管理 、 運 動 、 雪 計 (バッ ク ) や 入浴 な ど で あ っ た 。「 わ れ ら 
の 家 」 で は 、 褒 疹 の 一 環 と し て 女性 に 『 ア メリ カン ・ コ スチ ェ 
ー ム (Amercan Costume)」、 す な わ ち 全米 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 
協会 が 推 装 す る タイ プ の プ ブルー マー (Bloomer) を 着せ て お り 、 
ジャ クソ ン と 発 女 は と も に 協会 の 創設 メン バー で あっ た 。「 わ 
れ ら の 家 」 は 大 きく 、 よく 手入れ され 、 入 成 し て いて 、 な か ば 
宗教 的 な 側面 も あっ た 。 改 革 陣 や 奴 練 制 反対 の 話 動 家 た ち だ け 
で な く 、 ク エー カー 教徒 も この 施設 の プロ グラ ム に 将 を 感じ 
て いた 。 


以上 、 ジ ョ ー ン ・ セ ヴ ラ に 搬 っ て 、 ジ ャ クツ ン 博 士 を 紹介 し た が 、 
ジャ クソ ン 捕 主 は 多く の 著作 を 苦し て いる 。 以 下 に 非 生 型 的 な ドレ ス 
が いか に 健康 に 良く な いか に つい て 書か れ た “American Womanhood" 
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の 第 $ 章 非 健康 的 な ドレ ス (James C. Jackson、.4e7fco カ 
odmoo io pecr2ioriies gd necessies 7870. Chmptr V 
Unhealthy Dress) の 内 容 を 要約 ・ 紹 介する * 間 。 本 意 の 内 容 は 、 ド レス ・ 
リフ ォ ー ム 運動 の 考 団 に 当たっ て 、 な か な か 得難い 、 吐 重 な も の で あ 
る 。 本 章 の 内 容 は 、 光 の $ 項目 か ら 成 っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 項目 に お 
いて 、 生 理学 的 な 視点 か ら 、 詳 細 な 説明 が 加え られ で いる 。 そ こ で 、 
以下 、 こ れ ら の 5 項目 を 整理 ・ 紹 介さ せ で いた だ く 。 
軒 器 で 炊 の よう に 館 べ られ て いる を 。 

『 ア メリ カ 人 女性 の 問 に 、 祖 先 か ら 備わっ た 能力 か ら の 広範 な 介 賠 
を 誘発 し た 純 幸 に 肉体 的 な 原因 に は 、 世 代 か ら 世代 に か け て の 非 生理 
的 な ドレ ス の 着用 が あり ま 十 。 詳 細 に 見 る と 、 フ ァ ッ ショ ン が 悪い と 
思わ れ ま す 。」 つ まり 、 非 生理 的 な ドレ ス が 女性 の 病気 の 根源 を 成 し て 
いる こと が 指 携 さ れ て いる 。 

その 上 で 、$ 項目 の 問題 点 が 以下 の よう に 、 提 示さ れ て いる 。 

⑪ の 結い 方 に つい て 

! ま ず 、 頭 の 後ろ で 楠 、 ビ ン 、 ま た は 結び 旧 で 一 様 に 媛 を 結っ て い 
ます 。 こ の よう な 結い 方 は 、 数 えき され な い は ほど 多く の 瘍 合 、 小 前 また 
は 後 脳 を 損傷 する 傾向 が あり ます 。 こ の 混 礁 し た 状態 か ら 、 多 く の 場 
合 、 栄 開 と 排 書 の 器官 の 納 気 が 発生 し ます 。… 頭 の 後ろ に 装身具 を 付 
け て で いる こと は 、 ア メリ カ 人 女性 を ひど く 多く の 不正 な 形 に し た ば か 
り で な く 、 非 常に 前 々 しく 作ら れ た 子ども た ち を 刻 ん で いま す 。 東 ね 
ず に 長く 後ろ に 垂らす 殻 型 に 結 う 習 慣 が 流行 し て いる の で 、 こ の 悪い 
結果 は 子孫 に と っ て は は る か に 大 きく な る 可能 性 が あり ます 。… 健 康 
の 問題 が 価 慎 が ある 限り 、 愛 を 短く する こと ほど 良い こと は な いで し 
よう 。」 


(②⑦ 胃 の 装飾 に つい て 
「 第 2 に 、 女性 は 一 欄 に 健康 で な い 回 の 装飾 を 吾 に 着け ます - 
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の 上 に 何 も 載 せな いこ と ほど 、 成 長 に よっ て の 毛 の 厚 さ を 遇 や す よ 
り 良 い 方 法 は あり ませ ん 。」 

「 し か し 夢 に 、 ほ と ん ど 不 可 避 的 に 誠 れ た 状態 が 確立 され て いま す 。 
條 ら は 1、2 か 月 以内 に 、 2-3 回 だ け で きる だ け 何 も 着用 し な い だ け で 
あり 、 多 く の 場 合 、 頸 の 上 に 厚い 後 い を し て 、 合 端 に 装っ て いま す 。 
この すべ て は 、 神 孝 系 の 磁気 的 また は 電気 的 状態 と 非常 に 関係 し て い 
ます 。 こ れ は 、 一 般 的 な 身体 的 健康 だ け で な く 、 知 的 衝 力 に つい て 言 
える こと で す 。」 


⑳ 胸 を 圧 追 する 装い に つい て 

『 第 3 に 、 女 性 が 身体 の 上 爺 を 装う 方法 、 ま た は 通常 、 胸 と 呼ば れ 
る 部 分 を 装う 方 法 に つい て 述べ ます 。」 

『 欄 血 が し ば し ば 起こ り 、 只 が 出る と 次 の よう に な り ま すす 。 朱 済 さ 
れ な い 場合 、 炎 症 が ひど く な り 、 腺 が どん どん 軸 て 、 障 韻 が 形成 され 、 
肺 の 消費 が 生じ ます 。 し た が っ て 、 あ ら ゆ る 原因 に よる 肺 の 圧力 は 、 
お の ず と これ ら の 和 器官 の 病気 を 誘発 し ます 。 私 の 治療 で は 、 こ れ ま で 
の と ころ 、 お そら く 、 末 筆 、 3.000 人 以上 の 女性 が 、 肺 の 病気 を 検出 き 
れる よう に な り ま し た 。 太 の 病気 の か な り の 割合 が 、 私 が それ ら を 少 
し で も 良く する の は むず か し い 状 態 に な っ て いま し た 。 條 ちら は 寺 全 に 
治癒 不可 能 で す 。 し か し 、 私 は すべ て の 女性 や 男性 に 廊 の 病気 を 生じ 
させ る ほど 長 時 間 、 遍 に 厳し い 服 を 着 て いな い 入 は 、 十 数 人 も いな い 
と 信じ て きま し た 。 し か し 、 侍 康 人 的 な 人 は 、 貧 しい 人 た ち が 手 元 に あ 
る 衣服 を 身 に 着け て いた よう な 衣服 を いつ も 着 て き て いま し た -」 


⑬⑳ 胃 を 締め 付け る 衣装 に つい て 

『 第 4 に 、 健康 で な い ド レス を 着る 方 法 の も ゃ うー つの ポイ ント は 、 
胃 が 包 まれ で いる 部 分 の ウエ スト 部 分 と 呼ば れる 身体 の 部 分 に ぴっ た 
り と 着用 する こと で す … 消 化 不 良 は 肺 疾 捉 の 前 兆 で す 。 消 化 不良 を 生 
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じ さ せる 多種 多様 な 原因 の うち 、 お そら く 胃 に 対 二 る 衣服 の 外圧 が 促 
生 さ せる ほど 一 般 的 な も の は あり ませ ん 。 ほ と ん どす べ で の アメ リカ 
の 女性 が ベル ト や ガー ドル を ちょ うど 四 の 上 を 通っ て 、 身 体 の 周り に 
人 冊 さ つけ て 、 身 体 を 収縮 させ 、 い か な る 自然 な 動き か ら も 身体 を 妨げ 
ます 。 食べ物 を 消化 する た め に 、 骨 は 収縮 し て 拡張 し な けれ ば な り ま 
せん 。 あ な た が それ を 拉 索 する こと が で き な い よう に 収縮 させ る な らち 
ば 、 あ な た は 食物 を 深 解 させ 、 そ の 鶴 器 か ら 消 化 管 に 沿っ て さら に 販 
器 に 移る 準 棋 が で き て いる と いう 自然 な 事実 を 妨げ る で し ょ う 。 食物 
を くだ いて 、 分 解す る 際 に 、 少 な く と も 胃 の 役目 を 妨害 する 外圧 は 、 
消化 不 衣 を 直接 引き 起こ す 傾向 が あり ます -。 原 因 を 理解 する こと な く 、 
多く の 人 が 消化 不良 に な り ま す 。』 


⑮ ウエ スト を 縮め 付け る 衣装 に つい て 

「 第 5 番目 。 ほとん どの 女性 が そう し て いる よう に 、 ウ エス ト に び 
っ た り の ドレ ス を 着用 する こと は 、 女 性 の 本 気 と た いっ た よう な 丁寧 な 
言い 回 し で 知ら れ て いる 一 連 の 病気 の 強力 な 誘発 願 内 で す 。 結 婚 し て 
いて も 結 大 し て いな く で も 、 何 ら か の 形 や 段階 の 子宮 の 困難 に 著 し ん 
で いな い 25 織 以 上 の アメ リカ 人 女性 は ほとん どい ませ ん 。 閣 気 が 一 
般 的 に な っ た 理由 は 、 ま ず 第 一 に 、 情 造 上 の 女性 の 脆弱 性 と 一 般 的 な 
健康 の 欠如 の た めで す 。 第 二 に 、 ド レス の スタ イル の た め に 、 殿 部 お 
よび 骨盤 特に 含ま れる 問 衛 の 機 入 的 な 変位 を 謎 償 十 る の で す 。 ベ ルト 
が 感覚 的 な 圧迫 が 感じ ち れる に 十分 な は どき つく 人 間 の 胴 の 周り や 、 
胃 の 上 や ちょ うど 下 に 慣習 的 に 巻 か れ た 場合 、 私 が 前 に 言っ た よう に 、 
胃 が 収 縮 し て 恒久 的 に 収縮 する だ け で な く 、 腰 の 同 り を 自然 の サイ ズ 
より も 小さ くし 、 腸 も 圧力 か ら 可 れ よう と し て 収縮 し ます 。 用 筋 は 収 
梓 力 を 失い 、 騰 が 凍 部 の 下部 に 沈み 込む ト よう に し ます 。 ベ ルト が 下 が 
る と 、 ペ ルト の 下 に 酸 た わる 隊 器 を 押し 、 骨 盛 錠 に まで 下がり ます 。 

これ ら の 形態 の 機 艶 的 変位 の いずれ か に 昔 し ん で いる 女性 は 、 和 体 
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釣 に 腹 紅 に な り ま す 。 彼 女 は 版 く こ と も 、 仕 事 する こと も 、 ま っ すぐ 
に 座っ て 、 偽 意 の 快適 さ で 体重 を 持ち 上 げ る こと も で きま せん 。 生 命 
は 彼女 に 不快 な 負担 に か り ま す 。」 


次 に 、 フ ィ ッ シャ ー に 押 っ て 、 水 浴 療 と ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 隊 係 
性 に つい て まとめ よう 。 


ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニー カ ・ フ ィ ッ シャ ー は 林 店 療 と ドレ ス ・ リ フォ ー ム 
の 双方 の 分 野 に お いて 活躍 し た 女性 た ち に つい て 、 次 の よう に 述べ で 
いる 寺 。 

「 リ ディ ア ・ ハ モン ドス トロ ー プ リ ゲ ン 博士 Dr Lydia llammond 
Srobridgcn) 、 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク 飛 十 (Dr Lydia Sayer 
Hasbrouck) 、 メ アリ ー・ エ ド ワ ー ズ ・ ウ ォ ー カ ー 博 士 (Dr Ma E 
Walker 、 ゴ ー プ ・ ニ ュ ラ ス 捕 主 (Dr Mary Gove Nichols) 、 ハ リエ シ 
ト ・ オ ー ス ティ ン 博 士 (Hamict Austin) 持 主 は 、 水 治療 と ドレ ス ・ リ 
フォ ー ム の 両方 の 分 野 で 活躍 し た 女性 で あり 、 改 革 へ の コミ ッ ト メ ン 
ト を 共有 し た 。 従 ら は 全員 、 本 を 出版 し 、 講 演 し 、 ド レス ・ リ フォ ー 
ム が 政治 間 題 で は な く な っ て か ら ず っ と り フ ォ ー ム ・ ド レス を 着 て で い 
た 。 こ れ ら の 女性 改革 者 は 、 お そら く 他 の どの 女性 改 基 者 より も 、 女 
性 の 社会 的 劣 位 と ドレス ・ リ フォ ー ム の 必要 性 を 同一 入 し た 。 従 ら は 
また 、 女 性 の 健康 状 能 が 悪い 社会 に お ける 女性 の 従 硬 的 地位 と 夫 本 に 
関 か わっ て いた 。」 


以上 の ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 記述 か ら 、 水 浴 療 と ド 
レス ・ リ フォ ー ム の 分 野 で 、 女 性 の 医師 が 活躍 し て いた こと が 明らか 
で ある 。 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズ プ ルッ ク 博 王 、 メ アリ ー・ エ ド ワ 
ー ド ・ ウ ォ ー カ ー 捧 士 の 活躍 に つい て 、 第 4 章 に お いて 取り 上 げ る 。 


8 まとめ 


第 2 府 を め くく る に 当たっ て 、 第 一 期 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 
を 総括 し よう 。 

ロバ パー ト ・ オ ー ウ ェ ン の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 は 、 果 た し て 、 成 
功 し た の で あろ うか 。 オ ー ウ ェ ン は 、 ハ ー モ ナイ ト の 女性 の 問 で ファ 
ッ シ ョ ン へ の 開心 を 一 掃 す る こと に 、 全 面 的 に 成功 は し な か っ た 。 ま 
た 、 新 約 加 書 の 戒め の 故 に 、 女 性 が ズボン を 履く こと に 対す る 抵抗 は 、 
男性 に と っ て も 、 女 性 に と っ て も 、 直 像 を 絶する ほど 強かっ た も の と 
思わ れる 。 そ し て 、 開 鎖 さ れ た コミ ュ ニ ティ か ら 始 まっ た た め 、1827 
年 に 、 こ の コミ ュ ニ ティ の 有 菜 壊 炎 は 、 オ ー ウ ェ ン が 提案 し た リフ ォ ー 
ム ・ ド レス (バン ツ と ドレ ス の コン ビ ネ ー シ ョ ン ) は 着 られ な く な っ 
た の で ある 。 ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー に よれ ば 、 フ ラン シス ・ ラ イ 
ト の スタ イル は 、 後 に アメ リア ・ プ ルー マー、 スー ザン ・ ア ン ソ ニー、 
エリ ザ ベ ス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン な どの フェ ミニ スト に よっ て 推進 
され た と の こと で ある 。 ニ ュー・ ハ ー モ ナイ ト の リフ ォ ー ム ・ ド レス 
は 、 フ ラン シス ・ ラ イト が 提案 し た の で は な いか と の 筆者 の 仮説 が 正 
し けれ ば 、 ニ ュー・ ハ ー モ ナイ ト の リフ ォ ー ム ・ ド レス は 、 ブ ルーマ 
ーー 衣装 の ルー ツ で ある と 言え よう 。 

それ か ら 20 年 後 の 1845 年 に オナ イダ の 共同 体 に お いて 、 ジ ョ ン ・ 
ハン フリ ー・ ノ イズ に よっ て 、 衣服 改 革 が 行わ れ た 。 こ こ で 、「 な ぜ 、 
1827 年 か ら 1848 年 の 間 に 、 代 符 改 革 衣 服 が 登場 し な か っ た の か 」 と 
いう 必 間 が が 湧い て くる 。 報道 、 医 療 雑 誌 、 人 気 の あ る ファ ッ シ ョ ン に 
関す る 報告 は 、 女 性 の ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ ス の 変化 を 人 々 が 毛 ん 
で いた こと を 示し て いる 。 し か し 、 ど の よう に 変更 を 考案 すべ きか に 
つい て 、 誰 も 同意 し な か っ た た めで あっ た 。 

ノイ ズ が 提案 し た 改 項 衣 服 の 評判 は 、 ど う で あっ た の か 。 ノ イズ が 
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改革 衣 眼 と し て 提案 し た 衣服 は 、「 子 ども た ちの 有限 と バン タレ ッ ツ 」 で 
あっ た 。 コ ミュ ニテ ィ の メン バー は 、 女 性 た ち が こ の 胡 限 を 着 て 登場 
し た 時 に 、 被 ら は 子ども の よう に 見 える た め に 、 笑 われ る の を 恐れ で 
いた と いう 。 

オナ イダ の 改 項 衣服 は 、 ニ ・ ハ ー モ ニー 同様 に 、 男 性 が 提案 し 
た 衣服 で あり 、 閉 十 的 な コミ ュ ニ ティ で し か 着用 され な か っ た 。 ま た 、 
オナ イダ 共同 体 で は 、 女 性 は 労働 に 携わっ て いた た め 、 震 い ド レス と 
ズポン の よう な スタ イル の 機能 交 で 、 動 きやすい 作業 着 を 必要 と し た 。 
だ が 、 審 美的 で 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 衣装 を 好む 女性 に は 、 こ の よう 
な 半 男 性 的 な 衣服 は 受け 入れ られ な か っ た の で ある 。 

水浴 療 人 の ジェ イム ズ -C- ジ ャ クソ ン 博 士 の 見 解 に 明らか な よう に 、 
実際 に ファ ッ シ ョ ナブ ル な 拘束 的 な 衣装 の た め に 尊 気 に か か っ た 
5.000 人 以上 の 女性 た ちの 治療 に 携わっ た だ け あ っ て 、 非 常に リア ル に 」 
この よう な 衣装 の 映 害 に つい て 、 具 体 的 に 指摘 され て いる 。 先 に 商 介 
し た ジェ イム ズ ・C・ ジ ャ クン ン 博 士 の “American Womanhood" の 第 5 
章 に は 、 衣服 改 基 の 必要 性 を 明確 に 理 付 ける 生理 学者 の 見 解 が 述べ ら 
れ で て いる 。 ジ ェ イ ムズ ・C・ ジ ャ クソ ン 博 証 が ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 
に お いて 果たし た 役割 は 、 大 い に 評 価 す べき も の が ある 。 だ が 、 第 5 
章 で 述べ る よう に 、 ジ ェ イ ムズ ・C・ ジ ャ クツ ン 博 士 は 男性 で あり 、 シ 
ョ ー ト ・ ド レス に ズポン と いう 女性 の 改 基 衣 限 を 着用 し な いで 、 ド レ 
ス ・ リ フォ ー ム を 唱 えた が ゆえ に 、 改 草 派 の 女性 た ちか ら 非 難 を 稚 び 
せら れ た の で ある , ー ン ・ モ ヴ ラ は 先 に 掲載 し た 写真 1 の 解説 に 
お いて 、 次 の よう べ て いる 。「 こ の 写真 の ジャ クツ ソン 博士 は 黒い フ 
ロッ クコ ー ト (fock coa0 、 ペ スト 、 ズ ボン を 着用 し て お り 、1860 年 
代 の あま た の ビジ ネス マン よ と 同じ よう な 服装 で ある が 、 極 敵 に 長い 劉 
玩 と 長 殻 や 、 幅 の 広い ポ エ ッ トカ ラー 〔 ロ マン 碑 主 人 が 好 ん だ 、 挫 先 
の 長い タイ プ の 容 〕】 は 、 お よそ 普通 と は ほど 遅い 。 当 時 の 芝 相 学者 な 
ら さ し ず め 、 高 い 額 と 説い 目 が 絞 の 先見 性 を 物語 っ て で いる と で も 評 し 
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た こと だ ろう 回 。」 


それ で は 、 オ ナイ ダ の 改 基 衣 服 は 、 後 の 改 基 衣 服 に 影響 を 及ぼ し た 

の で あろ うか 。 
ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ ブ フィッシャー に よる と 、 オ ナイ ダ の 短い ド 

レス は 、 自 由 ド レス の 前 身 で あめ る だ け で な く 、 そ の デザ イン に 曲 響 

を 与え て いる 可能 性 が ある と いう 。 ま た 、 地 方 紙 の オブ ザー バー 紙 

は 、1848 年 に 、100 人 以上 の 女性 が 、 ほ ば ぼ 同じ 衣装 の 未 教 的 ペー ジ 

ョ ン を 着用 し 冶 め た 、 そ れ は 、 明 ら か に 「 プ ルーマ ー リ ズム の 彰 旧 」 

で ある こと を 認識 し て いた と いう 。 結 局 、 ニ ュー・ ハ ー モ ナイ ト の 

リフ ォ ー ム ・ ド レス も オナ イダ 共同 体 の みり フォ ー ム ・ ド レス も ブル 

ー マ ー リ ズム の ルー ツ で あっ た も の と 推 京 され る 。 

今日 の 我々 の 立場 か ち 見 で て 、 と でも 現代 的 で 、 合 理 的 な リフ ォ ー 

ム ・ ド レス は 、 避 書 の 申 命 記 の 教え や デザ イン に お ける 審美 性 の 欠 

若 の ゆえ に 、 礁 退 の 道 を た どっ て 行っ た と 結 苑 づけ る こと が で きる 

で あろ う 。 

オナ イダ 共同 体 の 結末 で ある が 、 前 述 の よう に 、 ノ イズ は 1879 年 に 
オナ イダ を 爺 れ る こと を 強い られ 、 法 廷 で 強大 罪 で 束 捕 され た 。 そ れ 
以降 は 較 方 か ら の ガイ ダン ス し か 慢 供 で き な か っ た 。 結 局 、 不 同意 な 
派閥 は ユー トビ ピア 実験 を 解散 し 、 合 資 会 社 を 設立 十 る こと に 決め た の 
で ある 。 会 社員 と し て 働く こと を 望ん で いた メン バー に 礎 用 を 提供 し 、 
すべ て の メン ペー に 配分 され た 株 式 に 対す る 定期 的 な 配当 を 支払 っ た 。 
1881 年 1 月 1H、 オ ナイ ダコ ミュ ニテ ィ は オナ イダ コミ ュ ニ ティ 有限 
会 社 ( 銀 食器 企業 ) に 変更 され た の で ある 。 
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(1) 月野 他 博 二 外 重 記念 葵 女 集 服飾 史学 の 玉 十 年 』 , 博 野 爺 埼 
玉 大 学名 稚 雪 授 筆記 念 計 編 集 委員 会 、1990.p.32 
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Gaylc Wennica Fischer. 衣 o ffeors Ne ans Dress Reommu mg 
Pe We Ai た Ninefeer-Cemaoy Cmiegd Sgtes、UMI 1995. 
P3 
ag. p3. 

Ap 

MP.78.393. 

PS0. 上 田 千 秩 基 オー ウェ ン と ニュ ー・ ハ ー モ ニー』 
(ミネ ル ヴ ァ 書房 、1984 年 ) 。 

ロバ ー ト ・ オ ー テ エン 著 、 渡 辺 義 果 訳 『 社 会 変革 と 教育 』 世界 
雪 育 学 選集 (26) ( 胃 冶 図書 出版 、1963 年 )、pp.180-187. 
ロバ アト ・ オ ウエ ン 著 、 五 動 茂 訳 『 オ ウェ ン 自 叙 伝 』( 岩 設 文 
庫 、1961、1995 年 ) 

hp:/ikakufucomwcconomicsdd-02.pdf 

1 世紀 末 、 南 腹 ヴ ュ ル ツブ ルク 付近 に 住む ルター 派 吉 徒 の な 

か に は 、 圭 会 組織 の 理性 主義 に 対す る 疑念 を 懐く 人 た ちがい た 。 

当初 装 ら は 数 会 肉 で の 改革 運動 を 望み 、 活 動 を 続け て いた が 、 

こう し た 彼ら の 改革 は 型 職 者 の 反感 を 買い 、 思 う よ う に 進ま な 

か っ た 。 こ うし た な か 、 イ プティ ン ゲ ン [ptmgen シュ トッ ト 

ガル ト 慈 本 約 2Skm に 位置 する 〕 で 懲 閣 培 に 従事 し て いた ジ 
ョ ー ジ ・ ラ ッ プ (Gcorgc Rapp:1757 一 1847) [ドイ ツ 名 ヨハ ンジ ・ 

ゲオ ル グ ・ ラ ッ プ Johann Georg Rapp] は 、 17 世紀 の 神秘 論者 ヤ 

ュ ブ ・ ペ ー メ (Oakob Bochmc:157 一 1624) の 著作 や 再 洗 所 派 の 

考え に 就 舞 さ れ 、 祈 り を 通し 銅 人 が 直接 神 の 存在 を 体感 する ニ 

と を 確信 する よう に な っ た 。 ラッ プ に 同調 し た 人 た ち は 教会 か 

ら 脱 授 し 、1785 年 頃 に は 宗 了 運 動 と な っ て いっ た 。 だ が こう し 

た 新 款 派 を 組織 し 活動 する こと は 既存 教会 の 権力 杏 定 と な り 、 

同時 に 数 会 権力 の 背後 に ある 領主 出 度 の 否定 を 意味 し た 。 し か 
し 権力 機 村 に 遂 ら ちら うだ け の 政治 力 を 持た ず 、 武 旋 耕 定 の 立場 を 
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と る ラッ プ は 、 ア メリ カ に 新天地 を 求め 、 新 し い 形 の 宗教 共同 
体 を 圧 設 する こと を 決断 、1803 年 、 皿 子 の ヨハ ネス と 2 人 の 友 
人 と と も に 大 西洋 を 淫 り ボル チ モ ア 江 に 上 陸 し た 。 「 ハ ー モ ニー 
協会 Hanmony Socicty」 と いう 名 の 組織 を 結成 し 、 し ば ちく ボル 
チ モ ア と フィ ラ デ ル ブフ ィ ア で 説教 活動 を 続け た 。 そ の 後 、 ビ ッ 
ツバ ー グ 北 ガ (ベン シル ベニ ア 州 西部 バト ラー 部 Buder 
Coumty) に 3 千 エ ー カ ー の 土地 を 確保 、 層 年 に は ラッ プ に 共 喝 
し た [ラッ ピス ト KRappist と 旦 ば れる ] 人 々 が 次 々 と 移住 し た 。 

土地 を 切り 開き 、 道 路 を 整備 し 、 共 同 礼拝 所 と 司 住 区 を 作り 、 

1803 年 、 キ リス ト 教 共産 主義 の 「 ハ ー モ ニー 共同 体 Harmony 
Community」 が 衣 生 し た 。 ドイ ツ 系 移民 だ け で 組織 され た この 
共同 体 で の 日 常 若 は 当然 ドイ ツ 語 で あっ た 。 既 次 者 らい た が 、 

この 共同 体 で は 絢 身 主義 が 原則 で 、 有 財産 共同 管理 と 富 の 公平 分 
本 の 方 針 赤 買 か れ た 。 1814 年 、「 ラ ッ ピ スト 』」 た ち は さ ら に 、 

イン ディ アナ 州 南部 ポー セイ 郡 (Poscy Couny) ワ ォ バシ ュ 
Wabash 川 付近 に 3 方 エー カー の 土地 を 取得 し 定住 し 、 そ の 地 
を 「 ニ ュー・ ハ ー モ ニー Necw Harmony」) と 名 づけ た 。 指 導 者 
の ラッ プ は 伝 穫 靖 と 近隣 の 人 々 と の 折り 合い の 悪さ か ら 、 わ ず 
か 10 年 ほど で 、 再 び 新しい 土地 を 求め 、 ビ ッ ツ バー グ の 北約 
17 マイ ル の オハ イオ 川 に 面 し た 場所 [ビー バー 郡 Bcaver 
Couny] に 、「 エ コノ ミー Economy」 と いう 名 の 3 番目 の 共同 
体 を 建設 し た 。 ラ ン ピ ス ト た ち が 退 二 し た ニュ ー・ ハ ー モ ニー 
は 、1825 年 に 英国 人 ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン (Robert Owen:1771 
ーI838) が 引き 苑 ぎ 、 自 己 の 社会 改革 思 超 に 基づき 理 起 共同 体 
の 圭 設 を 試み た 。 だ が 偶 金 面 で 杏 営 破綻 、 わ ず か 一 年 で 失敗 し 
て し まっ た 。 それ で も 「 エ コノ ミー 共同 体 」 は 、 石油 を 発見 し 、 

し ば らく は 栄え た が 1905 年 に は 完全 に 消 距 し た 。 ジョージ ・ ラ 
ッ プ は 1847 年 8 月 7 日 、90 蔵 で 上 く な っ た 。( 藤 友 稚 美 「 ア 
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メリ カ 合 衆 国 に お ける ドイツ 系 移民 に よる ユー トビ ピア 共同 体 」 
東北 大 学 大 学院 国際 文化 研究 科 論 集 第 十 三 与 )。 
(wwwimtcultohokuac.jpronshuwoll3/13magatomo_ pd 
Gayic Veronica Fischcr. gcir。 p.S2- 
7 年 
ig.p.28. 注 10. 
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ユネ スコ = 世界 文化 遺産 委員 会 の 2001 年 第 35 モッ ショ ン の 立 事 
録 。 フ ァイル 429rcvpdf 
ロバ アト ・ オ ウエ ン 著 、 政 島 茂 訳 『 オ ウェ ン 自 叙 伝 』( 岩 文 
車 、1961、1995 年 ) p.250. 
『 同 上 書 』 p253. 
ロバ ー ト ・ オ ー エ ン 著 、 渡 辺 義晴 訳 『 社 会 変革 と 教育 』 世界 
教育 学 選集 (26) ( 明 褒 図書 出版 、1963 年 )、p.131. 
『 同 上 書 』 p.132. 
『 同 上 革 』 pi32. 
Gaylc Veronics Fischcr, Pamg/oos psd Powez: Winefceyr 放 に Crn の 
の res Refor  je mie Sgres 2001.p.36. 
02 p37- 
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(6) 7c ee Eyegrer (August 5 1829) 、p. 321、Fashionable 
1ncarceration (Robcrt Owcn) 

(27) モロ ク の 祭 二 モロ ク は 古代 の 中 東 で 侯 振 され た 神 の 名 で あり 、 
プロ ンズ で 「 王 座 に 座っ た モロ ク の 像 」 を 作り 、 人 間 の 新生 児 
を 生 仙 に し て 配っ た 。 

(25) Gayic Veronica Fischcr。 放 は 。 PS2. 

(2⑳) 7j み .p5. 

(GO) 新約 回 鞭 、 申 命 記 (旧約 置 書 第 $ の 記 22:3) 

GU) Gayle Veronica Fischer。 gp_cit。 P.95。 
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67.p6. 

食 嫁 平 著 前掲 書 』 pp.H6-147. 

Gaylc Veronica Fischcr, gp.cir、 DP-103-107. 

Charlcs Nordhof op cr、pp.282-283. 

7. ph つ 3 つ 4. 

チャ ー ル ズ ・ ノ ー ル ド ホ フ は 、 サ ー キ ュ ラ ー (Circular) に つ 

いて 、 次 の よう に 詳し く 解説 し て いる .「 サ ー キ ュ ラ ー は 共産 詩 

義 者 に よっ て 、 共 産 主義 者 の た め に 出版 され て いる 。 そ の 主 な 
目的 は 、 い くつ か の 同 避 間 係 団体 の 教育 を 支援 する こと で あり 、 

同 団体 は 実際 に 財 共 同体 の ペン テ ュ ス ト の 原則 に 専念 し て い 

る 。 こ れ ら の 団体 以外 の 読者 の ほとん ど は 、 原 則 と し て 共産 主 

美 独 で ある 。 サー キュラ ー は 、 こ の 共産 覚 選挙 区 の 自由 喜 金 に 

よっ て は ほぼ 完全 に 支え られ て いる 。 そ の よう な 物資 其 を 有 す 

る 広報 紙 は 、 適 切 に 販売 する の は むず か し い 。 私 た ち は 自 由 に 

受け 取り 、 自 由 に 与え る 。 サーキュラー を 読む こと を 錠 望 する 

者 は 、 郵 便 で の 申請 、 ま た は プ ブルックリン の ウィ ロー プレ イス 

で 、 支 払い を する こと な く 、 ま た は 支払 うこ と を 約束 する こと 

で 、 入 手 で きま る 。 座 か が 雪 払う こと を 選択 し た 場合 、 彼 は 年 

間 発 行 分 の 2 ドル を 送る こと が で きる 。 し か し 、 彼 は 私 た ちの 

も と に 破 の 口座 を 作る 必要 は な い 。 私 た ち は 、 私 た ち が 働 いて 

いる 家族 界 の 無料 の 暗 り 物 に 編 っ て いる 」( 由 犯 : Dig.p256) 。 

この 広報 紙 は 、1 週間 に 1 回 、2 週間 に 3 回 、 こ れ ら の 回 数 
発行 され た 。 適 去 数 年 間 、 そ れ は 皇 過 発行 され 、 非 常に 良い 紙 
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印刷 され て いた 。 そ れ は 今 、 次 号 の 通知 を その 欄 の 還 昭 に 掲載 
し で いる 。「 サ ー キ ュ ラ ー は 、 有 土 で も ろう と な か ろう と 、 応 
募 者 全員 に 送付 され る 。 費用 は 1 巻 あたり 2 ドル 以上 必要 で か 
る 。 それ を 必要 と し 、 そ れ を 持っ て いな けれ ば な ら な い 人 々 は 、 
3 つの クラ ス に 分 けら れる 。1. 2 ドル を 払う 余裕 が な い 人 。 2. 
わずか 2 ドル な らち 支払 うこ と が で きる 人 。 3. 2 ドル 以上 を 支 
払う こと が で きる 人 。 第 一 番目 の 人 は 、 自 由 に で きる 。 二 番 
目 の 人 は その 費用 を 支払 うべ き で ある 。 そし て 第 三 番 目 の 人 
は 、 第 一 番目 の 人 の 不足 を 宙 う た め に 十分 な 費用 を 支払 うべ き 
で ある 。 こ れ は 共産 主義 の 法則 で ある 。 世 た ち に は それ を 強制 
する 手段 が な く 、 そ れ を 玉 べ 、 そ れ を 関係 者 の 良い 砺 覚 に 任せ 
る こと 以外 に は 、 強 制す る こと は 望ん で いな い 。 拍 々 は 価格 を 
決め な いで 、 全員 に サー キュ ラー を 提供 する リス ク を 置 十 。 無 
料 の 定期 購読 は 、 直 接 申請 する 人 や 、 申 請 者 に 明示 的 な 権限 を 
与え る こと に よっ て 、 自 分 自身 で 申請 する 人 か ら の み 受 け 取る 。 
( 典 疾 : が ig.p365) 。 
Gayle Veronica Fischer. gpcrr、P-107- 
pp109-110. 
047.p390. 
1ynn Sorac、 Thc Evolution of Ninctecnth-ccntury Shakcr Drcsscs: 
Rcfiection ofthc "World"、 ess vol21、 Thc Costumc Socicty of 
Amcrica. 1994.p. 
食 塚 平 著 前掲 書 』 p23. 
・Amclia Moe Gummmcrc、 77ie Oggkr:4 Sim Conome Bcrjamin 
Blom. New YorkLondon.1968. 
・Edward Warwick & Henry C-Pitz. Alexndcr Wycoff Ery 
fiericgs ress: Co/onig/ ng Ruolagomary Periog Bonanza 
Books.1963.pp.199-207. 
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(3%) Gayle Veronica Fischer op cr DP.11S-116. 

(39) Joan Scvcrs. の yessed or wc oeog7vp7ier Ordgng7 meric7e 
の ayjiogs 7840-/900. Kent State University Press. 1995、 
pp248-249. 

(0) James Jackson、 4meyicgy 衣 bpgoo Chapter 3。 pp.32-30. 
(hps:/calog.hathimstorg/RecordWO115S3864) 2018 年 3 月 19 日 
アク セス 。 

(61) Gayic Veromica Fischcr opcr.p.116. 

(63) Josn Scvcm、ogpcir。 p.249. 
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Press、2012.p73 
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典 揚 : Edwanl Warwick、Hemry C. Piz、Alexander WyekofE Er 
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Books, New York。 1965. 図 52。 

典拠 ・ マドレーヌ ・ デ ルビ エー ル 著 、 濱 田 雅子 訳 『 子 供 の 
モー ド 1730-1950』( 奈 苑 ア イ 、 1993 年 No.12. 文化 学園 ファ 
ッ シ ョ ン 情 報 セ ンタ ー) p.14. 

オナ イダ 共同 体 ア ンション ・ ハ ウス 提供 。Gaylc Veronica 
Fischer. Pama/oowr mt ガ Power 4 WMigeteenh Ce yese 
Acor mgWe Cdfed Siores 2001。Kcnt Siatcs Univcity Press 
PIG8. 

オナ イダ 共同 体 マ ンション ・ ハ ウス 提供 。Gayic Veronica 
Fischer orcft、P.35. 

Joan Severa、 gp or、D つ 48. 

上 田 千秋 著 『 オ ー ウ ェ ン と ニュ ー・ ハ ー モ ニー』( ミ ネル ヴァ 
登 房 、1984 年 ) p.193. を 修正 。 


hs:/cm.wikipcdia orgwikiOswcgo_Caml (201S.1035) を 修 
正 。 


第 3 章 
プル ー マ ー リ ズム と 衰退 


1 新しい コス チュ ー ム の 提唱 


本 章 は 押 着 『 ア メリ カ 服 飾 社会 史 』 第 3 章 を 加筆 ・ 修 正 し た も の で 
ある 。 

第 2 府連 頼 で 述べ た よう に 、 ク リノ リン ・ ス タイ ル に 挑戦 し て 、 
女性 の 社会 的 地位 の 向上 を 目指 し た アメ リア ・ ブ ルー マー 夫人 が 提案 
し た と され る 「 プ ルー マー・ ニ スチ ュー ム 」 は よく 知ら れ で いる 。 

アメ リア は 1818 年 に ニュ ー コ ヨー ク の ホー マー で 生ま れ 、1840 年 に 
弁護 士 で ビデ ャ ー ナ リス ト で も ある デクスター・ プ ルー マー と 結婚 し た 。 
破 女 は 、 結婚 前 か ら 貸 之 動 に 関 選 を も ち 、 1842 年 まで 地方 の 禁酒 運 
動 に 関す る 刊行 物 で ある 『 ウ ォ ー タ ー・ バ ッ ト 』 に その 主張 を 寄稿 し 
て いた 。 そ の 後 、 彼 女 の 関心 は 広 が 当時 まだ 認め られ て いな か っ 
た 女性 の 正治 天 加 に お よん で 、 最 終 的 に 女性 の 人 権 や 参政 権 な ど と い 
っ た 社会 的 地位 の 向上 に むけ て 積 悦 的 に 発言 する まで に な っ た 。1849 
年 に 創刊 され た 雑誌 ゴザ ず ・ リ リー』 で は 、 エ リザ ベス ・C・ ス タン ト 
ン 、 ス ー ザ ン ・B・ ア デン ソニ ー ら と と も に 、 殺 酒 定 女性 の 権利 、 ド レ 
ス ・ リ フォ ー ム に つい て の 記事 を 寄稿 し て 、 同 誌 は 女性 の 権利 向上 に 
大 き な 影 響 力 を お よ ぼ し た 最初 の 雑 誌 と 評価 され て いる 。 ブル ー マ 
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ー・ コ スチ ュー ム は 、 地 方 新聞 『 セ ネ カ ・ カ ウン ティ ・ ク ー リ エ 』 紙 
に この 新聞 の 編集 者 が 掲載 し た 記事 を きっ か け に し て 、 そ の 後 『 ザ ・ 
リリ ー』 誌上 で 提案 され て いっ た も の で ある 。『 セ ネ カ ・ カ ウン ティ ・ 
クー リエ 』 紙 の 記事 は 、 有名 な 女優 ファ ニー・ ケ ンプ ル (Famy Kcmbik 
本 名 Frmnccs Ann Kemble. 1S09-1803) が 、1S49 年 に トル コ 居 ズ ポン の 
衣装 で 現れ た と 記し て お り 、 も し 女性 が トル コ 風 ズポン や ちょ うど 膝 
下 玖 の ぴっ た り し た や 実用 的 な 忠 子 を 着用 する よう に な れ ば 、 よ り 細 
康 的 で より 民 ま し や か に な る だ ろう と いう こと を 示 雄 し た の で ある 。 

プル ー マ ー 夫 人 は 、 そ の 地方 新聞 の 保守 的 な 編集 人 が この よう な っ 
スチ ュー ム を 抑 案 し 、 わ ず か な 修正 、 と くに 戦 の か わり に プー ツ を 加 
えて 同意 し た こと に 邊 か され た 。 地方 新聞 『 セ モネ カ ・ カ ウン ティ ・ ク 
ー リ エ 』 紙 に 掲載 され た この 記事 は 、1851 年 2 月 に すず ザ ・ リ リー』 
誌上 に 再版 し て 掲載 され た 。 『 ザ ・ リ サー』 の 次 の 号 で 、 彼女 は ブルー 
マー・ コ スチ ュー ム に 牧 同 する 仲間 の 女性 た ち を 得 て 、 実 践 する 男気 
を 共 い 立た せる と 、 す ぐに その 衣装 を 準備 し た 。 こ うし て 4 月 まで に 
は 、 自 ら シ ョ ー ト ・ ド レス ょ パンタ ロン を 閉 用 し て いる と いう こと を 
臣 伝 する 。 

「 セ ネ カ フ ォ ー ル ズ の 女性 の 一 部 が 女性 の 服装 の スタ イル を 改 基 し 
始め た こと を 知っ て うれ し いで す 。 私 た ち は 、 ス タイ ル が 放 入 され た 
か どう か は っ きり と は わか り ま せん が 、 世 界 で 最も 美しく 優 愉 な 女性 
の ドレ ス で ある 短い ドレ ス と トル コ の ズボン の スタ イル で ある も の と 
思わ れ ま す 。 ス トリ ー ト を 掃 く 流行 の 引き 裾 に 対抗 し て 道 を 歩む 道徳 
的 な 男気 と 牙 実 さ は 、 私 た ちの 買 拭 を 必要 と し ます 。 新しい スタ イル 
が ここ で 採用 され た の で あれ ば 、 長 官 は 着用 者 に 損害 申 償 を 求め る こ 
と で し ょ う 。 歩道 や 交差 点 の 掃除 は 、 手 市 の 仕事 に 振り 向け られ まず 
0。」『 ザ ・ リ リー』 18S1 年 4 月 1 日 ) と 記さ れ で おり 、 人 彼女 は プル 
ー マ ー・ コ スチ ュー ム が 実用 性 に 宮 な こと を 、 身 を も っ て 伝え た か っ 
た こと が え る 。 
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一 散 新 き 閑 プルー マー リズ ム ト 次 好 


2 も と も と の 考案 者 


アメ リア が 提 幅 し た と 言わ れ て きた プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム と 
いう 特典 な スタ イル は 、 エ リザ ベス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン の いと 
こ で ある エリ ザ ベ ス ・S・ ミ ラー の 協力 が な けれ ば 採り 入れ られ な か 
っ た で あろ う 。 ス タン トン は セネカ フォ ー ル に 1847 年 か ら 住ん で お 
り 、 ア メリ ア ・ プ ルーマ ー と 氷 紋 的 な 友情 を 筑 さ 、 禁 茜 や 女性 の 権 
利 や ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 記事 を 『 ザ ・ リ リー』 誌 に 書い て いた 。 
ミラ ー は 1850 年 に ハネ ムー ン で ヨー ロッ パム へ 確 行 し た 際 、 スイ ス に 
ある サナ トリ ウム を 訪れ た 。 そ こ で 、 コ ル モ セット に よる さ つ い 紀 締 


劉 1 ブル ー マ ー- ュ スチ 
ュー ム を まとう 去 性 (19 各 
志 中 頃 )。 


め の 影 細 と 運動 不足 か ら 鍵 康 を 損 
ね た 女性 た ち が 、 ト ルコ 峰 ズ ポン 
と 短 い ス カー ト を 着用 し て いる の 
を 見 た の で ある 。 そ れ か らち 間 も な 
く 、 ミ ラー は この 衣装 に ヒン ト を 
得 た 万 能 の 旅行 用 衣装 を 考案 し 製 
作 し た の で あっ た 。 こ の 衣装 を 見 
た 徹 女 の いと この スタ ント ン は 、 
次 の よう に 述べ て いる 。 

「 私 の いと こ が 片 手 に ラン プ 、 
も う 片 方 の 手 に は ボ ん 坊 を 抱き 、 
楽々 と 階 上 へ 歩く の に 対し 、 私 は 
乗れ 下がる ロー プ の た め に ラン プ 
や 赤ん坊 な ど 半 題 外 で 、 ス カー ト 
を た くし 上 げ て かろうじて 虹 段 を 
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上 っ た 。 私 は すぐ に 女性 の 衣服 の 改 項 の 必要 柏 を 痛感 し 、 す ぐに 
いと こと 同様 の 表装 を 身 に つけ た 0。」 


さら に 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー が 言う よう に ゆ 、 彼女 
は オナ イダ ・ コ ミュ ニテ ィ の エリ ア 内 に 父親 の ゲ リ ッ ト ・ ス ミス と 一 
緒 に 住ん で いた こと を 考え る と 、 人 彼女 が 自由 ドレ ス を デザ イン する 前 
に 、 オ ナイ ダ の 衣装 を 知っ て いた と 仮定 する の は 、 理 不 尽 で は な い だ 
ろう 。 

また 、 第 1 凍 の まとめ で 述べ た よう に 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ ブ フィ 
ッ シ ャ ー に よる と 、 オ ナイ ダ の 短い ドレ ス は 、 自 由 ド レス の 前 身 で あ 
る だ け で な く 、 そ の デザ イン に 劇 向 を 与え て いる 可能 性 が ある と いう 。 
また 、 地 方 紙 の オプ ザー バー 紙 は 、14R 年 に 、 オ ナイ ダ 共 同体 に お い 
て で 、100 人 以上 の 女性 が 、 は ほぼ 同じ 衣装 の 宗教 的 バー ジョ ン を 着用 し 
向 め 、 そ れ は 、 明 ら か に 「『 プ ルー マー リズ ム の 萌芽 」 で ある こと を 認 
蘭 し て いた と いう 。 


こう し て 、 ス タン トン が 黒 の サテ ン の 新しい 衣装 で 現れ た 直後 に 、 
プ ブルー マー も 同様 な スタ イル で 現れ た の で ある 。 つ まり トル コ 凪 ズ ボ 
ン は 「 伸 案 」 で は な く 、「 原 案 」 に つい て は ミラ ー か ある い は 、 前 述 の 
有名 な 女優 ファ ニー・ ケ ンプ ブル が 1849 年 に 同様 の 衣装 で 成 れ た と 記し 
た 『 セ ネ カ ・ カ ウン ティ ・ ク ー リ エ 』 の 編集 者 か どちら か の 功績 に よ 
る も の な の で ある 。 

プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム が 注目 され は じ め る と 、 多 く の 人 人々 が そ 
の 型紙 を 求め る よう に な っ た の で 、 ブ ルー マー は 1881 年 5 月 の 『 ザ ・ 
リリ ー』 に 衣装 の 詳し い 説 明 を 載せ て いる ( 図 1) 


これ に よる と 、 ズ ポン また は バン タロ ン は ドレ ス と 同じ 生地 製 に な 
り 、 足 首 に ゴム バン ド で ギャ ザー が 寄せ ち れ た り 、 ボ タン で 留め られ 


104 


重 一 般 新 き 府 プルー マー リズ ム に 護 


た り 、 あ る い は 彼女 が 好 ん だ よ 
ギャ ザー が 寄せ られ た り 、 プ リ 


に 司 さ 口 か ら 約 イン チ の と ころ で 
が 入れ られ た り 、 フ リル が ブーツ 
を 酸 う よう に され た 。 ドレ ス は 前 開き で 、 月 か ら 座 十 ま で の チュ ニッ 
ク 風 に 作ら れ 、 通 常 の よう に ギャ ザー が 寄せ ち れ た も の か 、 ウ ェ エスト 
の 部 分 で よっ た りさ せ て チュ ニッ ク ・ ス タイ ル で 裁断 され た も の で あ 
っ た 。 ショ ー ル は 利用 され な く な り 、 チ ュ ニ ッ ク や マン ティ ラ に 変わ 
っ た 。 そ し て ブー ツ や ゲー トル 、 入 い 帽 子 で その スタ イル 一 式 は 整う 
わけ で ある 


ここ で 、 ジ ェ ラ ル 


・ カ ー ソ ツン の 説 を 紹介 し て お こ 
年 6 月 、 ア メリ ア ・ ジ ェ ン クス ・ ブ ルー 


悠 は 、1851 
と エリ ザ ベ ス ・ キ ャ ディ ・ 
スタ ント ン が 、 グ レン ・ へ ヘヴン で 開催 され た へ ルス ・ コ ン ペ ンション 
に 参加 し た と き に 、 ト ル = 国 の ズポン と 短い ドレ ス を ジャ クソ ツン と オ 
テ 細 介 し た ン の 報告 の 中 に 、 オ ー ス ティ ン は 衣装 
を 見 て 、 す ぐ そ れ に 「 下 が 見 ち れ た 。 オ ー ス テ 
ィ ン は 「『 自 由 服 で ある 衣装 を 採用 し て 』 自 分 の デザ イン で ある アメ リ 
コス チュ ー ム を 作っ た と いう 。 ジ 
ン ・ セ ヴ ラ の 著書 に は 、 以 下 の よ 
、 オ ー ス ティ ン の 写真 (写真 1) 

と 解説 が 掲載 され で いる 


ジェ ー ム ズ ・C・ ジ ャ クッ ソン 捕 主 の 
美女 で あっ た ハリ エッ ト ・ オ ー ス ティ 
ン 博 士 が 、 彼 女 注 の 『 ア メリ カン ・ コ 
スチ ュー ム 』 を 着 て ポー ズ を 取っ て い 
る 。 統 女 は 温 梨 低 伏 世 設 『 丘 の 上 の わ 
写真 1 ハリ エッ ト ・ オ ー れ ら の 家 』 の 共同 経営 者 だ っ た の で 、 
ステ ィ ン 人 博士 、1865-67 年 。 この 服 は お そら く 破 女 の 其 段 の 眼 壮 の 
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ひと つの 見 本 と いっ て よい だ ろう 。 

この アン サン プル は プル ー マ ー ド レス に 似 て は いる が 、 ズ ボ 
ン が 非常 に 男性 的 な こと と 、 平 ら な 圭 を は いて いる 長 が 違っ て 
いる 。 し か し 、 団 いさ ル ペ ント の チュ ニッ ク は 、1860 年 代 半 ば 
に 流行 し た 女らしい スタ イル で ある 。 細 く て ほん の 少し 先 が 広 
が っ た 長い 袖 り 下 に は 、 手 首 に フリ ル の 付い た 上 質 の 自 モ スリ 
ン の アン ダー スリ ー プ を 着用 し て お り 、 こ れ と お 揃い の 持 も と 
の フリ ル と の 効果 で 、 全 体 の 印象 が いく ら か や わら げ ら れ て で い 
る 。 黒い シル クス カー ト は 唆 の 少し 下 ま で の 元 で 、 当 時 の 一 般 
的 な スカ ー ト と 同じ くら い 膨 らち み が 田 る よう 織 断 され て で いる 。 
フー プ は 着用 し て いな いも の の 、 ス カー ト の 膨らみ を 支え る た 
め に 十分 な 枚数 の ベ ペチコート を は いて お り 、 ス カー ト の 形 に 女 
性 らし さ を 与 えて いる 。 

ハリ エッ ト は ウエ スト 部 分 に 、 い く ぶ ん これ 見 よ が し に 時 計 
の 金 名 を 下げ て いる が 、 こ れ は 女性 の 一 般 的 な ファ ッ シ ョ ン で 
は な い 。 科 女 の 愛 は ボブ ヘア で 、 天 然 の ウェ ー プ か 、 若 い 女 性 
らち し く カ ー ル させ た か は 不 胃 だ が 、 政 打つ 朋 を と て も シン プル 
な 左 型 に 回 え て いる 。 こ の スタ イル は ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 
の 初期 に 、 最 も 解放 的 で 簡素 で ある と 同時 に 、 締 め 付け の な い 
健康 的 な 服装 や ヤラ イフ スタ イル に 合っ た 轄 型 と し て 選ば れ た . 


3 社会 の 反応 一 綿 否 の 渦 


ショ ー ト ・ ド レス や トル コ 財 ズボン の 出現 は 、 新 聞 ・ 絆 誌 メデ ィ ア 
で 大 きく と り 上 げ ら れ 、 そ の 特 否 は さま ざま で あっ た 。 『 ク ー リ エ 』 や 
『 ザ ・ ニ ュー ヨー ク ・ イ プ ニ ン グ ・ タ イム ズ 』『 ク ノー シャ ・ テ レグ ラ 
フ (ウィ ス ュ ン シ ン ) 』 は 、 こ の 衣 袋 に 概して 好意 的 で あっ た か ら 、 一 般 


尊 一 者 新 き 意 ブル ー マ ー リ ズム た 次 聞 


に 考え られ て いる より も 多く の 支持 を 受け て いた こと が 分 か る 。「 森 曜 
日 の 午後 、 私 た ちの 最も 直 湯 で きる 市 民 の 2 人 の 奏 た ち が 炉 い ド レス 
と ズボン 次 で 琴 場 し まし た 。 フ ァ ッ ショ ン 全 体 が 適切 で あり 、 そ れ を 
裏付け る た め の 常識 を ボ し て いま す 『。」 と 「 ザ ・ リ リー に 再版 さ 
れ た 『 ク ノー シャ ・ テ レグ ラフ (ウィ スコ ュ ン シン )』 の 記事 に は 書か れ て 
いる 。 (831 年 6 月 1 日 )。 

し か し 、 押 同 し な い メ ディ ア も 少な く な か っ た 。『 ザ ・ ニ ュー ョ ヨーク ・ 
トリ ピュー ン 』 は 、 そ の 衣装 は 太っ て 見 え 、 ガ ニ マ タ の 印象 を 受け る 
と コメ ント し 、『 パ ター ソン ズ ・ マ ガ ジ ン 』 も 、 こ の 衣装 は 上 品 で は な 
いと 述べ た の で ある 。 ち な み に 、 こ の 時 代 の 最も 有名 な 女性 誌 で ある 
『 ゴ ー デ ィ ー ズ ・ レ ディ ー ズ ・ プ ブッ ク 』 は 、 こ の 衣装 を 無視 する こと 
で 論争 か ら 進 れ た を 。 つ まり 、 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム の 徒 可 が 分 か 
れ た た め 、 読 者 を 遠ざけ な いよ うに 、 あ えて この 話題 に は 艇 れ な いよ 
うに し て いた の で ある 。 

プ ブルー マー 夫人 は 『 ザ ・ リ リー』 誌 で 、 す べ て の 組 調 に 反 服 する こ 
と に 努め た 。 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム は 上 上品 で は な いと 非難 し た 人 を 
に 対し て 、 破 女 は 活動 的 な 女性 や 家事 を 強い ち れ た 女性 の か さば っ た 
衣 服 より も 上 品 で ある こと を 主張 し た の で ある 。 

1851 年 6 月 の 『 ザ ・ ニ ュー ヨー ク ・ ト リピ ュー ン 』 で は 、 ブル ー マ 
ー リ ズム に 関す る 意味 深 長 な 個人 的 見 解 が 掲載 され た 。 ニ ュー ヨー ク 
で プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム を 装っ て 、 初 め て 夫 と 一 緒 に 條 歩 し た 時 
の こと に つい て 、 記 者 で ある 女性 が 次 の よう な こと を 途 べ て いる 。 ず 
な わ ち 衡 に 出 て 彼女 が 最初 に 出会っ を の は 、 通 り の 向こう に 住ん で い 
る 年 華 の 独身 男性 で あっ た 。 彼 は 近づい て くる 彼女 を 見 た 時 、 し ば し 
ポー ズ を と っ て か ら 、 と う よ う 自 分 の 帽子 で 顔 を 居 し て し まっ た 。 ま 
た 、 女 性 は 何 度 も 立ち 止ま っ た り 、 楽 た 道 を 振り 返っ た り 、 も う 一 度 
その 道 を 戻っ た りす る 羽目 に な っ た 。 通 り で 遊ん で いる 子ども た ち で 
さえ 彼女 ら 夫 婦 の 後 を 追い 、 そ の 衣装 に つい て 大 で 笑 々 し く は や し 
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立て た 。 つ まり 校 女 は ニュ ー ヨ ー ク で の プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム に 
対す る 反応 は 喘 笑 か 留 き か の どちら か で あっ た と いう の で ある 。 

また 『 バ ター ソン ズ ・ マ ガ ジ ン 』 誌上 で も 1851 年 か ら ブ ルー マー に 
つい て の 議論 が 掲載 され た が 、 一 年 を 純 た 1852 年 4 月 まで に この 衣装 
が 現在 は 流行 遅れ と な り 、 以 前 流行 し た よう に フィ ラ デ ル フィ ア の 通 
り で は 見 られ な く な っ た と いう こと を 指摘 し て いる 。 事実 、 そ の 2、 3 
年 後に は 思 実 な 支持 者 で も っ た スタ ント ン で さえ 、 家 族 に よっ て ブル 
ー マ ー・ コ スチ ュー ム を 着用 する こと を や め さ せ られ た の で ある ち 。 当 
の プル ー マ ー は 1857 年 頃 まで 着用 し 続け 、 ミ ラー も また 、 ワ シン ト 
ン DC. で の 底 割 会 や 哲 待 バ パーティー で この 衣装 を 着用 し 続け た 。 

衣装 が “流行 遅れ " と いわ れ た 直後 、 プ ルー マー 夫人 は 個人 的 に は 
着用 を 続け た も の の 、 そ れ に つい て の 発言 や 推奨 を や め て いる 。 そ れ 
に も か か わら ず 彼 女 が 着用 し た プル ー マ ー・= コ スチ ュー ム の 詳細 は 新 
開 紙 上 で 思 実 に 報告 され 続け た 。 つ まり 、 臣 知 は 別 と し て も ブル ー マ 
ー・ コ スチ ュー ム へ の 注目 度 は 依然 非常 に 商 か っ た こと が うか が える 。 
この スタ イル に 反対 し て いた 『 ザ ・ ニ ュー ヨー ク ・ ト リピ ビュ ー ン 』 で 
さえ 、1833 年 の 破 女 の 衣装 に つい て 詳細 に 記述 し て いる の で ある 。 


4 衣 生 活 へ の 浸透 度 


流行 と し て の ブルー マー・= ス チェー ム は 、 約 1 年 間 (前 綱 の バタ 
ー ソ ンズ ・ マ ガ ジ ン の 記事 か ら も 明らか 一 耕 田 ) と 短命 で も ゎ っ た 。 モ 
の 間 、 彼 女 は 一 度 も この 衣装 の 硫 行 を 企 国 し た こと は な か っ た 。 彼女 
が 望ん で いた の は 、 実 用 性 に 富ん だ この 衣装 を 流行 に 療 わ ら せ る こと 
な く 、 最 終 的 に ほとん どの 女性 が 揉 り 入れ て くれ る こと だ っ た の で あ 
る 。 だ が 、 そ れ に 反し て この 衣装 は 人 々 や 新聞 の m 笑 が 原因 で 長続き 
し な か っ た 。「 社 会 的 影響 カ の ある 女性 た ち が 気 秒 り し な い フ ァ ッ ショ 


竹 一 者 術 き 意 ブル ー マ ヤー リズ ム た 次 聞 


ン は 、 そ れ を 奨 伏 し て くれ な けれ ば は や ら な いと いう 。 わ れ わ れ が 1 
月 生 で 報じ た よう に 、 疹 稽 な 衣装 が 頒 第 に 着用 され て きた 。 し か し こ 
の 衣装 は 最初 著名 な ファ ッ シ ョ ン リ ー ダ ー に よっ て 姓 入 さ れ た の で 
ある や 。」 と 、『「 パ ター ツン ズ ・ マ ガ ジ ン 』 は こう し た 人 林 を 評 し て い 
る 。『 ゴ ー デ ィ ー ズ ・ レ ディ ー ズ ・ プ ブッ ク 』 の 場合 は 冷徹 で めった 。 プ 
ルー マー・ コ スチ ュー ム が は や ら な く な っ て し まう まで 、 こ の 衣装 を 
無視 し 続け を た の で ある 。 

で は 、 実際 の 衣 生活 の うえ で は 、 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム が どの 
よう な 影 絡 も 与え た の だ ろう か 。 ミ ネン クタ に お ける 内 否 の 論調 か ら さ 
ぐっ て みよ う 。 

1843 年 か ら 1869 年 の ミネ ソ ツタ で は クリ ノリ ン 衣 装 が 流行 し て いた 。 
村 付 けし た べ チ コー ト が 何 枚 も 重ね られ 、 ス カー ト の 広がり は 動作 を 
不 自由 に し て いた 。 そ れ ゆ え 、 プ ルー マー・ ニ コス チュ ー ム は と くに ミ 
ネ ソ タ の 中 両 部 で 流行 し た の で ある 。 以下 に その 実態 に 触れ た 新聞 記 
事 を 紹介 し よう 9。 

O『 セ ント ・ ポ ー ル ・ バ イオ ニア 』 紙 (tssl 年 7 月 24H) の 記事 
ショ ー ト ・ ド レス と バン ツ が ガレ ー ナ ・ ド ュ ピ ュ ッ ク に 登場 し た 。 
… こ れ は スー 族 の 横断 路 で 流行 し て いる 女性 用 の 胡 服 で ある 。 夏 
の リゾ ー ト 用 の 流行 、 あ る い は セン ト ・ ア ン ソ ニー・ エ クス プレ 
ス が ミネ ソ タ の サラ ト ガ と 妊 ん で いる 衣服 で ある 。 こ の 衣服 は わ 
れ わ れ の 街 で 、 日 常 、 ネ イ テ ィ ヴ が 着 て いる 。 

〇 『 モ ント ・ ポ ー ル ・ ペ パイオニア 』 紙 (tsss 利 7 月 は 8) の 記事 
た くさ ん の 人 々 が ボー ト に 押し 寄せ て 摘 拶 を し あっ た 。 25 人 の 男 
性 と 6 人 の 女性 た ち …。 女 性 た ち は 全 員 が プ ブルー マー・ フ ァ ッ シ 
ョ ン に 身 を 包ん で いた 。 ここ は 有名 な 町 ブルーメ ル ヴ ィ ル (プル 
ー ミ ング タウ ン ) で ある 。 


この よう な スタ イル の ドレ ス は 、 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ナー と 一 般 
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女性 か ら は 猛 反 玩 を 食っ た 。 ジェ ー ン ・ ス イッ シェ ルム は 『「 こ れ ら の 
ドレ ス は 、 皆 が 着る に は 在 性 好 で 優 礁 で は あり ませ ん 」 と この ドレ ス 
に 贅 成 し な か っ た 。 彼 女 は 「 秒 た ちの ロン グ ・ ド レス は 実に 大 き な 際 
定 物 で すね 。 … た し か に ショ ー ト ・ ド レス と パン タロ ン は と て も 便利 
で すわ 。 … た だ し あく まで も 、 こ の 衣服 が 男性 の 衣服 と 十分 に 異な る 
女性 的 な 特徴 が あり 、 男 性 の も の と 区 別 で きる も の だ っ た らち とい うこ 
と で す 。 (プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム に 条件 付 で 外 成 し て いる と 考え ら 
れる 一 症 田 ) … 私 た ち は 吸 方 の バン タロ ン に 対す る 権利 を 保つ た め 、 
あら ゆる 影響 力 を 行使 すべ さき で す 。 ペ ンタ ロン は 皆 が 着用 する に は あ 
まり に も 不 性 好 。 こ れ は 男性 の も の で す 」 と 主張 し て 、 長 い ス カー ト 
を 捧 護 し た の で ある 。 スイ ン シ ェ ルム は 頭 な で 、 プ ルー マー 夫人 は 「 軍 
法 会 議 に か けら れ て 、 彼 女 の 権利 を 列 准 さ れる べき だ わ 」 と 言い 放つ 
ほど で あっ た "9 

当時 の ブル ー マ ー・ コ スチ ュー ム は 、 過 設 的 な 段階 で あり 、 デ ザイ 
ン や 着用 上 の 難点 を 指 必 する 声 は た し か に 強かっ た よう で ある が 、 か 
と いっ て 容易 に な く な り は し な か っ た と いう 。 


5 ドレ ス ・ リ フォ ー ム か ら 女 性 権利 運動 へ “ 


1851 年 、 ド レス の 改革 は 、 ア メリ カ の 礎 史 の 中 で 初め て ズボン と 女 
性 の 権力 が 合体 し た 間 題 と し て 公表 され た 。 以 前 は 女性 が 自分 の 目的 
に 合わ せ て ドレ ス ・ リ フォ ー ム を 行い 、19 世紀 の ジェ ンダ グー シス テム 
に 挑 隊 し た こと は な か っ た 。 エ リザ ベス ・ ス ミス 、 エ リザ さ 
ス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン 、 ア メリ ア ・ ジ ェ ン クス ・ プ ルー マー は 、 
最初 は 女性 の 秩 利 に 地点 を 絞っ た の で は な く 、 身 体 的 に 解放 され た 、 
改革 衣 妥 の 健康 面 を 考 褒 し て 、 最 初 の 自由 な ドレ ス を 作っ た の で ある 。 

エリ ザ ペ ス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン は 、 シ ョ ー ト ・ ド レス を 着 た と 
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き に は 、『 タ 悲 れ の 條 歩 や 堆 と 二 が 降る な か で の 散歩 、 山 登り 、 桶 越え 、 
庭 開 で の 作 委 、 そ し て 必要 な すべ て の 運動 の た め に いつ も 準備 が で き 
て いた こと を 思い 出し まし た 。 衣服 は 、 私 が 思う よう に 身体 を 動か せ 
る よう な 気持 ち に し て くれ まし た 」 と 彼女 は 言っ た 中 と いう 。 

し か し 、 女 性 の 公 的 合理 的 な ドレス の 創設 者 は 、 女 性 の 健康 を 改 状 
する と いう 意図 され た 旧 的 で 、 す な わ ち 政 的 に 受け 入れ られ る 次 葬 
で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム を 実 放し た に も か か わら ず 、 実 験 の た め に 央 
し い 再 突 を 受け た 。 

スタ ント ン は 、 間 も な く 、 短 い ド レス の 実用 性 を 控 護 する こと か ら 、 
彼女 の フェ ミニ スト 凍 学 の 原則 と し て の ドレ ス ・ リ フォ ー ム に 焦点 を 
当て る こと に シフ ト し た 。 な ぜ な ら 、 国 民 は 既に 、 要 求 の 高い 平等 な 
権利 を 持つ ドレス ・ リ フォ ー ム 座 者 を 責め 館 め て いた か ら で あ る 。 ス 
タン トン は 被 ら の 挑 判 を か ね わし 、 女 性 の 権利 活動 家 を ドレ ス ・ リ フォ 
ー ム 論者 の た め に 合意 に 至ら せ た 。 ス タン トン に よる と 、 長 い ス カー 
ト は 社会 に お ける 女性 の 『 四 藩 」 を 殺 英 し て いた 。 舞い ドレ ス と ズ ボ 
ン の アン サン ブル は 、 個 人 の 家庭 や 凍 銀 され た コミ ュ ニ ティ や リゾ ー 
ト で 着用 され た 「 宗 教 的 」 ま た は 「 健 康 的 」 衣服 か ら 、 女 性 の 権利 の 
た め の 戦 い に 門 接 に 関連 し た 「『 公 的 」 か つ 「 政 冶 的 」 表 服 に な っ た の 
で ある 。 

すべ て の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 は 、 た と え 女 性 の 権利 活動 家 か ら 
苑 れ て いた と し て も 、 女 性 の 権利 に 対処 し な けれ ば な ら な か っ た 。 直 
接 的 お よび 間接 的 に 、 19 世紀 後半 に 女性 の 権利 の 形 を し た ドレ ス ・ サ 
フォ ー ム の 問題 が 当 上 し て きた 。 

前 信 の よう に 、 大 押 的 な ドレ ス ・ リ フォ ー ム が 私 的 な ドレ ス ・ リ フ 
ォ ー ム に 早 衝 を 与え た 最初 の 旧 伺 の 1 つ は 、1851 年 8 月 の グレ ン ヘ プ 
ン 水 治療 で 開催 され た フェ ステ ィ バ ル で 現れ た 。 こ の フェ ステ ィ バ ル 
は 健康 改革 と ド レス ・ リ フォ ー ム へ の 転換 を 促す こと を 期待 し て いた 。 
これ は プラ イベ ー ト スバ の 外 の 公 人 釣 な 領域 で 、 水 治 誠 服 の 改革 を 進め 
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る 最初 の 試み で あっ た 。 エリ ザ ベ ス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン と アメ リ 
ア ・ ジ ェ ン クス ・ プ ルー マー が ショ ー ト ・ ド レス を 身 に 着け 、 林 褒 誠 
ビク ニッ ク に 参加 し た 。 お そら く 「 才 気 あ ふれ て 、 面 白い 」 会 語 は 、 
糧 い 服装 へ の 仙 准 と 「 長 い ド レス 」 へ の 蜂 悪 感 が 話題 の 中 心 に な っ た 
こと で あろ う 。 

祝祭 の 間 、 ジ ェ ー ム ズ ・C・ ジ ャ クソ ン 博 士 は 、 シ ョ ー ト ・ ド レス 
に つい て 一 般 の 人 々 を 教育 し 、 乳 児 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 を 強化 
し 、 新 し い 衣 装 を 公 に 着用 し た 女性 を 支援 する 細 織 を 設立 する よう 坦 
案 し た 。 だ が 、 誰 も 披 の 提案 を 取り 上 げ な か っ た 。 人 ょ 々 は 、 大 押 的 な 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 組織 の 必要 性 を 認識 し て いな か っ た た め 、 誰 も ジ 
ャ クソ ツン の アイ デア に 追い つく こと が で き な か っ た 。 ジ ャ クソ ツン は 5 
年 間 に 彼 っ て 取り 組ん だ ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 組織 化 に 失敗 し た 
が 、 破 と 他 の 水 治 信者 た ち は 、 女性 の 権利 主張 者 と と も に 、 1830 代 初 
期 に 公衆 の 前 で ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 着用 を 続け た 。 水 浴 療 ジャ ー ナ 
ル は 、 林 褒 誠 医師 が ドレ ス ・ リ フォ ー ム を 生き 天 ち せる 方 法 の ー つ と 
な っ た 。183】 年 以前 は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム に 関す る 記事 は 、 時 折 、 
掲載 され た だ け で あっ た 。 ア メリ ア ・ ジ ェ ン クス ・ プ ルー マー の 衣装 
が ニュ ー ス に な っ た よう に 、 新 聞 は 読者 の 要求 に 応じ て 、 定 期 的 な ド 
レス ・ リ フォ ー ム 尼 を 印刷 し 始め た 。 さ ら に 、 女 性 の 権利 活動 家 は 、 
改革 服 を 正治 的 識 題 の 一 郎 と する こと で 、 こ の 衣服 が 、 オ ー ウ ェ ン 胡 
装 の よう に 国民 の 意識 か ら 消 えな いこ と を 保証 し た 。 

や が て で スタン トン は 改革 衣服 の 着用 を 止め る の で ある 。 ス タン トン 
の 衣服 改革 へ の 考え の 変化 よ 彼女 の 服装 の 変化 に つい て 、 以 下 、 ゲ ー 
ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 論文 に 租 ね る こと に し よう 09。 

スタ ント ン は 、 自 由 な ドレ ス の 政治 化 を 主 に 担当 し て いた が 、 枝 女 
は 女性 の 権利 支持 者 が ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 原因 を 取り 上 げ る べき さか 
どう か に 関し て 、 早 期 に 薄 念 を 抱い て いた 。 人 彼女 の 疑問 は お そら く 、 
1831 年 に ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 を 依 設 する うえ で 、 水 褒 療 主義 者 と 
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合流 し な いと いう 彼女 の 決定 に 影 引 を 与え た も の と 思わ れる 。 ス タン 
トン は また 、 彼 女 が 改革 胡 服 を 着用 し 続け な けれ ば な ら な い だ け で な 
く 、 ド レス 改革 に 完全 に は コミ ッ ト し な い 他 の 女性 を 説得 し な けれ ば 
な ら な く な っ た の で ある 。 

スー ザン ・B・ ア ン ソ ニー に この ドレ ス を 採用 する よう に 説得 する 
た め に 、6 カ 月 以上 を 費やし た 。 最 終 的 に アン ソニ ー が 被 女 の ス カー 
ト を 短く し 、 ト ルコ の ズボン を 作っ た の は 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な ドレ 
ス の バリ エー ショ ン と は 異な り 、 衣 装 が 「 ア メリ カ の 動 人 舞 な 女性 」 を 
球 外 し な いと 彼女 は 信じ て いた か ら で あ る 。 

エリ ザ ペ ス ・ キ ャ ディ ・ ス タン トン は 、1833 年 の 終わ り ま で に 、 女 
性 の 権利 閣 動 家 と し て 初め て 改革 衣装 の 着用 を 止め た の で ある 。1834 
年 の 女性 秩 利 会 議 が アル バニ ー で 会 合 し た 時 まで に 、 枝 女 の ベ チュ ー 
ト は 元 の 長き に な り 、 彼 女 の ワー ドロ ー プ か ら 、 す べ て の 短い スカ ー 
ト が 取り 除 か れ た 。 枝 女 は スー ザン ・B・ ア ン ソ ニー に 「 大 義 の た め 
に 」 彼 女 の 迫 い ス カー ト を あき ら め る よう に 事 型 し た 。 結 局 、 ス タン 
トン は 、 ド レス の 改革 と ファ ッ シ ョ ン に 関す る 技 評 の 重要 性 は 、 女 性 
の 政治 的 秩 利 の 重要 性 と 同等 で は な いと 判断 し た の で ある 。 


アル バニ ー の コン ペン ショ ン の 数 ヶ月 後 、 ア デンソー 
ス や ペチ ュー ト の 裾 を 短く し て 、1 年 余り 自由 服 を 着 
の 衣装 へ の 態度 の 変化 は 、 彼 女 が 女性 の 権利 の 原則 を 具 下 化し た 短い 
ドレ ス を 身 に 着け て いる と いう 披 女 の 確信 か ち 生 まれ た 。 だ が 、 結 局 、 
エリ ザ ベ ス ・ ス ミス ・ と アメ リア ・ ジ ェ ン クス ・ プ ルーマ ー だ けが 長 
い 間 、 自 由 ド レス を 着 て いた の で ある 。 

ミラ ー は 時 に は 改革 ドレ ス を "厄介 "で ある と 思っ て いた に も か か わ 
ら ず 、 彼 女 の 父親 の ゲ リ ッ ト ・ ス ミス か らち の 圧力 を 受け て 、 さ ら に 7 
年 間 改革 ドレ ス を 着用 し 続け た 。18S5 年 、 ア メリ ア ・ デ クス ター・ ブ 
ルー マー 夫妻 は アイ オヴ 州 カ ウン シル ・ プ ラッ フス (Council Blufis) 


ー は 彼女 の ドレ 
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に 移住 し た 。 ブ ルー マー の 舞い スカ ー ト が 枝 女 を 了 ず か し く 思 わせ る 
こと も あっ た が 、 彼 女 は それ を 原則 か ら 守 り 続 けた 。 し か し 、 高 い 里 
が 彼女 の 頭 の 上 に 彼女 の スカ ー ト を 巻上げ た と よき に 、 彼 女 を 大 い に 例 
ませ 、 抱 らち せ た 。1838 年 、 プ ルー マー は 、 長い スカ ー ト に 戻る こと を 
決め た の だ が 、 彼 女 は 、 そ の 頃 に は 、 垣 い ス カー ト の 興奮 は 落ち 着い 
て いた と 主張 し た 。 

19 世紀 の フェ ミニ スト た ち が 自 由 服 を 着用 し な く な っ た 用 由 を 詳 
述 し て いる 。 そ の うち の いく つか の 説明 は 、 女 性 自身 、 封 筆者 、 歴 史 
家 に よっ て 提供 され た も の で ある 。 

スー ザン ・B・ ア ン ソ ニー は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム と 女性 の 権利 と 
いう 二 つ の 改革 を 人 す こと で 、「 両 方 の 人 が 傷つい て いる 」 と 結論 付け 
て いる 。 し た が っ て 、 女 性 の 権利 に 箇 点 を 当て 続け る た め に 、 女 性 は 
長い スカ ー ト に 戻っ た と いう 上 晃 解 が ある 。 

も う 一 つの 解 収 で は 、 改 革 服 は 、 デ ザイ ン 上 の 世 慈 に 苦し ん で お り 、 
当時 の ファ ッ シ ョ ン か ら 大 きく 外れ で て いて で 、 不 平等 と 朋 壊 に 寄与 し で 
いた と いう 見 解 が ある 。 他 の アナ リス ト は 、 女 性 の 権利 の た め の 開 い 
に お ける 遼 次 的 な 間 題 と し て 、 ド レス ・ リ フォ ー ム は 活動 家 の 注目 を 
集め て いな いこ と を が 由 し た 。 

1851 年 2 月 、 プ ルー マー と スタ ント ン は 、 相 手 、 特に 男性 が 女性 を 
長い ドレ ス に 戻す た め に 膨大 な エネ ルギー を 費やし て いる こと に 気 づ 
いて いな か っ た 。 喫 畑 の 似 首 給 、 ズ ボン を い た フェ ミニ スト の 似 顔 
栓 は 、 よ り 一 般 的 な 攻撃 の 形 人 態 の 1 つ で あっ た < 

結局 の ょ ころ 、 力 賠 係 は フェ ミニ スト を 長い スカ ー ト に 戻す よう に 
導い た 。 1834 年 まで に 、 ほ と ん どの 女性 が 改革 衣服 あき ちら め た の で あ 
る 。 

全国 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 筋 会 (NDRA) に ま 加 し た よう な 仁 会 に お 
ける 女性 の 地位 を 変え る こよ を 約束 し た ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 は 、 
女性 の 抑 甘 に お ける 美 と ファ ッ シ ョ ン の 役 制 の 解 釈 に お いて 、 女 性 の 
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権利 運動 家 と は 異な っ て いた 。 蝶 人 か の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 は 、 
女性 の 権利 支持 者 と は 異な る 場所 で 戦い を 選ん だ フェ ミニ スト と し て 
分 類する こと が で きる 。 

プル ー マ ー・= コ スチ ュー ム が 大 きく 取り 上 げ ら れ た の は 、 そ れ が 女 
性 の 服装 の 改革 を 求め て いた と いう こと に と ど ま ら ず 、 そ の 衣装 を 着 
た 女性 が 、 女 性 の 権利 向上 の た め に 当時 の 性 会 的 株 庫 を 変革 し よう と 
し て いた と いう 意味 を も 含ん で いた 。 当時 発行 され た 多く の 還 刺 面 に 
は 、 ブ ルー マー・ コ スチ ュー ム を 着 た 女性 は 単に 男性 と 同等 に な る こ 
と を 欲 し 、 男 性 の よう な 行 施 や や 着衣 を 望ん だ ば か り で は な く 、 彼 ら の 
支配 者 に な る こと まで も 望ん だ の で あろ うこ と を 賭 に 匂わ せ 、 近 推し 
た も の も 多い 。 実 際 、 プ ルー マー 夫人 や その 衣装 の 多く の 支持 者 は 女 
性 権利 運動 の リー ダー で あっ た し 、 プ ルー マー 夫人 自身 「 シ ョ ー ト ・ 
ドレ ス と 女性 の 権利 は 不可 分 "m。」 と 言っ て いる くち らい だ か ら 、 ま ぎ 
れ も な く ブ ルー マー・ コ スチ ュー ム は 女性 権利 運動 の 一 朗 と 捉え られ 
て で いた は ず で ある 。 

これ まで 述べ て きた よう に 、 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム は 短命 で あ 
つた 。 し か し 、 そ の 特異 な スタ イル が 女性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム を 提 
時 する も の と し て 国 中 の 注目 を 集め た 点 は 見 逃 せ な い 。 そ し て ファ ッ 
ショ ン 誌 の みな なら ず 詩 要 な 新聞 な ど で も 普 向 に と り 上 げ ら ち れ 、 女 性 の 
権利 運動 を 意識 し つつ 議論 され た 事実 は 、 単 な る 一 仙 性 の 流行 と し て 
経 々 し く 醒 除 す る こと が で き な い こと を 示し て いる 。 

も ちなみに 、 ブ ルー マー・ コ スチ ュー ム は 、 女 性 の ドレ ス ・ リ フォ ー 
ュ ふ ム の な か で 最も 必要 な 要素 の ひと つ で も あっ た 、 き つい 紐 締め を 取り 
除く こと に は 失敗 し て いる 。 な ぜ な ら 、 そ の 衣装 の 下 に きつ く 組 締め 
し た コル セッ ト を 着用 すず る と いう 衣 習 慣 が まだ 続い て いた か ら で あ る 。 


6 異な る 方 向 へ の 定着 
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礎 咽 な こと に 、 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム ま た は これ に 類似 し た 衣 
装 は 、 プ ルー マー 夫人 が 意図 し な か っ た 方 向 で 定着 し て いく こと と な 
っ た 。 

18S3 年 、 彼女 が コネ ティ カッ ト 州 ホー マー を 二 れ た 時 、 そ の 地 で 家 
事 を する 際 に ショ ー ト ・ ド レス と ズポン を まだ 着用 し て いる 女性 が い 
る こと を 聞い て 大 い に 喜 ん だ 。 ス タン トン も 、 そ の 衣装 が 農夫 の 妻 た 
ち は も と より 、 体 操 選手 や 旅行 家 、 こ の ズボン の 発案 の きっ か け を 作 
っ た サナ トリ ウム に いる 女性 た ち に 支持 され で いる と いう こと を 報告 
し て いる 。 

トル ョ 風 ズ ボン と 呼ば れる 衣服 は 、 し ば し ば 運動 着 と し て 受け 入れ 
られ た 。19 世紀 汗 ば の 、 運 動 着 一 式 を 尋 い た ある イラ スト に は 、 ブル 
ー マ ー・ コ スチ ュー ム の 外見 と ほぼ 同じ 形 能 の 胡 服 が 描か れ で いる 。 
ある 先 居 的 な 新聞 で は 、 こ うし た 衣 服 を プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム で 
は な く 、 散 歩 や 乗馬 を 楽し く させ た 運動 用 衣装 と し て 認め て いる 。 そ 
れ に も か か わら ず 、“ プ ルー マー バ パンツ" と し て の ズボン を 好 ん で は い 
な い の で ある 。 


7 まとめ 


結果 と し て 、 ブ ルー マー 夫人 の 運動 自体 は あま り 大 き な 成 呆 を あげ 
る こと が で き な か っ た と は いえ 、 率 先 し て 女性 の 社会 的 地位 の 向上 を 
目指 し た こと や 婦人 服 の 実用 性 を 掲げ た こと に は 大 き な 意 義 が ある だ 
ろう 。 彼女 は 、 再 笑 を 論 よ びな が ら も プル ー マ ー・ コ スチ ュー ム の 実用 
性 を 、 身 を も っ て 主張 し た 。 に も か か わら ちず 、 そ れ は 単なる 流行 と し 
て 捉え られ た た め 、 長 く 続か な か っ た の で ある 。 そ れ は 、 や は り そ の 
衣装 の 男性 的 外観 が 根本 的 な 原因 だ と 思わ れる 。 プ ルー マー・ コ スチ 
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竹 一 者 新 き 意 プルー マ ー リ ズム に 次 聞 


ュー ム と 運動 用 衣装 の り 間 に は 、 そ の 形 然 に お いて ほとん ど 違 い が 見 ち 
れ な か っ た は ず な の に 、 運 動 用 衣装 と し て の 側面 だ けが 生き 残っ た と 
いう と ころ に も 、 当 時 は 女性 が 男性 と 同じ 権利 を 持つ に は まだ 連 か っ 
た と いう こと が 充分 理解 で きよ う 。 


(| 
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第 4 音 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 復活 か ら 衰 退 へ 


1.『 シ ピュ ラ 』 紙 に 見 る ドレ ス ・ リ フォ ー ム 思想 


第 3 剤 で は 「 プ ルー マー 運動 』 の 実 能 と その 介 退 、 伺 退 の 要因 に つ 
いて 検証 し た 。『 プ ルー マー 運動 」 の 衰退 後 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 
が 復 話す る 。 本 斉 第 1 節 で は 、 こ の 運動 の 復活 に 取り 組ん だ リディア ・ 
モ セイ ヤー・ ハ ズブ ルッ ク (Dr tydia Saycr Hasbrouck. 1827-1910) が 編 
集 し た 機関 紙 『 シ ピュ ラ 』 (Si か 7 紙 に お ける ドレ ス ・ リ フォ ー ム 加 想 
に つい て 論じ る こと と する 。 時 期 と し て は 、18S6 年 か ら 1563 年 に 但 
点 を 当て る 。 こ の 時 期 は ズポン に 畑 い ドレ ス を 着用 し て いる 女性 が 、 
路上 に この 衣服 を 持ち 出し 、 そ れ を 支持 する 人 々 と 茂 視 す る 人 々 の 注 
意 を 引い た た め に 、 お そら く 最 も 活 代 な 議論 が 展開 され た 時 期 で あっ 
た と いっ て も 進言 で は な い 。 ま た 、 こ の 時 期 に 『 シ ビュ ラ 』 が 刊行 
れ 、 全 米 ド レ ス ・ リ フォ ー ム 協会 (Nanomal Drcss Rcform Association) 
が 設立 され た の で ある 。 

『 シ ピュ ラ 』 の 内 容 を 紹介 する に 当たっ て 、 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ 
ハズ ブル ッ ク と メア リー・ エ ド ワ ー ズ ・ ウ ォ ー カ ー (Mary Edwards 
Walkcr) の 隊 係 、 ハ ズブ ルッ ク の 結婚 、『 シ ピュ ラ 』 刊行 の 背景 に つい 
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て 、 ア リッ ソン ・ ゲ イン ズ (Alison Games) ば に 掴 っ て 書い て お こう 。 

メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー と り リディア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク は 同 
じ サ ー ク ル の 多く で 笑 躍 し た 。 ど ちら も 生 知 に わた り 服 装 改 基 の 犯 唱 
者 で あり 、 両 者 は 同時 に ニュ ー ョ ヨー ク 州 の ニュ ー ョ ヨーク 水 冶 療 カ レッ 
ジ に 入学 し た 。 だ が 、 同 時 に 通っ た わけ で は な い 。 ハズ ブル ッ ク は 1849 
年 に 改革 服 を 着 始 め た 。 彼女 は それ を 身 に 着け て いた た め 、 フ ロリ ゲ 
州 の スワ ー ド 神学 校 へ の 入学 を 拒否 され た 。 彼 女 は 、 そ の 後 、 こ の 衣 
服 の 原則 と 利便 性 の 間 題 に 固 符 し た 。 職 争 が 終わ っ た 後 、 ウ ォ ー カ ー 
に ドレ ス 改 革 協 会 に 公式 に 協力 し て くれ る よう に 畑 ん だ の は 、 ハ ズブ 
ルッ ク だ っ た 。 

リディア ・ セ モイ ヤー (Lydia Saycr) 、 当 時 の ハズ ブル ッ ク は 短い 講習 
を 療 え 、 ワ シン トン DC で 医学 研修 に 従事 し た 。 ウ イッ グ ・ プ レス (Whig 
Pcss) の 編集 者 ジョ ン ・ ウ ィ ッ トペ ベッ ク ・ ハ ズブ ルッ ク (John Whitbcck 
Hasbrouck, 1821-1906 ) は 、 彼 女 に 1856 年 に ドレ ス 改革 に 関す る 講 
義 ツ アー に 加 す る よう 頓 ん だ 。 彼 は また 、 フ ェ ミ ニス ト の 機関 紙 『 シ 
ピュ ラ 』 を 刊行 し 、 リ ディ ア は 編 集 者 に な っ た 。 最初 の 号 が 印刷 され 
た 数 末 間 後 、 ジ ョ ン と リディア は 結婚 し た 。 人 後 ら は ニュ ー ョ ヨー ク の ミ 
ドル タウ ン に 住ん で いて 、『 シ ピュ ラ 』 は そこ か ら 出 版 さ れ た 。『 シ ピ 
ュ ラ 』 は 856 年 か ら 1864 年 に か け て 居 行 され た 。 ウォー カー は 『 シ 
ピュ ラ 』 に 時 折 、 記 事 を 書い た 。『 シ ピュ ラ 』 は 、「 あ ら ゆ る 生活 部 門 
の 改 基 に 捧げ られ た 8 ペー ジ の 半月 刊 庄 」 と 呼ば れ て いた 。 し か し 、 
その 信 点 は 、 女 性 の 医学 教育 の 重要 性 と リディア ・ ハ ズ プ ルック が 研 
條 し た 水 大 法 の 話 を 含む ド レス の 改革 で あっ た 。 ジ ャ ー ナ ル の 内 容 の 
ほとん ど を 作成 し て いる ハズ ブル ッ ク 自 自 は 、 ド ライ だ が 、 ウ ィ ッ ト 
に 富ん で いた 。 

次 に ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ の 著書 に 掲載 され た り デ ィ ア ・ セ イヤ ー・ ハ 
ズブ ルッ ク と 彼女 の 夫 、 ジ ョ ン ・W・ ハ ズブ ルッ ク の 写真 (写真 1) 
と 解説 を 編 介 する ぽ ( 


第 一 癌 第 意 ド レス リブ ォ ー ム 運 載 の 科大 か ら 門 須 ご 


この 珍し い 写 真 に 写っ て いる の は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 給 
者 と その 夫 で ある 。 リディア ・ モ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク (Lydia 
Sayer Hasbrouck. 1827-1910) は 、 全 米 ド レ ス ・ り リフォーム 協 
会 (Amcrican Drcss Rcform Asociaion) の 機関 紙 『 シ ピュ ラ 』 

(7AeS ゆ 放 』 の 細 集 者 で あり 、 協 会 の 創設 メン バー で あっ た 。 
彼女 は 、 こ の 写真 の 容 が 物語 る よう に 自ら の 責務 を 真 刻 に 果 
た し 、 つ ね に 改革 派 ら し い ド レス を 着 て いた 。 彼女 の 夫 、 ジ 
ョ ン ・W・ ハ ズブ ルッ ク は 、 そ の 面 で の 彼女 の 努力 を 全面 的 
に 表 持 し て いた に 遅い な い 。 で な けれ ば この 服 凌 の 後 女 と ー 
緒 に 写真 を 掘り は し な か っ た だ ろう =。 

ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 た ち は 特 に 極端 な 主張 を し て いる 
つも り は な く (彼女 た ち を 非 台 す る 人 々 は 口 を 揃え て そう け 
な し て いた が )、 実 際 、「 田 の よう な 」 服 装 を する こと は 避け 
よう と し て いた 。 女 らし い 可愛 い アク セ サ リ ー を 身 に 着け 、 
どん な 流行 の 衣服 と 比べ て も 有色 の な い 上 質 な 生地 を 使っ た 。 
この スタ イル を 支持 する ハズ ブル ッ ク 夫人 や その 他 多 く の 
人 人 々 は こう し た 改 褒 派 ド レス に つい て 議 演 し 、 健 康 上 好ま し 
い 幼 果 が ある こと と と も に 、 シ ンプ ブル で 女性 らし い 服 装 だ と 
話 え た 。 た だ 、 破 女 た ちの 声 を 本 当 に 受け 止め た の は 、 爾 体 
労働 を する 女性 た ち 一 一 箕 場 で 働く 女性 や 家 に 小さ い 子ども 
が いる 女性 一 一 に 限 られ た よう で 、 そ の うえ そう し た 人 々 も 、 
履 革 随 の 限 装 を する の は 仕事 や 子ども の 世話 を する 時 だ け で 
あっ た 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 た ち は 、 自 分 た ち が 稔 め る 
服 を 一 日 中 着る と いう 考え 方 を 人 々 に 度 透 させ られ な か っ た 
だ け で な く 、 新 聞 や 笑 中 で ます ます ず 喘 笑 さ れ た -。 

写真 の ハズ プル ッ ク 夫 人 の 服装 は 、 非 常に 低い ウエ スト ラ 
イン 、 長 い 袖 、 縁 飾り の スタ イル か らち 判断 し て 、 上 質 の シル 
ク の 欠 織 生地 を 使っ た 1830 年 代 中 頃 の ドレ ス を 、 節 約 の た め 
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に サリ フォー ム し た よう に 見 える 。 

( 引 女 は それ が 流行 居れ だ と いう 
気 に し な か っ た ろう 。 ドレ ス ・ リ フォ ー 
運動 の も う ひ と つの 教え は 、 絶 え ず 変化 す 
る ファ ッ シ ョ ン の 要求 を 無 加 す る こと で あ 
っ た 。) ドレ ス の 色 は 、 お そら ちく モス グリ ー 
ン と 青 だ と 考え られ る (当時 は 茶色 と 青 の 
よう な 宜 み 合わ せ に も や 人気 は あっ た が )。 科 
女 は 、 ス カー ト を 短く し 、 余 っ た 布 で スポ 
恒 1 9 の オア ュ 寺 ほか 、( ト リ ミ ン グ の 線 か ら 判 断 
ヤー・ ハ ズブ ルッ ク と 夫 。 する に ) 共 屈 な ネッ クラ イン を 楽に する た 

め に 前 身頃 の フロ ント 部 分 を お か し な 具合 
に 内 側 に 折り 返し て いる 。 胸元 は 上 質 の 白い シュ ミー ズ で 楓 
われ て いる 
條 女 は 、 当 時 流行 し で 
た 願 丈 な ブー ツ を は し 
部 だ け は 、 当 時 の 人 に 「 が さ つ な 」 有限 と し 
極め て 女らしい 雰囲気 を 山 す た め に 、 よ く 考 えた 上 
ー ス の 手袋 が 身 に 着け られ て いる 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 議 有 
た ち が 提 哨 し 


め ら れ て いる , 

ハズ ブル ッ ク 氏 の 方 は 、 上 質 の 思い ウー ル で 作っ た 元 の 長 
い ゆ っ た り と し た サッ ンク コート 、 同 じ 生 地 の ペ スト 、 こ ざっ 
ば り と し た 白い シャ ツ 、 細 い 思 い 農 ネクタイ と いう 服装 で あ 
9 り 、 和 典型 的 な 1860 年 代 の ファ ッ シ ョ ン で ある 。 薄い 色 の ズ ポ 
ン は 生地 が 柔らか く 、 折 り 目 が な い 。 ブ ー ツ は 、 つ ま 先 が ス 
クエ ア な プル オン 式 の あり ふれ た タイ プ で ある 
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第 一 条 第 4 縛 ドレ メリ ブ ォ ー ム 之 二 の 科 枯 か ら 甘 須 


四 1 『 シ ピュ ラ 』 1858 年 3 月 1 日 の マス トペ ヘッド 。 


以上 の アリ ソン ・ ゲ イン ズ と ジョ ー ン ・ セ ヴ ツラ の 解説 を 申 ま えて 、 
次 に 『 シ ピュ ラ 』 の 由来 や 記事 の 特徴 に つい て 、 キ ャ スリ ー ン ・M・ ト 
ー レ ンス に 搬 っ て まとめ る 9。 

『 シ ピュ ラ 』(S め y の は 、 古 代 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ の 巫女 、 女 子 言 者 
の 名 前 に 由来 し て いる 。 こ の 閑 聞 は 各 号 の マス ター ペ ヘッド 【( 図 1) に 
フォ ー ム ドレ ス 次 の 女性 の 給 が 印刷 され て いる 。『 シ ピュ ラ 』 に は 、 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 支持 者 の 特に 衛生 に 剛 す る 意見 、 従 来 の ファ ッ 
ショ ン の 有 寄 な 影響 、 フ ァ ッ ショ ン に 関す る 女性 の 意 譲 、 そ し て 測 限 
釣 な 衣 眼 か ちの 女性 の 解放 の 必要 性 、 女 性 の 権利 運動 に 関す る 記事 が 
掲載 され て いる 。 は 「 最 前 線 」 の 活動 家 、 そ し て 家族 や 地域 柱 
会 で ドレ ス を 着 た 女性 た ちの 運動 の 声 が 含ま れ て いる 。 

さて 、19 世紀 に お ける アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン 、 ニ ュー ヨー ク ・ 
ファ ッ シ ョ ン の 特徴 に つい て は 、 第 1 章 の 歴史 的 背 時 に お いて 詳 六 し 
た 。 こ こ で 巡 べ た 拘 東 的 な 衣装 が 女性 の 身体 に 及ぼ し た 混 箇 を 直 起 し 
な が ら 、 以 下 に お いて 、『 シ ビュ ラ 』 の 記事 に 目 を 向け よう 。 

キャ スリ ー ン ・M・ トー レン ス は 「 ド レス ・ リ フォ ー ム は 女性 の 権 
利 運 動 と の 個 委 な 交 送 の た め 、 修 辞 的 に 重要 で ある 9」 と 述べ 、『 シ 
ピュ ラ 』 に お ける ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 條 誠 的 廊 脈 を 紹介 ・ 愉 征 し で 
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いる 。 以下 、 キ ャ スリ ー ン ・M・ トー レン ス の 誤 告 に 即 し て 、『 シ ビ 
ュ ラ 』、 お よび 『 ザ ・ リ リー』 の 記事 を 紹介 する 。 その 上 で 、 本 項 の ま 
よめ に お いて 、『 シ ピュ ラ 』 廃刊 の 背 式 に つい て 検証 する 。 


キャ スリ ー ン ・M・ ト ー レ ンス に 手 る と 、「 女 性 の 身体 へ の 被害 が 広 
範 陸 に 及 ん で いる に も か か わら ず 、 こ れ ら の ファ ッ シ ョ ン は 圧倒 的 に 
人 気 が あ り 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 主張 者 に 、 大 き な チ ャ レン ジ を 行 
わせ た 」 と の こと で ある 。 そ こ で 、 幼 集 長 の リディア ・ セ イヤ ー・ ハ 
ズブ ルッ ク は 、『 シ ビュ ラ 』 に お いて 、 こ う 玉 べ た と いう 目 。 


真実 美 し さ 、 健康 、 お よび 、 人 問 らし さと いう 人 類 の 決 
し て 静 ま る こと の な い 声 の た め に 、 フ ァ ッ ショ ン の 仙 隷 に な 
る こと に 抗 し て 、 立ち 上 が ら な けれ ば な り ま せん 。 押 し つぶ 
され 、 荒 廃 させ られ 、 教 清 の た め に 議 き 時 びび 、 さ も な けれ ば 、 
那 天 な 人 が 通っ た 跡 り よう に 見 な され 、 フ ァ ッ ショ ン の 錠 域 
の 引き 所 や コー ド や スト ライ ブ は 、 咲 き 誇っ て いる 上 魅 力 的 な 
花 の すべ て を 奏 ん で 枯らし て し まい ます 。 


さら に 、 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク は 、 そ の 後 、『 シ ビュ ラ 」 
に 人 宛て た 手紙 で は 、 次 の よう に 述べ て いる 、 と いう 


善悪 の 判断 カ が な く 、 購 か な うぬぼれ が 、 彼 ちの 仲間 の 生 
き 物 に 負わ せる 著 悩 を 何ら 理解 で き な い 社 会 や ファ ッ シ ョ 
ンー リー ダー が 是認 する こと に で は な く 、 神 や 自ら の 良心 が 
に 、 人 は 誰 し ゃ 注意 を 向け る の で は な いで し ょ 


『 シ ピュ ラ 』 に 掲載 され た 次 の 詩 は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 論者 の 
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負担 を 総合 し た も の で ある 、 と の こと で ある 『。 


フー プ で 張ら れ て いる 婦人 た ち は 、 そ の ドレ ス が 地面 を 掃除 
し 、 

誰 の 鍵 内 も 今 まで に 見 つか っ た こと は あり ませ ん 。 
私 は 祈っ て いま す 。 

その 日 が や っ て くる こと を 。 そ の 時 が 訪れ る こと を 。 
あな た は タイ ラン ト の 力 を 紛 奉 し て 、 永 遠 に 自由 に な る の で 
し ょ うか ? 

額 や 隷 から? 

すべ て の フー プ と 拘束 か ら 自 由 に な る こと に 

まだ 挑戦 し て いる 人 た ち も い ます 。 

彼ら が 彼女 の 悩み に 立ち 向かう の を 、 

独 拓 者 の ファ ッ シ ョ ン に 知ら し め よ う で は あり ませ ん か 。 
姉妹 よ 、 あ な た が 健康 と 音 び 、 心 の 安らぎ を 見 つけ た いな ちら 
ば 、 
自然 の 法律 が 従う ファ ッ シ ョ ン の 神社 に も は や 従っ て は な 
り ま せん 。 

あな た の 羽 い 苦し み の フ レー ム 、 

あな た の 子ども の 悲し み と 苦痛 に よっ て 、 

あな た が 聞 君 の 鉛 を 壊す と 断言 する な ら ば 、 

あな た は 自由 に な る で し ょ う 。 


また 、 キ ャ スリ ー ン ・M・ ト ー レ ンス は 、 ア メリ ア ・ ジ ェ ン クス ・ 
ブルー マー が 『 ザ ・ リ リー』 に お いて 、 隊 装 に つい て 鞭 い た 記事 を 紹 
介し て いる 


私 た ち は 、 ス カー ト を 時 と 足首 の ほぼ 半分 に まで 下ろ し 、 ス 
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カー ト は 現在 の ファ ッ シ ョ ン の よう に ふっ くら と 作ら れ で 
いま せん 。 こ の スカ ー ト の 下 に は 、 ズ ボン が ほど よく ふく ちら 
ん で いて 、 気候 が 穏やか な 場合 に は 、 足 首 に 降り て でき て ( 甲 
で は な く )、 伸 縮 性 の ある バン ド に ギャ ザー が 寄せ られ て い 
ます 。 機 会 に 合わ せ て 、 昔 や スリ ッ パ が 必 か れ て いま す 。 


さら に 、 キ ャ スリ ー ン ・M・ ト ー レ ンス は 「 ド レス ・ リ フォ ー ム 派 
は 、 女 性 が 社会 で 自由 に 、 そ し て 売 全 に 機能 する こと を 可能 に する 野 
カカ 的 で 健康 的 な 衣服 を 作り た が っ て いた 」 と 人 述 べ 、 ド レス ・ リ フォ ー 
ム の 努力 の 最 も 亡 的 な 男性 支 才 者 の 1 人 で ある ゲ リ ッ ト ・ が 、 
1857 年 1 月 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 大 会 で の 演説 で 、 女 性 に 替 原 し た 
記事 を 紹介 し て いる "。 


女性 が 彼女 の 人 生 を 延長 し た い 場 合 、 男 よ 同 じ よ うに 彼女 は 
固有 の 俊 利 を 行使 する 。 人 彼女 は 、 現在 の ば か ば か し い パ バリ 流 
の 様式 で は な く 、 彼女 の 権利 を 行使 する こと が で きる よう な 
様式 の 服 を 着 な けれ ば な ら な い 。 私 は この 真実 が 見 え 始 め た 
こと 、 そ し て この 大 会 に 加 し た 女性 た ちの 中 で は 、 彼ら の 
判断 と 良心 の 確信 を 実際 に 守ら れ て いる と 信じ て うれ し い 。 
し か し 、 あ な た は 遇 笑 と 虐待 に 耐え る こと を 期 特 し な けれ ば 
な ら な い 。 そ れ は 真 の 改革 者 の 多く で あり 、 こ の 改 項 に 従事 
する 者 は 誰 も 人 逃 げ る こと を 期待 する 必要 は な い 。 


第 2 剤 マフ ィ ッ シャ ー 論 文 か ら 引 用 し た よう に ツ 、 プ ルー マー の 
衣装 で 知ら れる よう に な っ た セネカ ・ ホ ー ル ズ に エリ ザ ペ ス ・ ス ミス ・ 
ミラ ー が 到着 し た こと で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 界 動 が 引き 起こ され た 
と 言わ れ て いる 。 

女性 の 様々 な グル ー プ は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 大 義 の た め に 、 い 
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くつ か の ロー カル な 、 国 家 規 棋 の 組織 を 作っ た 。 そ こ で 、 以 下 に お い 
て で 、 全 国 ド レス ・ リ フォ ー ム 協会 (National Dress reform Association) 
の 設立 、 醒 成 メン パー お よび 答 動 内 容 に つい て 、 キ ャ スリ ー ン ・M・ ト 
ー レ ンス に 拠っ て 、 解説 す る "。 

全国 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 衣 会 [National Dress refomm Association) 【 以 
下 、NDRA と 表記 )〕 は 1856 年 に 設立 され 、1862 年 を 除き 、1865 年 
まで 、 毎 年 、 会 合 し た 。NDRA に は 会 長 と 複数 の 会 長 が いた 。 

NDRA の 会 長 は 次 の と お り で ある 。 シャル ロッ ト ・A・ ジ ョ イ 

(Charolotic A. Joy 齋 任 期間 1836 年 、1859 年 )、 リ ディ ア ・A・ ス ト 
ロー プリ ッ ジ 博士 (Dr Lydia A_ Stobridge. 就任 期間 1537 年 、1838 年 ) 、 
ハリ エッ ト ・ オ ー ス ティ ン 博 主 (Dz HarrictN.Ausn、 誠信 期間 1861 
年 、1N61 年 ) 、 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク 捧 主 (DrLydia Sayer 
Hasbrouck。 就任 期間 1863 年 、1864 年 )、 メ アリ ー・E・ ウ ォ ー カ ー 捕 
士 (Dr Mmry Walker, 就任 期間 186S 年 )。 ウォー カー 博士 は 医者 だ っ 
た 。 各 大 会 で リー ダー シッ プ が 変わ っ た 。 こ の 組織 を 担当 し て いる 女 
性 は 、 は っ きり 名 前 が 知ら れ て いな か っ た た め 、 彼 ら の 歴史 は 今日 ア 
クセ ス で き な い 。 彼 ら の 名 前 は 、 学 術 的 な 議 韻 や 動き に 関す る 書誌 的 
な デー タ に は 稀 に し か 現れ な い 。 

NDRA の メン バー は 中 産 階 貫 の 白人 で あっ た -。 19 世紀 の 有色 人 人 種 の 
女性 の 経験 に は 、 一 般 的 に 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 へ の 多加 は 含ま 

て いな か っ た 。 味 深い こと に 、 紹 織 の 会 長 で あわ っ た 5 人 の 女性 の 
うち 、 3 人 は 本 褒 療 師 で あり 、32 人 は 医師 で あっ た "。NDRA は 男性 
を 積極 的 に 式 集 し 、 平 等 の 理想 を 支持 し 、 性 別 の 共通 性 を 強調 し た 。 
メン バー は 会 費 を 払わ ず (寄付 は 積極 釣 に 求め られ た が ) 、12 歳 に な 
っ て いな けれ ば な ら ず 、 組 織 が 支援 する 原則 を 定め た 意 法 に 堆 名 する 
必要 が あっ た 。 会 員数 の 正確 な 記 久 は な い が 、 交 200 一 400 人 の 男女 が 
年 次 総会 に 出席 し た と ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 書い て い 
る の 。1863 年 6 月 21 日 、NDRA の 最後 の 大 会 に は 約 800 人 が 実際 
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に 出席 し た 。 
特に 初期 の 『 ン ビュ ラ 』 の ペー ジ に 示さ れ て いる よう に 、 ド レス ・ 

リフ ォ ー ム 運動 の 支持 は 、 多 種 多様 な 人 を か ら 得 られ た 。 多 く の 人 生 
を 歩ん で きた 女性 た ち は 、 改 革 服 を 支持 し て 『 シ ピュ ラ 』 に 手紙 を 送 
り 、 多 く の 人 が 去 の 支持 を 得 た と 主張 し た 。 

ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 詩 張 者 は 、 女 性 の 健康 と 卒 栖 に 関す る 合理 的 
な 議論 を 構築 し た 。 例 えば 、1856 年 6 月 18 日 に ニュ ー ョ ヨー ク の ホー 
マー で 開催 され た NDRA の 第 】 回 大 会 で は 、 以 下 が 可 決 さ れ た “9。 


外国 生ま れ の 人 を 本 い て 、 ア メリ カ の 女性 、 少 女 、 女 児 
の 大 多数 が 病気 に か か っ て いま 十 。 こ の 病気 は 、 ファッ 
ショ ナブ プル で 長い スカ ー ト の 衣服 が 原因 で あり 、 習 慣 の 
な か で 、 習慣 を 通じ て 、 そ し て 習 翌 に よっ て 生ま れ た も 
の で す 。 こ れ ら の 習慣 は これ ら の 衣服 を 王 陣 する だ け で 
は あり ませ ん 。 そ れ ど ころ か 手直し する こと を 禁じ ます 。 
彼ら の 健康 を 芸術 で 克服 する こと は で きま せん 。 自 然 と 

彼女 の 計 律 に 調和 し て いる よう な 生活 の 実践 と 習慣 へ 
の 復帰 に よっ て の み 、 そ れ を 支配 すべ き で ある こと は 確 
か で す 。 後 ちの 衣服 と その 習慣 の 中 で 成長 し て いる 法律 
は 、 粗 野 で 、 胃 ら か に 永遠 に 法 に そ な い て いま す 。 女 性 
時 代 に 成長 し て 結婚 し た と き 、 彼 ら は 病気 を 子ども に 伝 

えま す 。 す で に 彼ら は これ まで に この ひど い 麗 命 的 な 諾 

り を 犯し て お り 、 す べ て の 住民 に 遺伝 病 を 「 家 庭 の 言葉 

と し て は 釧 集 み 深 い 』 も の に し て いる と 言い まし た 。 


女性 は これ ら の 議 納 に 支持 的 に 反応 し た が 、 改 鞍 服 を 着 て 改革 を 実 
行 す る と いう 希望 の 行動 を と る こと を 断っ た 。 こ れ は 、 ド レス ・ リ フ 
ォ ー ム 論者 が 19 世紀 の 女 牧 に 最も 系 要 な 課題 、 す な わ ち 女 性 性 、 審 
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美 性 、 階 組 の 区 別 の 岡 題 に 取り 組む と いう 議論 を 構成 する こと が で き 
な か っ た こと を 示 吹 し て いる 。 あ る 意味 で は 、 こ の 運動 の イデ オロ ギ 
ー は 、 そ の 点 を 完全 に 見 逃し て いた 。 

ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 単純 な 立場 に 区 し て 、 強 い 反 対 勢力 が 形成 さ 
れ た 。 改 革 服 を 着 た 女性 た ち は 、 喘 笑 さ れ 、 ひ どく 回 られ 、 公 然 と 和 
釣 に 嫌がら せ を 受け 、 好奇 心 怒り か ら さ ま ざ ま な 傷 辱 を 受け た 。 真 
の 女性 の 敵 拝 に よっ て 定義 され た 「 真 の 女性 」 の 時 代 に は 、 女 性 は 、 
社会 的 な 期待 に よっ て 破 女 に 要求 され た 妥 従 性 と 博 枠 さ の 先 を ゆく 男 
気 と 強 さ を 必要 と し た 。 『 シ ピュ ラ 』 は 改革 衣装 を 着 た 女性 が 経験 し た 
野 著 な 話 を 自 間 自 答 す る 。 例 えば 、 ハ ッ テ ィ ・W・ レ イス (Haty W. Lcwis) 
は 次 の よう に 書い て いる 。 


私 は 旧知 ら ぬ 人 ば か り で な く 、 私 の 最も 親 夫 な 親戚 、 友 

人 に よっ て 、 自 分 が サタ ン 自 身 で ある と 思う ほど に まで 、 
咽 笑 され 、 中 作 を 受け 、 迫 害さ れ た 。 何 の た め に ? 単 に 

私 が 表情 か ら 世 論 を 見 て 、「 こ れ ま で に 行っ た こと の あ 

る 、 さ ほど 遠く な い 所 へ 」 歩 いて 行く た め に 、 単 純 な 形 

で 地味 な ドレス を 身 に 着け た か ら で す 中 。 


ハッ ティ ・W- ル イス だ け で は な か っ た 。 アズ バ ・S・ ノ ックス (Azuba 
S_ kmox) は 書い て いる 。 


乱 の 友人 は 私 を 助け 、 私 は 改革 ドレ ス を 手 に 入れ 、 作 り 、 
者 て 、 最 後 まで 続け る と 雇 め まし た 。 し か し 、 一 連 の 出 
来 事 が 再び 私 を 自分 の 親 洪 の 支配 下 に 置い た の で す 。 桜 
らち は 慣習 の 鉄 居 で 支配 され まし た 。 そ し て 、 私 は し ば ら 
く の 間 、 不 愉快 な 拘束 的 な (流行 の ドレ ス ) を 再び 着用 
し な けれ ば な り ま せん で し た 。 私 は 父親 、 人 母 親 、 姉 妹 と 
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韻 じ て も 無 肛 で し た 。 彼 ら は 盲目 で 、 関 く 耳 を も っ て い 
ませ ん で し た 。 私 が いつ も 愛し て 、 敬 っ て いた 私 の 父 は 、 
私 が 好ま し く な いと され る 服 を 着 て いる と 、 自 分 の 目 の 
前 に 来 て ほし く な いと 私 に 胸 を 張っ て 言っ た の で す "9。 


女性 の 権利 賢 環 な 服装 に 対す る 反対 者 は 、 女 性 が 精神 的 に も 肉体 
的 に も 虚弱 で ある こと を 好み 、 服 装 に よっ て 女性 の 性 質 を 征 明 する ニ 
と を 好 ん だ の で ある 。 フィリ ッ プ ス 夫 人 の 若い 娘 フ ェ ー ブ (Phebe) の 
第 白 が 、 次 の よう に 、『 ザ ・ リ リー』 で 報告 され て いる 。 


… 芋 丈 な 女性 は 優し い 女 性 と は みな され ませ ん 。 男性 は 
その 反対 の よう で す 。 常に 細身 と 織 細 を 好み ます 。 あ 
な た は 女性 の た め に 設計 され て で おり 、 す べ て の 積 属 的 な 
運動 は 民 重 に 避け な けれ ば な り ま せん 。 あ な た が 教育 を 
終え た ら 、 あ な た は 美人 と し て デビ ュー し な けれ ば な り 
ませ ん 。 そ し て 、 あ な た が ファ ッ シ ョ ン の ラウ ンド を 実 
行 し た と き に 、 あな た は ふさ わし い ス タイ ル で あな た 
を 維持 する こと が で きる 純 士 と 結婚 する 必要 が あり ま 
す 。 人生 の 適切 な 決済 は すべ て の 賢明 な 女性 の 終わ すり 
と 目標 で あり 、 身 体 的 な 運動 を 控え な い 限り 、 あ な た 
は 巨大 に な り 、 引 味 の 良い 男性 は 、 あ な た を 見 て 亡 え 
て 著 連 する で し ょ う 9。 


さて で 、 以 上 に キャ スリ ー ン ・M・ トー レン ス の 論文 に 抑 っ て 紹介 
し た 『 シ ビュ ラ 』 や 『 ず ・ リ リー』 の 記事 を 略 ま えて 、 本 項 の まとめ 
に 入る こと と する 。 前 述 の よう に 、『 シ ピュ ラ 』 に は 、 ド レス ・ リ フォ 
ー ム の 雪 妊 者 の 特に 衛生 に 関す る 意見 、 従 率 の ファッ ショ ン の 有 需 な 
曲 絡 、 フ ァ ッ ショ ン に 関す る 女性 の 意識 、 そ し て 押 限 的 な 衣服 か ら の 
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女性 の 解放 の 必要 性 、 女 性 の 権利 運動 に 関す る 記事 が 掲載 され て いる 。 
ここ に は 「 最 前 線 」 の 活動 家 、 そ し て 家庭 地域 社会 で ドレ ス を 着 た 
女性 た ちの 運動 の 声 が 含ま れ て いる 。 

術 生 に 関す る 意見 、 従 来 の ファ ッ シ ョ ン の 有害 な 影響 に つい て は 「 外 
国生 まれ の 人 を 除い て 、 ア メリ カ の 女性 、 少 女 、 乳 児 の 女の子 の 大 多 
数 が 病気 に か か っ て いま す 。 この 病気 は 、 フ ァ ッ ショ ナ プ ル で 長い ス 
カー ト の 衣服 が 原因 で あり 、 習 慣 の な か で 、 習 慣 を 通し て 、 そ し て 習 
慣 に よっ て 生ま れ た も の で す 。 こ れ ら の 習慣 は これ ら の 恋 眼 を 圧 励 す 
る だ け で は あり ませ ん 。 そ れ ど ころ か 手直し する こと を 禁じ ます 」 と 
1856 年 6 月 18Hi ー ョ ー ク の ホー マー で 開催 され た 全国 ドレ 
ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 第 1 回 会 合 で 可決 され た 文書 に 書か れ て いる 。 

ファ ッ シ ョ ン に 関す る 女性 の 意識 に つい て は 『 私 の 友人 は 私 を 助け 、 
衝 は 改革 ドレ ス を 手 に 入れ 、 作 9 り 、 着 て 、 最 後 まで 続け る と 決め まし 
た 。 し か し 、 一 連 の 出来 事 が 再び 和 を 自分 の 親戚 の 支配 下 に 置い た の 
で す 。 彼 ら は 慣習 の 鉄 析 で 支配 され まし た 。 そ し て 、 私 は し ば らく の 
間 、 不 愉快 な 拘束 的 な (流行 の ドレ ス ) を 再び 着用 し な けれ ば な り ま 
せん で し た 」 と いう 改革 衣装 を 着 た く て も 、 親 戚 の 反対 で それ を 断念 
せ ざ る を 得 な い 女 性 の 苦し い 立 場 が 暫 え られ で いる 。 

制限 的 な 衣服 か ら の 女性 の 魚 放 の 必要 性 に つい て 、『 シ ピュ ラ 』 の 編 
集 長 の ハズ ブル ッ ク は 「 真 実 、 甘 し さ 、 鍵 康 、 お よび 、 人 問 らし さと 
いう 人 類 の 決し て 人 ま る こと の な い 声 の た め に 、 フ ァ ッ ショ ン の 線 
に な る こと に 抗 し て 、 立 ち 上 が ら な けれ ば な り ませ ん 。」 と の 呼び か け 
を 行っ て いる 。 

女性 の 権利 運動 に 関す る 記事 と し て は 、 エ リザ ペ ス ・ ミ ラー の 父親 
の ゲ リ ッ ト ・ ス ミス が 「 女 性 が 彼女 の 人 生 を 延長 し た い 場 合 、 男 と 同 
じ よ うに 彼女 は 固有 の 権利 行使 する 。 人 彼女 は 彼 放 の 権利 を 行使 する 
こと が で きる よう な 様式 で 服 を 着 な けれ ば な ら ず 、 現 在 の ば か ば か し 
い パ バリ 流 の 様式 で は な い 」 と 書い て いる の は 、 用 象 深い 。 
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最後 に 『 シ ビュ ラ 』 の 廃 筐 の 背 明 に は 何 が あっ た の で あろ うか 。 

1864 年 、『 シ ピュ ラ 』 は 穫 約 の 東 失 と 生産 コス ト の 上 昇 に より 発刊 
を 辞め た の で ある 。 さ ら に 、 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズ プ ブルック は 疲 
労 に 悩ま され 、 い くつ か の 改革 に 関与 し 、『 シ ピュ ラ 』 の 責任 を 引き 維 
ぐ こ と は で き な か っ た 。 『 シ ピュ ラ 』 が な いた め に 、 ハ スプ ルック と ジ 
ャ クソ ン 了 博士 の 間 の 覧 張 が 深まり 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 韻 心 が 低下 
し 、 ナ ショ ナル ・ ド レス ・ リ フォ ー ム 協会 は 論 授 し た の で ある 9。 


2 メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー 博 士 の 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 思想 と 運動 


メア リー・E・ ウ ォ ー カ ーー 博士 (Dr Mary Edwants Walker, 1S32-1919) 
は 、 お そら く 19 世紀 アメ リカ の 最も 有名 な ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 で 
あろ う 。 ド レス ・ リ フォ ー ム の 科 女 の 試練 は 、 ず すべ て の ドレ ス ・ リ フ 
ォ ー ム 論者 の 締 験 を 表し て いる と 言わ れ て いる 、 そ こ で 、 本 節 で は メ 
アリ ー・E・ ウ ォ ー カ ー の 歴史 的 指 太 と 生い立ち 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 
思想 、 南 北 戦争 で の 活躍 、 南 北 当 後 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 一 異 
性 装 の メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー の 順に 語り な が ち 、 紋 女 が ドレ ス ・ リ 
フォ ー ム 論者 と し て 、 央 りか ら ど の よう な 評価 を 受け た の か 、 ま た 、 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 に お いて 、 ど の よう な 役割 を 果たし た の か 、 
伝記 や アメ リカ の 研究 者 の 論 女 や 彼女 の 著作 に 基づい て 胃 ら か に し た 
いと 思う 。 


G) 訂 的 背 基 と 生い立ち 
① 歴史 的 背 時 " 

最初 に 、 メ アリ ー・E・ ウ ォ ー カ ー が 生ま れ 育 っ た ニュ ー ョ ー ク 才 
オス ウェ ゴ の 歴史 に つい て 症 ろ う 。 
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1600 年 代 半 ば に 、 イ ロク オイ 訂 た ち は 「 川 か ら 水 が 注ぐ 場所 」 と い 
う 意 味 で 、 オ スウ ェ ゴ と いう 名 前 を 付け た 。 そ れ は 、 最 初 の イギリス 
人 の 白人 移住 者 が オン タリ オ 瀧 の 東 単に ある ニュ ー ヨ ー ク 州 オ スウェ 
ゴ に 到着 する ずっ と 前 の こと で あっ た 。 オ スウ ェ ゴ 川 は 大 き な 潮 に 流 
れ 込 み 、 川 は 喝 いた 。 土 地 を 旨 し て 、 川 治 い に 農 家 を 建設 し た 入 柄 各 
の 後に は 、 賀 易 、 十 字 保 、 歳 な どの 文明 を 進化 させ る 古代 の 三位一体 
が 続い た 。1775 年 、 毛 皮 禄 稀 業 者 は 宮 教 師 を オス ウェ ゴ に 呼び 寄せ 、 
令 ら は イン ディ アン を キリ スト 教化 し よう と し た 。 英国 の レッ ドコ ー 
ト (イギリス 軍 の 主要 部 隊 の 統 兵 。 赤 い コ ー ト を 着 て いた ) が 続き 、 
河口 に つの 千 を 建設 し 、1796 年 まで ニュ ー ョ ー ク 市 の 北 画 300 マイ 
ル に 位置 する 温 申 地区 の 支配 を 維持 し た 。 

19 世紀 前 羊 に は 、 川 が 定期 胃 や 次 上 交通 で 泌 継 し て お り 、 そ の 誠 辺 
に は 大 圭 物 倉庫 と 製粉 所 が あり 、 街 は 栄え て いた 。 エ リー 運河 と オン 
タリ オ 湖 を 結 記 オス ウェ ゴ 運 河 の 理 設 は 、 シ ラキ ュー ス か ら の 大 量 の 
交通 輸送 、 中 西部 か ら の 報 物 、 そ し て 小さ な 居住 区 の 内 外 を 問わ ず あ 
ら ゆ る 種類 の 製品 を もち た らし た 。 ト マス ・ キ ング ズ フ ォ ー ド (Thomms 
Kingsford. 1799-1809) と いう 発明 者 は 、1848 年 に トウ モロ コシ か ら 
デン プン を 抽 田 し 、 世 界 最大 の デン プン 工場 を 建設 する 方 法 を 考案 し 
た 。 こ うし て 、 キ ング ズ フ ォ ー ド は オス ウェ ゴ の 島 展 に 重要 な 府 を 追 
加 し た 。 

メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー は 、1832 年 11 月 26 日 に アル バカ ー キ ・ 
ウォ ー カ ー (Alvah Walkcr) と ヴェ スタ ・ ウ ィ ン ト コー ム (Vcsta Walkcr) 
の 6 番目 の 子ども と し て 生ま れ た -。 当時 の オス ウェ ゴ の 人 口 は 和 3000 
人 で あっ た 。 彼ら は パン カー・ ヒ ル ・ ロ ー ド の 33 エー カー の 指 地 を 
井 し た 。 

ウォ ー カ ー の 生い立ち に 先立ち 、 統 女 の 両 襲 の 背景 に つい て 、 以 下 
に 茜 ろ う 。 

母 の ヴェ スタ ・ ウ ィ ッ トコ ー ム ・ ウ ォ ー カ ー は 1801 年 に 、 マ サチ 
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ュー モッ ツ 州 グリ ニッ ジ で 生ま れ た 。 箇 女 の 祖先 は ニュ ー イ ング ラン 
ド 人 で ある こと 以外 、 詳 し いこ と は ほとん ど 分 か ら な いと いう 。 ヴ ェ 
スタ は 、 ロ バー ト ・ グ リー ン ・ イ ン ガ ソー ル (Robcrt Geen Ingersol、 
1833-1899) の いと こ で あり 、 彼 は 、 メ アリ ー・ ウ ォ ー カ ー の 家族 が 
特別 な 関心 を 抱い て いた 親 能 で あっ た 。 メ アリ ー・ ウ ォ ー カ ー は イン 
ガ ソ ー ル か ら 大 き な 思 想 的 影響 を 受け て いる 。 そ こ で 、 イ ン ガ ソー ル 
と は 、 ど の よう な 人 物 で ある の か 、 メ アリ ー・ ウ ォ ー カ ー に つい て 語 
る に あたり 、 箇 源 に 紹介 する こと に する 。 

イン ガ ソ ツール は ニュ ー ヨ ー ク 才 ド レス デン の 生ま れ で ある 。 父 親 は 
会 箇 派 の 牧師 で あり 、 投 練 制 廃止 疹 者 で あっ た 。 イ ン ガ ソー ル は イリ 
ノイ 州 、 ま た は ワシ ント ン 州 の 活 護 士 を つと め 、 成 治 的 指導 者 で あり 、 
不可 知 論者 で めった 。 

ヴェ スタ は 確か に 彼 の 論争 の キャ リア を 追っ て 、 彼 の 有名 な いと こ 
に つい て 、 ウ ォ ー カ ー の 家庭 で 話 を し て お り 、 イ ン ガ ソー ル は ニュ ー 
ョ ヨーク の ウォ ー カ ー を 訪問 し た こと も ある も の と 推 窪 され て いる 。 

イン ガ ソ ー ル は 彼 の 江 拝 者 た ち に よっ て 「 ロ イヤ ル ・ ボ ブ プ 」 と 呼ば 
れ た 背 の 畜 い 、 ド ー ム 型 の ハン サム な 青年 で 、 エ リザ ベス ・ キ ャ ディ ・ 
スタ ント ン (Elizabcth Cady Stanton) や 女性 運動 の 先駆 者 た ちの 最愛 の 
友人 で あり 、 家 庭 の 重要 性 と 心 の 徳 に つい て 、 感 動 的 に 語っ た 。 彼 が 
内 戦後 に ウォ ー カ ー 家 の 彼 の いと この ヴェ スク を 訪れ た な ら ば 、 彼 は 
メア リー と 両親 、 と り わ け 彼 女 の 自由 思考 の 父親 と 戦争 の 物語 と 進歩 
人 釣 な アイ デア を 共有 し て いた こと で あろ う 、 と デー ル ・L・ ウ ォ ー カ 
ー (DaleL Walker) は 推 名 し て いる 。 

ウォ ー カ ー の 父 の アル ヴァ ・ ウ ォ ー カ ー は 、 マ サチ ュー セ モッ ツ 州 グ 
リ ニ ッ ジ で 1798 年 に 生ま れ た 。 著 者 と し て の 巡回 カー ベン ター で 、 
ニュ ー ヨ ー ク 州 、 ビ ッ ツ バー グ 、 ポ スト ン 、 ケ ンタ ッ キ ー 州 、 ミ シシ 
ッ ピ 州 、 ル イジ アナ 州 を 移動 し て 家 を 結 て た 。 
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の ② 生い立ち 
前 述 の よう に 、 メ アリ ー・ ウ ォ ー カ ー は 、1832 年 11 月 26 日 、 父 

アル ヴァ ・ ウ ォ ー カ ー と 母 ヴ ェ ス タ ・ ウ ォ ー カ ー の 娘 と し て 、 ニ ュー 
ョ ヨーク 州 オ スウ ェ ゴ の 町 で 生ま れ た 。 

さて 、 ウ ォ ー カ ー の 生い立ち で ある が 、 遂 の よう に 、 徹 女 は 6 人 
の 子ども の うち 最 年 少 で あっ た 。 人 彼女 に は 4 人 の 姉妹 (Vesta. Auror 
Bomalis Luna、 Cymthia) と 1 入 の 多 弟 (Alvah Jr.) が いた 。 ア デル ヴァ 
と ヴェ スタ は 息子 と 娘 の 両方 を 、 当 時 と し て は 、 革 命 的 で 進歩 的 な か 
人 で 育て 、 彼 ら の 非 伝 綴 的 な 子育て は 、 メ アリ ー の 自立 心 と 正義 感 を 
育ん だ と いう 。 従 ら は 敵 身 的 な クリ スチ ャ ン で あっ た が 、 ウ ォ ー カ ー 
は 子ども た ち が 様 々 な 宗派 の 内 出 や 制限 を 受け る に 対し て 、 疑 間 
を 投げ か け て きた 「 自 由 思 想 家 」 で あっ た 。 ウォー カー の 両親 は また 、 
農場 周 辺 で 仕事 を 分 担 す る こと に 関し て 、 子 ども た ち に 非 伝統 的 な ジ 
ェ ン ダー の 役割 を 実 内 し て みせ た の で ある 。 農 夫 に 生ま れ た 6 番目 の 
娘 と し て 、 ウ ォ ー カ ー は 伝統 的 に 男性 家 旋 や 労働 者 に 割り 当て られ た 
家事 を 頓 繁 に 行わ な けれ ば な ら な か っ た - 織 女 の 「 や や 正統 性 の な い 」 
両親 は 奴隷 制 廃止 と 健康 的 な 衣服 を 信じ 、 女 の 子 た ち は 職業 教育 を 受 
け で いた こと を 確 付 し て いた 。 

彼女 は 当時 の 女性 が 着 て いた 衣服 は 、 農 業 労働 に は 不向き で ある と 
みな し 、 諾 労 伺 に 携わっ て いる と き に は 、 女 性 の 衣服 を 着 な か っ た 
と いう 。 彼 女 の 母 毅 は 、 コ ルセット と きつ い 組 締め は 健康 に は 良く な 
いと の 見 解 を 抱い て いた 。 ア リ ソ ン ・ ゲ イン ズ に よる と オス ウェ ゴ は 
オナ イダ 共同 体 の 近く で あり 、 メ アリ ー の 母 毅 は オナ イダ 共同 体 の シ 
ョ ー ト ・ ド レス と バン ツ か ら 成 る 改革 衣服 を 知っ で いた と の こと で あ 
る 。 オ ナイ ダ 共 同体 で は 、 1848 年 に 100 人 以上 の 女性 が ほほ 同じ 衣装 
の 宗教 的 な パー ジョ ン を 着用 し 始め 、 ウ ォ ー カ ー の 母親 は 、 そ の 科 子 
を 見 開き し て いた の で あろ う 。 女 性 の 李 利 指導 者 の ウォ ー カ ー が 自由 
ドレ ス を 事 入 し た の は わずか 19 蔵 だ っ た 。 
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彼女 は 、 両 親 が 巡 め た 地元 の 小学 校 へ 倒 徹 し て 、 小 学校 教育 を 受け 
た 。 小 学校 を 終え た 後 、 メ アリ ー と 彼女 の 姉妹 の うち の 2 人 は ニュ ー 
ョ ヨーク の フル トン に ある ファ ー リ ー 神 学校 に 通っ を た 。 ファー リー 神学 
校 は 、 病 等 教育 の 尼 剛 で は な く 、 ンダ ー の 役割 、 教 育 、 衛 生 に お 
ける 近代 的 な 社会 改革 を 重視 し た 学校 で も あっ た 。 メ アリ ー は 、 自 由 
な 時 間 に 、 相 女 の 父親 の 医学 の 教科 書 を 覧 ん で 、 解 前 学 と 生理 学 に つ 
いて 学習 し た 。 彼 女 の 医学 へ の 関心 は 、 彼 女 が 早い 時 期 に 医学 女 献 を 
学習 し た こと に 起因 する の で ある 。 


彼女 は 父親 の 影響 を 強く 受け て いる 。 父 閣 は な ぜ 、 医 学 を 学ん だ の 
で あろ うか 。 ア リ ソ ン ・ ゲ イン ズ に よる と 「 メ アリ ー の 父 林 の アヴァ 
は ヴェ スタ 上 結婚 後 、 足 子 が 生ま れる が 、2-3 日 で で く な る 。 母 の ヴ 
ェ ス クタ は 、 そ の 後 、 数 週間 、 重 病 に か か っ た 。 父 も 麻 普 に か か っ た 。 
父 は 、 こ の と さき に 、 医 学 に 興味 を 持ち 、 自 分 の 状態 を 知る た め に 、 医 
学 書 を 読ん だ 。 煙 草 と 飲酒 を や め た 。 そ し て 、 医 学 書 へ の 情熱 、 自 分 
自身 と 家族 の 健康 に 対す る 情熱 は 、 生 散 、 続 いた “PV 」 と いう 。 


3 人 の 娘 全 員 が 結婚 前 に 学校 で 教え た 。 メ アリ ー は 、 若 い 女性 と し 
て 、 ニ ュー ヨー ク の ミネ ント に ある 学校 で 教鞭 を と っ て いた 。 ウォ ー 
カー は 教え な が ら 、 最 初 の 改革 の ドレ ス を 試し 、 い くつ か の バリ エー 
ショ ン を 試し た 。 は ほん の 数 年 後 。 メア リー・ ウ ォ ー カ ー は 、 医学 の キ 
ャ リア を 追求 する た め に 教え る の を 断念 し た 。 

ウォ ー カ ー と 彼女 の 香 来 の 夫 、 ア デル バ ー ト ・E・ ミ ラー は 、 血 硬 の 
シラ キュ ー ス 医科 大 学 、 折 東 主 開 の 学校 か ら 1853 年 に 医学 の 学位 を 取 
得 し た 。 医 学部 に いる 聞 、 ウ ォ ー カ ー は ズボン を は いて 、 短 い ドレ ス 
を 着用 し 、 よ り 快 適 な スタ イル の バリ エー ショ ン を 探し た 。 ウ ォ ー カ 
ー の ドレ ス ・ リ フォ ー ム へ の コミ ッ ト メ ント に は 、 結 婚 式 で 短い 服 を 
着用 する こと が 合 まれ で いた 。 結 婚 式 は いく つか の 点 で 伝 放 を 無 捉 し 
た 。 

ウォ ー カ ー は 彼女 の 敬い に 従う こと を 拒否 し 、 ウ ォ ー カ ー(Walkr) 
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の 前 に 最初 の "M" また は ミラ ー ("Miller") を 配置 する こと に 同意 
し た が 、 彼女 は 従 女 の 結 婚前 の 名 前 を 保持 する こと を 主張 し 
夫婦 は すぐ に ニュ ー ヨ ー ク の ロー マ で 診療 を 行っ を が 、2 年 以 
仙 と 専門 内 の 普 芝 が ペア の 分 隊 を も た らし た 。 ウォー カー は 最終 的 に 
アイ オリ 州 に 移り 、 1860 年 に ミラ ー と 際 婚 し た 。 ウ ォ ー カ ー は 女性 の 
権利 、 全 米 ド レ ス ・ リ フォ ー ム 協会 と 節制 に 関与 し た 。 


(2) 南北 戦争 以前 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 思想 と 運動 *' 
① "Hit" に 見 る 思想 
ウォ ー カ ー は 1870 年 代 に 、 彼女 の 収入 を 補充 し 、 女性 と 服装 に 関す 
る 彼女 の 声 を 公 に する た め に 、 二 冊 の 本 を 田 版 し た 。 ウォ ー カ ー は 記 
録 に 残す こと は 好ま ず 、 一 般 の 著作 、Hit: Essay's on Women's Right(1871 
年 ) お よび Unmaskcd. or Thc Scicncc of Immmorality to Gcntlcman (1578 
年 ) を 残し て いる だ け で ある 。 こ れ ら の うち ドレ ス ・ リ フォ ー ム に 関 
する 人 彼女 の 見 解 が 書か れ で いる の は 、 前 者 の 著作 で ある 。 後 者 は 男性 
に 人 宛て た 昨 守 和書 で あり 、 両 性 具有 や キス が 子ども に 及ぼ す 害 、 不 年 や 
ヘル ニア な どの 病気 へ の 対 短 法 に 関す る 著作 で ある 。 
"Hit" の 第 二 剤 に は 、 メ アリ ー・E・ ウ ォ ー カ ー 博 王 の 医師 と し て 
の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 思想 が 表明 され て いる 。 す な わ ち 、 フ ァ ッ ショ 
ナブ プル な 拘束 的 な 衣装 が 女性 の 身体 ( 頭 の て っ ぺん か ら 足 の 斉 ま で ) 
に 及ぼす 上 笑 と いう 視点 か ら 、 医 学 的 な 理 給 的 根 が 明示 され て いる 。 
第 1 剤 で 紹介 し た ジェ イム ズ ・C・ ジ ャ クツ ソン 博士 の 著書 ^American 
Womanhoo ず と 共通 し て いる 部 分 も ある が 、Hit は 女性 の 医師 と し て の 
立場 か ら の 兄 解 で ある 。 両 者 を 比べ る と ウォ ー カ ー の 著作 は メモ 的 な 
書き 方 を し て いて 、 英 語 は 現代 の 我々 に は 旗 な づら い 。 何 は と も あれ 、 
本 書 は 価値 高い 必 史 的 文書 で あめ る 。 そ れ ゆ え 、 以 下 に お いて 、 室 者 が 
整理 し て 箇条 書き に し た 12 項 目 を 部 分 的 に 引用 し な が ら 、 縮 介する 史 。 
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項目 ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 掴 い 手 は 女性 の 医 位 た ち で ある 。 
「 人 を 保護 し 、 運 動 と 循環 の 自由 を 許し 、 着 用 者 を 衣服 の 妹 に 
し な いよ うに する た め に 、 女性 の 服装 が 、 あ る べき 状態 で あり 統 け 
て きた 問題 に は 、 今 まで 、 ア メリ カ の 女性 医師 の ある 人 が 、 被 歌 吉 
を 相手 に 、 健 康 に 関す る 法律 と 生 笑 の 必需 品 に 基づい て 衣服 の 配分 
を 指示 し て は じ め て 接近 され まし た 。」 


項目 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 必要 性 に 対す る 男性 の 理 魚 の な さ 。 
「 奇 秒 な の は 、 女 性 が あり と あら ゆる 衛生 的 な や り 方 で 衣服 を 着 
て いて も 、 多 く の 点 で 、 その や り 方 が どれ ほど 優れ て いる か 、 男 性 
が 理解 で き な い こと で す 。 彼ら は それ を 理解 で き な い の で 、 実 際 に 
上 は 震 と ペン の カカ で すべ て を 行い 、 衛 生 的 に 限 を 着 た い 人 を 圧 所 す る 
の で す 。」 


項目 ⑳ 結婚 を 妨げ る の は 、 拘 東 的 で 、 非 常に 高価 な 衣装 で ある 。 闘 
価 な 衣装 は 、 男 性 に と っ て の 悩み の 種 で ある 。 
「 フ ァ ッ ショ ナブ ル な ドレ ス が 結婚 関係 に 与え る 影響 を 解明 する 
た め に は 、 費 用 が か か り ま す 。 そ の 限り に お いて 、 多 く の 男 性 は 
結婚 し な いで いな けれ ば な り ま せん 。 ポ ボリ ュー ム の ある 数 多く の 
ドレ ス は 、 机 え 間 な く 変 化す る ファ ッ シ ョ ナブル な スタ イル を 補 
充 す る た め に 、 他 の 道具 類 と と も に 細々 し た 財産 を 必要 と し ま 
す 。』 


項目 ファ ッ シ ョ ナブル な 衣装 が 夫 や 父 捉 だ け で は な く 、 和 将来 、 子 
ども に 及ぼ すず 影響 に つい て 

『 ド レス や ドレ ッ シ ン グ 、 そ し て 厄介 な も の を 身 に つけ て 運ぶ 

た め に 、 女 性 が 防ぐ こと が で き な い 病 的 な 感受 性 が 誘発 され 、、 神 

経 と エネ ルギー の 多く が 消費 され ます 。 こ の よう な の 衣装 を 装 
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うこ と で 、 女 性 が それ ほど 視 経 質 に な っ て 、 革 細 な 事 に わけ も な 
く 悩 まさ れる 必要 は な いと 考え る 男性 は 、 忍 構 を 失い ます 。 去 と 
父親 は この よう な 終わ り の な い 巴 財 定 に 悩ま され て いる だ け で な 
く 、 同 じ 状 態 の 子ども た ちと そう な る と 思わ れる 子ども た ち に 秋 
し ん で いま す -。」 


項目 @⑯ 非 術 生 的 な 衣服 が 原因 で 、 病 気 に 落 思 し て いな い 、 結 婚 す る 
の に 十分 な 年 秋 の 女性 は ほとんど 見 つか ちな い 。 
『 ウ ィング 付き の 非 術 生 的 な 限 が 原因 で 病気 に 夫 四 し て いな い 、 
結婚 する の に 十分 年齢 の 女性 は ほとん ど 見 つか り ま せん 。 頭 の 
で っ べ ん か ら 叫 の 裏 ま で 、 女 性 は 不健康 な 服 誠 を し て いま す 。 健 
康 が な けれ ば 府 せ に な り ま せん 。」 


項目 @ 女性 が 男性 と 同じ よう に 衛生 的 な 衣 眼 を 着 て 、 能 力 を 玩 痢 し 

て 、 労 働 に 携わる 権利 、 高 貨 な 女性 と し て 生き る 自由 を 持っ て い 

る 。 

「 結 婚 関 係 に お いて も それ 以外 で も 、 女 性 は 男性 と は 別 健 の 

分 離し た 山 人 な の で す 。 一 彼ら は 俸 大 な る 労働 の 分 担 者 で あり 、 
より 大 さき な 起 し み と 人 生 の 陳 硝 を 背負 っ て いる の で す 。 そ れ ゆ 
え 、 な ぜ 彼 ら は 男性 と 同じ よう に 衛生 的 に 服 を 着け な けれ ば な 
らち ない の か 、 偉 大 な 、 ま た は より 大 き な 理 由 が あり ます 。 絞ら 
の 精神 と 心 良 心 に は カ が あり 、 彼 ら を 正しい 方 向 に 導き ます 。 
女性 は 、 道 が 開け れ 、 直 ち に 、 高 中 な 女性 と し て 生き る た め 
の 革 い 自由 を 持つ こと が で きま す 。 こ の 方 向 で 生き れ ば 、 妨げ 
らち れる こと も な く 、 動 還 に な る こと は あり ませ ん 。」 


項目 の 長い ドレ ス に は 克服 で き な い 重 さ と 揺れ 動く 欠陥 が ある 。 改 
革 衣 服 だ けが 、 腹 部 お よび 骨盤 内 蔵 の 機 想 的 変異 を 生じ させ な い 、 あ 
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る い は 悪化 させ な い 方 法 で 装 わ れる 。 


「… た と え 、 ス カー ト が 足音 に 交 ち て も 、 長 い ド レス の 着用 
か ら 苦 し ん で いな い 女 性 は ほとん どい な いこ と が 知ら れ て い 
ませ ん 。 何 も 克服 で き な い 重 量 と 作れ 動く 欠 了 が あり ます 。 シ 
ステ ム の いく つか の 部 分 に は 遂 笛 な 衣 馴 が あり 、 他 の 部 分 に は 
欠陥 が あり ます 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム を 診 い て 、 虹 か さ が 均 等 
に 分 配 さ れる よう な 方 法 で 服 を 着 た 女性 は いま せん 。 改 革 衣 装 
だ けが 、 族 部 お よび 骨 船 内職 の 機 相 的 変位 を 生じ させ な いか 、 
また は 悪化 させ な い 方 法 で 装 わ れ ま す 。」 


項目 @ 衛生 的 な 方 法 で の 衣服 の 着用 は 、 年 館 の 者 が 臣 れ た 後 で も 、 
美 を 保っ て くれ る 。 


「 も し 誰か が 術 生 的 な 方 法 で 服 を 着 で いる な ら ば 、 年 齢 の 軍 
が 現れ た 後 で さえ 、 美 を 保つ こと は 可能 で す 。 ま た 、 只 加 する 
心 の 甘 し さ を 座 持 す る こと は 可能 で す 。 常 に 、 よ り 不 健康 で 、 
お し ゃ れ な ドレ ス 姿 一 この 次 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 悪 を 禁 い 過 し 、 
数 千 の 起 し み を 家族 生活 の な か に 生み 出し ます 一 の 思 か な 女性 
より も 、 も っ と 紅 れ た 女性 を 熱望 する 人 の 伴 但 で な けれ ば な り 
ませ ん 。」 


項目 ⑳ 匠 々 は キリ スト 教 の 布教 の た め に 、 中 国 の 藤 足 を 批判 する が 、 
その 何 千 倍 も 片 い フ ァ ッ ショ ナブル な 衣装 が 身体 に 及ぼ す 害 を 謙虚 に 
受け 止め る べき で ある 。 


140 


「 私 た ち は 、 キ リス ト 敬 の 唇 衣 の 中 で 、 中 国人 が 女性 の 足 を 
つま ん で 変形 させ る 不当 な こと を 話し ます 。 私 た ち が 本 当 の 謙 
慮 さ の 粒子 を 持っ て いた な ら 、 何 千 倍 も 悪い 事実 に 直面 し て い 
る 場合 に は 、 私 た ち は 、 決し て 、 そ の よう な こと は 言わ な いで 
し ょ う 。」 
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項目 ⑳ 豆 引 が 女性 の 身体 に 及ぼ す 影 引 

「 租 条 に 結 明 さ れ た 女性 の こと を 理解 する こと は で きま せん 。 
し か し 、 そ の よう な 女性 は 、 田 、 編 組 、 ち ち れ 毛 、 カ ー ル 、 テ 
ッ ト 、 マ ウス 、 析 、 ビ ン な どか ら ど うす れ ば 解放 され る か 、 教 
済 の あり 方 を と て も よく 理解 し て いま す 。 彼 ら は ほとん ど 例 外 
な く 、 頼 の 中 の 痛み を 新 え ます 。 この 痛み は 、 こ れ ら の エク ス 
トラ の 麻 と 、 殻 の 毛 が 紺 や 弾性 体 で 二 ば れ て で 、 圧 紋 さ れ で い 
る こと が 原因 な の で す 。」 


項目 ファ ッ シ ョ ナブ プル な ドレ ス が 子ども に 及ぼ す 影 引 
「 事 実 、 女性 の 重要 な 器官 の すべ て が 、 健康 を 損ない 、 人 生 を 
短く し て いる ステ イ や コル セッ ト に よっ て 、 締 め 付け られ て い 
ます 。 それだけ で な く 、 長 さや その 他 の 点 で は 、 子 ども の 命 は 
恐 る べき 失望 を 産ん で いま す 。」 


項目 ⑫ 坊 体 に 起 う 衣 服 の 3 つの 原 弄 に つい て 。 
①D 完全 な 運動 の 自由 が ある こと 。 

「 身 体 の あら ゆる 部 分 の 動き の 完全 な 自由 は あり ませ ん 。 袖 
の サイ ズ は 、 腕 が 頭 の 上 に 達する こと が で き な い ほど 細い か 、 
また は 補 を 身 に 着け る こと な く あ ら ゆ る 方 向 に 併 達 する か 、 ま 
た は 、 侍 大 な 女性 た ち は 、 肩 より 上 に 腕 を 上 げ て 、 胃 を 整え る 
に は 、 腕 が 下 れ て し まい 、 何 度 も 自分 の 脱 を 休ま せな けれ ば 、 
自分 の 轄 を 整え る こと が で きま せん 。 ウ エス ト の 誰が 圧縮 され 
た 状態 で 、 袖 が 付け られ て いま す 。 腹 も 緊張 し て いる か 、 少 な 
く と も 身体 に ぴっ た り し て いる こと が 、 疲 れ た 腕 の 感覚 の 原因 
の 1 つ な の で す 。』 
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「 ド レス や コル セッ ト の 腰 の びっ た り し た フィ ッ ト は 、 動 き 
の 自由 、 呼 吸 、 消 化 、 血 式 の 同化 特 議 、 お よび 和 養 蓄 の 循 万 を 
凛 げ ま す 。」 


「 ド レス に 完全 な 自由 が ある と き 、 呼 払 に は 、 こ れ ら の 筋 夫 
だ け で な く 、 助 間 お よび 用 筋 の 介 や か な 動き が あり ます 。 し か 
し 、 大 半 の 女性 は 人 間 を 訂 泊 させ で し まい 、 人 間 の シス テム に 
関す る 科学 に は あま り 結 通し て いま せん 。」 


衣服 の 均等 な 配分 が 行わ れる こと 。 
「 完 璧 な 健康 を 享受 する た め に は 、 衣 類 を 身体 に 均等 に 配分 
する 必要 が あり ます 。」 


「 快 通さ の た め に 衣服 を 四肢 と 体 に 均等 に 配分 する 必要 が あわ 
る だ け で な く 、 血 破 符 嘱 の 必要 性 は その よう な も の で あり 、 同 
じ も の に 対す る 需要 が あり ます 。 循 恨 し て いる だ け で な く 、 和 
の ある 種 の 均一 な 暖か さ が な けれ ば な り ま せん 。 血 液 が 流れ る 
に つれ て シス テム の 老 許 物 を 集め る こと が 必要 で す 。 征 行 の 自 
申 と 明か さ が な いた め に 褒 敗 が 起こ る の で す 。 老 廃物 は 血 牙 に 
よっ て 集め られ 、 自 然 が その 目的 の た め に 提供 し た 様々 な 手段 
に よっ て 捨て られ ます -」 


「 体 の 一 館 が 浴 え て いる 場合 、 そ の 部 分 は 、 そ の 過程 で 絶え 
ず 排 除 さ れ で いる 消耗 し た 冬 子 を 無意識 の 沖 で 吹き 飛ば すこ と 
は で きま せん 。 女性 の 足 に は 大 き な フ ー プ が 着用 され て いま す 。 
リュ ウマ チ や 神経 痛 の ケー ス が 多く 見 られ ます 。 四肢 は ほとん 
ど 保 護 さ れ て お ら ず 、 冷 た い 空気 は その 周り を 自由 に 牡 環 し 、 
動 碑 箇 は 四肢 に 達する 前 に 浴 却 さ れ 、 そ し て 、 戻 る 静 肛 家 環 に 
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お いて 、 重 力 の 法則 に 反し て 走っ て 、 阜 紋 の 流れ は 疲れ 果て 、 
荒れ 人 果て る の で す 。」 


「 着 い 女の子 は 、 良 人 服 を 身 に つけ た 徹底 し た 術 生 的 な ドレ ス 
だ け で は 、 さ まさ ざま な 生活 の た め に 女性 の 活力 を 負う こと は で 
きま せん 。 特に 自分 自身 と 彼女 の 子ども た ち に 最大 の 信用 を 与 
える 妊 啓 女 の 高い 義務 研 の も と に 、 ド レス を 適切 に 配分 する ニ 
と に よっ て 、 有 害 な 影響 か ら 自分 自身 や 子ども の 生命 を 招 う こ 
と が で きま す 。」 


⑱ 可能 な 限り 、 胡 朗 の 持ち 運び に カ が 要ら な くす ずる こと 。 
『 フ ァ ッ ショ ン が 指示 する 机 か で 政 悪 な や り 方 で 、 笑 力 を 鞭 え 
る の で は な く 、 ド レス の 目的 は 、 話 力 を 覆う た め の も の で な け 
れ ば な り ま せん 。 そ し て 、 物 に 女性 の 服装 に 関し て これ は 真実 
で ある べき で す 。 人 類 の 母親 に な っ て いる 人 、 ま た は 人 類 の 限 
親 に な る 人 は 、 衣 服 の 最善 の 装い 方 に よっ て 、 教 うこ と が で き 
な けれ ば な り ま せん 。』 


Hit の 第 2 剤 で は . 以上 を 牙 ま えて 、 改 革 衣 装 の 招 案 が 行わ れ て いる 。 
以下 に 、 メ アリ ー・E・ ウ ォ ー カ ーー 博士 の 提案 を 紹介 する 。 


アメ リカ の 改革 服 の 説明 
リネ ン は ハイ ネッ ク と ゆる い ウ エス ト で 作ら れ て お り 、 長 ズボン や 
長袖 に は リス トバ ンド が つい て いま す 。 こ の よう に し て 、 寺 全 な アン 
ダー シャ ツ を 1 枚 の 胡 乳 に 仕立 て ます ず 。 長 ズ ボン は 下 首 の 上 に 折り 重 
ね られ 、 ス トッ キン グ は 長 ズ ボン の 上 で 調 侵さ れ 、 こ の よう に し て 、 
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足許 を 暖か く 傑 ち 、 促 び 縮み する パン ド や その 他 の バン ド を 用 いな い 
で 、 あ る い は 、 大 部 分 が 循 棋 を 妨げ 、 航 脈 頃 を 生じ させ 、 歩 行 に 装 れ 
を 感じ させ る と いっ た 厄介 な また け は 有害 な し つら えな し に 、 ス トッ キ 
ング を 履き ます 。 


ズボン は 男性 の ズポン の よう に 作ら れ て お り 、 ア ンダ ー ス ー ツ の ウ 
エス ト に ボタ ン を 付け た り 、 通 常 の サス ペン ダー で アレ ンジ し た り し 
で いま す 。 ド レス は 、 サ ッ ク コ ー ト の よう な ワン ピー ス 形 式 の 肌着 、 
ウエ スト 、 お よび スカ ー ト か ら 成 っ て いて 、 ゆ っ た り と 隊 に 落ち る よ 
うに 作ら れ て いま す 。 こ の よう に 隙 段 を 降り る 間 に 足 路 み を し た り 、 
雨 の 日 に 汚れ た りす る の を 防ぎ ます 。 一 だ が 、 そ れ は 主 に その よう な 
ドレ ス が 不足 し て いる た め に 、 そ の 状態 を 数 済 する 必要 が ある た め な 
の で す 。 し た が っ て 、 一 般 的 な 服装 で は 3 種類 の 衣類 が 必要 で す 。 


ウー ル 、 カ ント ン フ ラン ネル 、 シ ルク は 通常 の リネ ン の アン ダー ス 
ー ツ と 同じ よう に 作る こと が で きま す (リス トバ ンド は 例外 で す )。 よ 
り 多 く の 服 を 必要 と する シー ズン に は 、 こ れ ら は リネ ン の 上 また は 下 
に 着用 する こと が で きま す 。 胡 服 を 持ち 歩く た め に 活力 を 大 い に 消費 
する こと な く 、 ま た は それ ら を 時 入 する た め の お 金 を 必要 と する こと 
な く 、 必 要 な だ け の 暖か さ を 提 供し て くれ ます 。 


つ 南北 戦争 以前 の 括 中 
彼女 は ロー マ で ささ や か な 医療 行 あ に 携わり な が ら 、『 シ ビュ ラ 』 を 
購読 し 始め た 。 

『 シ ピュ ラ 』 の 作家 と し て の メア リー の デビ ュー は 、1857 年 1 月 1 
日 に 、 シラ キュ ー ス か ら 数 マイ ル 東 に ある カナ スタ ー タ で 行わ れる ド 
レス ・ リ フォ ー ム 大 会 を 條 促す る 手紙 と と も に 登場 し た 。 彼 女 は その 
後 、 シ ラキ ュー ス の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 に 出席 し 、1860 年 春 に 
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ニュ ー ヨ ー ク の ウォ ー タ ー ル ー で 開催 され た NDRA 会 議 に 出席 し て 
執筆 し た 。 そ の 間 に 彼女 は この 組織 の 9 人 の 布 会 長 の 1 人 に 選ば れ た 。 

ファ ッ シ ョ ナブ ル で 人 気 の あ っ た ドレ ス の 習慣 に 反する 行為 は 、 被 
女 の 條 大 な 十字 寅 と し て 維 続 され た 。 條 女 の ハズ ブル ッ ク と の 関係 か 
ら 、 講 六 活 動 と いう 活動 分 野 が 生ま れ 、1858 年 に 新た な 追求 を 開 冶 すず 
る こと が で きた 。 破 女 の 講 競 に は 、 社 会 的 な お 茶会 で 少数 の 好奇 心 が 
強い 、 セ ミ シ ョ ッ ク を 受け た 女性 の 前 で あろ うと 、 質 貸さ れ た ホー ル 
の 沖 継 し た 群衆 を 前 に し た 舞台 で あろ うと 、 診 立 所 で の 冶 療 より は る 
か に 多く の 人 々 が 集まっ た と 言わ れ て いる 。 付 随 的 な 太 と し て 始ま 
つた 議 演 話 動 は 、 そ の 後 、 数 年 間 で 彼女 の 圭 な 転入 参 に な っ た 。 メ ア 
リー・E・ ウ ォ ー カ ー と リディア ・ ハ ズブ プ ルック (Lydia Hasbeouck) の 
友情 の 詳細 は 残っ て いな い が 、 女 性 権利 運動 に 携わっ て いた 他 間 の 聞 
で は 、 生 話 の 中 で 改革 服 を 着用 し 締 け た の は 、 ほ と ん ど 條 女 た ち 二 人 
だ け で あっ た 。 二 人 は 閑 酒 運動 員 で あり 、 世 俗 的 な 医学 へ の キャ リア 
を 捧げ て お り 、1848 年 の セネカ フォ ー ル ズ で の 会 議 で 進め られ た 女性 
の 権利 観 に 触 欧 され た -。 

以上 の よう な 経 引 で 、 メ アリ ー は 服 装 の 改革 に 関す る 注 説 で 彼女 の 
日 頭 で の キャ リア を 開始 し た 。 


メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー 博 主 は 、 ズ ボン を は いて 、 短 い 改 革 服 を 
採用 し た 最初 の 女性 で は な いと 詩 湖 し た り 、 の ち に その 衣 装 を 男性 服 
の 着用 に 置き 換え た り し た 。 條 女 の 人 生 経 験 、 そ し て 彼女 の ドレ ス ・ 
リフ ォ ー ム の 六 験 は 、19 世紀 の 女性 の 座 福 と その 制約 を 摘 い た も の で 
ある 。 彼 女 の ズ ポン の 衣装 に し ば し ば 詩 枯 され た 反応 は 、 あ る 時 点 で 
直面 し て いた ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 の すべ て の 瑞 意 、 麗 怖 、 径 り の 
タイ プ を 示し て いる “90。 
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(3) 南北 戦争 で の 活躍 “ 

メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー 博 士 は 、 彼 女 の 人生 の 中 で 達成 し た 名 声 
の た め に 、 了 歴史 に お いて 著名 な 人 物 と な っ た 。 シ ラキ ュー ス 医 科大 学 
の 医師 と し て 教育 を 受け た ウォ ー カ ー は 、 南 北 戦 争 が 開始 され た 1861 
年 に 外科 医 と し て 隆 軍 に 加わ る こと を 試み た 。 隆 軍 は 女性 を 受け 入れ 
な か っ た の で 、 彼女 の 要求 は 拒否 され 、1862 年 に フィ ー ル ド に 送ら れ 
る まで ワシ ント ン で ポラ ンティア と し て 手 い た 。 彼 女 は 戦争 が 終わ っ 
た 後 も 任務 を 続け た 。 

ドレ ス ・ リ フォ ー ム の た め の 肌 い に お いて 、 ウ ォ ー カ ー 博 士 は 重要 
な 役割 を 果たし た 。 破 女 は 改革 衣服 を 着 た 非常 に 公 的 な 人 物 で あり 、 
時 に は 男性 用 の 表 服 に 改装 し た 。 ウォー カー の 異性 装 に つい て は 、 後 
述 する 。 

1861 年 か ら 1864 年 まで 、 メ アリ ー・ ウ ォ ー カ ー 震 土 か ら 、『 シ ビュ 
ラ 』 に 寄せ られ た 6 通 の 手紙 が 掲載 され た 。 第 一 に 、 彼 女 の 手紙 は ド 
レス ・ リ フォ ー ム の 動機 ヒ 『 ン ピュ ラ 』 を 支持 し 、 第 二 に 、 女 性 の 権 
利 と 雇用 、 女 性 の 戦争 努力 へ の 相 献 で あっ た 。 ウォー カー 博士 は 、 ワ 
シン トン D.C.、 お よび 医師 と し て 陸軍 に 竹 め た 最前 線 か らち これら の 手 
交 を 書い た 。 彼 女 は チャ ー ル ズ ・H・ ミ ラー (Chadcs H Miler) や エ 
レン ・ ル ・ ク レー ル (Ellcn Lc Clere) の よう な 圭 争 の 英 座 に つい て 書 
いた 。 


ウォ ー カ ー 隊 士 の 越 情 は 、 戦 争 に と っ て の 女性 の 重要 性 に 関す る 『 シ 
ピュ ラ 』 の 立場 を 支持 し た 。「 女 性 ょ 戦争 」、「 女 性 兵 主 」、「 女 性 が で き 
る こと 」、「 現 在 の 危機 の 中 で 女性 は 何 を すべ きか 」 な どの タイ トル が 
掲載 され て いる 。 セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク と 秒 女 の 読者 に と っ て は 、 
女性 が 戦争 の 努力 に お いて 重要 な 買 献 者 と バー トナ ー と し て 認め られ 
て で いる こと が 重要 で あっ た 。 女 性 が 直面 し て いる 不平 等 は 、 し ば し ば 
強調 され た 。 特 に 、 女 性 は 家庭 や 性 会 で 不在 の 男性 の 役割 を 果たす 必 
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要 が あっ た が 、 平 等 な 権利 や 同 権 を 付与 され て いな か っ た 。 セイ ヤー・ 
ハズ ブル ッ ク の 職 略 は 、 戦 争 を 女性 の 権利 を 求め る 必要 性 を 説明 する 
機会 と し て 利用 する こと で あっ た 。 


ウォ ー カ ー は 、 内 戦 が 始ま る と 、 軍 隊 の 委託 外科 医 と し て の 地位 を 
要求 し た 。 何 度 も 任務 を 拒否 され た が 、 ウ ォ ー カ ー は 医療 サー ビス を 
ボラ ンティア し 、 住 命 依 下 を 続け た 。1864 年 、 ア メリ カ 政 府 は 彼女 に 
身 約 外科 医 を 指名 し た 。 こ れ は 医療 専門 家 の 等 級 の 最 下位 に 位置 し て 
いた 。 彼女 へ の 命令 は 彼女 を テネシー 州 チャ タ ヌ ー ガ に 送っ た が 、 そ 
の 後 す ぐに 軍 の 医師 が 彼女 へ の 命令 と 地位 を 取り 消し た 。 テ ネ シ ー 州 
で 働い て いる 間 、 ウ ォ ー カ ー は 女性 眼 の 負 掴 を これ まで 以上 に 認識 し 、 
男性 将校 が 着用 する の と 同様 の 軍服 を 着用 し 始め た 。 ゴ ー ル ドス トラ 
イプ の ズボン と フェ ルト の 帽子 と ジャ ケッ ト を 身 に つけ 、 ウ ォ ー カ ー 
は 初め て 男性 服 を 著 た の で あっ た 。 し か し な が ら 。 ウォ ー カ ー は 、 側 
服 を 着 て 、 性 を 協 装 し よう と し た こと は 一 度 も な か っ た 。 

ウォ ー カ ー は 彼女 の 正式 な 任命 の 吾 括 に も か か わら ず 、 第 82 オハ 
イオ 建 隊 と の 区 力 を 続け 、 し ば し ば 貧し い 家族 を 治療 する た め に 南部 
へ の 餌 士 を 濾 っ て 発見 され る こと が あっ た 。1864 年 4 月 、 彼女 は ユニ 
オン ライ ン を 越え た 後 、 央 Z が 彼女 を 捕らえ て バ ア 州 リッ チ モ ン 
ド に 投 膨 し た 。 刑 務 所 に 入れ られ て か ら ォ ヶ月 後 、 南 軍 は 南部 外科 医 
の 囚人 と 彼女 を 交換 し た 。 そ の 年 の 後半 に 、 ウ ォ ー カ ー は 彼女 を 代理 
外科 医 に する 約 を 受け た 。 戦 争 が 終わ る と 、 大 統 令 は 、1866 年 に 、 
メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー 博 王 に 功労 の た め の 議会 夫 京 を 投与 し た 。 
彼女 は 衣 史 上 唯一 の 名 稚 を 与え られ た 女性 で ある 。 し か し 、 1916 年 に 
は Medal of Honor 基準 の 改正 と 兵役 が 区 別 さ れ な いと いう 懸念 か ら 、 
離 会 は メダ ル を 廃止 し た 。 メ ダル は 、 1977 年 に 議会 の 重 令 に より 死後 
に 修復 され た 。 
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(4) 南北 戦争 後 の ド レス ・ リ フォ ー ム 運動 
一 異性 装 の メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー 博 士 

戦争 直後 、 ウ ヴォー カー は いく つか の 問題 に 直面 し て いた 。 和 梓 女 は 自 
分 の プラ イペ ー ト な 診療 の た め に 中 者 を 見 つけ る の が 固 多 で あっ た 。 
彼女 の 元夫 、 ミ ラー は 、 ア イオ ワ の 了 蘭 距 に 簿 議 を 唱え 、 ニ ュー ヨー ク 
州 で 彼女 と の 離婚 判 天 を 下 し た 。 ウォ ー カ ー は 、 寺 争 に 破れ て 病気 に 
苦し ん だ 。1866 年 、 彼女 は リラ ックス し て 体 美 す る た め に ヨー ロッ パ 
に 旅行 し た 。 
カー は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 、 女 性 参 成 必 、 幼 児 殺 し 、 お よ 
する 講義 り た め に 、 導 外 に 留まっ た 。 観客 は 彼女 の 講 開 を 
開く た め に ホー ル を 満た し た 。 批評 家 は 、 人 + が ウォ ー カ ー の 話 を 開 
く の で は な く 、 ウ ォ ー カ ー の 「 人 の 気 を 引く ドレ ス 」 を 喝 に 来 た と 推 
測 し て いる 。 ニ ュー ヨー ク ・ メ ディ カル ・ ジ ャ ー ナ ル は 、 あ る 記事 で 
彼女 の 衣装 を た い へ ん 詳し く 説 明 し た 。 


引 女 の ドレ ス は 暗い 布地 の 長め の チェ ニッ ク で 、 ほ ぼ 膝 丈 で 、 
下 に 広がっ て いて 、 右 の 図 (写真 2) と と て も よく 人 羽 て お り 、 
ある 程度 まで 開い て いる の で 、 我 々 が あえ て 名 前 を つけ よう と 
し な い 内 仙 の 衣 隊 が 情 い て 見 える 。 こ の 衣服 は 、 ウ エス トコ ー 
ト の 目的 を 果たし 、 男 性 の 聞 で いつ も 持ち 歩か れ で いる 腕時計 
と チェ ー ン を 持ち 歩い た 。 ダ ー ク な ズボン (「 バ ンタ レッ ツ 」 と 
呼ん で いる ) と 男性 が 普通 に 民 い て で いる よう な ブー ツ が 、 彼 女 
の 衣装 の 必需 品 を 完成 させ た 。 破 女 は 、 さ ら に 、 暗 い 婁 の 葉 を 
彼女 の 轄 に 飾っ た "。 


彼女 は 彼女 の チュ ニッ ク の 前 に 、 誇 らし げに 名 稔 の 勲章 を 披露 し た 。 
この 特別 議 演 で 群 浅 の 「 騒 々 し い 喘 笑 と 騙 々 し い 笑い 声 」 が 彼女 の 言 
葉 を か き 消 し た 。 ウォー カー は どの よう な 話題 を 扱う 場合 に も 、 常 に 
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女性 の 平等 に と っ て 最大 の 誠 害 の 1 つ 
と 考え て いた ファ ッ シ ョ ン の テー マ を 
提起 し た 。 ウ ォ ー カ ー に 関す る 広報 は 、 
アメ リカ より も イン グラ ンド で 枝 女 を 
有名 に し た 。 

1866 年 の 速 捕 で メア リー・ ウ ォ ー カ 
ー と 彼女 の 改革 衣装 は 、 ア メリ カ で 回 
民 の 公 の 注目 を あび ぴる こと に な っ た 。 
ニュ ー ヨ ー ク タイ ムズ 紙 は 、「 誠 馬 者 た 
ち は 、 マ ン ハ ッ タ ン の 通り を 通っ て ウ 
ォ ー カ ー 有 博士 の あと を 追い 、 彼 女 の 独 
特 の 服装 を 草間 見 よう と し た 」 と 衝 じ 写真 2 南北 争 後 の メ ア 
た 。 リー ・E・ ウォー カー。 

丈夫 官 は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 府 者 
を 包囲 し た 『 生 動 」 を 解散 させ る 代わ り に 、「 無 秩 護 な 行為 と 男性 衣装 
で 現れ る 」 と の 所 状 で ウォ ー カ ー を 尿 捕 し た 。 マ ンス フィ ー ル ド 刊 事 
は 訴 拓 を 尊 陣 し 、 ウ ォ ー カ ー の 保 釈 金 を 300 ドル に 設定 し た 。 彼女 は 
弁護 士 が 資金 を 手 に 入れ で 、 債 券 を 掲示 ずる まで 、 数 時 間 拘 合 さ れ た 。 

この 事件 の 1 週間 前 に 、 も う 一 人 の 熱心 な 役人 が 、 ウ ォ ー カ ー が マ 
ン ハ ッ タ ン の 下 を 歩い て いる 間 に 拘 束 し た 。 し か し 、 駅 舎 の 上 司 は 、 
彼女 に 『 普 情 を 控え て いる 」 と すか さ ず 発表 し た 。 彼 女 の 科 放 時 に 、 
ウォ ー カ ー は 達 捕 し た 役員 に 対し て 苦情 を 言い 疲 し た 。 そ の 後 の 裁判 
と 1 週間 以内 の 2 度目 の 束 捕 は 、 介 道 の 対 象 と な っ た 。 す べ て の 笑 手 
を 提示 し た 後 、 事 件 を 司る アク トン 局長 は 、 束 捕 し た 役人 に 向かっ て 、 

「 彼 女 は 邊 分 の 身 を 守る の に 十分 スマ ー ト で す 。 彼女 を 再び 達 捕 し な 
いで 下さ い 」 と 言っ た 。 警察 志 が 能 葉 を 受け 入れ た 人 後 、 紋 判 所 の 劇 的 
な ドラ マッ が 何 度 も 繰り 広げ られ た 。 

坊 判 を 本 じ 、「 ウ ォ ー カ ー 氏 は 男性 的 な た スタ イル の 衣 須 を 着用 し 、 樹 
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象 を 引っ っ た り 、 平 和 を 邪魔 し た りす る こと で 、 称 官 が 彼女 を 速 抽 
し た 」 と 巡 捕 し た 役人 は 主張 し た 。 こ れ が 事実 で ある と 認め た 者 は 座 
も いな か っ た 。 連 岳 し た 役人 は 公然 の 迷惑 を 犯し た と 主張 し 続け た 。 

議会 が ウォ ー カ ー に 男性 服 を 着用 する こと を 許可 する 法律 を 可決 し 
た と いう 神話 は 、 こ の 頃 か ら ま っ た 。 彼 女 は 男性 の 身体 に 好み の 服 
を 着用 する 許可 を 求め た と いう 考え は 、 ウ ォ ー カ ー 博 士 に 即 り を 抱か 
せ 、 彼 女 は その 出 を 抑え よう と し た 。 神 話 が 残っ で いる に も か か わら 
ず 、 ウ ォ ー カ ー は 、 ズ ボン を 着用 する こと に つい て の 識 会 の 制 を 求 
め た り 、 受 けた り は し な か っ た 。 

3 年 終 、 ウ ォ ー カ ー は 「 半 男性 劇 」 を 着 て 、 シナ ティ の 通り を 
歩い た 。 彼女 の 存在 と 衣装 は 、「 完 全 な ズボン 、 緑 や か な ペスト と アプ 
ソリ ュー トコ ー ト 」 を 着用 し た 地元 住民 アイ ダ プ ライ ス を 尋 大 させ 、 
刺激 し た 。 ウォ ー カ ー 捧 士 が 街 を 歩く こと は 許さ れ て いた が 、 プ ライ 
ス は それ ほど 幸運 で は な か っ た 。 和 警察 記 が プラ イス を 「 連 捕 」 し 、「 男 
性 の 独裁 者 」 に 彼女 が 声 を 掛け た 「 駅 舎 に 連れ で 行っ た 」。 逮捕 し た 役 
人 は 告 許し な か っ た し 、 プ ライ ス は 彼女 が 望ん だ 胡 服 の スタ イル を 追 
求 す る た め に 自由 に 駅 舎 を 去っ た 。 

ウォ ー カ ー は 、 成 功 し た ヨー ロッ パ の 講義 ツア ー を アメ リカ で や ろ 

うと し た 。 し か し 、 彼 女 は 講師 と し て 自分 自身 を サポ ー ト する の に 十 
分 な 太 衆 を 惹き つけ た こと は な か っ た 。 彼 女 は ワシ ント ン DC に 移り 、 
自分 自身 の た め の 戦 争 年 金 を 含む いく つか の 理由 で 議会 に 働き か けた 。 
当時 、 彼 女 は 女性 参 攻 権 運動 に 同調 し て いた が 、 憲 味 は 、 す で に 女性 
に 負 味 権 を 保証 し て いる と すぐ に 確信 し た 。 彼 女 は 投票 権 が 必要 な すず 
べ て の 女性 は 、 ま と まっ て 投票 に 更 れ た と 圭 幼 し た 。 前 束 の よ うに 彼 
女 の 収入 を 補完 し 、 女 性 と 服装 に 関す る 彼女 の 意見 を 公 に すず る た め 、 
ウォ ー カ ー は 2 冊 の 本 を 出版 し た 。18571 年 に “HIC、1875 年 に 

"Unmasked: or the Scicnce of Immorliy" を 出版 し た 。 医 療 行き が 庶 少 
する に つれ て で 、 講 義 の 機会 た 條 女 の 生活 の 竹 の 獲 得手 段 が 減っ た 。 


写真 3 


ます 
Poynter) は 
時 笑 1 いう 。 報 道 に よ 
神道 岬 は 、 他 | 
カー を 扱 ウォ ー カ 
期 持 通り の や ! 


機 年 の 異性 付 の メア リ 
E・ ウォー カー 


ウォ ー カ ー 氏 は 18350 代 後 
1860 年 代 初め に 、 全米 の ダイ ム 美 
術 館 で 舞 有 有 に 出演 する こと に 合 重 

は 眼 を 着 た 女 

この チ た 


れ て より 「 男 性 的 」| 


(写真 3)。 彼女 は 


め 、 男 性 の ズ 


1870 年 代 


の 極端 な 反応 を 刺激 する こと が よく あっ た 。 ウォー カー が ズボン だ け 
で な く 、 男 性 スー ツ 全 体 を 着用 し 始め る より も 前 で さえ 、 人 彼女 に 向け 
られ た 批判 は 特に 毒性 が 高かっ た 。 マ スコ ミ は 公然 と 引 女 を 軽視 し 、 
通り で 彼女 に 顔 を 合わ せ た と き に 、 ス トリ ー ト ポ ボーイ は 彼女 に 戯言 を 
言っ て 、 そ その か し た と いう 。 ウォー カー は 、 女 性 の 秩 利 指導 者 や 後 
の 権利 捧 護 者 な ど 、 彼 女 が 接 艇 し た ほとん どの 人 を 音 立た させ た よう 
だ 。 

性 別 の 視覚 的 マー カー と し て の 衣服 は 、 そ の 妥当 性 を 失い 始め た 。 
ウォ ー カ ー 捕 主 に 対す る 様々 な 反応 は 、 ズ ボン に ショ ー ト ・ ド レス を 
合わ せ た 衣 装 へ の 強い 反応 に 対す る いく つか の 理由 を 示 雄 し て いる 。 
第 一 の 理由 は 、 バ パン ツ は 男性 に 蜂 し 、 男 性 の 衣服 を 着 た 女性 は 女性 ち 
し さ を 召 定 し 、 男 性 は それ を 信じ て いる 人 々 に 天 怖 を 抱い た と いう 、 
長い 間 漫 造 し た 信念 に あっ た 。 強 い 反応 の も う 一 つの 理由 は 、 短 い ド 
レス を 着 た 女性 (少な く と も 最初 に 着 て いる 女性 ) と 間 連 し た グル ー 
プ と 関係 が あっ た 。 こ れ ら の 組織 は 、 一 般 に 、 一 般 の 人 々 が 承認 また 
は 拒否 し た 社会 に お ける 根本 的 な 変化 を 主張 し た 。 最 後に 、 ほ と ん ど 
の 人 が 短い 衣装 の 登場 が 直 力 に 欠け て いた こと に 同意 し 、 い た ずら の 
た め の 簡単 な ター ゲッ ト に 


(5) まとめ 

メア リー・ ウ ヴォー カー は 生い立ち か ら 見 て 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 衣 
装 に は あま り 緑 が な い キ ャ リア ー を 歩ん で きた 女医 に 見 受け られ る 。 
農家 に 育ち 、 オ ナイ ダ 共 同体 の 改 基 衣服 を 目の当たり に し て いた 母 衝 
の 影響 を 強く 受け て いた 。19 歳 か ら リ フォ ー ム ・ ド レス を 提唱 し 冶 め 、 
父親 の 影 用 で 、 医 学 書 に 親しみ 、 女 医 と し て の 道 を 歩む こと に な る 。 
そし て 、 南 北 戦争 期 に は 戦 燈 で 契約 外科 医 と し て 活躍 し 、 議 会 勲章 を 
授かっ た 。 少 な く と も 現代 人 の 立場 か ら 見 て 、 農 業 労 働 に お いて も 、 
職場 で の 外科 医 と し て の 労働 に お いて も 、 き つい 紺 縮め の ファ ッ シ ョ 
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ナブ プル な 衣装 は 非 機能 的 で あっ た で あろ う 。 一旦 、 機 能 釣 で 実用 的 な 
ズボン と 短い ドレ ス と プー ツ と いう 衣服 を 身 に 着け て し まえ ば 、 性 別 
と は 無関係 に 、 男 性 的 な 衣服 を 着 て 労働 する の が 当 燃 の こと に な っ て 
し まっ た の で は な い だ ろ うか 。 彼女 は 医師 と し て 、"Him の 第 2 牽 に 書 
いた よう に 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 衣装 が 女性 の 健康 に 及ぼ すず 悪 影 用 は 
十 二 分 に 知り 尽く し て いた 。 ア リ ソ ン ・ ゲ イン ズ も 述べ て いる よう に 、 
破 女 の 幼年 時 代 か ら 父親 の 信念 で 育っ た 時 か ら 、 彼 女 が ビ く な っ た 日 
まで 、 健 康 は ファ ッ シ ョ ン や ルッ クス より も 彼女 に と っ で より 重要 で 
あっ た 。 だ か ら こ そ 、 街 を 歩い て 、 男 の 子 た ち に 寺 倒 ・ 喘 笑 さ れる の 
は 、 彼 女 に と っ て は 何ら 気 に 食 め る 間 題 で は な か っ た の で は な か ろう 
か 。 し か し 、 一 般 の 人 々 に と っ て は 、 ウ ォ ー カ ー の この よう な 意 震 や 
思想 に は と て も つい て 行け な か っ た の で あろ う 。 


3 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 (第 一 期 、 第 二 期 ) の 
衰退 の 要因 


(1) 全国 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 終 六 “ 

明らか に 、 全 国 ド レス ・ リ フォ ー ム 協会 は 1866 年 に 会 合 し な か っ た 。 
執行 委員 会 が その 決定 を 下 し た の か 、 あ る い は 大 会 の 関心 が 単に 失わ 
れ た の か は 不明 の まま で ある 。 協 会 の 最後 に 記録 され た 会 議 は 、1863 
年 6 月 21 日 に ニュ ー ョ ー ク 州 ロ チェ スタ ー で 開催 され た 。 現 地 の 新聞 
に よる と 、 ア メリ カ の 衣装 を 身 に 着け た 800 人 近く の 女性 と 男性 が 大 
会 に 加 し た と の こと で ある 。 リディア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルック 博 
土 会 長 は 、 こ の 集会 に 秩 庁 を 保つ よう に 呼び か けた 。 会 議 は 、 さ ま ざ 
まな 委員 会 が 設置 され た プロ グラ ム に 沿っ て 進め られ た 。 指 名 委員 会 
は 、 納 の 会 長 と し て 、 メ アリ ー・ ウ ォ ー カ ー 博 士 を 提 案 し た 。 議 事 婦 
で 日 程 を 確認 し た 後 、 会 長 は 集会 参加 し た いと 思っ て いる 人 の た め 
に 場所 を 空け た 。 ホ 褒 辺 師 の ジェ ー ム ズ で . ジ ャ クソ ン 博 士 は 、 短い ド 
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レス に 関す る 「 説 符 カ の ある 」 准 説 を する 機会 を 利用 し た 。 彼 の 玩 言 
の 終わ り に 、 ビ ジネス 委員 会 は 、 協 会 の 検討 の た め に 提示 され た 28 
の 決議 の うち 』8 を 読ん だ 。 こ うし て 肌 型 的 な NDRA 大 会 の 叉 を 終え 
た 。 

午後 の セッ ショ ン で は 、 午 前 の 会 議 で 紹介 され た 決 護 案 に つい て の 
滋 論 が 無事 に 始ま っ た 。 し か し 、 若 い 男性 の グル ー プ は セッ ショ ン 中 
に 失礼 な 発言 と 騒音 を 発し 、 ジ ャ クソ ン 博 主 を 怒ら せ 、 ジ ャ クソ ン 捕 
士 は 彼ら を 巡 捕 させ る と 公 迫 し た 。 胃 ら か に 梓 の 脊 迫 は 間違っ た 行 装 
者 と 又 動 を 怖がら せ た 。 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズ プ ルッ ク は 、 掲 案 
され た 決議 に つい て 意見 を 求め た 。 ジャ クソ ン 了 博士 は 再び ポ ボランティ 
ア を し て 話し た 。 リ ディ ア ・ セ モイ ヤー・ ハ ズブ ルッ ク は 、 む し ろ 当 束 
し て 、 ジ ャ クソ ン が 会 議 を 独占 する 外陰 性 が あり 、 他 の 人 に 蘭 の 中 
で より 征 極 的 な 役割 を 果たす よう 呼び か け で いる こと を 示唆 し た 。 リ 
ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク は 、 ジ ャ クソ ン の 完全 綻 制 下 で の 会 
合 を 党 ん で いな いこ と を 明らか に し た 。 ハ ズブ ルッ ク と デ ャ クソ ン 
の 間 の 緊張 は 、 や じ し を と ば す 者 の 存在 に よっ て 作ら れ た すでに 臣 張 し 
た 人 券 囲 気 を 悪化 させ た 。 若 いい た ず ち グル ー プ は 、 こ の よう な 連中 に 
尽 が せる 目的 の た め に 会 識 に 田 席 し 、 年 後 の 最 後 の 2 人 の 講演 者 を 上 
繁 に 中 断 し た よう だ 。 
コン ペン ショ ン は 最終 モッ ショ ン の た め に 夕方 に 再び 集まり 、 
ジェ ー ム ス C. ジ ャ クソ ツン 博 士 に よる 別 の 聞 説 を 聞い た 。 ジャ クソ ン の 
発言 の 試み は 、 常 に 観客 の 欧 声 で 中 断 さ れ た 。 兄 人 た ち で ある いく 人 
か の 着い 男性 は 引 っ て 包 ぎ 立て た 。 ジ ャ クソ ン は 続行 を 拒否 し 、 況 乱 
と 未 解決 の 事業 の 中 で 会 識 が 延期 され た 。 そ れ に よっ て 、 最 後 の 正式 
な 集まり と 全国 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 終わ り の 始ま り を 記録 する 
こと に な っ た 。 

186$ 年 の ミー ティ ング で ジャ クソ ン に は 批判 的 どっ た が 、 女 性 は ジ 
ャ クソ ン 晴 士 が NDRA の た め に 行っ た すべ て の 仕事 と その 手紙 に 書 
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か れ た ドレ ス ・ リ フォ ー ム に つい て 深 替 し た 。 し か し 、 ジ ャ クツ ソン の 
行動 は 、 女 性 に 関係 する 組織 内 の 男性 の 存在 に 固有 の 間 題 が ある こと 
を 彼ら に 認 語 さ せ た 。18 人 の 女性 は 、 ジ ャ クソ ン が 改革 展 を 閉 用 し て 
おら ず 、 潮 在 的 に 涼し い 状況 に 対処 する 方 法 を 理解 し て いな いと 述べ 
た 。 ま た 、 彼 は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 支持 者 と 良好 な 関係 を 構築 す 
る 必要 性 を 完全 に 理解 し て いな か っ た の で ある 。 こ れ ら の 女性 の 
NDRA メン バー は 、 男 性 が 女性 に 同情 を ホ す こと が で きる 一 方 で 、 男 
性 は 、 彼 ら の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 経験 に 共感 で き な いと 結論 づけ た 。 
ジャ クツ ン 皇 主 と リディア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルック 博士 と の 間 の 争 
い は 、 こ の よう な 事件 の 最初 で は な か っ た の で ある 。 こ れ ら の 2 人 の 

「 強 心 」 の 個人 は 、 多 く の 点 で NDRA を まとめ て 開催 し 、 彼ら の 間 に 
刈 が あり 、 協 会 全員 に 反発 を 感じ させ た 、 ハ ズブ ルッ ク は 女性 の 権 
利 間 題 を 支持 し 、 協 会 は ます ます この 彫 笑 を し た 。 ジ ャ クソ ン は 女 
性 の 権利 を 支持 し た 。 引 は 、 NDRA が 健康 上 の 吾 念 を 強調 する の を 好 
ん だ 。186$ 年 に は 、 協 会 の 目的 は 、 進 去 の よう に は っ きり と 定義 され 
て お ら ず 、 潜 在 的 な メン バー が その 動 職 を 取り 上 げ る の を 混乱 させ 、 
堪 っ た の で ある 。 

開 争 と 喧嘩 が 他 の 間 題 と と も に NDRA の 終 記 に つなが っ た 。 最後 の 
いく つか の 慣行 で 多く の 観衆 が 惹き つけ られ た が 、 改 基 展 を 着 た 女性 
の 数 は 、 改 革 の 一 般 的 な 利益 と と も に 落ち て いた よう だ 。 南北 戦争 の 
後 、 国 は 調 侍 と 新 大 統 負 の 入 準 に 忙し か っ た 。 こ の よう な 状況 の も と 、 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム は これ まで の よう に 多く の 人 々 に と っ て 重要 な 間 
還 で は な く な っ た 。 さ ら に 、1864 年 、『 シ ビュ ラ 』 は 自 約 の 可 失 と 生 
産 コ スト の 上 昇 に より 発刊 を 辞め た の で ある 。 さ ら に 、 リ ディ ア ・ モ 
イヤ ー・ ハ ズ プ ルッ ク は 疲労 に 個 ま され 、 い くつ か の 改 基 に 関与 し 、 

『 シ ピュ ラ 」 の 責任 を 引き 継ぐ こと は で き な か っ た 。 ジャ ー ナ ル は 、 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム や 全国 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 了 協会 の 情報 を 会 員 や 非 
会 員 に 伝え る 上 で 重要 だ っ た 。 確 水 性 の デ ャ ー ナ ル は 、『 シ ピュ ラ 』 を 
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特徴 づけ る ドレ ス ・ リ フォ ー ム に 、 ほ ぼ 心 を 一 つ に し て 獣 身 する ほど 
の も の を 持ち 合わ せ て いな か っ た 。 『 シ ピュ ラ 』 が な いた め に 、 ハ スプ 
ルッ ク と ジャ クソ ン の 間 の 緊張 が 深まり 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の 問 必 
が 低下 し 、 全 国 ド レス ・ リ フォ ー ム 協会 は 裏 退 し た 。 


(2) 安息 日 務 臣 派 信者 た ち は 改 革 服 を あき ら め る 

1865 年 、 安息 日 再 臣 派 信者 の エレ ン ・G・ ホ ワイ ト (Ellee GL Wh , 
1827-1913) (デメ リカ 合衆国 の モ プ ンス デー・ ア ド ペ ンチ スト (Sevenh 
Day Advcntit、 頭 文字 を と っ て 、ADA と 医 記 する ) 教会 の 創立 に お い 
て 指導 者 と し て 話 躍 し 、「 疾 言 者 」 と 呼ば れ て いた 人 物 ] は 慎重 に 改 逢 
服 を 試し た 。 お よそ 10 年 後 、 衣装 は 安息 日 再 匠 信者 の 教義 か ら 湊 を 
消し た 。 ホ ワイ ト は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム へ の 最初 の 取り 組み に は 崎 
嗜 し て いた 。 彼女 は 快適 な 気分 に な っ た と よき に 短い 服 を 着 て 、 SDA の 
姉妹 に 同じ こと を 頓 ん だ 。 こ の 衣装 は 、 圭 性 へ の 道 を 行く 安息 日 再 防 
派 信者 の 女性 の た め の 必須 の ステ ッ プ に は な ら な か っ た が 、 健 康 的 な 
生活 の た め の エ レン ・G・ ホ ワイ ト の 計画 の 一 部 と し て 開 葬 され た 。 
し か し 、 こ の ドレ ス は 、 安 息 旧 再 夏 派 信者 の 間 で 決し て 人 気 は な か っ 
た の で ある 。 

ホワ イト ・ シ スタ ー・ ホ ワイ ト は 、 攻 入 後 すぐ に 改革 服 の 話 を 止め 、 
服装 を 着用 し な く な っ た 。10 年 以内 に 、 大 浮 分 の 安 忠 日 再 共 派 信者 の 
女性 た ち は 改 基 服 を 身 に 着け な く な っ た の で ある 。1877 年 、 エ レン ・ 
G・ ホ ワイ ト は 適切 な 安息 日 再 隊 箇 信者 の 礼拝 服 を 再 解 羽 し 、 キ リス 
ト 教 徒 の 女性 が 単に 神 に 喜ん で も ら え る 有限 を 者 せる よう に 稚 め た 。 安 
忠 日 再 臣 派 信者 の 壮 目 を 集め て いた ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 話題 は 、 数 
年 の 間 に 消え 去っ た 。 し か し 、 ド レス ・ リ フォ ー ム の テー マ は 、 安 中 
日 再臨 派 信者 の 遺産 か ち 充 全 に 裕 を 消し た わけ で は な い 。 

ホワ イト は 、19 世紀 半ば の ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ ス の 「 賢 明 な 」 
も の と 見 な され 、「 好 まし く な い 特 徴 」 が 見 られ な い 人 世紀 末 の ファ ッ シ 
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ョ ン を 評価 する こと で 結論 づけ た 。 徐 女 は また 、 安 中 日 再 胡 泊 信 者 の 
散 は 、 SDA の 信奉 者 が "転向 * し 、 "服装 に 関す る 論争 "に 関 生 し て いる 
こと を 望ん で いる と 鈴 Z 測 し た 。 ホワ イト は 、 SDA の 女性 が 現在 着用 し 
て で いる 衣服 の スタ イル を 承認 し 、「 礼 剛 正 し く 着 」 続け る こと を 奨励 し 
し 


(83) ラス トシ ョ ー ト ・ ド レス 

1870 年 代 、 オ ナイ ダコ ミュ ニテ ィ は 方 向 性 の 悲惨 な 変化 で ある こと 
が 判 朋 し た 。 ジ ョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ は 、 宗 教 上 の 有 題 を 無 捉 し 
て 世俗 的 な 聞 題 に ちっ と 焦点 を 当て 始め た の で ある 。 ノ イズ は 1879 
年 に オナ イダ を 人 近 れる こと を 強い られ 、 法 廷 で 強 礎 罪 で 速 捕 され た 。 
それ 以降 は 達 方 か ら の ガイ ダン ス し か 提供 で き な か っ た 。 結 局 、 不 回 
意 な 派閥 は エー トビ ア 実 験 を 解散 し 、 合 資 会 社 を 設立 する こと に 其 め 
た の で ある 。 会 社員 と し て 働く こと を 記 ん で いた メン バー に 雇用 を 神 
人 慌 し 、 すべ で の メン バー に 配分 され た 株 式 に 対す る 定期 的 な 配当 を 支 
払っ た 。1881 年 1 月 1 日 、 オ ナイ ダコ ミュ ニテ は オナ イダ コミ ュ ニ テ 
ィ 有 限 会 社 に 変更 され た 。1879 年 8 月 、 ジ ョ ン ・ ハ ン フ リー・ ノ イズ 
は カナ ダ の 新しい 家 か らち オナ イダ の 生活 様式 の 最初 の 大 き な 変化 の 1 
つ で ある 複 奴 な 結婚 の 習慣 を 放棄 すす る こと を 補 め る 。 ま も な く 、 ノ イ 
ズ の 勧告 を 受け た 後 、 コ ミュ ニテ ィ 内 で いく つか の 一 等 世 半 の 結 書 が 
行わ れ た 。 

188I 年 まで に 、 以 前 の オナ イダ の 完 壁 主義 共同 体 の 般 地 に は 、 ほ と 
ん どの 短い ドレ ス は 見 られ な く な っ た 。 か つて 雲 的 救済 の 手段 と し て 
知名 され 、 視 覧 の アデ ェ ンダ ー の 六 異 を 破壊 す る 手段 と し て 賞 載 さ れ た 
衣装 は 、 女 性 や 男性 か ら の 大 き な 抵 杭 な く 、 オ ナイ ダコ ミュ ニテ ィ か 
ら 変 を 消し た の で ある 。 


157 


1 
(1) 


(2) 


(3) 


(4) 


(5) 
(6) 
(?) 
(8) 
(9) 
KO) 


(! り ) 
158 


Alison Caincsx. Mary Edwards Walkcr, 77c On か coole 4fcdo/ o/ 
oor Repienr. Cavendish Sdhare、Pubhishing、 LLC New York。 
2018.p.S5. 

Joan Scvca. yesse 7or 7Ae otogyrgper Orditory-4meyicowt| 

gng fsios。 7840-7900. Kent Statc Univcrsity Press 199.p.239. 

・Kathicen M.Torens. AHl Dressed Up with No Place to Go 
Rhctorical Dimcnsions of tlc Ninctccnth Ccntury Dress Rcform 
Novcmcnt。 / が wwors Sgfies 7m Comugicofion うう. 1997. 

・Kathlcen MI Torrcns. es Refor AMeoric 7e Si の 
7956-7864. UML 1997. 

・7je Sp の 所 実 料 を 入手 で き な い た め 、Kathlccn M_Tormens の 
前 者 の 論文 に 掲載 され て いる 7je 5 か ら の 引用 か ら 紹 介 ・ 
考 府 し た 。 な お 、 以 下 の ホ ー ム ペー ジ に 7 Si の 記事 が 
ペー ジ 分 (Thc Sibyl Vol 1 No. 17. 1837-03-0!) 掲載 され て いる 。 
本 書 で は この ホー ムペ ー ジ 掲載 分 は 引用 し て いな い 。 
hps:/wwwhrvorgcdnyrcficollectiomhswd43 

Kathiesn ML Torrens. AlL Dresscd Up with No Placs to Go: Rhctonical 

Dimensioms of tle Ninctccnth Ccntumy Drss Rcfonm Movemcnl。 

fowiemi Sdies r Comsmwicgfior 3 の 2. 1997jp.191 

72e SM 1836.p26 quotcd in Kathiccn M. Torrens. id. p.193.。 

7c Si か 18S7.p.107 quoted in 必 。p-193 

7e Si か ur 136.quoted m め 7. P193. 

74c が pp.73-74.quoted im め 7, pr193. 

7Ae Sr 1837.pp.121-122. quoted in ig pr195 

Gaylc Veronica Fischcr. 記 o 放 egys ke ft の yess Reoyi pg 
7ower 0e 16 た Minefee に Century Uaied Srorey。 UMI 199S か. 


Kathlccn M. Tomcns。 op.cir. DP-198-199. 


(2 


(3) 
(9 


(15) 
(1e) 
(1 の 


(8 
(l ゅ 


(30) 
(⑬) 
(23) 


(3) 
(33) 
(35) 


(36) 


(3⑰ 
(38) 


(39 
(30 


第 一 癌 第 % 間 ドレス リフォーム 還 の 科大 か ら 門 須 ご 


Gayle Veronica Fischer.Clothes makc the woman: Thc Natianal 


Drcss Rcform Association。 1836-1865. Unpubiishcd Mastcr Thcsis 


Sarah Lawrence Collcge.p う 3. 

4 

7e Sb July 15. 18S6.p-4。quoted in Kathicen M-Toncns. 
pr.p200. 

7e Sb Jul y 1.185S8、p395.guoted jp 和 め 計 、p203. 

7 S ゆ August 1861、p.973.quoted im Di7. p202. 


7e お が. quotcd im A_ RussoC. Kramarac、 77ic Rdico/ 用 men exr 


7e 7S30s. New Yok. Koutlcec. 1991.p.5 

Gasylc Veronics Fischcr gp cir。 P.387- 

Dals Walker Afoy Ep lolken 4Doue mg geuow 

mm2527. 

Alson Gaimcs、 pcdf。 PP 30. 

67. p34. 

Nsry Edwands Walker. 7 が Esegys on oegs Rg 友 、1871、 

Chapter Drssiclorm.Kindle Edition_ 

DalcL. Walkcr.Nlsry won Je/Ke: Byomd P67 

Gayic Veronica Fischer op dr、Dp.281283. 

Kathiecn NL Torcns Drcss Rcform Rhctonic in Thc Sibyl 
IsS6-IN64.UML 1997.pp.14K-152. 

7c Si March、 1863.p.1123.quotcd in Kathlecn M. Torrvns、 
dp.149. 

Gaylc Veronica Fschcr. oi .。 pp 281-288. 

New York Mcdical Joumal quoted in Gayic Veronica Fischer. 
7、p286. 

Gaylc Veronica Fischer 

7 あの 、pp 38K-390. 


(31) 7 の id 、pp390-391 


図 ・ 写 真 の 所 蔵 先 ・ 典 犯 

図 ! 

htps:iwww.hrvh orgcdm'composndobjccticollecsonhswid7OrecS 
写真 1 JoanScvera.gp.cir.p.239. 

写真 2 Alion Gaines. gp cir.p.S5。 

写真 3 が Jp.108. 


第 5 章 


新しい ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 波 (第 三 期 ) と 
ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 意義 


1 新しい ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 波 


(1 ) 1879 年 以前 の 変わ ち ド レス ・ リ フォ ー ム 

女性 の オナ イダ 完 足 主 義 者 が 短い ドレ ス を 着る 前 に 、 す で に ドレ 
ス ・ リ フォ ー ム の 変化 が 起こ っ て いた 。 短い ドレ ス は 農村 池 や 小 都市 
や 町 で 最大 の 追随 を 得 て いた が 、1370 年 代 か ら IN8O 年 に か け て 、 ド 
レス ・ リ フォ ー ム の 中 心 は 大 者 。 さら に 、 当 時 、 ボ ポス トン 
の ニュ ー イ ング ラン ド ・ ウ ー マ ン ズ ・ ク ラブ (IS6& 年 ) や ニュ ー ョ ー 
ク の ソロ シス (1868 年 3 月 末 に 設立 され た 。 ア メリ カ で 初め て の 女性 
専門 クラ ブ ) な ど 、 い くつ か の 女性 クラ ブ が 短い 改革 ドレ ス で は な く 、 
それ と は 異な る ドレ ス ・ リ フォ ー ム に 関心 を 示し て いた 。 

いく 人 か の 歴史 家 は 、 女 性 の ファ ッ シ ョ ナブ ル な ドレ ス を 再 設計 し 
よう と する の で は な く 、 論 争 の 的 に な る 外 衣 を 入 し よう と する 代わ 
り に 、 移 や か な 「 第 ニア メリ カ の 流 」 の 始ま り と し て 、 下 着 改革 を 強 
調 し た 

この 下着 改革 の 代表 的 な 事例 を 以下 に 挙げ る 。 
事例 ニュ ー・ イ ング ラン ド ・ ウ ィ メ ンズ ・ ク ラブ の 取り 組み り 

アメ リカ の 女性 は 、 全 米 の 店 舗 と 通販 で 、 健 康 で 快適 な 下着 
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を 用 意 し て いた 。 この 再編 成 の 成功 は 、 ア メリ カ 人 女性 の 政治 
的 意 藤 と 能力 の 増大 に 大 きく 起因 し て いた 。 政 浴 話 動 家 は 節 崩 、 
参政 権 、 道 太 的 純 栓 さ を 強 苗 し 、 ド レス 改革 を 熱心 に 受け 入れ 
た 。 予防 医 学 へ の 特別 な 献身 で 有名 な 女性 医師 た ち は 、 運 動 の 
頭 強 な 支持 者 に な っ た 。 女 性 の 大 学 や 新 ク ラブ の 女性 た らち も 、 
文学 釣 、 教 育 的 、 壮 会 的 機能 を 多数 備え て 組織 され て いた 。 こ 
れ ら の フェ ミニ スト 団体 の 中 で 般 も 早く 、 最 も 強い の は 、1868 
年 に ポス トン で 創立 され た ニュ ー・ イ ング ラン ド ・ ウ ィ メ ンズ ・ 
クラ ブ (New Enghnd Womcns Club) で あり 、"The Batls Hymm 
df the Republic" の 著者 で ある ジュ リア ・ ウ オー ド ・ ハ ウ (ula 
Wad Howc) に よっ て 20 年 以上 に わた っ て 支配 され て いた 。 ク 
ラプ は アッ パ ・ ル イー ザ ・ グ ー ル ド ・ ウ ー ル ソン (Abba Louiss 
Goold Woolson) 議長 の 下 で 服装 改革 委員 会 を 設立 し た 。1874 
年 、 委 員 会 は 男性 が 除外 され た 展覧 会 を 後援 し 、 す べ て の 女性 
が 航 迎 され た 。 その後 、 特定 の 改革 下着 に つい て 、「 ド レス 改 入 
委員 会 」(1875 年 5 月 25 日 特許 取得) と いう 認可 印 を 設定 し 、 
全国 各地 に 配布 され た 

こと も 確認 し た 。 有 装 Whe Bmanoipation Vaioa 
改革 委員 会 の 承認 を 受 UNDER-FLANNEL. 

サ た 「 衛 生 的 な 」 衣 肛 
の 中 の 地 初 の も の は 、 
「 テ ニオ ン ・ ア ンダ 
ー・ フ ラン ネル 」( 較 9 
で あっ た 。 1868 年 に 特 
許 を 取得 し た この 敵 品 
は 、 首 か ら 腕 まで 身体 
を 本 い 、 白 い カシ ミヤ 
と メサ リノ 製 の 足首 まで 


ee 
罰 1 ユニ オン ・ ア ンダ ー・ フ ラ 
ン ネ ル 


第 一 部 第 る 間 新しい ドレ ネ ・ り プ ォ ー ム の 訟 ( 簿 三 基 ) と 
ドレ スネ ・ り プ ォ ー ム 層 凍 の 意 半 
伸び た 下着 で 、 一 年 中 履く こと を 意図 し て いた 。 こ の 衣料 品 の 
改良 版 、 コ ン ビ ネー ショ ン ・ ユ ニオ ンス ー ツ 、 ス カー ト サ ポ ー 
ト ・ コ ルセット 、 お よび コル セッ トカ バー は すべ て 、1875 年 に 
スー ザン ・ テ イラ ー・ コ ン バ ー ス に よっ て 発明 され た 。 


事例 の ニュ ー・ ヨ ー ク ・ ソ ロ シ ス の 創設 メン バー に よる 取り 組み 

テレ ン ・ デ モレ スト (Ellcn Dcmorcs) と ジェ ー ン ・C Jane で 
"Jennis June") は ニュ ー ョ ヨー ク 市 の 女性 クラ ブ で ある ソロ シ 
ス の 創設 メン バー で あり 、 両 人 と も 幅広 い フ ェ ミ ニス ト 団 体 で 
笑 忠 し て いた 。 彼ら は 、 マ グ ム ・ デ モレ スト の ファ ッ シ ョ ン ・ 
ハウ ス や 、 デモ ー ル ・ エ スタ ー の 「 マ ンス リー・ マ ガ ジ ン 」( ジ 
ェ ニ ー・ ジ ュ ニ ア 編 集 ) を 通じ て 、「 美 し さ を 保 つた め に は 、 
健康 の 保全 が 最 優 先 事項 で ある 」 と 主張 し た 。 医療 上 の 理由 
か ら 、 コ ルセット は 女 必 に と っ て 、 因 六 時 中 「 絶 対 に 必須 な 」 
下着 で あっ た 。 驚く こと で は な い が 、 最 も 優れ た も の は マダ 
スム ・ デ モレ スト の 考案 し た コル セ モット で あっ た 。 デモ レス ト の 
「 健 康 コル セッ ト 』、「 完 全 に 科学 的 な 原則 の も と に 構築 され た 」 
コル セッ ト 、 女性 の 選 掛 け 、 ス カー ト 、 ス トッ キン グ ・ サ スペ 
ンダ ー の コレ クシ ョ ン に 対し て 、100 賠 年 の 審査 貞 に よっ て 表 
更 さ れ た - 


事例 名 メア リー・E・ テ ィ ロ ッ ト ソ ン (Mary E_Tillotson) [ 元 NDRA 
会 員 ) の 取り 組み 

1870 年 代 初頭 に 「 科 学 衣装 」 を 宮 伝 する た め に アメ リカ 自由 

ドレ スリ ー グ (Amcrican Frcc Drcss Lcagc) を 細 織 し た が 、 織 

は わずか 3 年 間 し か 続か ず 、 内 部 の 不 和 に 悩ま され て いた 9。 


事例 や ジャ ー ナ リス ト の マサ エッ タ ・ ス トウ (Manicta Stow) の 取 
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9 組み の 

「 機 能 約 な スカ ー ト 時 代 の 睦 の 長 さ 」 を 備え た 「 ト リプ ル S」 
コス チュ ー ム の 着用 を 胡 功 する た め 、 全 米 社 会 科学 姉妹 都市 を 
設立 し た 。 


事例 エリザベス ・ ス チュ アー ト ・ フ ェ ル プス (Elizabeth Stuart 
Phelps) の 取り 組み 時 

引 女 は 1873 年 に ニュ ー イ ング ラン ド ・ ウ ィ メ ンズ ・ ク ラブ に 

対戦 し 、 女 性 の 健康 エド レス の 関係 に つい て 語っ た 。 披 女 は 健 

眠 に つい て の 科学 的 か つ 合理 的 な 考え 方 に 基づい て 議 甘 を 試み 

た が 、 水 治 稼 や 他 の 健康 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 派 の 文献 で 既に 表 

現さ れ て いる アイ デア を 線 り 返し た 。 1870 年 代 に 右 場 し た ドレ 

ス ・ サ フォ ー ム は 、 商業 的 成功 を 収め 、 多 く の 女 性 が 合理 的 な 

下着 を 着用 し て いた (だ が 、 健 康 コ ルセット を 縛り 付け た 女性 

が いる た め 、 健 康 上 の 利益 を 否定 し て いる と いう 噂 が あっ た )。 


(2) 新しい ドレ ス ・ リ フォ ー ム (1879-1920 年 ) 

第 』 牽 か ら 第 4 齋 に お いて 検 十 し て きた 19 世紀 アメ リカ の ドレ ス ・ 
サリ フォー ム 運 動 は 、 果 た し て 失敗 に 終わ っ た と 言え る の で あろ うか 。 
ロバ パー ト ・E・ リ ー ゲ ル (Robcr EE. Ricgcl) は 、1890 年 代 後 半 に ドレ 
ス ・ サ リフォーム が 「 其 馬 」 し た と 断言 し て いる の 。 だ が 、 多 く の 文 内 
1879 年 以降 に 様々 な ドレ ス ・ リ フォ ー ム が 行わ れ 、 20 世紀 初頭 
いた こと が 示唆 され て いる 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ ブ フィッシャー 
に よる と 「 イ デオ ロ ギ ー を 共有 し て いな い が 、 短 い ド レス と ズポン の 
アン サン ブル が 共通 し て いた 19 世紀 半ば の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 の 
異種 グル ー プ と は 異な り 、19 世紀 後半 か ら 20 世 思 初頭 の ドレ ス ・ リ 
フォ ー ム 論者 は 同 三 の 衣装 を 共有 し な か っ た 9」 と いう 。 

さら に 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー は 新しい ドレ ス ・ リ フ 
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第 一 部 第 8 生 新しい ドレ スネ ・ リ フォ ー ム の 度 ( 和 三 項 ) と 
ドレ ス ・ リ り プ ォ ー ム 末 重 の 介 導 


ォ ー ム の 事例 を 挙げ て 、 こ う 述 べ て いる 。「1879 年 以降 の ドレ ス ・ リ 
フォ ー ム の 中 に は 、『 ア ー ト エク ラフ ッ 』 細 動 に 根ざし た も の 、 自 転 証 、 
体育 、 ス ポー ツ に 結び つい た も の 、 コ ルセット だ け に 集中 し た も の が 
いた 。 ま た 、 他 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 は 、 信 然 と し て 、 健 康 へ の 
関心 や 代 才 の 女性 の 服装 を 開発 する た め の 美学 と 結び つけ た 。 さ ら に 、 
アメ リカ の 女性 た ち は 、1892 年 に シカ ゴ で 開催 され た コロ ンプ ス 博 臣 
会 で 改革 服 を 目の当たり に し た W」 と 。 

そこ で 、 本 項 で は 、1879 年 以降 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 事例 と し て 、 
① サ イク リン グ 、②「 芸 術 ド レス 」、③「 ア ニー・ ジ ェ ン スニ ミラ ー(Amnie 
Jemncss-Miller 1859-2) 推奨 」 の 代 拓 コルセット を 取り 上 げ る 。 


事例 ① サイ クリ ング 衣装 

1890 年 代 に 、 観 束 者 自転 車 用 の み ド レス の テー マ に つい て 大 
きく コメ ント し た 。 多く の 人 を 々 に と っ て 、『1890 年 代 の 女性 用 
の 自転 車 」 は 、「 プ ルー マー・ ガ ー ル (Bloomer Gid) 」 と 同義 で 
あっ た 。40 年 前 と 同じ よう に 、 人 気 の あ る 報道 に よる と 、 自 枝 
車 に 入 っ て いる 女性 の 「 二 股 」 また は 「 合 理 的 」 な 衣服 を 見 て 、 
女性 の サイ クリ スト を 風刺 する ユー モラ ス な 海 画 、 歌 、 詩 を 印 
則 し た と いう 社会 の 衝撃 釣 な 反応 が 報告 され た 。 自転 車 に 乗っ 
て いる 「 プ ルー マー (Bloomer) 」 を 界 い た 女性 と いう 概念 は 、 
女性 に 二股 衣服 を 書 入 する 棒 利 と 新た な 取り 組み の た め の 積 極 
的 な を ャ ン ベ ー ン の 可能 性 を 示唆 し た 。 キュレーター の サリ 
ー・ シ ュ ムズ (Sally Sims) は 自転 車 の 衣装 は ドレ ス ・ リ フォ ー ム 
の 一 形 能 で は な く 、 サ イク リン グ 中 に 女性 が 快適 に 着用 で きる 

「 ユ ニ フ ォ ー ム 」 を 追求 する も の で ある こと を 示し た 。 條 女 は 、 

「 自 転 車 二 技 は 、 世 記 を 迎え た ドレ ス ・ り リフォーム に 関連 し て 
いる が 、 そ の 役割 は 間接 的 で ある 」 と 結 普 づけ て で いる 。 
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事例 ②『 芸 術 的 ドレ ス 」 の 王 友 


サイ クリ ング の 衣装 と は まっ た く 異 な る が 、19 世紀 末 に は 、 
世紀 の 前 半 に ルー ツ を 策 い た 芸術 工作 の 「 芸 術 的 ドレ ス 」 で あ 
る 別 の 改革 服 が 普及 し た 。 そ れ は 、 ラ ファ エル 前 随 の 画家 た ち 
が 扶 い た 流れ る よう な ガウ ン を 模 條 し て デザ イン され た 女性 の 
ドレ ス で ある 。 建 前 は 「 自 然 な 」 ス タイ ル を 掲げ 、 天 然 梨 料 で 
集め た 自然 の 色彩 の 布 を 使い 、 コ ルセット を 装用 せ ず に 身体 に 
フィ ッ ト さ せ で 着用 し た 。 イ ング ラン ド に 起 泊 を 持ち 、 1870 年 
代 未 から 1880 年 代 に か け て で 一 時 的 に 大 流行 し た 。 

例え ば 、 オ スカ ー・ ワ イル ド (Oscar Wildc. 1854- 1900) [ ア 
イル ラン ド 出 身 の 詩 人 、 作 家 、 劇作 家 。 陀 美 的 ・ 授 廃 的 ・ 懐 母 
的 だ っ た 19 世紀 末 文 学 の 旗手 の よう に 語ら れる 〕 は 、 こ の 『 芸 
術 的 ドレ ス 」 の お お いな る 支持 者 で あっ た 。 ジ ョ ー ン ・ セ モ ヴ ツラ 
は オス カー・ ワ イル ド が アメ リカ を 訪れ た と き の 隊 子 を 次 の よ 
うに 書い で いる W。 


例え ば オス カー・ ワ イル ド は 、 女 性 の た め の こ の 「 芸 術 的 な 」 

スタ イル の 大 いな る 支持 者 で あっ た 。1882 年 4 月 14 日 、 シ カ 
ゴ の 上 読 社会 の 和 福 な 女性 で ある 』・J・ グ レス ナー 夫人 は 、 装 
飾 芸術 協会 理事 会 の 会 合 に あ 加 し た 。 会 合 に は は 、 オ スカ ー・ ワ 
イル ド が ゲス ト 庄 演者 と し て 押 か れ て いた 。 ワ イル ド は 18RI 
年 か ら 1882 年 に か け て 、 ギ ル バ ー ト と サリ ヴァ ン の 「 壮 術 的 な 」 
オペ レッ クタ 『 ベ ペイ シェン ス (gemce)』 の 官 伝 と 芸術 的 ドレ ス 
運動 の 普及 の た め に アメ リカ 各地 を 回 り 、 か な り の モン モー シ 
ョ ン を 巻き 起こ し て いた 。 だ が グレ スナ ー 夫 人 は 感銘 を 受け な 
か っ た 。 従 女 は 日 記 に 次 の よう に 書い て いる 。 

「 後 は と で も 馬 謀 で ペテン 師 だ 。 破 は 目 の 粗 い 布 で 作っ た だ 
だ ぶ の ズポン に ね ずみ 色 の ベル ペッ ト の ジャ ケッ ト (jacket) 
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と ペスト es) 、 エ ナメ ル 革 の 靴 、 フ ラン ス 憲 挫 の よう な 青 
い 色 の シル ク ネ ク タ イ と ハン カチ 、 鶴 と 袖口 に 厚い 毛皮 の つい 
た 深緑 の コー ト (coa) 、 お か し な 形 の 茶色 い 帽 子 、 黒 率 の ス 
テッ チ が 入っ た レモ ン 色 の キッ ド 革 の 手 人 と いう いで た ち で 、 
象牙 の 杖 を 持ち 、 オ ー バ ー コ ー ト を 背中 に 掛け 、 長 い 髪 は 真 ん 
中 で 分 け て 耳 の 下 ま で 垂れ 下がっ て いた 。 (…) 牙 は 和 た ち に 、 
造花 を 身 に 着け る べき で は な いと 言っ た 」。 

それ で も 、 本 質 的 に は 英国 内 で 展開 され た この 芸術 運動 は 、 
ワイ ルド の 訪 聞 以 隆 は アメ リカ で も 一 一 主 に 大 都市 の 住民 の 間 
いく ら か の 貞 泊 を 与え た 。 芸 術 的 ドレ ス を 着 た 女性 の 次 
を 見 せる た め に 、「 半 灯 的 な 」 テ ィ ー バ ー テ ィ 、 タ ベ の 集い 、 劇 
や ミュ ー ジ カル が 催さ れ た 。 ド レス に は 、「 ぞ ん ざい に 結 われ た 」 
自然 で ゆる い 机 弄 が 合わ せら れ 、 ド レス と 貴子 に 自然 の 花 が 徐 
め ら れ て いた 。 基 も 愛好 され た の は ヒマ ワリ の 花 だ っ た 。 芸術 
的 ドレ ス 運 動 の さら な る 目的 に は 、 あ ら ゆ る 種類 の 芸術 的 探求 
を 行う こと と 、 家 を 芸術 的 に 飾 ろ る こと が 含ま れ て いた 。 こ の 運 
動 は 1890 年 代 に 入っ て も ある 程度 まで 存続 し た 。 


事例 名 Jenneas の 姉妹 が 考案 し た コル セッ ト 

ジェ ンス (Jenncss) の 姉妹 が 考案 し た コル セッ ト に つい て 、 

ジョ ー ン ・ セ ヴ ツラ は 次 の よう に 述べ て いる "中 。 
1s90 年 6 月 と 8 月 に は 、 さ ま ざ ま な 女性 誌 に 、 人 気 フ ァ ッ シ 
ョ ン ラ イタ ー で 運動 と 服装 改革 の 主導 者 だ っ た 「 ア ニー・ ジ ェ 
ンス ニ ミ ラ ー (Annic Jenncss-Miller 1839-?) 推奨 の 」 い くつ か 
の 代 棒 コル モッ ト の 広告 が 載っ た 。 ジ ェ ン スニ ミラ ー は 、 自 ら 
も いく つか の コル セッ ト を 考案 し て 提案 し た 、 た と えば 、 ボ ス 
トン の ジョ ー ジ ・ フ ロス トカ ン バ ニ ー (Georgc Frost and 
Company) が 製造 する 「 最 高 の 代用 コル セッ ト (Thc BestConet 
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Subssitute) 」、「 妥 絶 的 身頃 (Compromisc Bodice) 」、「 均 衝 肌 着 [The 
Equipoisc Wais) 」 な ど で あ る 。「 均 衛 崩 着 」 は 、「 コ ルセット と 
胴着 と コル セッ ト ・ カ バー を 組み 合わ せ た も の で 、 長 らく 探し 
求め られ で きた コル セッ ト の 代 符 品 」 と 説明 され で いる 年 ゴー 
ディ ー ズ 』 1990 年 8 月 号 )。 


19 世紀 が 近づく に つれ て 女性 た ち は 女 性 服 を 改革 する 必要 が ある 
と 主張 し 続け た 。 そ の 結果 、20 世紀 に 入っ て も 、 女性 は ファ ッ シ ョ ン 
を 改善 し 、 女 性 の ドレ ス を より 快適 に 、 便 利 に 、 よ り 便 康 に する た め 
の さま ざま な アイ デア を 実験 し た 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 本 動 を 明確 
に 終わ ちら せ る こと は で き な い が 、 1920 年 代 以 旗 、 その 原則 の 多く は 玉 
っ て いて 、 女性 の 服装 に 不満 が 続い て いた に も か か わら ず 、「 ド レス ・ 
リフ ォ ー ム 」 と いう フレ ー ズ は 消え 去っ て いた よう だ 。 


2 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の 意義 


筆者 が 本 研究 の 基礎 的 文献 と し て プル 活用 させ て いた だ いた ゲイ 
ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 論文 の 最終 斉 に お いて 、 ド レス ・ サ 
フォ ー ム 運動 の 意義 づけ が 行わ れ て いる 。 第 者 と し て の 意 づ け を 行 
うに 当たり 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 見 解 を 以下 に 要約 
する 。 彼女 の 見 解 は 、7 項 目 に 分 類 二 る こと が で きる 8。 


①⑪ この 研究 の 目的 の 1 つ は 、「 プ ルー マー・ コ スチ ュー ム 」 が アン テ 
ィ ベ ラム の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 全体 を 店 め て いる と いう こと 、 ま 
た は 様々 な 状況 で 着用 され た 短い ドレ ス が 互い に 関係 し て いな か っ 
た と いう 神話 を 廃止 する こと で あっ た 。 

⑳ これ ら の 章 で 議論 され た 短い 服装 の 衣装 、 細 織 、 個 人 の 数 は 、 女 
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性 の 権利 運動 の 歴史 の 中 で 、 ド レス ・ リ フォ ー ム は 一 崎 で は ある が 
興味 深い 有 間 で あっ た こと を 示し て いる 。 短 い 改 劇 に 焦点 を 当て 
た 19 世紀 半ば の ドレ ス ・ リ フォ ー ム に は 、 オー ウェ ン の 追 邊 者 、 健 
識 改 革 派 、 オ ナイ ダ 完 壁 主 義 者 、 ス トラ ンジ ッ ト (Sangite) モル 
モン 、 安 品 日 再 臣 派 信者 、 女 性 権利 捧 護 家 、 農 民 、 際 の 歩道 を 歩く 
訪 行 者 、 そ し て お そら く は 宮 想 鍵 な ど 、 多 科 な 人 々 が 関わ っ た 。 ニ 
の 多様 な 女性 グル ー プ は 、 健 康 、 女 性 の 権利 、 仕 事 、 款 教 と 関係 が 
ある た め に 、 そ の ドレ ス を 着用 し た 。 
⑳ この 多様 な 女性 グル ー プ が 、 自 分 の ドレ ス を 身 に 着け た 理由 に は 、 
健康 、 女性 の 権利 、 勘 労 、 宗教 が 合 ま れる 。 時 * 彼 ら は 他 の ドレ ス ・ 
リフ ォ ー ム 論者 と 関心 を 共有 し た 。 他 の 時 代 に は 、 ド レス ・ リ フォ 
ー ム 論者 は 紋 ら の イデ オロ ギー を 急激 に 発散 し た 。 
⑱⑳ し か し 、 す べ て の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 派 は 、 さ ま ざ ま な 期間 に わ 
た っ て 短い ドレ ス に 身 を 委ね た 。 ド レス ・ リ フォ ー ム に 携わっ た 女 
性 の 数 の 多 さ と 衣装 の パリ エー ショ ン が 着用 され 続け て いた こと か 
らち 、 ド レス ・ リ フォ ー ム は 失敗 し な か っ た こと が 分 か る 。 
⑤ 女性 の 地位 を 変え る こと が で き な い と いう こと は 彼ら の 改 草 が 失 
し た こと を 意味 する も の で は な い 。 歴 史家 ア ミー・ ケ ッ セ ルマン 
(Amy Kecssclman) は 、 ド レス ・ リ フォ ー ム は 、 女 性 に 、 女 性 の 権 
利 指導 者 が 推進 し て いる も の より も フェ ミニ ズム の 代 僚 プ ラン ド を 
提供 し て いる と 主張 し て いる 。 ケ ッ セ ルマン の 結 区 は 正しく 、 寺 前 
の ドレ ス ・ リ フォ ー ム の 成功 の 1 つ を 指 拉 し て いる が 、 そ れ に は ド 
レス ・ リ フォ ー メ ム 派 の 少数 の グル ー プ 、 す な わ ち 全国 ドレ ス ・ リ フ 
ォ ー ム 鬼 会 の メン バー と 貴 水 性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 の み が 関 
与 し て いる 。 
⑯ ドレ ス ・ リ フォ ー ム は 、 ず すべ て の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 に と っ 
て フェ ミニ ズム の クロ ー ゼ ッ ト 型 で は な か っ た か も し れ な い が 、 女 
性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 に 女性 の 役割 と 女性 の 役割 を 再 定義 す 
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る 機会 を 与え た 。 

⑳ し た が っ て 、 女 性 が 何 が 好き で 、 男 性 が どの よう に 見 える べき か 
を 決定 する ルー ル は 、20 世紀 後半 の アメ リカ 社会 に お いて 引き 続き 
機能 する 。 ドレ ス ・ リ フォ ー ム 泊 は ほとん どの 女性 を ズボン に 入れ 
る こと に 成功 し な か っ た か も し れ な い 。 彼 ら は 、 女性 や 男性 に 、 衣 
服 は 単に 身体 の 欄 い で は な く 、 女 性 が 経験 する 制約 を 示す 視 邊 的 な 
女 化 的 シン ボル で ある こと を 認 呈 さ せ た 。 従 来 の 衣 服 へ の ドレ ス ・ 
リフ ォ ー ム 論者 の 挑戦 は 、 性 別 間 の 関係 の 交 紗 に お ける 衣服 の 役 
割 を 強調 し た 。 


以上 の ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 員 解 を 申 ま えて 、 以 下 

に 筆者 の 見 解 を 述べ よう 。 

⑪ 筆者 は 19 世紀 の ドレ ス ・ り フォ ー ム 運動 は 、 本 書 の 第 一 部 の クイ 
トル に ある よう に 、 和 失敗 で も 挫折 で も な く 、 式 退 し た と よい う 表 現 で 
の 評価 が 適切 で ある と 確信 する 。 

人 ② 信者 は 抽 著 『 ア メリ カ 服 館 社 会 昌 』 の 第 3 斉 の 見 出し を 「 プ ルー 
マー 運動 の 挫折 」 と し た 。 確か に 「 プ ルー マー 運動 」 は 挫折 し た が 、 
特に ハズ ブル ッ ク と ジャ クソ ン と ウォ ー カ ー が 推進 し た 全国 ドレ 
ス ・ リ フォ ー ム 協会 の 活動 と ジャ クソ ン と オー ステ ィ ン が 中 心 的 に 
推進 し た 貴 水 性 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 論者 の 運動 は きわ だ っ て いた 
も の と 考え る 。 

本 書 歓 筆 に 当たっ て 、 ド レス ・ リ フォ ー ム 逐 動 に 携わっ た ロペ ー 
ト ・ デ ー ル ・ オ ー ウ ェ ン ボ が The Free Enquiner (August S.1529) p321 
に 投稿 し た 記事 、 ジ ェ イ ムズ ・C・- ジ ャ クソ ン の "American WomanhoodP 
に 著 し た 記事 、 リ ディ ア ・ セ イヤ ー・ ハ ズブ ルッ ク の 『 シ ビュ ラ 』 
の 記事 お よび メア リー・E・ ウ ォ ー カ ー の “Hi を 骨 念 に 読み 本書 
に 紹介 し た 。 こ れ ら は 第 一 決 論 料 で あり 、4 人 の 人 物 の 思想 が つぶ 
さ に 奴ら れ た 歴史 的 資料 で あめ る 。 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ 
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ー は 、 こ れ ら の 文献 に は 言及 し て いる が 、 そ れ ら の 内 容 の 詳細 は 紹 
介さ れ て いな い 。 筆 者 は 服 修 研 究 と 歴史 研究 を ドッ キン グ さ せ て 、 
長年 、 ア メリ カ 服 飾 研究 に 携わっ て きた が 、 モ ノ で あれ 、 文 書 で あ 
れ 、 第 一 次 資料 の 歴史 的 価 他 を 重視 し て きた 。 上 記 の 4 人 が 到 し た 
婦 書 に は 、 と り わ け ヨ ー ロ ッ ン パ か ら ア メリ カ に 壮 入 され た ファ ッ シ 
ョ ナブ ル で 拘束 的 な 衣装 が 、 女 性 の 健康 に 及ぼ すず 生理 的 影響 と いう 
視点 か ら 、 ま た 、 医 者 の 視点 か ら 、 赤 裸 々 に 分 析 さ れ で いる 。 そ れ 
だ け に ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 に お いて 、 特 に 3 人 の 博 主 、 ジ ャ ク 
ソン 博士 、 ハ ズ プ ルッ ク 誠 士 、 ウ ォ ー カ ー 博 士 が 主張 し て きた 見 解 
に は 信念 が に じみ で て いる 。 そ こ に こそ 、 ゲ イル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ 
ィ イッ シャ ー が 評価 し た 「19 世紀 の ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 は 失敗 で 
は な か っ た 」 こ と の 確固 た る 根 手 が ある も の と 確信 する 。 そ の 意味 
で 、 本 書 に は ゲイ ル ・ ヴ ェ ロ ニカ ・ フ ィ ッ シャ ー の 研究 で は 見 られ 
な い 筆 者 季 自 の オリ ジ ナ リティ を 発 倍 で きた も の と 自 角 す る も の で 
ある 。 

本 書 で 3 つの 時 期 に 区 分 し て 、 その 実態 を 検証 し た ドレ ス ・ リ フ 
ォ ー ム 運動 が 改革 の ター ゲッ ト と し た 女性 の 衣服 は 、 バ リ か ら 姓 入 
され た 拘 東 的 な 衣装 で あっ た 。 労働 着 と し て の リフ ォ ー ム ・ ド レス 
は 、 審美 性 を 欠い て お り 、 お し ゃ れ を 好む 女性 に は 、 受け 入れ が た 
いも の で あっ た 。 ま た 、「 女 は 男 の 衣 半 を 身 に 着け て は な ら な い 。 
また 男 は 女 の 着物 を 着 て で は な ら な い 。 すべ て この よう な こと を する 
者 を 、 あ な た の 神 、 壮 は 足 み さら われ る 。"」 と いう 表 書 の 申 命 記 
の 教え に 反する も の で あっ た 。 それ ゆえ 、 こ の 運動 は 詞 退 し て いっ 
た の で ある 。20 世紀 初頭 に は ドレ ス ・ リ フォ ー ム と いう 言葉 は 合 
われ な く な り 、「 ア メリ カ 人 女性 の た め の ア メリ カン ・ フ テッ ショ 
ン 」 へ の 取り 組み が 推進 され て ゆく 。 本 午 第 二 部 で は 、 バ パリ ・ モ キー 
ド の アメ リカ ン ・ ス タイ ル へ の 転換 が いか に し て 成し遂げ られ て ゆ 
く の か を テー マ に 、 さ ら に 筆 を すす め て ゆく 。 
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パリ ・ モ ー ド か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 へ の 転 挨 
ー そ の 背景 と ドロ シー・ シ ェ ー バ パー の 活躍 一 


ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー 5 番 持 の ディ スプ レー。 
エディ ス ・ ル ス の テキ スタ イル ・ デ ザイ ン 。1932 年 。 典 抑 - Tiffany 
Webbcr-Hanchctt Dorothy Shawcr Promotcr of “Thc Amcncan 
Look" yess Vol30.1003.p.S3 


第 1 埋 
歴史 的 育 太 
1800 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ヨ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


本 娠 の 「 は じ め に 」 の 冒頭 で 玉 べ た よう に 、 第 二 部 で は ドレ ス ・ サ 
フォ ー ム 運動 の 『 流 」 を テー マ と する 。 第 一 部 の 第 5 章 末 尾 で 
述べ た が 、 20 世紀 初頭 に は ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 と いう 言葉 は 使わ 
れ な く な り 、「 ア メリ カ 人 女性 の た め の ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン 」 へ 
の 取り 組み が 推進 され て ゆく 。 我が国 で は 馴 芝 み が な い が 、 ドロシー・ 
シェ ー バ ペー (Dorothy Shawr 1893-1959) は 、 そ の 推進 を 図っ た 重要 人 
物 で ある 。 第 二 部 で は 、 ニ ュー ヨー ク 都 市 に お ける 商業 お よび ファ ッ 
ショ ン の 発展 を 背景 と し て 、 彼 女 の 話 躍 ぶ り を 内 体 的 に 考察 し 、 バ リ ・ 
モー ド か ら 『 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 つ の 転 謝 を も た らし た 奉 引 カ に つ 
いて 、 明 人 確 な 答え を 打ち 出す 。 そ こ で 、 歴 史 的 背景 の 考察 か ら 始め よ 
う 。 

ドロ シー・ シ ジェー バー の 活動 を 論じ る に 
の 衣服 産業 を 次 の 提 点 か ら 分 析 す る 。 第 一 に 、 ニ ュー ヨー クマ ン ハ ッ 
タン に お ける 商業 発展 の 地域 圭 性 に つい て 。 第 二 に 、 ア メリ カン ・ フ 
テッ ショ ン の 生成 の 時 期 と その 実 能 に つい て 。 そ の た め 、 本 剤 で は 19 
世紀 か ら 19S0 年 代 を 以下 の 6 つの 時 期 に 区 分 し て 、 各 時 期 の 特価 を ま 
と め る 。 

第 1 期 1800 年 代 、 第 3 期 1900-1920 年 、 第 3 期 1920 年 代 、 第 4 
期 1930 年 代 、 第 5 期 1940 年 代 、 第 6 期 1930 年 代 
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邊 二 節 第 1 意 胡 的 背 伯 一 1900 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー ク ・ ブ ファッション 


1 1800 年代 


(1) 小売 業 の 発展 の 時 系 列 的 分 析 

表 1 は C・R・. ミ ルパン ク (Carolinc Rennolds Milbank) に 括 づ い 
て 、19 世紀 ニュ ー ョ ヨー ク に お ける 商 生 発 展 を 時 系 別に 沿っ て 、 表 に ま 
と め た も の で ある 。 年 代 大 に 、 小売 店 の 設立 年 ・ 移 動 年 、 店 舗 り 種 類 ・ 
名 称 、 創 設 者 、 店 舗 の 業 能 ・ 販 売 商品 、 お よび 所 在 地 を 項 次 、 項 目 化 
し た 。 表 に 見 る よう に 、 百貨 店 (百貨 店 は 小売 店 で ある が 、 本 表 で は 、 
楽 能 と し て 百貨 店 と 小売 店 に 分 類 し た ) と 小売 店 の 劇 的 な 発展 が 見 ら 
れる 。 本 表 で は 店 舗 数 が 多い 順に 集計 する と 小売 店 (ドレ ス メ ー カ ー) 
が 33 店 舗 、 小 売店 (販売 を 許 と する ドラ イ ・ グ ッ ズ ・ ス ト ア ー) が 
31 店 舗 、 百 貨 店 24 店 舗 、 小 売店 (帽子 の 仕立 ・ 販 売 ) が 5 店 舗 、 計 
94 店 舗 で ある が 、 百 賀 店 は 移転 、 あ る い は 統廃合 され て いる た め 20 
店 舗 と カウ ント し て 、 表 2 に それ ぞ れ の 店 舗 が 全体 に 占め る 割合 を 表 
し た 。 小 売 語 (ドレ ス メ ー カ ー 【 失 服 仕立 業 ]) が 38.3 バー セン ト 、 
小売 店 (販売 を 許 と する ドラ イ ・ グ ッ ズ ・ ス ト ア ー【 維 貨 屋 ) が 34 
バー セン ト 、 百人 賀 店 が 22 バー セン ト 、 小 売店 (帽子 の 仕立 ・ 販 売 ) が 
55 ペー セン ト と いう 割合 で ある 。 ドレ ス メ ー カ ー が 3 分 の 1 以上 を 占 
め て いる 。 も っ と も ミル バン ク が すべ て の 小売 業 を 網 胃 し て 八束 し て 
いる か どう か は 定か で は な い 。 

小売 席 の うち 、 ド レス メー カー の 代表 的 な も の に 、1850 年 代 に 、 洋 
服 住 立 業 と 帽子 屋 を プリ ー カ ー・ ス トリ ー ト (Blecckcr SecU) で 営ん 
で いた Mr Davidson & Mme Pinone、1S6S 年 に $ 番 街 で ヨー ロッ パ ・ 
ファ ッ シ ョ ン の トッ プ ・ ド レス メー カー を 営ん で いた カト リー ヌ ・ ド 
ノヴァ ン (Mrs.Catherine Donovan) な ど が ある 。 その 他 、 表 1 に 見 る よう 
に 、 多 数 の ドレ ス メ ー カ ー が 小売 業 を 営ん で いた 。 衣 妥 の デザ イン 人 炉 
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向 は 、 バ リ ・ モ ー ド が 主流 を 占め て いた も の と 椎 奈 され る 。 ド ライ グ 
ッ ズ スト アー の 代表 的 な も の に 、 プ ルッ クス ・ プ ブラザー ズ (Brooks 
brothers) (男性 と 女性 の 警 沢 な 衣料 品 を 販売 ) や ガン ザー (Guniher) 
( 季 度 店 ) な ど 31 店 舗 が 営ま れ て いた 。 帽子 店 に は 代表 的 な 店 舗 の マ 
ダム ・ ハ リス ・ ア ンド ・ サ ンズ (Mme Hams & Sons) な どの 5 店 舗 が 挙 
げ ら れる 。 

百貨 店 | の A・T・ ス チェ ワー ト (Stewart) は 1823 年 に プ ブロー ドウ 
ェ イ 283 番地 で 開業 し 、 1862 年 に は プロ ー ド ウェ イ ・4 番 街 ・9 丁目 ・ 
10 丁目 で 囲ま れ た 街区 に 開店 し た 。 ア ー ノ ルド ・ コ ンス ター プル 
(Amold & Constblc) は 182S 年 に フロ ント ・ ス トリ ー ト で 開業 し 、 
パイン ・ ス トリ ー ト に 移 由 し た 。 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー (Lomd& 
Taylor) (写真 1) は 1S26 年 に キャ サリ ー ン ・ ス トリ ー ト ・ バ ウ ア サリ 
で 設立 され 、1852 年 ゲラ ンド スト リー ト ・ ク リス ティ スト リー ト へ 、 
1869 年 、 プ ロー ドウ ェ イ 20 丁目 に 移っ た 。R・H・ メ ー シ ー (Macy) 
は 18S8 年 に 、 ダ ウン タウ ン (6 番 街 13・14 丁目 ) に 開店 し 、1902 年 
まで この 地 を 拠 京 と し て 営業 し た 。 ス ター ン (Stems) は 1867 年 に 、 
パッ ファ テ ァ ロー に 開店 し た 。 オ ー ル トマ ン ( Alman's) は 1864 年 に 、3 
番 街 に 開店 し た 。 シ ンプ ソン ・ ク ロフ ォ ー ド ・ シ ンプ ッ ソン 
(Simpson-Crawfor-Simpson) は 1876 年 に 、6 番 街 に 開店 し た 。 ポ ボン 
ウィ ッ ト ・ テ ラー (Bonwit Tclcr) は 1895 年 、 シ ー ゲ ル ・ ク ー ペ パー 
(SicgeLCoopcr) は 1896 年 、 レ ディ ズ ・ マ イル で 開 華 し た 。 ワ ナメ ー 
カー (Wanamaker) は 1R96 年 に 、 ニ ュー ヨー ク の A・T・ ス チュ アー 
ト の カー スト ・ ア イア ン ・ バ レス を 買収 し 、 ニ ュー ヨー ク に 進出 し 、 
1911 年 に グラ ンド ・ デ ィ ポ ー の 場所 に 12 階 立て の 大 理 石 の 新しい 店 
を オー プン させ た 。 本 書 の 第 二 部 で 考 察 対象 と する の は ロー ド ・ ア ン 
ド ・ テ ー ラ ー で ある 。 

ここ で 、 ニ ュー ヨー ク に お ける アバ レル 産業 の 推進 者 と し て 注目 し 
た い の が 、 エ レン ・ カ ー テ ィ ス ・ デ モレ スト (Ellcn Curtis Dcmorest 
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詞 二 郎 第 1 調 朋 的 背 折 一 OO 年代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー タ ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


1824-189R) で ある 。 筆者 は デモ レス ト 夫 人 の バタ ー ン に つい て は 、 
論文 を 著 し て いる が 、 ミ ル バ ン ク の 次 の デモ レス ト 評 価 は 注目 に 
値する 。「19 世紀 の ファ ッ シ ョ ン に と っ て 重要 な の は 、 プ ロ と し て 知 
らち れ て いる パタ ー ン の 発明 家 、 エ レン ・ カ ー テ ィ ス ・ デ モレ スト の バ 
ター ン で ある 。 他 の 誰 よ り も 、 彼 女 は 、 発 明 、 生 産 、 教 育 、 マ ー ケ テ 
ィング 、 お よび 流通 に た ず さ わ り 、 質 の 良い 製品 の 生産 を めざす アメ 
リカ の ファ ッ シ ョ ン の 情 造 を 予見 し た !!」 と ミル バン ク は デモ レス ト 
の 多様 な 取り 組み を 賞 替 し て いる 。「 あ る 意味 で は 、 デ モレ スト は 、 今 
日 の クチ ュー ル ・ キ ャ リバ パー- デ ザイ ナー の 19 世紀 バー ジョ ン で ある 。 
… ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン は 注文 腹 か ら 既 製 服 へ と 進化 し た だ け で は 
な く 、 現 在 に 至る まで 、 両 者 は 、 ほ ぼ 並 行 し て 存在 し て いた た め 、 デ 
モレ スト の 頂 献 は 重要 な も の で あっ た ⑤①。」 デ モレ スト も ニュ ー ヨ ー 
ク の イレ プン ・ ス トリ ー ト (Elcven Succ) に 小売 店 を 恒 え て いた 。 

また 、 フ ァ ッ ショ ン へ の 関心 の 高まり は 、 通 販 カ タロ グ や ファ ッ ジ 
ョ ン 継 誌 の 設立 に よっ て も 証明 され た 。 こ の カタ ログ は E・ バ タリ ッ 
ク (Ebenezcr Buttcrick, 1826-1903) が ファ ッ シ ョ ン ・ ジ ャ ー ナ ル を 引 
き 継ぎ 、 通 信販 売 で バー バー・ バ ター ン の 販売 を 開始 し た 1866 年 に 発 
行 され 始め た 。 引き続き 、1867 年 に ハー バー ス ・ バ ザー (Hamper's 
Bazaar) が ニュ ー ョ ー ク で 、 最 初 に 出 版 され た 。 ヴォ ー グ の 創刊 乱 は 
1892 年 に 出版 され た 。 

さて 、 小 売店 や 百貨 店 で 販売 され て いた 女性 の 既 柚 服 に は どの よう 
な 種類 が あっ た の か 。「 女 性 の 既製 肌 産 業 ま た は 衣料 品 は 、1850 年 代 
に な る と 、 ゆ る や か に フィ ッ ト し た ラッ プ と アウ ター が 手 作 業 と 機械 
で 量産 され 始め た 。 紳士 服 に 最も 似 た 、 上 着 ク ラス の スタ イル の 番 要 | 
が 高まる に つれ て 、 シ ャ ツウ エス ト 、 テ ー ラ ー ド スカ ー ト 、 ジ ャ ケッ 
ト な ど 、 純 王 服 の 仕立 て に 必要 な 技法 を 使 し た 限 種 が 徐々 に 製造 さ 
れ 始 め た 四 。」「30 世紀 初 呈 に は 、 ア メリ カ の 既製 限 の 品質 は 国際 的 に 
部 め ら れ て で いた の 。 
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表 1 19 人 世紀 ニ ュー ヨー ク 市 に お ける 商業 の 発展 


ECCTET 


室 第 』 訂 訂 的 一 90 年代 か ら 1950 ョ ー ク ・ 『 
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茜 二 節 第 1 調 礎 的 背 人 


1950 年 代 の ニュ ー ョ ー タ ・ ブ テア 


Ayams nc. Pubinhers New York。 1969. 


表 2 業 能 


Crohine Kmnolds Miilhamk yr Jpr griioer 7 Evotion of24mme7icgm SrNir. hary N 
か ら 作成 


女性 の 既製 品 は どこ で 放 
『 ュ ユダヤ 移 民 の 
記 半 ば の アバ レル 産 


で ある 


ー ク で ア 


特別 注文 で 作ら せ て いた の で ある 


業態 割合 (%) 
小売 研 ( 販 売 ) 340| 
小売 茶 ( 仕 立て ・ 了 販売) 55 
小売 業 《 仕 立て) 385 
百貨 店 220| 
合計 1000| 


ョ ー ク 』 (山川 出版 、 
の 現場 を 訪れ て みよ う 

ル 産 某 商 っ た の は 、 1800 年 代 半ば 順 の こと 
仕立 司 は 貧し い 移民 が 最初 に つ し 
と も よ と 語 裕 騰 は 仕立 屋 に 冬 肢 を カス タム ・ メ ー ド 


野村 達 錠 閉 
199$ 年 ) に 祖 っ て 、19 作 


いた 香菜 の 一 


し て いた - 


っ で あっ た 。 も 
すなわち 
ょ る と 、 


衣 眼 の 大 量 生産 が 可能 
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アバ レル 産 薬 は 儲 還 区域 の ロワ ー・ イ ー ス ト (マン ハッ ダン 区 の 下町 ) 
や ヘル ズ キ ッ チ ン (タイ ムズ スク エア ー の 再 側 ) な ど で 発展 し 、 ユ ニダ ヤ 人 
移民 な どの 新 移民 が その 緯 製茶 に 就 いた 。 彼 ら の 作 抹 場 は 、 当 初 は 遼 
客 の 便利 の 良い プロ ー ド ウェ イ 周 辺 の ェ テリア で 、 ソ ー ホ ー、 グ リ ニ ッ 
ジ ・ ビ レッ ジ の 南東 あたり で あっ た 。 一 隊 が ショ ー ル ー ム な どの 接客 
スペ ー ス 、 そ の 奥 か 階 上 が 倉庫 と 坊 作業 境 と いう 作り が 一 般 的 だ っ 
た よう で ある 。 し か し 、 そ の 作 委 掲 は 決し て 労働 県 塊 と し て は 良好 で 
は な く 、 ま た 低 賃金 ・ 長 時 間 労 働 が 当たり 前 で あっ た 。 

ニュ ー ョ ヨー ク に お ける デバ ー ト や 小売 店 に お ける 中 流 磨 組 の 上 ・ 中 
層 部 の 消費 生活 の 背後 に は 、 こ の よう な 生産 部 門 で 労働 に 機 わ る 製 
労働 者 が 歴 筑 と 存在 し た こと は 忘れ で は な ら な い @。 


(3) 商業 地域 の 南 各 か ら 北 西 へ の 移動 と レデ ィ ズ ・ マ イ 
ル の 形成 

次 に 、 項 目 (1) で 考察 し た 19 世紀 ニュ ー ヨ ー ク に お ける 商業 地 
域 の 南部 か ら 北 凸 へ の 移動 の 問題 に 言及 する 。 移 動 の 要因 上 W と し で 
は 、 ニ ュー ヨー クマ ン ハ ッ タ ン の 地域 特性 が 挙げ られ る 。 第 一 に 、1809 
年 ロペ ー ト ・ フ ルト ン が 薄 気 船 を 発明 し た 結果 、 ハ ド ソ ン 川 の 航 
行 が 容易 と な り 、 ニ ュー ョ ヨー ク の 浴 を 二 重 に 便利 に し た 。 第 二 に 、 マ 
ン ハ ッ タ ン 島 の 南部 に 、2 つの 水路 が あり 、1825 年 に は は 、 そ の うち の 
1 つの エリ ー 運 河 を 通っ て 、 玉 大湖 の 内 際 に アク セス で きた 。 そ の 結 
果 、 ニ ェ ー ョ ー ク 市 は 地理 的 に も 小売 り の 作 高 と な っ た 。 

1870 年 代 に は 、 レ ディ ズ ・ マ イル ( 國 2) が し っ か り ょ と 設 置 され で 
いた 。 これ は 単なる 1 マイ ル 長 の 豪 共 な 店 舗 で は な く 、 プ ロー ドウ ェ 
イ が 対角線 と し て 走っ て 東 の 境界 線 を 形成 し 、 南 に 14 スト リー ト 、 北 
に 23 スト リー ト 、 そ し て 両 に よっ て 6 番 街 を な し て いる 。 

A・T・ ス チュ アート (AT Siewart) や ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー 

(Lerd&Tayior) (写真 1) の よう な 百貨 店 は 、 棒 が 大 きく な る に つ 
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れ て 、 よ り 多く の 種類 
の 商品 を 提供 し た 。 痛 
貨 店 や 小売 店 で 販売 し 
て いた 既製 品 は 、 マ ン 
ティ ラ 、 シ ョ ー ル 、 ケ 
ー プ 、 ク ロー ク 、 鶴 で 
ある 。1868 年 まで に 、 
スカ ー ト よ ル ー ズ フィ 
ッ ト の サッ クジ ャ ケッ 
ト を 備え た 計 本 の スー 
ツ が 販売 され で いた 。 
価格 は ウエ スト (プラ 
ウス ) の 材 村 の コス ト 
を 含め て 、25 か ら 250 
ドル の 男 囲 で あっ た ば 
1880 年 代 ま で は 、 小 売店 で は 自分 の プティ ッ ク で デザ イン され た カス 
タム メイ ド の ブフ ァ ッ ショ ン を 販売 し て いた 
19 世紀 半ば に ファ 
ッ シ ョ ン 小 売 抹 い 
た 王 要 な 革新 は 、 大 
生年 間 か れ た オ 
ー プ ニン グ デ イズ に 読 
感 さ れ た 消 細 者 の 行動 
で あっ た 。 ニ = 
ク の 住人 や 訪 敵 和 有 は 、 
博 一 件 の お 洒落 を し て 、 
ブロ ー ド ウェ イ を 通っ 
て 北 へ 南 へ と 遊歩 し た 。 写真 1 ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー。Bromdeay 
mnd 20th St 南西 の 角 。1869 年 建立 。 


墜 2 レデ ィ ズ ・ マ イル 


ー ョ ー 
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相 ら は ウィ ンド ー と いう ウィ ンド ー に 展示 され た 衣装 を お 互い の 衣装 
と 目 を 凝ら し て 見 比べ な が らち 、 サ イド の スト リー ト 治 い に 、 散策 し て 
回 っ た 。 当 時 の 新聞 記者 は 、「 そ の 日 、 何 百 、 何 千 人 も の 区 力 的 な 国内 
の 女性 、 献 身 的 な 家臣 姉 、 注 意 深い 母親 、 優 し い 雪 た ち は 、 夫 と 子 借 
と 家庭 の 心配 を 尻目 に 、 ニ ュー ヨー ク の 通り を 了 け 抜け まし た 9」( ニ 
ュー ヨー ク ・ タ イム ズ 、1839 年 3 月 25 日 ) と コメ ント し た 。 


2 1900-1920 年 


S・B・ マ ー ケ ッ テ チ ィ (Sara B.Markcti) と 」・L・ パ ー ソ ンズ Oean し 
Pamens) の 論文 は 「 ア メリ カ 人 女性 の た め の ア デメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ 
ン : アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン ・ ア イデ ン テ ィ テ ィ を 開発 する た め の 20 
世紀 初頭 の 取り 組み 』」 を テー マ と し て いる 。 本 葵 文 に よる と 「20 世紀 
初頭 、 ア メリ カカ で の 女性 の アバ レル 柚 造 は 、 も と も と コル セッ ト 、 バ 
ッ ス ル 、 ア ウタ ー ラ ッ プ の 生産 に 基づい た 新 典 産業 で あっ た 。 し か し 、 
アメ リカ の 企業 は 、 1900 年 以降 、 衣服 着用 者 の 人 気 の 少 な く と も 一 部 
に 起因 し て 、 劇 的 に 撤 大 し た 。 ニ ュー ョ ー ク 市 で は 、 業 界 の 中 心 で 、 
女性 アパ レル 会 社 の 数 は 1900 年 か ら 1917 年 に か け て 1.856 社 か ら 
6392 社 と な り 、350% 増 名 し た 。1920 年 まで に 、 米 国 の アバ レル メー 
カー は アメ リカ 人 女性 の た め の 胡 服 の 主要 生産 国 に な っ た 。 こ の 急速 
な 成長 は 、 ま すま す 活発 で 多 磁 な アメ リカ の 消費 者 の た め の 新 し い ス 
タイ ル を 、 絶 え 間 な く 迅 速 に 作り 出す 必要 性 に よっ て 匠 励 され た 9」 
と いう 。 

ここ に は 実に 明 人 に 20 世紀 初 頼 の ニュ ー ヨ ー ク に お ける アバ レル 
牙 素 の 欧 展 の 実態 が 、 数 量 的 に 揚 示 され て いる 。 と は いう も の の 、 ニ 
う も 書か れ で いる 。「1910 年 の Women's Wear の 第 1 号 の 1 つ で 、 編集 
者 は 、 影 響 力 の ある 女性 、 著 名 な 女優 、 衣 料 品 メー カー、 バ パリ の ドレ 
ス メ ー カ ー の 役割 に つい て 考 窪 し て いる 。 最終 的 に は 、 女 性 は パリ の 
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レー ベル を 付け た ドレ ス を 搾 し て いる に せよ 、 フ ラン ス の 起 間 を 示唆 
し て いる 広告 を し て いる に せよ 、 バ リー の 祖 属 が 消費 者 を 導く 大 さき な 
影響 で ある 上 信じ て いた 9 」 

Womcm'sWcar は 、1910 年 に 発刊 され た ファ ッ シ ョ ン 産 茶 外 易 雑 誌 
で あり 、 今 日 の Womcn's Wear Daily の 元 で ある 。 1911 年 に は べ リ の オ 
ー ト クチ ュー ル 協 会 "7 が 設立 され た 。 そ れ だ け に 編集 者 の バリ 製 の 
衣装 に 対す る 賠 心 は 、 非 常に 高かっ た も の と 思わ れる 。 そ し て 、 そ の 
よう な 状況 の な か で 、 本 給 文 が 有明 ら か に し て いる よう な アメ リカ 人 女 
性 の た め の ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン へ の 取り 組み が 行わ れ て いた こ 
と に 注目 し た い 。 本番 第 二 部 第 3 音 で 概 う 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 の 
前 工 は 、 す で に この 時 期 に 始ま りつ つ あ っ た の で は な か ろう か 。 


3 1920 年 代 


(1) アメ リカ ン ・ フ ァ ッ ショ ン ・ キ ャ ン ペ ー ン 

本 節 で は 引き 続き 、S・B・ マ ー ケ ッ テ ィ と 」J・L・ バ ー ソ ンズ の 給 文 
に 基づい て 、 1920 年 代 の ニュ ー ヨ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン に つい て 考 宗 ず 
る 中 

1920 年 代 ま で に 、 バ パリ に 依存 し な い ア メリ カ の スタ イル の 開発 が 求 
め ら れる よう に な る 。 ナ ショ ナル ・ レ ディ ー ス ・ テ イラ ー ズ ドレ ス 
メー カー 協会 が 、 広 告 キ ャ ン ペ ー ン と スロ ー ガ ン 「 ア メリ カン ・ ス タ 
イル の アメ リカ 人 女性 」 を 組織 する 。 だ が 、 ア メリ カ の 趣向 に 合わ せ 
で パリ の デザ イン を 常に 改造 し て きた 米国 の 製造 者 や デザ イナ ー は 、 
人 次 の 論理 的 な ステ ッ プ を 踏み 田 す こと が で き な か っ た 。 そ し て 、1930 
年 代 に アメ リカ の デザ イン が 像 々 に 認め られ た が 、 ほ と ん どの アメ リ 
カ の デザ イナ ー は 1940 年 代 ま で は 名 前 の 認知 を 連 成 し な か っ た 。 し か 
し 、 米 国 の 既製 服 ア バレ ル 抹 界 の この 緊急 の 時 期 に 整え られ た 圭吾 な 
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し で は 、 こ れ は 不可 能 で めった も の と 思わ れる , 

77ic 4meyicgri Ciog+ gad Sair Aview で 説明 きれ て いる よう 「 ア メ 
リカ ン 」 ス タイ ル は 、 バ パリ の オー トク チュ ー ル の 芸術 的 カッ ト と アメ 
リカ の 女性 が 望む 実用 的 な デザ イン を 細 み 合わ せ た も の で ある 。 し か 
し 、「 実 用 的 」 を 構成 する も の は 説 骨 さ れ て いな か っ た 。 最も よく 挙げ 
られ る の は 、『 明 確 に デメ リカ の 製品 」 と みな され る 、 シ ャ ツウ エア 、 
テー ラー ドス ネー ツ 、 ウ ォ ー キ ング レン グ ス の スカ ー ト で ある 。 これ ら 
は 実践 と ファ ッ シ ョ ン の 耐久 性 が 評価 され た 
で 、 1920 年 代 か ら アメ リカ 女性 に 愛用 され で いた 『 ス トッ キ 
ング 』 に 言 肥 し て お きた い 。 輸 田 意 氏 に よる よ と 『1919 年 に 日 本 は アメ 
サカ 向け の 生 系 輸出 が 96% に 達し 、 そ れ 以降 も 1933 年 まで 90% 以 
が アメ リカ 向け 四国 で 、 そ の ほとん ど が フル ファ ッ シ ョ ン 編 棲 に よる 
『 由 スト ッ キ ング 』』 と な り 、 第 二 次 世界 大 戦 で アメ リカ と の 生 夫 貿 昌 
が 途 軟 える まで 、 日 本 の 生糸 で 作ら れ た 上 『 胃 ス トッ キン グ 』 は アメ サザ 
カカ 女性 を 需 に し て い 


事 や 鍋 楽 に よる 女性 の 外出 が 憶え 
を 促進 し た の で ある e。」 


と な ども 、 ス トッ キン グ の 消費 


13317] 


ロ 
中 表記 彰二 』 二 生年 1 月 5 明生 
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の ん 義 )  119 生 の み アリ 

表 3 と 表 4 は 夫 田 氏 か ら ご 提供 いた だ いた 
生産 に 用 いら れ た 生 率 二 が 1919 年 か ら 1939 年 に か け て 、 劇 的 に 
し て ゆく 杯 揚 を 読み 取れ る 。 だ が 、1940 年 代 に は し 85 の 電 抽 の 崩 
で スト ッ キ ング を は か な いで 、 レ ッ グ メイ クア ッ プ と いう 新案 状 置 を 
用 いて 、 帳 毛 の 館 筆 で 紀 い 目 を 浴 る ファ ッ シ ョ ン が 登場 する の で ある , 


表 4 か ら ス トッ キン グ 
加 


(2) ペリ の 偽 レ ー ベ ル 

本 飾 で は S・B・ マ ー ケ ッ テ ィ と 了 ・L・ バ パー 
て 、 20 人 紀 初 頭 の バリ の 偽 レ ー ベ ル に つい て 述べ る 

ニ ユニーク な アメ リカ ン デ ザイ ン の 存在 を 確立 する こと の 間 題 点 の 1 
つ は 、 多 く の ア メリ カン デザ イン の 衣服 が 売り 上 げ を 上 げ る た め に 、 
フラ ンス 肌 ヒ し て 通っ て いた と い * の 衣装 の 
感 信 は 依然 と し て 多く の 客 | 、 フ ラン ス の 放 纏 師 
と デザ イナ ー の 作品 の 過度 の コビー は 続い た の で ある 。 一 部 の 製造 茶 
者 や 小売 委 者 に と っ て 、「 フ ラン ス 製 」 の デザ イン へ の 最も 簡単 な ルー 
ト は 、 フ ラン ス の 偽造 品 レ ー ペ ベル を 付け る こと で あっ た 。 大 規模 な 小 
売 療 者 も 隔 係 に これ ら の レー ベル を 使用 し て いた . 

アメ リカ の 女性 が そう で な けれ ば 買わ な い の で 、 ア メリ カ 製 の 服 が 
フラ ンス の レー ベル を つけ で いる 店 舗 が = ョ ー ク に は 十 数 后 あ っ 
た と の こと で ある 。「 ど の アメ リカ 人 女性 も 、20 ドル で は 新しい バリ 
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者 を V 


解 
民 こと に 
・・ ア ダム ズ (Samuel Hopkins 
に メ 絢 削 性 の な い 歓 
な 詐 基 1 で は 米 
f ポ 
れ た 輸入 遇 
区 リ 


國 3 偽 レ ー ベ ル 。 楽 国 で 製 和 
され 、 ア メリ カ 壮 の ドレ ス で 合 
用 する た の に 今年 、 販売 され た 
有名 な バリ の ドレ ス メ ー カ ー 
の 価 中 うべ ル の 例 
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図 4 偽 レ ー ベ ル 。 シ カゴ の レ 
ー ズ ベル 工場 の 「 見 本 帳 」 に ある 
この | 枚 の 複製 は 、 偽 造 され た 
フラ ンス の レー ベル が 由子 の 
製造 筆者 と ディ ー ラ ー に 用 い 
られ て いる こと を 示し て いる 
その 数 は 1000 枚 に も 肥 
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偽 レ ー ベ ル の 写真 ( 図 4) を 掲載 し て いる 。 この よう な 偽 レ ー ベ ル は 、 
今日 、 大 草 生 産 さ れ で いる 。 


(3) 貿易 規則 の 変更 一 関税 

礎 史 的 に 関税 は 、 外 田 の 吉 争 に 対す る 米国 の よう な ビジ ネス 促進 の 
兵器 の 中 で 最も 効果 的 な 武器 で あっ た 。 

南北 較 争 が 終わ っ て か ら 、 関税 は 1930 年 代 ま で 線 り 返し 上 界 し 、 フ 
ラン ス か ら の 消 偶 時 の 時 入 に 悪影響 を 与え た 。 パ リ か ら 米 国 へ の 軸 出 
は 、20 世紀 初頭 に 急流 に 誌 少 し た 。 彼 ら は 、 衣 類 が その 価値 の 30 一 
130% と いう 高い 評価 義務 を 負っ て いた た め 、1912 年 の 第 1 四半期 か 
ら 第 2 四半 期 ま で に 50% 戒 少し た 。 

以前 、 何 百人 も の アメ リカ 人 の 蔵 経 師 が 、 手 年 ? 回 バリ に 定期 的 に 
旅行 し 、 平 均 13 ダー ス の 新しい モデ ル を 携え て 帰国 し 、 多かれ 少な か 
れ 関 税 を 免れ た 。 現 在 は 関税 が か けら れ て お り 、 大 金 業 の み が バ パリ の 
モデ ル を 購入 する だ け で ある 。 も ちろ ん 、 バ リ の 條 大 な 衣装 製造 所 の 
どれ も が この 事実 を 認め な い の は 当 氏 で ある が 、 ア メリ カ や ニュ ー ヨ 
ー ク は 、 あ ら ゆ る 観点 か ら 、 特 に アメ リカ が バリ と 共に 、 フ ァ ッ ショ 
ン の 中 心地 モ と な っ て いた こと は 間違い な か っ た 。 バ パリ で さえ も これ を 
認め て いた の で ある 。 


(4) デザ イン ・ プ レ ゼ ンス の 開発 “' 
『 ア メリ カ 人 女性 の た め の アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン 」 の 募集 が 好評 

を 香 て いる 中 で 、 ア メリ カ の デザ イナ ー を 教育 し 、 ア メリ カ の ファ ッ 
ショ ン の 発展 を 美 大 し 、 フ ァ ッ ショ ン セ ンタ ー と し て 米国 を 促進 する 
た め に は 、 組 織 体制 を 整え る 必要 が あっ た 。 そ の た め 、 以 下 の 学校 が 
設立 され 、 デ ザイ ン 教 育 が が 行わ れ た 。 
1) ニュ ー ョ ヨー ク の デザ イン 学校 (American School of Dssign、1896 年 

設立 ) 
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2) ニュ ー ョ ヨー タク 市 の プラ ッ ト ・ イ ンス ティ テ ュ ー ト (Pt insttute、 
1887 年 設立 ) 

3) 現在 、 ニ ュー・ ス クー ル ・ バ ー ソ ンズ ・ デ ザイ ン ・ ス クー ル (The 
New School、 Parsxons School of Dcsign) と し て 知ら れ て いる クー 
ー・ ユ ニオ ン (Cooper Union、1910 年 代 ) 

4) ファ ッ シ ョ ン ア カ デ ミ ー (Fashion Acadcmy、1912 年 ) 

5) メト ロボ ポリ タン ・ ア デー トス クー ル (Metropolin Ar School、1919 
年 ) 

6) トラ ッ プ ハー ゲン ・ ス クー ル ・ オ プ ・ フ ァ ッ ショ ン (Thc Tiaphagcn 
SchoolofFashion、1923 年 ) 

7) グラ ンド ・ セ ント ラル ・ ス クー ル ・ オ プ ・ ア ー ト (Gand Ccntal School 
coFAr、1924 年 ) 

8) ニ ェ ー ヨ ー ク 市 2 番 街 の デザ イン 学科 の 1I・ ロ ー ゼ ンプ フェ ルド 孝 
授 と シカ ゴ の アン ナ ・ モ ル ガ ン ・ ス クー ル ・ オ プ ・ エ クス チェ ンジ 
の よう な 、 そ れ ほ ど 知 られ て いな い 小 規 層 な 学校 も 、 領 易 プ レス で 
デザ イン 教育 プロ グラ ム を 宮 伝 し た 。 
また 、 以 下 の 博 物 館 ・ 美 術 館 が 設立 され た 。 

1 メト ロボ ポリ タン 美術 館 (1372 年 ) 

2) アメ リカ 自 和希 史 博物 館 (869 年 ) 

3) プ ブルックリン 美術 館 (1895 年 ) 


博物 館 や スタ イル ライ ブラ リ に 加え て 、 ア メリ カ は パリ の デザ イナ 
ー が 享 受 す る 文化 的 紛 囲 気 と 上 的 保護 の 両方 を 欠い て いた 。 コ メン テ 
ー タ ー は 、 バ リ と 名 争 する た め に 、 ア メリ カ 人 は 、 フ ラン ス の ファ ッ 
ショ ン が いつ も 初 競 され た 乾 馬 、 壮 大 な 野外 レス トラ ン 、 ア フリ カ の 
お 茶 を 飲む こと が で きる カフ ェ 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 女性 が 見 ちら れ る 
場所 な ど 、 同 じ 場 所 が 必要 だ と 示唆 し た 。 

アメ リカ の デザ イナ ー が 20 世紀 初頭 に 認知 を 香る た め に 普 序 し た 


詞 二 侯 第 1 調 朋 的 背 折 一 10O 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


理由 の 1 つ は 、 報 道 か ら の 関心 が 基 か っ た こと で あっ た 。 バ パリ の デザ 
イナ ー は 絶妙 な デザ イン の 優れ た クリ エイ ター と し て 賃 考 さ れ た が 、 
アメ リカ の デザ イナ ー は バリ の デザ イン を コビー する た め の 技術 的 供 
カ の た め に 軸 畠 され た 。 


さら に 、 以 下 の デ ザイ ン ・ コ ン テ ス ト が 企画 され た ぱい 

1) 193 年 アメ リカ で デザ イン され た 帽子 と ドレ ス の た め の 最 初 の 
新聞 コン テス ト (ニュ ー ヨ ー ク タイ ムズ )。 

2) エセ モル ・ ト ラッ プ ハ ー ゲ ン (Elhcl Traphagcm、 1882-1963) [イプ ニ 
ング ドレ ス の 人 勝 者 、 1920 年 代 に ニュ ー ョ ー ク の ファ ッ シ ョ ン の 
学校 を 設立 、 ア メサ カ の 女性 の ファ ッ シ ョ ン に ショ ー ト バン ツ と ス 
ラッ クス を 紹介 ] 主催 の コン テス ト 。 

3$) プロ の アー ティ スト 、 アマ チュ ア 、 学校 の 子ども た ち を 合 む アメ リ 
カ の アー ト ・ ア ライ アン ス (ArAlliance ofAmenca) で 1916 年 に 開 
催さ れ た コン テス ト 。 

4) 全米 レデ ィ ー ス テイ ラー ズ & ド レス メー カー 協会 (Thc Natonal 
Ladics'and Dressmakcrs Association) が 開催 し た コン テス ト 。 

5) アメ リカ で 創作 され た バティック 、 タ イ ・ ア ンド ・ ダ グイ ・ プ ロ セ ス 、 
プロ ッ ク 印 刷 さ ん た ファ プリ ッ ク を 含む 、 手 で 作ら れ た 生地 の た め 
の アル バー ト ・ プ ラム ・ ラ コンテ スト 。 

6) 19I8 年 に ニュ ー ヨ ー ク と フィ ラ デ ル フィ ア の ワナ メー カー の 店 舗 
(Wanamakcrs Storcs) に よっ て 主催 され た コン テス ト 。 


以下 の 組織 が 誕生 し た W 。 
1U ウエ スト 呈 ド レス デザ イナ ー ズ 移 会 (The Waist and Drcss Dcsignery' 
Associatian) 
2) ドレ ス メ ー カ ーー 保護 団体 (The Dresswmakers" Protective Association) 
3) 全 素 衣服 デザ イナ ー 協 会 (Naional Association of Clothing Dcsigncrs) 
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4) 男性 リー グ の 広告 (The Advertising Mcn's Leaguel 
5) シカ ゴ ・ ド レス メー カー ズ ・ ク ラプ ブ ・ ュ コンペ ンション (ThcChicago 
Dressmaken*Club Convention) 


(5) デザ イナ ー の 活躍 “" 

ファ ッ シ ョ ン ・ プ レス が クリ エイ ティ プ ・ フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ン 
の 中 心 で ある バリ に 才 点 を 当て で いた の に 対し 、1920 年 代 に は 、 ニ ュ 
ー ョ ヨー ク に 本 拠 を 置く 既製 品 の デザ イナ ー の クレ ア ・ マ ッ カ ー デ ル 

(Clirc McCardcll. 1905-19S8) や ノー マシ ・ ノ レル (Nonman Norcll 
1900-1972) 、 製 造 元 の ハッ チ ィ ー・ カ ー ネ ギ ー (Hatic Camcgic. 1SSO 
-1936) を 含む 今 で は お な じみ の 多く の デザ イナ ー が 活躍 を 始め た 。 

アメリカ の 女性 の た め の ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン 」 の 仕事 は 時 期 

尚早 に 推進 され て いた が 、 20 性 紀 初 頭 の 多く の 声 が 、 パ リ の 独立 し た 
スタ イル を 求め 、 さ ら に は それ を 要求 し て いた こと は 明らか で ある 。 

30 世紀 の 初期 に は 、 ア メリ カ 製 の 衣服 の 認知 と 促進 、 そ れ を 設計 し 、 
育て よう よ と する 試み は 、 独 立 し た アメ リカ の デザ イン の 存在 を 確立 す 
る た め に 必要 な ステ ッ プ と し て 予告 され る こと が あっ た 。 


4 1930 年 代 


S・F・ レ イプ ツン ヒ (Shcrl Faman Lcipzig) , ルー パー ソン ズ (jean 
LParsons )、 お よび 」・F・ ペ ッ ク (Jane FarmelLBeck) の 論文 は 、1930 
年 代 に お ける アメ リカ 人 デザ イナ ー の 昇進 を テー マ と し で いる 。 そ こ 
で 、 本 斉 で は 、 本 論文 補 に 基づい て 、1930 年 代 の ニュ ー ヨ ー ク ・ フ 
ァ アッ ショ ン を 考 客 する 。、 バ パリ ・ モ ー ド か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 へ 
の 転換 に 関し て 、 大 変 、 論 理 的 に 考察 され た 論文 で ある 。 ア メリ カ 人 
デザ イナ ー の 認知 に つい て 、 各 デザ イナ ー の 特徴 に 言及 し な が ら 、 子 
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箱 二 朗 第 1 調 胡 的 育休 一 1909 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー タ ・ フ ァ ッ ショ ン 


細 に 言及 され て いる 点 は 、 特 に 注目 すべ き で ある 。 と り わ け 、 ド ロジ 
ー・ シ ェ ー バ パー が 、 こ れ ら の アメ サカ 人 デザ イナ ー の 部 知 に 当たっ て 、 
マー チャ ンダ グイ ザー と し て 果たし た 役割 に つい て 、 明 人 快 に 論じ し られ て 
いる 。 
この 論文 で は 60 人 の 認知 され て いた アメ リカ 人 デザ イナ ー を 一 覧 
表 に 掲載 し て いる ( 表 5)。 
そこ で 、 本 項 で は 、 開 題 (1) か ら (5) を 設定 し 、 本 論文 の 中 に そ 
れ ぞ れ の 間 題 に 対す る 答え を 見 つけ 出 そ う 。 
() べり リ ・ モ ー ド と アメ リカ ン ・ ル ッ ク の せめ ぎ あ い 。 
(2⑫) ドロ シー・ シ ェ ー バ ー が 、 ア メリ カ 人 デザ イナ ー の 認知 に 当 た 
っ て 、 マ ー チ ャ ンダ イザ ー と し て 果たし た 役 割 。 
3) ファ ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル (The Pashion 
Group International) の 設立 の 経 引 
(4) 認知 され た アメ リカ 人 デザ イナ ー の 特質 
(3) 代表 的 な 認知 され た アメ リカ 人 デザ イナ ー 


(1) ペリ ・ モ ー ド と アメ リカ ン ・ ル ッ ク の せめ ぎ あ い 
「 フ ァ ッ ショ ン ・ グ レス や メー カー に よる プロ モー ショ ン の 不足 に 
も か か わら ず 、 60 年 以上 に わた り ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナ 
ー (に 女性 ) が 、 ビ ジネス 、 文 学 、 お よび 女性 の さま ざま な 興味 の 
ある 多数 の 特集 記事 に 例 場 し た 。Forbes、Time、Colier's、Scribner's、 
Independent Woman、Good Housekeeping、Ladies Home Joumal 
な どの 出版 物 が 含ま れる 。 特に 、 記 者 た ち は 、 ア メリ カ の 女性 の ファ 
ッ シ ョ ン デ ザイ ナー は 、 真 に アメ リカ 人 で あり 、 工 芸 へ の 接近 感 や セ 
ンス が あり 、 独 食性 経営 洞 宗 力 、 実 用 性 を 持っ て いた と 強調 し た “W。」 
S・F・ レ イプ ツ ッ ヒ ら は 上 記 の よう に 述べ て 、 疑 間 を 投じ てい る 。 
「 こ れ ら の 出版 物 は 米田 の デザ イナ ー を 注目 に 値する も の と し て 登場 
させ な が ら 、 な ぜ 、 フ ァ ッ ショ ン ・ プ レス は 、 こ の グル ー プ の デザ イ 
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ナー を ほぼ 完 全 に 除外 し て 、 バ リ を 宮 伝 する こと を 遼 ん だ の だ ろう か 
(9」 と 。 そ の 管 え は 、 以 下 の よ う で ある 。 

「 金 持ち の アメ リカ 人 に と っ て 、 バ パリ で の ショ ッ ピ ング は 、 シ ッ ク 
で エキ ソチ ッ ク な 和 験 と 商い 社会 的 地位 を 誇示 する 場 を 提供 し て くれ 
た 。…La Syndicale dsa Couture Parisicnne は 、 貿 易 組織 で あり 、 買 い 
手 が 鹿 むだ け 多 く の 人 に 出席 で きる よう に 、 ニ ュー スリ リー ス や コー 
ディ ネー ト さ れ た ショ ー な どの ファ ッ シ ョ ン イ ベン ト を 提供 し た 。 こ 
れ ら を 主催 し た デザ イナ ー た ち は 、 米 国 の プレ ス と 貿易 を 大 い に 疲 り 
に し て いた 。 ズ バリ は 壮大 な 国際 的 な ペー ティ ー を 開催 し た 。The New 
York Times の ファ ッ シ ョ ン ・ エ ディ ター、 バ ー ジ ニア ・ ポ ボ ポープ 

(Virginia Pope) の よう な 吾 練 し た 長年 の 専門 家 で さえ 、 大 き な メ ゾ 
ン の オー プ ニ ン グ に 天 加 する こと に 、 い つも 感動 を 覚え た も の で ある 
er」 

灯 誌 の 特集 記事 に 登場 する アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー の 
ファ ッ シ ョ ン ・ プ レス に お ける 扱い 方 が 間 わ れ て おり 、 富 裕 届 と 中 産 
階級 の 間 の パリ ・ モ ー ド と アメ リカ 製 の 衣服 を めぐ る せめ ぎ あ い に は 、 
依然 と し て 壇 烈 な も の が あっ た こと が 覗い 知れ る 。 


引き 続き 、S・F・ レ イプ ツ ッ ヒ ら は 、 ア メリ カ に お ける 中 産 階 級 の 
女性 た ちの 社会 進出 、 そ れ に 伴う 既 抽 服 産業 の 発展 に つい て 、 次 の よ 
うに 述べ て いる 。 

「20 世紀 初頭 の アメ リカ 女性 の 経済 状況 、 教育 、 労働 、 賃金 収 入 の 
変化 は 、 ア ベレ ル 消 費 の 動向 に 買 献 し 、 変化 を も た らし た 。 マデ リン ・ 
ショ ー (Madelyn Shaw) は 、 ア メリ カ の 中 刻 階 載 が 広がり 、 女 性 が 
衝 護 、 教 育 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 、 事 務 温 、 そ の 他 の オフ ィ ス ワー ク や 
販売 だ け で は な く 、 管 理 を 含 サ リテール の ポジ ショ ン な どの さま ざま 
な 仕事 で 労働 力 に ま 入 する な ど 、 幅 広い 経済 水準 に 沿っ た 女性 の た め 
の 『 ス タイ リッ シュ な 服装 』 に 対す る 高まり ゆく 史 要 性 を 詳 送 し た 。 
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箇 二 節 第 1 意 衣 的 背 祭 一 1900 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー ク ・ ブ ファッション 


価格 、 知 覧 され る 品質 、 ス タイ ル の 利用 可能 性 な どの 要因 が 、 茎 製 服 
に 次 第 に 嗜好 を 移し た 。 衣服 の 練 製 や ドレ ス メ ー カ ー か ら の カス タム 
アバ レル の 購入 は 実行 可能 な 選択 肢 だ っ た が 、1920 年 代 後半 に は け 尋 
衣料 唱 の 購入 が 他 の どの 衣料 品 の 購入 より も 上 回 っ つて いた 財 。」 


また 、S・F・ レ イプ ツ ッ ヒ ら に よる と 「 ヴ ァ レ リー・ ス ティ ー ル 
(Valerie Steele) は 、『 バ パリ ファッ ショ ン 』 で は 、 19 世紀 後 羊 か ら 20 
世紀 初頭 に か け て 中 流 階 級 や 下 悦 級 の 多く の アメ リカ 人 が パリ の プ 
ァ ッ ショ ン に 対し て 、 反 感 を 強め て で いる こと を 語っ て いる 思 」 と い 
う = 


(2) ドロ シー・ シ ェ ー バ パー が 、 ア メリ カ 人 デザ イナ ー の 
認知 に 当たっ て 、 マ ー チ ャ ンダ イザ ー と し て 果たし た 
役割 

この よう な 状況 めちゃ と で 、「 ニ ュー ヨー ク の ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー 
ラー 剛 社 長 で ある ドロ シー・ シ ェ ー バ ペー は 、 数 年 に わた り 市 場 を 観客 
し た の ち 、1932 年 4 月 、 特定 の グル ー プ の アメ リカ 人 デザ イナ ー を 紹 
介する 店 舗 プ ロモ ーション を 開始 し た 。Best&Company は 3 年 前 に ア 
メリ カ の デザ イン プロ モー ショ ン を 行っ た が 、1929 年 、 シ ェ ー バ パー は 
この イニ シア チ ブ を 最も 革新 的 な 方 法 で 立ち 上 げた 。 こ の キャ ン ペ ー 
ン は 、 店 舗 プ ロモ ーション 、 広 報 、 広 告 キ ャ ン ペ ベー ン 、 ラ ンチ ョ ン な 
どの イベ ント を 組み 合わ せ で て 、 ア メリ サカ の デザ イナ ー を 中 心 に 『 ア メ 
リカ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー の 周り に 個性 の カル ト を 創造 する 』 
た め の も の で あっ た “0』 と いう 。 

S・F・ レ イプ ツ ッ ヒ ら に よる ドロ シー・ シ ェ ー パ バー の 素早 い 政策 展 
開 に 対す る 評価 は 見 透 せ な い 。 

も う ひ と り 、 目 を 葉 せ な い の は ファ ッ シ ョ ン の 広報 担当 者 エレ ノ 
ア ・ ラ ン ペ バート (Elcanor Lambcr. 1903-2003) の 動き で ある 。S・F・ 
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レイ プ ツ ッ ヒ ら は 、 梓 女 の 動 き に つい て 「 他 の 百貨 店 は すぐ に アメ リ 
カ の デザ イナ ー を 虹 進 させ 始め 、 フ ァ ッ ショ ン の 広報 担 当 者 エレ ノ 
ア ・ ラ ン バ ー ト は 、 個 々 人 の 得 阜 先 と し て 、 難 人 か の デザ イナ ー を 紹 
介し 、 シ ェ ー バ パー の プロ モー ショ ン の 幼 囲 を 赴 え て 鈴 道 を 広げ る 可能 
性 が あっ た 軸 」 と 鋭く 指摘 し て いる 。 


(3) ファ ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 
(The Fashion Group International) の 設立 の 経 紀 

さて 、 こ こ で 、 本 給 文 に 基づい て 、 フ ァ ッ ショ ン ・ グ ルー プ ・ イ ン 
ター ナシ ョ ナル (Thc Fashion Group Intcmational) の 設立 の 経 線 に つい 
て 思 べ よう 

「1925 年 ファ ッ シ ョ ン と デザ イン 分 野 の 有力 な 女性 17 人 が 国会 い 、 
アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン 集 界 で 働く 女性 の 専門 家 を 支援 する た め の 協 
会 を 設立 する こと に つい て 部 座 し た 。 最終 的 に ザ ・ フ ァ ッ ショ ン ・ グ 
ルー プ (The Fmshion Group) と 時 ばれ る この パイ ロッ トグル ー プ に は 、 
編集 者 、 教育 者 、 マーチャン ダイ ザー、 デ ザイ ナー が 参加 し た 。 特に 、 
エド ナ ・ ウ ー ル マシ ・ チ ェ イ ス (Edna Woolman Chasc, 1877-1937) (19 は 
年 か ら 1932 年 まで 、 ヴ ォ ー グ 誌 の 編集 長 を 務め た アメ リカ 人 ]、 カ ー 
メル ・ ス ノー (Camcl Snow 1587 -1961) [ハー パー ス ・ バ ペ ザ ー の アメ 
リカ 版 の 編集 長 を 1934 年 か ら 1958 年 まで 務め た 〕]、 パ バー ジニ ア ・ ポ ー 
プ (Vimgimia Popc, 1887 -1978) [ファ ッ シ ョ ン ・ エ ディ ター)、 キ ング ・ 
フィ ー チ ャ ー ズ (King Features) の アリ ス ・ ヒ ュー ズ (Alice Hiughes. 
1837-1939) [ファ ッ シ ョ ナブ ル な 女性 と 子供 の イメ ー ジ を 専門 と する 
ロン ドン の 代表 的 な ポー トレ ー ト 写真 家 }、 ク レア ・ マ ッ カ ガー デル 【 デ 
ザイ ナー〕、 リ リー・ ダ チェ {LillyDache, 1898-1989) [フラ ンス 生ま 
れ の アメ リカ 人 ・ フ ァ ッ ショ ン デ ザイ ナー]、 イ ー デ ィ ス ・ ヘ ッ ド (Edih 
Hcad. 1597-1981) 、 ア デル ・ シ ンプ アン (Adcie Simpson、1903-1993) 
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【 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ナー〕 が 参加 し 、 ア メリ カ の デザ イナ ー と ア 
ズリ カ の ファ ッ シ ョ ン 評 論 家 を 一 つの プロ フェ ッ シ ョ ナル な 存在 に し 
た 。 将来 の メン バー で は な い が 、 ニ ュー ヨー ク 州 の ファ ー ス トレ ディ 
ー で ある エレ ノア ・ ル ー ズ ベル ト も 参加 し て いる 。 フ ァ ッ ショ ン ・ グ 
ルー プ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル (TBe Fashion Gmup Intematonal) と 名 付 
けら れ た この 組織 は 、6.000 人 を 超え る ファ ッ シ ョ ン ・ プ ロフ ェ ッ ショ 
ナル の 国際 会 員 で あり 続け で いる 。 フ ァ ッ ショ ング ルー プ は 当初 、 
Womcns Wear Daiy が 擬 供 する スペ ー ス を 共有 し 、 業 界 の 専門 家 か ら 
さま ざま な ビジ ネス や 審美 的 な 話題 を 聞く た め に 拝 月 、 会 合 も も っ た 。」 


(4) 語 知 きれ た アメ リカ 人 デザ イナ ー の 特質 

筆者 は 、 本 項 の 冒 明 で 、 本 給 文 で は 「 ア メリ カ 人 デザ イナ ー の 認知 
に つい て 、 各 デザ イナ ー の 特徴 に 言及 し な が ら 、 子 細 に 言及 され て い 
る 上京 は 、 特 に 注目 すべ き で ある 」 と 玉 べ た 。 

そこ で 、 本 座 文 に 拓 づ いて 、 認 知 さ れ た アメ リカ 人 デザ イナ ー の 特 
質 に 言及 し よう 。 統 ら の 特質 は 以下 の よう に 分 類 さ れ で いる 。 潮 に ア 
メリ カ 人 デザ イナ ー の 認知 と 言っ て で も 、 バ パリ の デザ イナ ー と の 違い 、 
アメ リカ 人 デザ イナ ー の 特質 を 具体 的 に 把握 し 、 評 価 し な けれ ば 、 真 
の 意味 で の アメ リカ 人 デザ イナ ー の 認知 と は 言え な いで あろ う 。 そ の 
点 に お いて 、 本 間 文 は この 間 題 に 実に 具体 的 な 管 え を 提示 し て いる 。 
そこ で 、 本 論文 か ら 下記 の 7 点 を 紹介 する こと と する 。 

⑪「 ア メリ カン 」 と し て の デザ イナ ー 

⑦「 女 性 」 と し て の デザ イナ ー 

⑧⑱「 オ リ ジ ナ ル 」 な 才 骨 を も つ デ ザイ ナー 

①「 実 用 性 』 を 重んじ る デザ イナ ー 

⑤「 管 理 」 能力 の ある デザ イナ ー 

「 容 福 な 』 人 存在 の デザ イナ ー 

⑦ 教育 者 ・ 趣 向 の メー カー と し で の アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン デ ザ 
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イナ ー 


①「 ア メリ カン 」 と し て の デザ イナ ー 

この 項目 で は 、 ア メリ カ の ナシ ョ ナリ ズム 、 お よび 、 フ ラン クリ ン ・ 
ルー ズ ベ ルト の 経済 回 復 の た め の ニ ュー ディ ー ル 政策 に 言及 し た 上 で 、 
この 計画 が アメ リサ カ 人 デザ イナ ー の プロ モー ショ ン を 奨 乱 し た と 次 の 
よう に 、 述 べら れ て いる 。 

「1933 年 の ヴォ ー グ は 、1938 年 以前 の アメ リカ の デザ イン に 関す 
る 数 少な い 論 評 の ひと つっ に お いて 、『 ナ ショ ナリ ズム は 今日 の 背 目 的 崇 
拝 物 で ある 」 と 語っ た 。 この 有 圭 国 主義 は 、 経 済 的 必要 性 か ら 生 まれ た 。」 

「 フ ラン クサ ン ・ ル ー ズ ベル ト 政 権 の 主 要 識 題 は 、 少 な く と も 破 の 大 
領 層 挙 の 初期 の 段階 で は 、 経 済 回 復 に 焦点 を 当て た 。 論争 が な いわ 
け で は な い が 、 ル ー ズ ベル ト の ニュ ー デ ィ ー ル は 、 こ の 計画 が 第 栄 を 
制 湖 す る だ ろう と 多く の アメ リカ 人 の 間 で 楽観 主義 と 布 宝 を 更新 し た 。 
この 影響 は 、 お そら く 、『 ア メリ カン 人 』 と し て の デザ イナ ー の プロ モ 
ーション を 左 励 し た も の と 思わ れる 。」 

そし て 、 引 き 続 さき 、 移 民 が アメ リカ で 市 民権 を 得 て 、 デ ザイ ナー に 
な っ た 場合 、 ア メリ カ 人 の デザ イナ ー と し て 認知 され た こと が 以下 の 
よう に 、 述 べら れ て いろ 。 

「 デ ザイ ナー は アメ リカ の ルー ツ を 語っ た 場所 か ら や っ て きた 。 
例え げ ば 、 ミ ュ リ エル ・ キ ング は ワシ ント ン 州 シア トル で 育っ た 。 ク レ 
ア ・ ポ ッ タ ー は ニュ ー ヨ ー ク の ロッ クラ ンド 郡 の 農場 で 詞 に 来 り 、 ダ 
ル マ チ ア 天 を 育て た 。 『 南 の 女の子 』 で ある アリ ス ・ は 、 南 部 
の ルー ツ を 誇っ た 。 それ ちの 外国 生ま れ の デザ イナ ー に 対し て 、『 ア メ 
サカ 市 民 』 と いう 身 分 が 授与 され た 。」 


②「 女 性 」 と し て の デザ イナ ー 
本 項目 で は 、 女 性 に は デザ イン の 仕事 の 適性 が ある こと が 、 以 下 の 
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よう に 強調 され て いる 。 

「 フ ァ ッ ショ ング ルー プ に 加え て 、 い くつ か の 他 の 団体 が 、 ア ベレ 
ル お よび 装飾 芸術 分 野 に お ける 女性 の 専門 家 の 昇 進 を 促進 し た 。 国家 
芸術 産業 連 軸 、 美 術 教育 連 赴 、 全 国 職業 指導 協会 、 女 性 専門 職 協 会 
全国 小売 り ド ライ グッ ツ 示 会 は 、 多 く の 場 合 、 キ ャ リア 情報 の 形 で 出 
版 さ れ た すべ て の 資料 を 提供 し て いる 。 戦争 の 間 、 女性 は 職業 を 支配 
し た 。 ア ー ト と スタ イル と の より 良い 、 よ り 自 然 な つなが り を 持っ て 
いる と 考え られ で いる 女性 は 、 デ ザイ ン に お ける 仕事 に 最も 適し て い 
る と 思わ れる 。 女性 の た め の 『 適 切な 』 属 用 と し て の 地位 を 与え で も 、 
アバ レル 取引 は 、 家 庭 で 最終 的 に 使用 され る スキ ル を 向上 させ る た め 
に 役立つ か も し れ な い の で 、 無 駄 な 教育 や 訓練 の よう に は 見 えな か っ 
た 。」 

「940 年 に は 、 女 性 役員 の 約 849% が ファ ッ シ ョ ン 関 連 の 分 野 で 双 
を 得 た 。 表 5 の アメ リカ 人 デザ イナ ー の リス ト を 参 了 悦 す る と 、 ハ リウ 
ッ ド の 衣装 デザ イナ ー だ けが 、 女 性 の デザ イナ ー の 報道 を 支配 し て い 
る こと は 驚く べき こと で は な い 。」 

そし て 、 引 き 続 き 、 デ ザイ ナー が 女性 竹 を 維持 する た め に は 、 小 本 

で 、 着 く な けれ ば な ら な いこ と が 、 次 の よう に 指摘 され で いる 。 

「 小 柄 さ や 着 さ が 女性 性 を 定義 する こと に 役立ち 、 デ ザイ ナー が 
く て 、 小 さく て 、 ケ アフ リー で あれ ば 、 お そら く 彼ら は より 告 感 の 少 
な い 人 物 の よう に 見 え 、 お そら く こ の キャ リア を より 受け 入れ や すく 
する こと で し ょ う 。」 

筆者 に は この 主張 は 男女 薬 別 の よう に 聞こ える 。 


③⑬「 オ リ ジ ナ ル 」 な 才能 を も っ デザ イナ ー 
項目 で は 、 女 性 デザ イナ ー は 「 オ リ ジ ナ ル 」 な 才能 を 持っ て い 
る こと が 、 次 の よう に 指摘 され で いる 。 

「 デ ザイ ナー の プロ モー ター の 意見 に よる と 、 女 性 的 な 振る 舞い に 
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加え て 、 ア メリ カ の デザ イナ ー は 、 趣 味 、 ス タイ ル 、 オ リ ジ ナ ル の 才 
備 を 持っ て いた 。」 

『 オ リ ジ ナ リティ ー と 調和 し た 縄 向 は 、 ア メリ カ の デザ イナ ー の プ 
レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 際立た せ た 。 ア イデ ア と イン スピ レー ショ ン は 、 
フラ ンス 玉 外 の 経験 や 場所 か ら も た ら さ れ た 。 こ れ は 、 早 期 の アメ サリ 
カ 人 デザ イナ ー に 対す る 滴 大 か ち 生 まれ た 変化 で ある 。1920 年 代 以前 
の アメ リカ の デザ イン 運動 の 特徴 は 、 ア メリ カ 人 デザ イナ ー に パリ の 
クリ エイ ター と 同じ 創造 的 な 機会 を 提供 する 必要 性 が 認識 され た こと 
で あっ た 。」「 た と えば 、 デ ザイ ナー の ミュ リエ ル ・ キ ング (Muricl King) 
は イン スピ ビレ ーション の た め に 自然 を 使っ た 。 ジ ェ シ ー・ フ ラン クリ 
ン ・ タ クー ナー (cssic Frankiin Tumer) は 、 テ キス タイ ル を イン スピ ビレ 
ーション の 源 と し て 使用 し 、 し ば し ば 自分 の 生地 を デザ イン し た 。」 


④「 実 用 性 」 を 重んじ る デザ イナ ー 

本 項目 で は 、「 実 用 性 」 を 重んじ る デザ イナ ー に つい て 、 次 の よう 
に 述べ られ で いる 。 

「 デ ザイ ン に お ける 実用 性 は 、 ア メリ カ の アバ レル 業界 の 商標 特性 
と な っ て お り 、 現 在 進行 中 の 国家 的 理 息 を 反映 し て いる 。」『 生 産 に 必 
要 な 余分 な ステ ッ プ は 、 衣 類 の コス ト を 高め る た め 、 “" 癌 価 な 小さ な 
経っ た 飾り 物 "Y な し で 、 フ ァ プ リッ ク の 属性 と 胡 了 の ライ ン に 注意 を 集 
中 させ る こと に な っ た 。」「 ま た 、 作 家 は 、 絡 繁 に 一 時 的 と 兄 な され る 
流行 の 変化 に は 論理 が ある こと を 強調 し た 。 フ ァ ッ ショ ン 人 世界 の 項 点 
に ある 少数 の エリ ー ト た ちの 奇 未 な 予言 の 代わ り に 、 ス タイ ル の 変化 
と デザ イン は 自然 な 観 只 プ ロモ ス と し て 浮か び 上 が っ た 。」 

「1930 年 代 に な る と 、 アメ リカ の デザ イナ ー は 、 自分 の 声 と 存在 を 
発展 させ る た め に 大 き な 進 歩 を 遂げ た 。」 


⑮「 管 理 」 能 力 の ある デザ イナ ー 
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本 項目 で は 「 管 理 」 能 カ の ある デザ イナ ー に つい て 、 次 の よう に 迷 
で いる 。 

"彼ら は 真剣 に 仕事 を し て 、 彼 ら が 聞く も の と 見 る も の は すべ て 服 
に 変換 され ます 。 "ジャ ー ナ リス ト は 、 ア メリ カ の デザ イナ ー を 熱 練 し 
た 専門 家 と し て 描写 し 、 誠 者 は デザ イナ ー を 通じ て 教育 を 受け 、 ア メ 
リカ の 消費 者 の ニー ズ を 讃 た す 能 力 を 竹 案 する 業界 に つい て 教育 を 受 
けた 。 デ ザイ ン 開 発 に 関す る 説明 は 、 ア メリ カ の 衣服 の 開発 に ど ぽ の く 
らい の 仕事 、 思 考 、 才 能 が 投入 され た か を 強調 し た 。」 

「 ネ ッ テ ィ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン (Ncttic Roscnstcin、1890-1980) は 、 
可能 性 の ある 小売 業者 を 個人 的 に 見 直し 、 適 切な 瘍 所 と 商品 を 使用 し 
て で 財政 的 に 最も 適し た も の を 手 作 業 で 選ん で 、 自 分 の デザ イン を 適切 
に 廊 介 し た 。」 

「 女 性 は 、 長 年 の 経験 と す サポート の 役割 を 果たし て か ら 、 デ ザイ ン 
の 職 に 就き た いと 考え て いた 。 い っ た ん 轄 成 され る と 、 デ ザイ ナー は 
業界 の 『 ク イー ン ビ ピー』 で あっ た 。」 


⑱ 「 槍 柱 な 」 存 在 の デザ イナ ー 

本 項目 で は 、 デ ザイ ナー の 給料 に つい て 、 次 の よう に 述べ られ て で 
いる 。 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ナー が いか に 高級 取り で あっ た か が 明 ら 
か で ある 。 

「 特 定 の 容 与 が 特集 記事 で は ほとん ど 開 示さ れ て いな い に も か か 
わら ず 、 作 家 は デザ イン を 、 女 性 に 開放 され て いる 仕事 の 中 だ け で な 
く 、 一 般 的 に 非常 に 有利 な 職 楽 よし て 、 非 常に 有利 な 立場 と し て 常に 
描写 し て いた 。 職 業 の トッ プレ ベル に 達し て いた 人 に と っ て の 給料 を 

「 高 給 取 り 」 と 説明 し 、S 30.000 と いう 製造 会 社 の 利益 の 半分 と 同じ 
くら い 庫 い 論 桂 に つい て は 記事 で 言及 し た 。 同 じ 翔 間 の キャ リア 情報 
文献 に よっ て 提供 され た 所 得 水 準 は 、 デ ザイ ナー は 、 茎 柚 品 業界 で は 
ドレ ス メ ー カ ー や カス タム 衣装 の 生産 者 より も か な り 高 い 報酬 を 得 で 
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いる こと を 立 還 し て いる 。 最 も 収益 性 の 高い 取り 雇 め は 、 大 量 に 生産 
され た 中 小 の 候 売 会 社 で 宜 告 され た 。「 美 術 教育 連盟 」 と 「 女 性 専門 職 
連 憎 」 と 共同 で 出版 され た 「 職 業 と し て の 衣装 デザ イン 」 と 、「 リ サー 
チ ・ イ ンス ティ テ ュ ー ト 」 に よっ て 出版 され た ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ 
ン の キャ リア は 、 い ずれ も 、 初 心 者 レベ ル の 報酬 は 、1930 年 代 に は 、 
年 間 1368 ドル と 報告 し て いる 。 経 験 豊か な デザ イナ ー の 給与 は 、 平 
均 収 入 を は る か に 上 回 り 、 多 く の 場合 手数 料 や 会 社 の 持分 を 含ん で い 
た 。 経験 豊富 な デザ イナ ー は 、 平 均 し て 、1 週間 に 300 一 400 ドル 、 年 
間 交 15.000 一 20.000 ドル を 支払 われ で いた 。」 

「 収 益 性 の 高い 給料 に 加え て 、 デ ザイ ナー は ギリ シャ や バミュ ー ダ 
の よう な 場所 で 、 エ キ ゾ チック な 休暇 を 楽し ん だ 。 彼 ら は 水彩 画 、 乗 
馬 、 犬 の 緊 殖 な ど 、 環 味 深い 高 赤垣 味 を 楽し ん だ 。 彼 ら の 了 行 や 趣味 
は 、 何 ら か の 形 で 仕事 と イン スピ ビレ ーション に 買 献 し 、 デ ザイ ナー と 
し て の 発展 の た め に 重要 な 活動 と し て 描か れ た -」 


人 教育 者 ・ 越 向 の メー カー と し て の アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン - デ ザ 

イナ ー 

本 項目 で は 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー は 教育 者 で あり 、 

本 向 の メー カー で あっ た こと が 、 明快 に 述べ られ て いる 。 

「 見 た 目 の 超 人物 の この よう な ミッ クス は 、 ア メリ カ の デザ イナ ー 
を 趣向 と スタ イル に 関す る 有 資 格 者 と し て 位置 付け た 。 ヒ ント 一 覧 が 
定期 刊行 物 に 登場 し 、 読 者 に は 杜 い に 関 二 る 簡 源 な ガイ ドラ イン を 提 
供し 、 巴 算 内 で 臣 明 で スタ イリ ッシュ な ワー ドロ ー ブ を 作成 し た 。 ニ 
の 目的 の た め に 、 ア メリ カ の デザ イナ ー は 中 重 な た リ ソー ス と な っ た 。 
破 ら は 、 ス タイ ル を 維持 し な が ら 、 特 定 の フィ ギュ ア の 問題 に 対応 ず 
る た め に 選択 する 最良 の デザ イン ライ ン に 関す る ガイ ドラ イン と 、 衣 
肛 の 予算 を 節約 し て 、 や りく りす る た め の ヒ ント と 合わ せ て 、 滑 費 者 
に ファ ッ シ ョ ン と スタ イル に 関す る 実践 的 な アド バイ ス を 神 供 し た 。 
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より 地 能 の ある コミ ュ ニ ケー タ は イン タビ ュー を 許可 する だ け で は な 
く 、 彼 ら 自身 の 記事 を 書い た 。 エ リザ ベス ・ ホ ウズ (Ehizabcth Hiawcs 
1903-197!) は 、 放 者 に ファ ッ シ ョ ン の アド バイ ス を 提供 し 、 最 終 的 に 
ファ ッ シ ョ ン 挟 界 を 離れ る と と も に 、 数 多く の 社会 的 、 政 治 的 、 フ ェ 
ミニ スト 主義 的 な 同 題 の 著者 と オプ ザー バー と し て の 地位 を 確立 する 
こと に よっ て 、 収 益 性 が 高く 長持ち する 執 筆 話 動 を 開始 し た 。 そ の 他 
に は 、 エ セル ・ ト ラッ プ ハ ー ゲ ン と ギル バー ト ・ ア ドリ アン が まま 加 し 、 
それ ぞ れ が アデ メリ カ の デザ イン と 良い スタ イル の 要 泰 に 関す る 解説 を 
書い た 。」 


本 論文 で は 、 以 上 ? つの アメ リカ 人 デザ イナ ー の 特質 を 踏ま え で 、 
以下 の よう に 締め くく っ て いる 。 
『 フ ラン ス の デザ イナ ー は 、 カ スタ ム メ イド に も っ と 方 を 入れ て い 
た が 、 ア メリ カ の 楽 界 の 強み は 既製 品 で あっ た 。 来 国 の 大 量 生産 の た 
め に 、 フ ァ ッ ショ ン は より 民主 的 で 利用 可能 に な っ た 0。」 フ ラン ス 
の カス タム メイ ド と アメ リカ の 既製 品 と の 比較 は 注目 すべ き で ある 。 
「 人 気 の ある 田 版 社 が 、 エ リー ト に スタ イル を 普及 させ る た め に 、 時 
代 遅 れ の フラ ンス 系 と し て 描か れ た も の の 助け を 借り ず に 、 大 衆 に ス 
タイ ル が も た ら さ れ た 。1930 年 に 1 件 の レポ ー ト が 1.300 社 近く 、 
1933 年 に は 7.000 社 が 報告 され 、 現 代 の 百貨 店 に 全国 的 に 、 毎 年 、 数 
万 、 配 布 さ れ て いる 。 こ れ ら の 資 桂 か ら 、 こ れ ら の 数 字 が ニュ ー ョ ー 
ク に ある 企業 の み を 表す 場合 、 ま た は 特定 の 製品 ライ ン を 生産 する 企 
業 を 表す 場合 は 胃 ら か で は な い が 、 国 勢 調査 局 に よっ て 争 告 され た ア 
バレ ル お よび テキ スタ イル を 生産 する 企業 の 数 は 1939 年 に は 2 方 人 
を わずか に 上 回 る 19.750 の 設立 企業 で ある 。 1937 年 以降 、 米 国 国勢 調 
論 の デー タ は 、 製 造 ス ー ツ 、 プ ラウ ス 、 下 着 、 ア クセ サリ ー や ジュ エ 
サー を 除く 他 の 衣料 品 の 生産 に 直接 携わる 請負 会 社 約 116 を 鶴 告 し 
で いる 。 衣料 品 や その 他 の 繊維 製品 生産 者 の 雇用 と 賃金 の 数 字 は 、 こ 
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の 洲 少 期 の 成長 を 示す 。 生 産 労働 力 は 1931 年 か ら 1939 年 に か け て 
299% 夫 加 し 、 同 じ 期 間 に 支 払わ れ た 賃金 は 239% 端 加 し た 「W。」 

『1930 年 代 に アメ リカ の デザ イナ ー を 支持 し た 報道 を 通し て 、 ア メ 
リカ の ファ ッ シ ョ ン を 身 に 付け た 推定 4.300 万 人 の 女性 を 対象 と し た 
*@。」「1930 年 代 の アメ リカ 人 デザ イナ ー は 、 新 し い ア イデ ン テ ィ テ 
ィ ー を 得 て 、 今 後 10 年 間 で 中 心 的 な 役割 を 果たす 、 引 向 と スタ イル の 
仲裁 者 と し て 中 米 に 知ら れる よう に な っ た 9。」 


(5) 代表 的 な 秋 知 され た アメ リカ 人 デザ イナ ー 

本 項 の 最後 に 1930 年 代 の 60 人 の 認知 され た デザ イナ ー ( 表 5) の 
中 か ら 、 代 表 的 な 5 人 の デザ イナ ー、 す な わ ち 、 エ リザ ベス ・ ホ ウズ 、 
ネッ ティ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン 、 ハ ッ テ ィ ー・ カ ー ネ ギ ー、 ク レア ・ 
ポッ ター、 お よび 、 ミ ュ リ エル ・ キ ング (Muricl King. 1900-1977) を 
取り 上 げ 、 彼 ら の 活躍 ぶり を 本 論文 と ミル バン ク 他 に 押 っ て 、 紹 介し 
て お く 。 


エリ ザ ベ ペ ス ・ ホ ウズ 

エリ ザ ペ ス ・ ホ ウズ は 、 最 初 の 華々 し く 活躍 し た ネイ ティ ブ デ ザイ 
ナー で あっ た 。1930 年 代 に 引 女 の 行動 が 報道 され た 。1933 年 まで に 、 
エリ ザ ベ ス ・ ホ ウズ の 布地 デザ イン は 、 ホ ー ズ の 官 伝 力 の 鋭さ を 実証 
し た 。 そ れ は 、 単 純 な 、 拘 束 さ れ た 、 と き に は カラ フル な 、 そ し て 彼 
女 自 身 の よう な 知 的 な 女性 を 対象 と し た も の で あっ た 。 1932 年 に 彼女 
は 、25 着 の ドレ ス の コレ クシ ョ ン を 携え て 、7 月 4 日 に バリ で ファ ッ 
ショ ン シ ョ ー を 開催 し た 。 彼 女 が バリ か ら 偏 っ た 時 、 お そら く ク チェ 
ー ル が アメ リカ で 後援 され て いる ろ こ と を 知っ て 、 急 滅 に 落ち 込ん で 少 
し 暴 に な り 、 彼 女 は 自分 が 「 丁 寧 に 受け 入れ られ て いな い 」 と 不平 を 
言っ た た め に 、 ニ ュー ヨー ク ・ タ イム ズ で 報道 され た 。 同年 、 統 女 は 、 
チェ ッ ク の ドレ ス と シテ ィ ・ チ ャ イル ド (Ciy Child) と 呼ば れる ダー 
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分 第 』 意 歴史 育 伯 一 19O 年 1960 
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ト ・ ア ン サ ンプ ブル で 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の アメ リカ ン ・ 
、 は じ め て 登場 し た 。 茎 柄 品 で 、 価 格 は 10.73 
ドル で あっ た (彼女 の カス タム 価格 の 10 分 の 」)。1933 年 、 彼 女 は ン 
ビエ ト 達 邦 政府 か ら ソ ビエ ト 連 孝 で の ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー に 折 符 され 、 
孝 国 後 、 今 回 の レセ プシ ョ ン は 間 か く 、 ロ シア の 女性 は 実際 に ファ ッ 
と ニュ ー ヨ ー ク ・ タ イム ズ に 報告 し た 。 ま 


* け 、 指 に て 
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ュ キ ュ ア を 梁 り 、 そ の うち 80% が ベレ ー 幅 を 被っ て いた と の こと で あ 
る 。1938 年 に 出版 され た 條 女 が 故意 に 座 議 を 呼ん だ ファ ッ シ ョ ン ・ イ 
ズ ・ ス ピナ ッ ハ の 本 は 、 フ ァ ッ ショ ン は 嘆かわしい が 、 ス タイ ル は 党 
工 さ れる と いう 前 挫 に 基づい て いた 。 彼女 は 、 "Mcn Can Takc "や 「 そ 
れ は まだ ホウ レン ソウ 」 の よう な 何 般 か の 本 を 書く よう に な り 、 結 局 、 

ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー と いう より 、 む し ろ フ ァ ッ ショ ン セ ー ジ と 評 
論 家 に な っ た 。 


ネッ ティ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン 

オー スト リア の ネッ ティ ・ ロ ー ゼ ンス クラ ンス (Nettic Roscncrans) 
生ま れ の ネッ ティ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン は 、 1890 年 代 に 家族 と と も に 
ニュ ー ヨ ー ク に 移住 し た 。 彼 ら は ハー レム に 定住 し 、 そ こ で 雑貨 司 を 
経営 し た 。 ネ ッ テ ィ ー は 彼女 が 11 歳 の 時 に 自分 自身 の 服 を 作り 病 め 
た 。 彼 女 は 1916 年 に ソー ル ・ ロ ー ゼ ンタ イン と 結婚 し 、3 年 後 、 友 人 
の た め に 非 公式 に 服 を 作っ た 後 、 彼 女 の 家 で 服 人 節 ビ ジネス を 交 め た 。 
1931 年 に 彼女 は East FNyrsix Sreet に 移っ た 。 ニ ここ に は 30 人 の 従業 員 
が いた 。 人 彼女 は 、 ア イ ・ マ グ ニ ン (L Magnin) が 西海 単 で 彼女 の 服 を 
売る た め に 、 彼女 に 近づい た と き 、 修 売 に 切り 振 え た 。1929 年 、 彼女 
は ビジ ネス か ら 引 退 し た が 、 コ ルポ ボー・ エ ・ シ エ (CobeauetCie) 福 
の デザ イン に 戻 っ た 。 1931 年 、 披 女 の 姉妹 で も る エヴァ ・ ロ ゼン スク 
ラン ス (Eva Rowencrans) た チ ャ ー ル ズ ・ ガ ム ・ プ レビ ッ ト (CharlcsGum 
Precht) と バート ナー シッ プ を 結び 、 披 女 は Wcst Fory-July Succt で 自 
分 の 名 前 で 卸売 某 を 始め た 。 1942 年 に 彼女 は SS0 Seventh Avenus に 
移っ た 。 

ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 1038 年 に ロー ゼン スタ イン (Roscnsteim) 
に 賞 を 与え た 。 彼 女 の ビ ー ク 時 に 、 年 に 300 の モデ ル を 設計 し 、 役 体 
に 直接 材料 を ドレ ー プ する こと に よっ て 作業 する こと を 好 ん だ 。 通 常 、 
既製 服 向 け に 、 彼 女 の ド レス の それ ぞ れ は 、 特 別 な 刺 較 者 が 必要 な 場 
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合 を 除い て 、 最 初 か ら 最 後 まで 一 人 の 締 貞 者 に よっ て 作ら れ た 。 彼 女 
の 服 は 全国 で 販売 され て いた が 、 各 和 都 市 の 店 舗 で 彼女 の レー ベル を 使 
用 する こと は で き な か っ た 。 ニ ュー ヨー ク で 引 女 の 服 を 名 乗っ た 店 は 
ボン ウィ ッ ト ・ テ ラー で あっ た 。 彼女 の 服 の 価格 は 5 89.30 か ち $ 793.00 
まで 上 共 し 、 彼 女 の 専 門 は 壮大 で 、 よ り カ ジュ アル な 夜会 服 で あっ た 。 


ハッ ティ ー・ カ ー ネ ギ ー 

OfTFiRh Avcnuc は 、 43-44 East 49th Sircet に 位置 し 、1934 年 に は 全 朱 
の 店 舗 に 支店 を 展開 する 小さ な デバ ー ト の 乾 丁 の 専門 店 HHattie 
Camcgis が 設立 され た 。 それ は フラ ンス 柚 (Alix、 Schiaparclli、Worth、 
Chanel、Patou、Mainbocher、Vionnct か ら 輸入 され た カス タム メイ ドモ 
デル の よう な )、 そ れ と も ( タウ ン リ ー、 ま た は ノー マン ・ ノ レル を 
選 っ た 1930 年 代 後半 前 後に 、 そ こ で 働い て いた クレ ア ・ マ ッ カ ー デ ル 
の よう な 企業 内 の デザ イナ ー に よる よう な ) カー ネギ ー の も の か の い 
ずれ か で あっ た 。 特 珠 部 門 に は 、 現 代 的 な Our Little Salen、 低 価格 の 
Spectaor Spors Shop、Mrs.Pots の ハッ トメ イキ ギン グ 施 設 、 特 定 の ドレ 
ス や アン サン ブル に 合わ せ で ハン ド バ ッ グ を 注文 で きる カス タム メイ 
ド の ハン ド バ ッ グ 部 門 が 含ま れ て いた 。 香 水 、 毛 度 、 さ ら に チョ コレ 
ー ト も あっ た 。 


クレ アー ポッ ター 

クレ ア ・ ポ ッ タ ー は 、 ニ ュ ャ ー ジ ー 州 ジャ ー ジ ー シ テ ィ の クレ 
ア ・ メ ー ヤ ー (Clarc Mcycr) で 生ま れ 、 ア ー テ ィ ス ト に な る 目的 で 、 
ニュ ェ ュー ヨー ク の デート ・ ス チュ ー デ ント ・ リ ー グ (Art Students League) 
と プラ ッ ト ・ イ ンス ティ チェ ー ト (Prmttimstiute) で 学ん だ の で ある が 、 
衣装 デザ イン に 切り 矢 え た 。 綾 女 は エド ワー ド ・L・ メ イヤ ー (Edward 
L Mayer Inc.) で 働く た め に 、 卒業 前 に 退 掌 し た 。 それ は 、 1920 年代 、 
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本 巧 な ビー ズ の ドレ ス が 総 頂 期 を 迎え た 時 期 に 、 彼 女 の 任務 は 理 物 館 
の 刺 締 デザ イン を 研究 する こと に あっ た た めで ある 。 徐 々 に 披 女 は 他 
の デザ イン 要素 も 提案 し 始め 、 デ ザイ ナー に な り 、3 年 間 、 そ の ポス 
ト を 維持 し た 。 

ポッ ター は 、1928 年 に ファ ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ル inc. を 設立 する た め に 、 ヴ ォ ー グ の 相 集 長 エ ドナ ・ ウ ー ル マン ・ チ 
ェ イ ス (Edma Woolman Chase) に よっ て 集め られ た 17 人 の 女性 の 一 人 
と な っ た 。 

クレ ア ・ ポ ッ タ ー は 、 彼 女 が チャ ー ル ズ ・W・ ヌ デル マン 社 の デザ 
イナ ー と し て 350 モブ ンス ・ ア ベニ ュー で 仕事 を 開始 し た 頃 か ら 
(1930 年 ) 知ら れ て いた 。 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の プロ モー ショ 
ン に 登場 し た アメ リカ の デザ イナ ー の 一 人 で 、 彼 女 は 1937 年 の 女性 ス 
ポー ツウ ェ ア 質 を 受賞 し た 。 彼 女 は 、1930 年 代 か ら 1940 年 代 に か け 
て 、 小 女 字 の 名 前 の クレ アポ ッ タ ー (Clarepoter) を 使っ た 。 

非常 に 多く の アメ リカ 人 デザ イナ ー 同 様 に 、 條 女 は 、 攻 意 に パリ を 
避け 、 メ キシ コ や バミュ ー ダ へ の 休暇 旅行 や ニュ ー ョ ー ク 州 の 農場 で 、 
彼女 と 彼 如 の エン ジニ ア の 夫 が ダル メシ アン (クロ ア チ ア 原産 の 大 、 
自 地 に 黒褐色 の 棄 点 が ある ) よ 野 菜 を 調達 し た 外 の 生活 様式 か ら 
イン ス ビ レー ショ ン を 得 た 。 

彼女 は 安 忠 日 に メキ シュ に 行き 、 別 の セブ プン ス ・ ア ペ ベニ ュー・ ハ ウ 
ス で 舞 時 間 作 き 、 つ い に ヌ デル マン に 移っ た 。 破 女 の 主 な 子 能 は 多彩 
主義 に あり 、 彼 女 の 服 は 効果 の た め に 装飾 を 加え た の で は な く 、 線 と 
色 の 組み 合わ せ に 集中 する 頓 向 ホ めった 。 破 女 は 紙 の 上 に デザ イン を 
作っ て か ら 、 そ れ を トワ ウレ や モス リン の バ パターン に する こと を 好ま な 
か っ た 。 フ ァ ブ リッ ク を 直接 使用 する こと で 、 素 材 の ハン グ や 色 の 相 
互 作用 が は っ さり と わか っ た 。 破 女 は 彼女 の ペット に 基づい て ダル マ 
チア の プリ ント を 作成 し た 。 披 女 は ほとん ど が 彼女 の 仕様 に 次 まっ た 
固体 材料 で 服 作り を し た 。 彼 女 の 服 は 活動 的 な アメ リカ の イメ ー ジ を 


反映 し 、 笑 し い バ ン ツ や ショ ー ツ 、 バ ジャ マ 、 そ の 他 の スポ ー ツ ウェ 
ア を 含ん で いた 。 

彼女 は 1948 年 に マン ハッ タン の Timberop と いう 名 前 の 既製 ファ ッ 
ショ ン 会 社 を 設立 し 、 1960 年 代 に は ファ ッ シ ョ ン を 製 造 する 人 売 会 社 
も 設立 し た 。 


ミュ リ テ ル ・ キ ング 

ミュ リエ ル ・ キ ング は 、1901 年 に ワシ ント ン の ベイ ビュ ー で 生ま れ 、 
ニュ ー ヨ ー ク に 移住 する 前 に ワシ ント ン 大 学 で 劇場 の 胡 胃 を デザ イン 
し 、 芸 術 を 学ん だ 。 梓 女 の 最初 の 仕事 は 、 ヴ ォ ー グ や ハー バー ス ・ バ 
ザー の よう な 国 版 物 の ファ ッ シ ョ ン イ ラス トレ ーション 制作 で あっ た 。 
1927 年 、 キ ング は ヨー ロッ パ に 、8 ヶ月 間 沙 在 し た 。 そ の 後 、3 年 連 
続 し て 、 ヨ ー ロ ッ ズ に 剥 在 し た 。 そ こ で は 、 フ ラン ス の 流行 の ファ ッ 
ショ ン ア ー テ ィ ス ト と し て 自由 に 開 歩 し た 。 

彼女 は 1932 年 に ニュ ー ヨ ー ク の East 61 Street に 従 女 の サ ロン を 
開い た 。 彼 女 は 長い 間 、 自 分 の ワー ドロ ー ブ を 手伝っ て いた 友人 た ち 
を 頼り に 、 専 門 的 な 衣服 の デザ イン を 始め る こと に し た 。 人 彼女 は 美 し 
く 描か れ た 給 を 最初 に 仕上 げた 後 、 紳 製 スタ ッ フ に 衣服 を 作ら せ た 。 
硬 客 は 、 実 際 の モデ ル か ら で は な く 、 ス ケッ チ か ら 注 廊 し た 。 人 彼女 は 
し ば し ば アメ リカ の 生地 で 仕事 を し 、1933 年 に B・ ア ルト マン の た め 
に 全 コ レク ショ ン を デザ イン し た 。 人 彼女 は 、 水 着 や スケ ー ト 服 か ら イ 
ブ プ ニ ン グ ド レ ス ま で あら ゆる も の を デザ イン し た 。 特に 、 セ バレ ー ト 
の 交換 式 ワ ー ド ロー ブ や 昼間 の 肛 に 興味 が あっ た 。 193$ 年 に キャ サリ 
ン ・ ヘ ッ プ パー ン が 映画 「 シ ルビ ア ・ ス カー レッ ト 』 で 着る よう に 衣 
袋 を デザ イン し 始め 、 そ の 後 、 映 画 の た め に 時 折 働 いた 。 紋 女 は 1937 
年 に 彼女 の サロン を 49 East First Fifty Finst Street に 移し た 。 

ミュ リエ ル ・ キ ング の 服 は 息 を 呑む ほど エレ ガン ト で あっ た 。 統 女 
は 、 ア メリ カ で 初め で の ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー の 一 人 で 、 エ リザ ペ 
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訓 人 第 1 意 衣 的 育休 一 60 年代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー タ ・ フ ァ ッ ショ ン 


ス ・ ホ ウズ と クレ ア ・ ポ ッ ク ター と 一 緒 に 名 前 の 認定 を 受け た 。 


ミュ リエ ル ・ キ ング は 、 以 下 の 映 画 の ワー ドロ ー プ に 取り 組ん だ 。 

・ シ ルビ ア ・ ス カー レッ ト (1935 年 、 キャ サリ ン ・ ヘ ペッ プペ バー ン の 有限) 
・ ス テー ジ ド ア (1937 年 、 ガ ウン ) 

・ マ ン ハ ッ タ ン ・ メ サー・ ゴ ー・ ラ ウン ド (1937 年 、Tamara Gew の 
ガウ ン ) 

・ 腔 の た め の ア ポイ ント メン ト (1941 年 、 マ ー ガ レッ ト ・ サ ラバ パン の 
ガウ ン ) 

・ パ ックス トリ ー ト (1941 年 、Margaret Sullavan の ガウ ン ) 

・ 窓 の 女性 (1944 年 ) 

・ カ サ ノ バ ・ プ ブラ ウン (1944 年 ) 

・ ク リス マス ホリ デー (194 年) 

・ カ バー ガー ル (1944 年 、 ガ ウン ) 


5 1940 年 代 


周知 り よ うに 、 日 本 に よる 真 欠 攻 撃 に よっ て 、 第 二 次 世界 大 埋 の 
火 壮 が 切ら れ た 。 本 項 で は 、C・R・ ミ ルパン ク と メグ ハン ・ メ ゾン 
(Mcghann Mason) に 抑 っ て 、 第 二 次 世界 大 圭 が ファ ッ シ ョ ン に 朋 ぼ 
し た 彫 響 を 、 次 に つい て 、 順 次 、 ま と め る 。 

(1) ニュ ー ヨ ー ク に お ける アメ リカ 人 デザ イナ ー の 誠 知 

(2) 戦争 生産 局 (WPB) に よる 衣服 に 対す る 制限 、 つ まり 、1- 85 

と いう 規制 に つい て 
(3) 規 棚 に 対す る アメ リカ 人 デザ イナ ー の 対応 


(1) ニュ ー ヨ ー ク に お ける アメ リカ 人 デザ イナ ー の 麗 知 
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S・F・ レ イプ ッッ ヒ 、』・L・ バ ー ソ ンズ 、 お よび コ ・F・ ペ ッ ク は 、 
ナチ ス に よる ズリ 占領 時 の ファ ッ シ ョ ン 楽 界 の 動向 に 関す る 吾 今 に つ 
いて 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

『1940 年 に ナチ ス が バリ を 占領 し た 後 の 数 日 間 お よび 数 局 間 の あ 
い だ に 、 フ ァ ッ ショ ン 秒 界 を 通じ た 藻 異 的 な 不安 が 広がっ た 。 ア メサ 
カ の アバ レル 業界 の プロ モー ター は 、 ア メリ カ の デザ イナ ー が バリ の 
ファ ッ シ ョ ン ・ ハ ウス か ら の イン スピ ビレ ーション と スタ イル の 間 入 な 
し に 、 フ ァ ッ ショ ン を 維持 し て ゆく 能力 に 糸 間 を 呈し た 。 占領 以前 は 、 
ヴォ ー グ (Voguc) や ハー パース ・ バ ザー (Hamcrs Bazar) な どの ア 
メリ カ の ファ ッ シ ョ ン 出 版 社 が 、 ア メリ カ の デザ イン や アメ リカ の デ 
ザイ ナー を 非常 に 限ら れ た 人 物 に 部 定 し 、 フ ラン ス が ファ ンション の 
イン スピ ビレ ーション と 創造 性 の 主要 な 泊 果 で あっ た と 信じ て いた 還 。」 


他方 、 ミ ル バ ン ク は 第 二 次 世界 大 陣中 の ニュ ー ョ ヨーク に お ける アメ 
リカ 人 デザ イナ ー の 認知 に つい て 述べ る に 当たっ て 、 次 の よう に 革 い 
て で いる 。 

『 バ リ が 占 餌 さ れ た 明 間 か ら 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン が 、 ク チュ 
ー ル の イン スピ レー ショ ン か ら 切 り 如 さ れ て 機能 する か どう か に つい 
て の 億 測 が 葉 び 交 っ た 。 ニ ュー ョ ー ク は 世界 の スタ イル の 中 心地 と な 
る 可能 性 が 最も 高い 和 市 と し て 、 顕 繁 に 言及 され た 。」 

『 ア メリ カ の 主要 ファ ッ シ ョ ン 誌 で も や る ヴォ ー グ と ハー バー ス ・ バ 
ザー は 、 フ ァ ッ ショ ン 欄 を 持っ すべ て の 定期 刊行 物 や 新聞 を 上 回 っ て 、 
デバ ー ト 、 カ スタ ム ハ ウ ス 、 卸 売 茶 者 に よっ て ニュ ー ヨ ー ク で 開催 さ 
れ た ショ ー の 報道 を 拡大 し た 。 デ ザイ ナー 自身 が よく 知ら れる よう に 
な り 、 店 舗 や 小売 楽 者 の 重要 性 は 低く な っ た 9」 


さて で て 、 ニ ュー ヨー ク の アメ リカ 人 デザ イナ ー を 認知 させ る に 当たっ 
て 、 今 上 も 人 世界 的 に 名 を 台 せ て いる か の エレ ノア ・ ラ ン バ ー ト の よう 
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箱 二 部 第 意 調 天 的 背 祭 一 1800 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


な 、 著 名 な ファ ッ シ ョ ン の 広報 担当 者 が 果たし た 役 制 は 大 きか っ た 帳 。 
彼女 は 、 ア メリ カ の デザ イン に 関す る ニュ ー ス の 普及 に 大 き な 涼 園 を 
与え た -. 彼 女 は プレ スリ リー ス と 写真 を 全国 の 新聞 に 送っ て いた た め 、 
は ほとん どす べ て の 地元 紙 が アメ リカ の ファ ッ シ ョ ン に 関す る 記事 を 掲 
載 し や すく な っ て いた 。 そ の 上 、 何 と 彼女 は 、1940 年 代 に は 、 コ スチ 
ュー ム ・ イ ンス ティ テ チュート を 創設 し た 。 こ の イン ステ ィ テ ュー ト は 、 
ニュ ー ヨ ー ク の メト ロボ ポリ タン 美術 館 の 一 郎 と な っ た 。 そ し て 、 彼 女 
は 、 コ ティ ・ ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン 批 評 家 賞 [地元 の デザ イナ ー、 
ファ ッ シ ョ ン 朱 評 家 評議 会 か ら 与 えら れ た コテ ィ (Coty) が 主 慌 す る 
人 第 年 の ファ ッ シ ョ ン 買 〕】 、 そ し て マー チ ・ オ プ ・ ダ イム ズ (March of 
Dimes) 〔「10 セン ト の 行進 」 (略し て MOD) の こと は 、 日 本 で は ほ 
と ん ど 知 られ て いな い 。 こ れ は 、 ア メリ カ で 赤十字 に 次 ぐ で 軍 の 藤 金 を 
集め た 、 ポ リオ の 冶 療 と 子 防 の た め に 10 モント (10 分 の 1 ドル ) を 
送 ろ うと いう 、 大 規 棋 な 募金 運動 の 名 前 で ある 〕 の 佐 年 の 部 半 フ ァ ッ 
ショ ン シ ョ ー を 半 細 し た 。 

また 、 ニ ュー ヨー ク の アメ リカ 人 デザ イナ ー を 認知 させ る に 当たっ 
て で 、 ロ イス ・ ロ ング (Lois Long, 1901-1974) や 、 ペ パー ジニ ア ・ ポ ー プ 
(Vinginis Pope、 1SS7-1978) の よう な ジャ ー ナ リス ト が 早 笑 力 を も っ 
て いた 9 。 ロイ ス ・ ロ ング は 、1920 年 代 半ば に ニュ ー ョ ヨー カー の 
た め に 委任 を 始め て 以来 、 ま ネイ ティ ブス タイ ル の チャ ン ビ ピオ ン と し て 
活躍 し て いた 。 ま た 、 バ ー ジ ニア ・ ポ ー プ は ニュ ー ョ ヨー ク ・ タ イム ズ 
の ファ ッ シ ョ ン ・ エ ディ ター で あっ た 。 

ミル バン ク に よる と 「 権 計 中 新聞 は 、 特 定 の デザ イナ ー の 作品 を 描 
いた も の と 同じ くら い ポ ロニ コート 、 シ ャ ツウ エス トド レス 、 モ ー タ ー 
セッ ト な どの アメ リカ ンス タイ ル の 一 般 的 な 要素 を 質 扶 し た 。 興味 泊 
いこ と に 、 最 も 高級 感 の ある カス タム ドレ ス か ら 、 安 価 な 大 草 生 産 の 
ミス の ダン ス フ ロ ッ ク ま で 、 あ ら ゆ る レベ ル の ファ ッ シ ョ ン に 注目 が 
集まっ た 只 」 と の こと で ある 。 ミ ル バ ン ク は 、 こ の よう に 述べ て 、 
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引き 続き 、 認 知 され た アメ リカ 人 デザ イナ ー を 列挙 し て いる 。 ① カス 
タム 部門 の デザ イナ ー、 人 つ ② 既製 服 デ ザー ナー、③ スポ ー ツ 服 の デ 
ザイ ナー、 ③④ アク セ サ リ ー・ デ ザイ ナー、 コ スチ ュー ム ・ ジ ュ エ リ 
ー・ デ ザイ ナー、 お よび ファ ブリ ッ ク ・ デ ザイ ナー の 順 に 箇 上 に 紹介 
する 。 

①⑪ カス タム 部 門 の デザ イナ ー 

デザ イナ ー の トッ プラ グ ゆ ! に は 、 百 貨 店 ボン ウィ ッ ト ・ テ ラー 
(Bonwit Tellcr) の フィ ラベ ネン ソン (Hira Bencnsan. 1S98-1977) 、 サ 
ックス (Saks) 〔 フ ィ フ ス ・ ア ベニ ュー の サロ ン ・ モ デル ヌ ] の ソフ 
イー・ ジ ン ペ ベル (Sophic. 1g9&-1981) 、 シ ュ タ イン ・ エ ンド ・ プ レイ 
ン (Sin&Blain) の ミュ リエ ル ・ キ ング (Maricl King. 1900-1977) ジ 
ェ イ ・ ソ ー プ Uay-Thome) の ウィ ル ゾ ン ・ フ ォ ル マー (Wilson Folmar. 
1930-2018) (女人 服 デ ザイ ナー] 、 ア ー サ ー・ フ ァ ル ケン シュ クイ 
ン (Arhur Falkcnstein) 、 メ イン ボッ チャ (Mainbocher, 1S90-1976) 〔 バ 
リ の クチ ュー ル ハ ウス を 経営 し て ニュ ー ヨ ー ク に 新しく 到着 し た デザ 
イナ ー〕 、 ジ ュ エ リー・ デ ザイ ン に 戻る 前 に 、 ニ ュー ヨー ク の ドレ ス 
サロ ン 、 シ ェ ・ ニ ノン (Chez Ninon) の ファ ッ シ ョ ン を デザ イン し た 
デザ イナ ー の ヴァ レン ティ ナ (Valentina) 、 ジ ャ ン ・ シ ュ ル ン ペ ル ジ 
ェ (Jean Schlumbcrser. 1907-1987) な ど が 含ま れ て いた と の こと で あ 
る 。 


テア ン リ ・ ペ ン デ ル の カス タム 部 門 は 、Leone に よっ て 運営 され 、 デ 
ザイ ナー の スタ ッ プ は ドレ ス ・ デ ザイ ナー の メイ ベル ・ マ ッ キ ル ヴ ェ 
イン ・ ダ ウン ズ (MabelMclivain Downs) で あっ た 。 ベル グ ド ル フ ・ 
グッ ド マ ン に は レス リー・ モ リス (Lcslic Moris) と パー ナー ド ・ ニ ュ 
ー マ ン (Bemard Newman、1903-1966) が いた 。 そ の 他 ハッ ティ ー・ 
カー ネギ ー [映子 デザ イナ ー]、 サ リー・ ミ ル グ リ ム (Sally Milgrim. 
1892-1994) [カス タム ・ デ ザイ ナー] 、 映 画 衣 装 デ ザイ ナー の ハー マ 
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ン ・ バ パト リック ・ タ ッ プ (Herman Parrick Tappc. 1576-1934) も 楽 共 な 
カス タム ・ デ ザイ ン の 洋 乳 を デザ イン し た 。 


⑰ 茎 製 服 デ ザイ ナー 

さら に 、 ミ ル バ ン ク は 、 次 の よう に 述 べ て 、 茎 製 服 デ ザイ ナー を 列 
単 し て いる 。 

『「 ト ッ プ クラ ス の 有 既製 服 デ ザイ ナー の 衣服 は 、 自 分 の サロ ン や ショ 

ー ル ー ム だ け で な く 、 国 全体 の 名 前 で 宜 伝 され 販売 され て いた の で 、 
アメ リカ の 婦 人 限 の ドレ ス メ ー カ ー よ り も よく 知ら ち れ で いた W」。 
1940 年 代 の この グル ー プ に は 、 フ ァ ッ ショ ン オ リ ジ ネ ー タ ー ギ ルド 
(Fashion Origmators Guild] の 会 長 と スポ ー ク スマ ン で も あっ た ネッ 
ティ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン 、 モ ー リ ス ・ レ ント ナー (Mauricc Rcntncr 
1NS9 -10 き ) 、 フ ィ リ ッ プ マン ・ マ ン ゴ ー ン (Phiip Mangonc.18S4-1957) 、 
トゥ リジェ ー ル (Pauine Tigert. 1908-2002) 、 ア ン ツ ニー・ プ ロッ ク 
(Amhony Blota、 1922-1971) [テー ラー ド ・ ド レス 、 ジ ャ ケッ ト と ド 
レス の アン サン プル 、 ス ー ツ と コー ト を 好 ん で デザ イン 〕)、 プ ルー ノ 
(Bnmo)、 チ ャ ッ プ マン (Ceil Chapnan. 1912-1979) 【 マ リリ ン ・ モ エン 
ロー が 好き な デザ イナ ー]、 ハー ヴェ イ ・ バ ベー リン (Harvcy Bcrin) [ サ 
ッ ク ・ シ ル エ ッ ト を 好む お 男性 デザ イナ ー]、 ジェ ー ン ・ ダ ー ビ ー (ane 
Derby. 189$-1963) 、 マ ダム ・ エ ー タ (NMme Em) 、 バ ッ ト ロ ー (Patullo) 
の ジョ ー・ コ ー プ ラン ド (JoCopciand、1899-1982) [Pattullo の 専任 デ 
ザイ ナー。 エレ ガン ト で 高価 な 既製 展 の デザ イナ ー)、 ノー マン ・ ノ レ 
ル [ディ テー ル 、 シ ンプ ル で 館 き の こない デザ イン 、 カ スタ マイ ズ さ 
れ た デザ イン で 有名 )〕、 そ し て 、 カ リフ ォ ル ニア の エイ ドリ アン ・ ア ド 
ルフ ・ グ リー ンバーグ (Adnian Adolph Grecnberg. 1903-19S9) [アメ リ 
カ を 代表 する ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー、 映 画 の 衣装 以外 に も 、 小 売 の 
分 野 で も 話 躍 )、 ア イリ ー ン (lens, 1907-1962) と ハワード ・ グ レア 
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(Howard Greer 1S96-1974) 【 ハ リウ ンド の ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー で 、 
アメ リカ 映画 の 資金 時 代 の 衣装 デザ イナ ー〕 が 参加 し 、 そ の うち 3 人 
は 映画 の 衣装 デザ イン に 携わっ て いた 。 全 員 、 夕 方 と ドレ ッ シ ー な 量 
間 の イベ ント の た め の 服 を 街 で 提供 し た 多彩 な デザ イナ ー で あっ た 。 


⑱ スポ ー ツ 肌 の デザ イナ ー 

次 に 、 ミ ル バ ン ク は 『「 お そら く 、 ア メリ カン ファ ッ シ ョ ン の 新しい 
名 前 の 中 で 最も 草 新人 釣 ど っ た の は 、 ス ポー ツ や 遊 載 の た め の 衣服 の 分 
野 で 働い て いた 人 た ち で あっ た 中 」 と 述べ て 、 ス ポー ツ 着 や 遊戯 着 
の 分 野 の デザ イナ ー を 挙げ て いる 。 

ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の トム ・ プ ブリ ガン ス (Tom Brigancc。 
1913-1990)、 ク レア ・ マ ッ カ ー デ ル (Came McCardcll 190S-1958)、 ヴ 
ェ ラ ・ マ ックス ウェ ル (Vera Maxwcl1903-1995) 、 ク レア ・ ポ ッ タ ー 
(Clare Pomer 1910-19S6)、 テ ィ ナ ・ レ ッ サ ー (Tina Lcser. 1910-19R6) 、 
そし て B・H・Wraggc の シド ニー・ ラ ッ ジ (Sydncy Wagc. 1908-1978) 
は すべ て 、 新 し い カ テ ゴ リ ー の セ バ レ ーション の 中 で 働い て いた 。 


④ アク セ サ リ ー・ デ ザイ ナー、 コ スチ ュー ム ・ ジ ュ エ リー・ デ ザイ 
ナー、 お よび ファ プ ブリック ・ デ ザイ ナー 

最後 に 、 ミ ル バ ン ク は アク セ サ リ ー・ デ ザイ ナー、 コ スチ ュー ム ・ 
ジェ エリ ー・ デ ザイ ナー、 お よび ファ プリ ッ ク ・ デ ザイ ナー を 準 げ て 
いる e。 

適度 な 価格 で ある こと に 加え て 、 非 常に 形 実 的 な 女性 を 念頭 に 置い 
て 設 針 され た 彼ら の 服 は 、 実 用 的 で 創造 的 な もの で あっ た 。 ま た ニュ 
ー ョ ー ク で は 、 リ リー・ ダ ッ チ ェ (Lily Dacht、1898-1089) 、 ハ ワー ド ・ 
ホッ ジ (G. Howard HHodgc. 1891- 2012)、 ジ ョ ン ・ フ レデ リッ クス 

(ohn-Fredcrics) 、 フ ローレンス ・ ラ イッ ン ヒ マン (Florcncc Rcichmann) 、 
サリ ー・ ヴ ィ ク ター (Sally Victor. 1905-1977)、 ウ ヴォル ター・ ブ プロ レル 
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(Waler Florcll 1911-1986 ) な どの アク セ サ リ ー デ ザイ ナー、Kanet 
と Joscf の ポケ ッ ト ブ プッ ク 、 ミ リア ム ・ ハ スケ ル (Minam HHaskcl 
1s99-1981) の よう な コス チュ ー ム ・ ジ ュ エ リー・ デ ザイ ナー を 詩 っ 
て いた 。 フ ァ ブ リッ ク - デ ザイ ナー の プル ッ ク ・ カ ドウ ォ ラ ダー(Brooke 
Cadwallader) は 、 受 国 的 また は 歴史 的 な テー マ で 上 映 さ れ た 映画 の な 
か で 登 場 し た シル クス カー プ を 毎 シ ー ズ ン 発行 し た 。 他 の ファ ブリ ッ 
ク デ ザイ ナー に は 、 コ ッ ト ン を 専門 と する ホー プ ・ ス キル マン (Hope 
Skilman、1908-1951) と 、 再 海岸 の ポー ラ ・ ス タウ ト (Pola Stowt 
1902-1984) が 部 知 され 、 手 織り の 幾 何 学 銘 な 毛 和 が エイ ドリ アン ・ 
アド ルフ ・ グ リー ンベルグ (Adman Adolph Greenbers.1903-1939) と ア 
イリ ー ン の イン スピ ビレ ーション の 源泉 と な っ た 。 

ミル バン ク は 、 ニ ュー ヨー ク に お ける アメ リカ 人 デザ イナ ー の 認知 
に つい て 、 書 き 終え る に 当たっ て 「 職 争 は アメ リカ の デザ イナ ー に 脚 
光 を 府 び させ た (ニュ ー ョ ヨー ク ・ タ イム ズ の 1944 年 の ファ ッ シ ョ ン 
ショ ー で は 、 そ の 服装 は さま ざま な 色合い の 素材 か ら 作ら れ で いた ) 

* 思 」 と ん で いる 。 


(2) 戦争 生産 局 (WPB) に よる 衣 必 に 対す る 規制 (-S$) 

メグ ハン ・ メ ゾン (Mcghann Mason) は 、 第 二 次 世 界 大 隊 碗 後 の 
衣 眼 に 対す る 滑 限 に つい て 、 次 の よう に 進 べ て いる 。 

『1941 年 12 月 、 米 国 は 真珠 湾 の 尋 撃 の 後 、 正 式 に 第 二 次 世界 大 戦 
に 人 身 入 し た 。 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ン は 止ま っ た 。 "フラ ンク リン ル 
ー ズ ベル ト 大 統領 は 、 翌 争 生産 委員 会 (以下 、WPB) を 命じ た 。 そ の 
目的 は 、 国 家 の 経 済 を 戦争 に 一 飛 合 う よ う に 変え る た め に 、 物 質 と 艦 
軸 の 生産 と 配分 を 規制 する こと で あっ た "0 」 

WPB と は War Product Bomrd の 頭 文 字 を 表記 し た も の で あり 、 較 争 
生産 委員 会 や 戦争 生産 肩 と 駅 され て いる 。 

メグ ハン ・ メ ゾン は 引き 続き 、L-553 の よう な 衣服 座 委 の ルー ル の 制 
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走 に つい て 、 黄 の よう に 途 べ て いる 。 

米国 で の 配給 は 、 イ ギリ ス を は じ め と する ヨー ロッ ペ 諸 国 と は 軟 
な り 、 衣 絆 品 配給 の 責任 は 民間 人 で は な く 衣 上 製 造 楽 者 に 課さ れ て い 
た 。 ス タン レー・ マ ー カ ス (Nicman Marcus の Stamlcy Marcus) は 、 
WPB の 繊 物 部 門 の 長 で あっ た 。 彼 は 基本 的 に 衣 肛 を 作る た め に 使用 で 
きる 布 の 草 を 1941 年 の 金額 (ウォ ルフ ォ ー ド ) に 抽 陣 す る こと に よっ 
て 、 時 間 の シル エッ ト を 旨 基 させ た 。Mareus と WPB の 下 で 、L-8$ の 
よう な 衣服 産業 の ルー ル が 作成 され た 。「L』」 は 「 滑 限 注 文 」 の 飛 に 表 
示さ れ 、 そ の 後に 数 字 が 続い た 。 し 85 は 女性 の 衣服 を カバ ー し て いた 。 
WPB が 設定 し た ルー ル を 破っ た 製造 業者 に 対し て は 、 非 常に 重い 肖 金 
と 壮 在 的 な 馬 役 刑 が あっ た 軸 。」L は limiation を 表し て いる 。 

ミル バン ク は 、 こ の WS と いう 規制 に つい て 、 こ の 根 制 の 目的 、 乳 
種別 、 素 材 別 の 赴 制 内 容 を 詳細 に 蔵 っ て 記し て いる 。 か な り 、 長 く な 
る が 、 以 下 、 順 沢 、 要 約 ・ 紹 介する 。National Archive に 下記 の 規定 
が 提 剛 され で いる が 、 筆 者 は 、 こ の 規定 の 内 容 を 見 つけ る こと が で き 
な い 。 そこ で 、 ミ ル バ ン ク に 拠っ て 、 そ の 内 容 の 詳細 を 紹介 する 旨 。 


179.2.3 Ordcrs and recgulations 


Textual Records: Orders、 regulalions、 directiVes、 and related 
records ofthc WPB and the CPA ("Recording Secretary's Filcs") 、 
1941-47. Equipment ("E") 、limitation ("L") 、conservation 
("Mr) prefeencc rating ("PT) .mbber ("R") 、andutilities 
【"UD") orders、 194147、with gaps. Orders and regulations manual、 
1941- 47.Controllcd Materials Plan ("CMP") regulations. 1943- 
45.Pniority regulations、 1941-47、with gaPs。 


① 規制 の 対象 と な っ た 服 種 
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1943 年 に 最初 に 発表 され た L・ 85 と いう 規制 は 、 結 婚 式 用 の 胡 
服 、 年 婦 用 限 、 幼 児 用 服 、4 歳 ま で の 幼児 用 服 、 宗教 的 な 礼服 、 
お よび 埋 非 シュ ラウ ド を 除い て 、 戦争 へ の 取り 組み の た め に 重要 な 
幸 材 で 作ら れ た あら ゆる 種類 の 衣 貞 に 影響 を 与え た 。 


② 1L-85 の 目的 

1 つ は 、 シ ル エ ッ ト を 維持 また は 凍結 する こと で あっ た 。 こ れ は 、 
重要 な 変更 が 機械 、 技 術 、 余 分 友田 力 を 調整 する 必要 が あっ た か ら で 
ある 。 この 堤 制 は 製造 茶 者 を 対象 と し て お り 、 戦 争 生産 委員 会 は 期間 
垣 縮 と 政府 の 信 先 頼 位 に 変化 を も た らし た 。 


⑳ 恨 種 別 の 規 抽 内 容 

・ こ の 制限 は 、 プ リー ツ や カフ ス を 使わ ず に カッ ト さ れ た シン グル ブ 
レス テッ ド 、 ツ ー ビ ピー ス (スリ ー ビ ー ス で は な く ) スー ツ や パンツ 
に 限定 され て で いた 。 ク ラー ク ・ ゲ ー プ ル (Clark Gablc. 1901-1960) 
【 ア メリ カ 合 箇 国 の 映画 健 笑 。 第 二 光 世 界 大 戦前 後 の 時 代 を 代表 ず 
る ビッ グ ス タ ー] に よっ て 普及 され た 『 フ ァ ン シー バッ ク 」 ジ ャ ケ 
ッ ト と 呼ば れ た も の は 、 ダ プル プレ ステ ッ ド ・ デ ィ ナ ー ジ ャ ケッ ト 
と 同様 に 鬼 止 され た 。 

・85 の 女性 用 衣服 の 傍 用 は 必然 銘 に より 複 維 で あっ た 。 羊毛 や 戦 
争 へ の 取り 組み な に と っ て 重要 な 他 の 素材 で 作ら れ て いる 場合 、 衣 服 
は 所 同 り が 72 イン チ あ る スカ ー ト を 持つ こと が で きる (実際 に は 
今日 の 平均 ギャ ザー スカ ー ト より も フル で ある )。 これ は 、 狭 い バ 

ゲ ョ ン を 伴う 、 実 際 の 縮 小 を 排除 し た 。 

・ ス ー ツ ジャ ケッ ト は 長 さ が 2S イン チ に 制限 され て いた 。 こ れ は 平 
均 的 な 女性 の ヒッ プ 贅 の すぐ 下 で あり 、 バ ン ツ の 握 は 19 イン チ の 
帽 で し か な い (ちな み に 、 1980 年 代 半 ば の 狭い パン ツ の 鐵 の 平均 は 
約 4 イ ンチ )。 
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・ ス カー ト の 裾 の 深 さき は ュ イ ンチ を 超え て は な ら ず 、 ペ ルト の 候 も う 
イン チ に 制 隈 され て いた 。 

・ シ ャ ツ と ブラ ウス で は 、 折 り 返 し 袖口 、 ダ ブル ヨー ク 、 サ ッ シ 、 ス 
カー フ 、 フ ー ド が 婚 止 さ れ 、 バ ッ チ ポケ ッ ト は 1 つ し か 表 め られ な 
か っ た 。 

・ コ ー ト は パック プリ サー ツ を 持つ べき で は な リー 
ツ さ れ た スカ ー ト は 、 一 訂 の キッ ク プ リー ツ (細い スカ ー ト の 裾 
の 後ろ の 中 央 に 入れ る ポッ クス プリ ー ツ ) の スカ ー ト に 置き 換え ら 


め の ス リッ ト を 特徴 と する 。 
・ ハリ ウッ ド は 8S か ら 免 除 さ れ 
て で いな か っ た 


⑭ 素材 別 の 規制 
・ 羊毛 の 規制 

数 析 万 張り 合 乗 国軍 膝 の 

の 冬 の ユニ フォ ー ム と 


ー ル は 、 ほ と ん どの 生 


号 肌 | シル ク ・ ス トッ キン グ の 
ぶ ふくらはぎ の ライ ン に 伺 せ て 財 
けら れ た 最も 大 限 。 生 の 銘 季 で 線 を 引く 雪 性 。 

され た 布 で あっ た 。 が 十字 福 は 、 


攻 下 、 ス カー フ 、 ま た は セー ター を 誰が 編む の か を 指示 し て で 、 兵 寺 
で ある 友人 や 親 其 の た め に 編 ま せ さ え し て いた 。 アメ リカ の 女性 は 
上 - 85 で 決め られ た 量 の ウー ル を 着用 する こと が 許さ れ で いた が 、 
ウー ルプ レン ド 、 リ サイ クル ウー ル 製 の 生地 、 お よび レー ヨン の 奉 
材 で 服 を 着る こと が 推奨 し され た 。 レ ー ヨ ン ・ ガ バル ディ ー ヌ 
(Rayon gbardinc) [レー ヨン で 織り 上 げた ギャ バジ ン ] が 最も 牙 
及 し た ウー ル 代 符 品 で あり 、 女 性 の 衣服 と 同様 に 男性 用 の シャ ツ や 
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息 二 節 第 1 症 衣 的 育休 一 1909 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー タ ・ ブ ファ ッ シ ョ ン 


その 他 の 衣服 に 使用 され て いた 。 
・ シ ルク の 規制 

第 二 深 世界 大 戦 の 大 部 分 が 空中 で 戦わ れ た の で 、 シ ルク は も うぅ 一 
つの 重要 な 埋 争 の 材 桂 で も わっ た 。 シ ルク は 重い 大 砲 の 仕掛 け を 語 ま 
ちせ る こと な く 、 爆 発 で 崩壊 し た の で 、 バ ラ シ ュ ー ト と 火薬 袋 の た 
め に 使用 され た 。 見 知ら め ぬ 国 に 璧 落し た 場合 に 、 バ イロ ッ ト が シル 
ク に 転載 し た 生存 マッ プ は 、 読 みや すさ を 損なう こと な く 一 定 の 折 
り 崇 み と 慢 気 に 耐え た の で 、 パ イロ ッ ト に よっ て 携行 され た 。 バ イ 
ロッ ト は た え ず 後ろ を 見 る 。 そ の た め に 、 後 ろ を 向く と き に 、 ス カ 
ー フ が 首 を こす る こと の な いよ うに 、 シ ルク の スカ ー フ を か け て い 
た 。 わ ず か の は 服用 に 利用 可能 な まま で は あっ た が 、 女 性 は スリ 
ッ プ の よう な 下着 や 、 特 に スト ッ キ ング の た め に 縮 を 用 いる こと が 
難し く な っ た 。 1939 年 に 初め て 療 入 され た ナイ ロン スト ッ キ ング は 
すばらし い 代 稀 品 で は あっ た が 、 ナ イロ ン も また バラ シュ ー ト に 使 
用 され て 以来 、 制 限 さ れ て いた 。 レーヨン の スト ッ キ ング が 考案 さ 
れ た が 、 常 に 、 圭 争 生 産 委員 会 は 、 季 下 工場 へ の レー ヨン 和 ォ の 全国 
生産 量 を 非常 に 小さ な 割合 で 配分 し た 。 貫 の スト ッ キ ング 、 特 に メ 
ンジ シェ の スト ッ キ ング を 入手 する こと が で きた が 、 す で に 短い スカ 
ー ト を は いて 足 を 見 せ ぴ ら か し て いた 女性 の 数 は 、 お 世辞 に も な ら 
な い ほ ど 少 な いこ と が 判 朋 し た 。 レ ッ グ メイ クア ッ プ は 新案 装置 以 
上 の も の に な っ た 。 女性 は それ を 使用 し 、 脚 の 後ろ に 慎 毛 の 鉛筆 で 
梓 い 目 を 引 っ て いた (写真 1)。 彼ら は 、 彼ら が 持っ て いた スト ッ キ 
ング を あざ けり 、J・C・ ベ ニー 0.C. Penney) は スト ッ キ ング の 
穴 を 再編 成す る サー ビス を 提供 し た 。 女 性 が 彼女 の 最後 の ペア を い 
か に 洗う こと が で きた か を 示す 記事 が 現れ 、 破 女 の 頭上 の 空気 中 で 
スト ッ キ ング を 振っ て 、 す ぐに 牙 燥 させ る こと が で きた 。 

・ 羊毛 に 笑わ る 費 の 使用 の 推奨 
綿 は 、 夏 の ユニ フォ ー ム 、 サ ンド バッ グ 、 風 輸 な どの 軍事 用 に 用 
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いら れ た 。 夫 い な こ と に 、 女性 の た め に 、 ベル ペッ ト や コー デュ ロ 
イ の よう な 厚手 の 綿 は 豊富 だ っ た 。 その 他 に は 、 ア イド リン グ 状 能 
に な っ て いた 自動 車 向け の 布 張り 産 玄 に よっ て 生産 され た 材料 が 、 
涼し く 着 用 する た め に 羊 も に 替わっ て 用 いら れ た 。 
・ 人 僅 衝 料 の 制限 
人 造 染 笠 は 、 ダ イナ マイ ト 製 造 に 必要 な 物質 が 同じ 基本 物質 か ら 
作ら れ て いる た め 、 限 られ た 数 草 し か 入手 で き な か っ た 。 ま た 、 女 
性 は 素朴 な 素材 の 衣服 を 可能 な 隈 り 着 用 する よう 促さ れ た 。 化粧 品 
用 容器 に 使用 され て いた 様々 な プラ スチ ンク と 同様 に 、 ア ルコ ニール 
と グリ セリ ン 、 化 粧品 、 香 水 、 石 鹸 の 成分 も 戦争 の た め に 募集 され 
た 。 
・ ゴ ム の 制限 
ゴム は 飛行 機 と デー プ 用 タイ ヤ に 用 いら れ た た め 、 ガー ドル 、 ブ 
ラジ ャ ー、 バ ン ツ 用 の ゴム は 不足 し 、 そ れ ら は 弾力 性 を 欠い て いた -。 
・ 金 属 製 の アイ テム の 制限 
ジッ パー、 金属 製 の ボタ ン 、 ト リム が 最小 咽 に 押 え られ た 。 コ ル 
セッ ト は ジッ ペー で 開 半 され ず に 、 婚 で 締め られ な けれ ば な ら な か 
っ た 。 
・ 室 石 の 制 胡 
宇 石 さえ も 戦争 の 影 費 を 受け た 。 プ ラチ ナ は 軍事 目的 の た め に 確 
保 さ れ て いた の で 、 次 重 な ジ ュ エ リー は 人 金 、 通 常緑 、 次 、 ビ ンク 、 
自 の 組み 合わ せ で 作ら れ 、 ト バーズ 、 ア クア マリ ン 、 ア メジ スト の 
よう な 大 き な 半 貴石 で 仕上 げ ら れ た 。 コス チュ ー ム ジュ エリ ー に 使 
用 され た 銀 白 また は ペー ス メ タ ル は 、1940 年 代 の 作品 の ほとん ど が 
スタ ー リ ング シル バー に 交換 され た 。 そ の 後 、 変 色 を 防止 する た め 
に より 少な い 金 品 で メッ キ さ れ た 。、 コ スチ ュー ムジ ェ エ リー 以外 の 
シル バー ジュ エリ ー は 、 大 胆 な デザ イン の メキ シュ の 作品 を 中 心 に 
人 気 を 圭 し 、 名 と 真 ちゅ う の 手 作り ジュエリー も 端 加 し た 。 
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・ 革 の 制限 
歩兵 は 月 に 1 足 の ブー ツ を 履き 竹 し て し まっ た の で 、 総 や 季 に 
革 の 代わ り に 織 ら れ た 線 物 が 使用 され て いた -。 潜 は エス パ ド リ ル 
の よう に ニル ク 、 木 材 、 ま た は プラ スチ ッ ク 製 で あっ た 。 注 文 し 
217 は 女性 の 潜 の 革 を 昧 、 ネ イ ビ ー、 白 、 お よび 書 淫 の 3 色 の 茶色 
の 6 色 に 限定 し 、 ソ ー ル が 不 合理 な 物質 か ら 作 られ た 場合 に の 
み 、2 色 を 1 つの スタ イル で 使用 する こと を 義務 付け た 。 1943 年 、 
世 府 は 制服 か ら サ ム ・ プ ラウ ン (Sam Brownc) ペル ト ( 共 製 ) を 取り 
外し た 。 幾 られ た 軍用 ペル ト は 十分 で あっ た -。 制 陣 の りす べ て が 忠 
争 期間 中 、 持 続 し た わけ で は な く 、 また 、 1945 年 に 、 職 争 が 終了 し 
た と き に すべ て が 佑 目 し た わけ で は な い 。 基 の 不足 は 数 年 間 続 い 
し 
以上 、 ミ ル バ ン ク に 的 っ て 、L-83 と いう 規制 の 具体 的 内 容 を 要約 ・ 
紹介 し た 。 
引き 続き 、 バ ッ チ ワー ク ・ ポ ケッ ト と スカ ー ト の 手 囲 以外 、 ミ ル バ 
ンク が 言及 し て いな い 1- 85 と いう 規制 内 容 を メグ ハン ・ メ ゾン に 掲 
っ て 紹介 する 9。 


製造 元 の 上 -85 に よる 規制 の 例 : 
【 プ ラッ ウス] 
・ タ ッ ク ま た は プリ ー ツ が 使用 され て いる 場合 、 フ リル は 使用 で き 
ず 、 そ の 逆 も な か っ た 。 
・ プ ー ド な し 。 
・ ポ ケッ ト は 内 側 また は 外側 に 1 つ 以 上 あり 、25 平方 イン チ を 量 
える 材料 を 用 いた バッ チ ボ ポケット は 禁止 。 
【 ュ ー ト 】 
・ フ ノー フォ ー ク タイ プ の バッ ク は 禁止 。 
・ 肩 の 上 の エ ポ ボー レット や タプ の 禁止 。 
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・ 周 長 は 16 12 イ ンチ に 劇 眼 。 
【 ス カー ト 、 ス カー トス ー ツ 、 プ レイ スー ツ 】 
・ 非 羊毛 布 また は 9 オン ス 以下 の 羊毛 布 で 作ら れ た ミス サイ ズ 16 
の 場合 、 補 困 は 81 イン チ か ら 78 イン チ に 誠 少 し た (ミル バン ク は 72 
イン チ と 書き 、 馬 定 的 に 評価 し て いる 一 六 田 注 )。 
・ ノ ー キ ュ ロ ッ ト 、 リ バー シブ ルス カート 、 ラ イン スカ ー ト 、 キ ル 
ティ ング スカ ー ト 、 ス ケー トス カー ト -。 
・3 イ ンチ 帆 以上 の ウエ スト バン ド な し (ミル バン ク は 2 イン チ と 
書い て いる 一 洲 田 注 )。 
【 ド レス 】 
・ 各 袖口 に 2 つ 以 上 の ボタ ン と ボタン ホー ル を 禁止 。 
・300 平方 イン チ を 女 え る キル ティ ング は 葉 止 。 
・ ド レス : タフ タ と サテ ン の ドレ ス の 大 は 144 イン チ の まま 。 
【 靴 】 
民間 人 は 』 年 に つき わずか 3 ペア の 芝 息 に 陣 ら れ で いた 。 若 命 と 
入力 不足 と 軍事 需要 の た め 、 非 支配 的 な 需要 が 大 幅 に 減少 し た 供 
給 よ り も は る か に 大 きい た め 、 埋 は 配給 され た 。 


(3) 規制 に 対す る アメ リカ 人 デザ イナ ー の 対応 

ミル バン ク は 、 次 の よう に 述べ て 、 衣装 デザ イナ ー が L-83 に よる 
衣服 規制 に 、 ど の よう に 対応 し た か に つい て 、 代 表 的 な デザ イナ ー 
の 取り 組み を 紹介 し て いる 。 

「1940 年 代 を 振り 返 ろ 多く の アメ リカ 人 女性 は 、 大 半 の 特定 の 制 
限 を ほとん ど 思 いつ か な か っ た 。 な ぜ な ら 、 戦 を 除い て 、 食 様 券 で 
過 入 する こと が で きた た め 、 稀 少 柏 や 限ら れ た 使用 の 問題 の ほとん 
ど は 、 買 うこ と が で きた 衣服 で 、 す で に 解決 され て いた か ら で あ る 。 
アメ リカ 人 の デザ イナ ー は 、 自 分 が 持っ て いた も の に 且 線 し で いた 。 
狭い 服 を 面白 く 見 せ 、 ジ ッ パ ー や 余分 な 素材 を 使用 する こと の 滑 限 
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弟 二 曽 第 【 意 閑 的 療 一 600 年 代 か ら 1960 年 代 の ニュ ー ョ ー タ ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


を 乗り 越え て 、 和 独創 的 な ソリ ュー ショ ン を 作り 田 し た 補 。」 

クレ ア ・ マ ッ カ ー デ ル は 、 ボ タン や ジッ パー の 代わ り に 、 真 内 の 
タプ と フッ ク で 衣服 を 固定 し 、 余 分 な 綿 の バル ー ン 布 で ドレ ス を 作 
っ て 、 自 分 の 料理 を し て くれ た ホス テス の た め に エプロ ン と マッ チ 
し た 衣服 を デザ イン し た 。 部 売 デ ザイ ナー の ジョ ゼ ・ ウ ォ ー カ ー 
(Joset Walker) は 、 女 性 が 洗 訣 し て デイ ロン を か ける の に 適し た ウ 
エス トド レス を 専門 に 扱っ て いた 。 ツ イー ド の 専門 知識 で 知ら れる 
ヴェ ラ ・ マ ックス ウェ ル は 、 わ ず か 2 一 4 ヤー ド の 生地 で 、 枚 喘 
返し が な く 、 ま た 、 正 面 に 重なり の な い 、 直 線 的 な コー ト を デザ イ 
ン し た エイ ドリ アン は ビク トリ サー スー ツ を デザ イン し た 。 細 長い ジ 
ャ ケッ ト は ウエ スト に ファ ブリ ッ ク ネ クタ イ で 留め られ 、 ス カー ト 
に は リサ イク ル さ れ た マッ チ し な い 布 か ら 作 られ た ヨー ク が 付け ら 
れ で いた 。 こ の ヨー ク は ジャ ケッ ト の 下 か ら は 見 えて いな か っ た 。 

トム ・ プ リガ ンス は 、 フ ァ プ リッ ク が 情 に 集め られ て 、 折 り 吉 ま 
れ た ノー スリ ー プ を デザ イン し た 。 フ ィ ラ ・ ベ ネン ソン は ジャ ケッ 
ト の 上 に 「 所 得 税 」 の ポケ ッ ト を つけ た 。 それ ら は ジャ ケッ ト の 婦 
に 別 布 で 裾 が つけ られ ず 、 ジ ャ ケッ ト と し て 、 1 枚 の 布 で カッ ト さ 
れ た の で 、 生 地 の 司 用量 は 少な か っ た た め 、 こ の よう に 呼ば れ た の 
で ある 。 暖房 泊り 不足 の せい で 、 家 が 寒い 女性 用 に 、 メ イン ボッ チ 
ャ は 、 夕 方 の セー ター、 抽 紀 光り く カー ディ ガン を 用 意 し た 9。 

バー ナー ド ・ ラ ッ ジ (Bermard H. Wragge) . は 巨大 な 安全 ビン で 固 
定 さ れ た ラッ プ ド レス を デザ イン し 、 ハ ー ペ ベイ ・ ペ バー リン (Harvey 
Bcrim) の た め に デザ イン し た カー レン ・ ス ター ク (Karcm Stwk) は 、 
ドレ ス に スタ ー リ ング シル バー の ジッ パー を 使用 し た 。 他 の デザ イ 
ナー は 、 明 る い 灯 火 管制 用 スカ ー フ 、 カ バー オー ル や ジャ ンプ スー 
ツ の パー ジョ ン 、2 つ し か ポタ ン が 必要 な いよ うに カッ ト さ れ た ド 
レー プ を 思い つい た 。 大抵 の 衣 遥 に は キャ ッ プ ・ ス リー プ が 付け ら 
れ 、 こ の 宙 は 沢山 の ヤー ド の 生地 を 箇 約 し た 『!。 
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規制 に も か か わら ず 、 昔 時 の シル エッ ト は 実際 に 変化 し た 。 こ の 期 
間 は 多く の 人 の 心中 で 、 最 初 に エイ ドリ アン が 映画 の 中 で 、 広 い 肩 幅 
の ジャ ケッ ト と 銘 筆 あ ス カー ト で 有名 に な っ た シル エン ト に 同定 され 
て いた 。 特 に 、 高 い 帽子 や ター バン 、 細 の 上 に 巻 か れ た 朋 、 大 胆 な 宇 
石 、 縮 長い ポケ ッ ト プ ッ ク 、 柴 色 の 赤い リッ プス ティ ッ ク な ど は 、 
1940 年 代 の 外観 と し で 記憶 され て いる 。 これ ら は 影響 カボ が あり 、 イ レ 
ー ネ 、 ヴ ツェ ラ ・ マ ックス ウェ ル 、 フ ィ リ ッ プ マン ・ マ ン ゴ ー ン 、 アン 
ジニー・ ブ ロッ ク (Amthony Blola, 1922-197!) を 含む 多く の デザ イナ 
ー が 取り 上 げた が 、 そ れ だ け で は な か っ た 。 同じ よう に 人 気 が あ っ た 
の は 、 ウ エス ト の ちょ うど 下 で 終わ っ て いる フィット 感 の ある 個 い ジ 
ャ ケッ ト と 着 干 フ レア の ある スカ ー ト で あっ た 9。 

多く の 入 が 創造 し た と 王 札 し て いた セ モバ レー ツ と いう 考え 方 は 、 大 
学 の 学生 服 の 比較 的 新しい 領域 で 最も 著しく 贅 展 し た 。 キャンバス ラ 
イフ は 、 特 定 の 機会 応じ て さま ざま な 衣服 を 描 定 し た 。 学 生 は サッ 
カー の 試合 や デー ト の た め に ポロ コー ト を 季 ん だ 。 ク ラス で は 、 ス カ 
ー ト や セー ター、 羊 万 の ドレ ス 、 ジ ャ ン バ パー、 時 に は スー ツ 赤 着用 さ 
れ た 。 教室 で は 、 潜 や 季 下 を 眉 い た り 、 寒 い 気候 で は スト ッ キ ング を 
着用 し た り し て いた 。 ナ チュ ラル レザ ー の バン プス また は ジリ ーシュ 
ー ズ (か か と の 低い 飾り 紐 付き の 女性 用 スポ ー ツ シュ ー ズ ) は 、 ド レ 
ッ シ ー な 服装 に 仕上 げた 。 毎 絢 夕 食 に 期待 され る ロー ドレ ス 。 ス ー ツ 
を 着 た 大 学生 。 華 や か な セー ター 付き の スカ ー ト 、 ま た は ドレ ス 。 ウ 
ー ル 、 ジ ャ ー ジ ー、 コ ー デ ュ ロ イ ま た は ペル ベッ ト の デー ト 用 ドレ ス 。 
他 の 学校 や 軍事 基地 に 近い 学生 は ダン ス に 田 か け 、 合成 シャ ク と デュ 
ル テ の イブ ニン グ ド レ ス 、 ジ ャ ー ジ ー ボ ディ ス の タフ タ 、 黒 い ペ ベル ベ 


ッ ト と オー ガン ディ を ジャ ン バ ー と プラ ウス を あわ せ て 着用 し た 。 育 


2 ンズ を 含む バン ツ は 、 カ ジュ アル ウェ ア と し て 、 ま た 、 ス ポー 
ツ 用 と し て 役立っ た ① ゆ 。 若 そ 々 しく 装 っ た 年 配 の 女性 に よっ て 着 られ 
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た 服 を 着 た 学生 の 服 の デザ イン を 指導 し た 会 社 は 、B・H・ ラ ッ ジ (B. 
H Wagsc) で あっ た 。 1930 年 代 後半 に は 、 シ ドニ ー・ ラ ッ ジ が 運営 
し て いた この 会 社 は 、 注 意 深く コー ディ ネー ト さ れ た コレ クシ ョ ン を 
企画 し 、 服 の 仕 柚 みや 窓 や イン テリ ア の ディ スプ レイ を 点灯 させ る 方 
法 を 示 ず バン フレ ッ ト を 編集 者 や 店 舗 に 提供 し た 。 こ の よう な ブロ モ 
ーション の 方 向 性 は 今 で は 一 般 的 で ある が 、 1940 年 代 の 店 舗 は 、 別々 
の 衣服 の コン セプト を 売る 方 法 を ボ す こと を あり が た く 思 っ て いた 
Ge 

戦争 が 終わ っ た 後 、 寿 料 の 特 舞 が 回 復 し て くる と 、 ア メリ カ の デザ 
イナ ー は より 埋 尊 な ファ ッ シ ョ ン を 試し 始め た 。 男 性 は 前 線 か ら 戻 っ 
て で きた 。 そ こ で 、 女 性 は 購入 で きる 限り の 最も 転 力 的 な 羽毛 で 、 将 玉 
の 夫 に 換 挫 し た が っ て いた 。 寺 後 の アメ リカ の 女性 は 、 よ り く 、 よ 
り 鋭 い 嘩 が 付け られ た 款 、 ン アー スト ッ キ ング 、 ウ エス トコ ル セ モッ ト 、 
より 突っ た 、 よ り 高い プー ツ 、 よ り 短 い 、 よ り し っ か り し た 髪 、 よ り 
繊細 な アク セ サ リ ー を 身 に 着け た "。 

1947 年 、 ク リス チャ ン ・ デ ィ オ ー ル は 、 論争 の 的 に な っ た 独創 的 な 
ニニ ュー ルック で フラ ンス の クチ ュー ル の 翻 権 を 取り 戻し た 。 

ニュ ー ル ッ ク は 、 ク チュ ー ル で 流行 し て いる バロック スタ イル を 試 
し て みる 準備 が で き て いる デザ イナ ー の ほか に 、 ア メリ カ 人 女性 を い 
くつ か の キャ ンプ に 分 けた 。 ス ポー ツウ ェ ア の より カジ ュ ア ル な ペー 
ジョ ン を 身 に 着け た 人 。 で きる だ け 女 性 的 で 交 力 的 な も の に 見 える 衣 
付 を 選ん だ 人 。 この 最後 の グル ー プ の デザ イナ ー に は 、 惚 い (パレ ェ 
の 長 さ の ) 上 ふっ くら し た イブ ニン グ ド レ ス を 狗 供し た チャ ッ プ マン が 
含ま れ て いる 。 また 、 ア ン ・ フ ォ ー ガ ティ ー (Annc Fogary, 1919-1980) 
は 、 ミス や 小柄 な サイ ズ に 特 化し て いる た め 、 ティーン エイ ジャ ー や 
若く 見 える 小柄 な 女性 に 利用 可能 な 別々 の クリ ノリ ン の 下着 を 作っ た 


dm。 


世界 が フラ ンス の ファ ッ シ ョ ン か ら 切 り 衣 さ れ て いた 時 期 は 、 実 際 
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に は それ ほど 長く は な か っ た 。1944 年 に コレ クシ ョ ン が 再開 され 、 デ 
ィ オ ー ル の 新しい メゾ ン を 1947 年 に オー プン し た こと で 、 引 き 続 き 強 
さ を 増 し た 。 こ れ は 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ・ ア ンド ・ フ ァ ッ ショ 
ン ・ も セン ター と し て の ニュ ー ヨ ー ク の 台頭 が 、 パ リ か ら の 数 年 の 独立 
より も 後 れ を と っ て いた こと を 意味 し て いろ 。 

ニュ ー ョ ヨー ク を と て や 重要 な も の に し た の は 、 実 十 さ れ た 能力 、 技 
供 、 創 意 工 夫 で あっ た 。 ニュ ー ヨ ー ク が 生産 し た 服 は スタ イリ ッシュ 
で 、 ア メリ カ 人 に は 適し て いて 、 何 千 人 の 人 々 に も うま くい っ た 。 戦 
争 の 請 年 が 生ん だ 知 い は 、 こ れ が 最終 的 に 疲 め られ た と いう こと で あ 
っ た 。 既製 服 は も は や 必要 な 台 と は みな され な か っ た 。 そ れ は 世代 的 
で 民 壮 主義 的 で あり 、 ニ ュー ヨー ク は 既製 了 が スタ イリ ッシュ で ある 
こと を 十 胃 し た 。 


以上 、 第 二 次 世界 大 戦 が ニュ ー ヨ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン に 朋 ぼ し た 影 
警 に つい て 、 上 83 に 人 点 を 当て て 述べ て きた 。 

戦争 の 勃発 と それ に 続く フラ ンス の 占領 で 、 バ パリ の ファ ッ シ ョ ン ハ 
ウス は 米国 と 世界 の 他 の 国々 か らち 切り 離さ れ た 。 小売 業者 は ロー ド ・ 
アン ド ・ テ ー ラ ー の リー ド を 追い 続け 、 ア メリ カ の デザ イン を 西 極 的 
か つ 一 綱 し て 推進 し 始め た 。 バ パリ の 運命 は 不確か な よう に 見 えた た め 、 
王 に 抹 界 と その 職業 を 守る た め 、 製 造 業 と 締 製 労働 組合 が この 協力 に 
ま 加 し た 。1941 年 7 月 まで に 、 ア メリ カ の デザ イナ ー の 名 前 と 締 製 レ 
ー ズ ル を その 作品 に 貼り 付け る と いう 慣行 が 一 般 化 し 、 女 性 の ドレ ス 
の 販売 が 活発 に な が り 、 ア メリ カ の デザ イナ ー の 地位 が 高まり 、 系 界 は 
安全 に な っ た 
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戦後 、 若 者 の 価値 久 、 生 活 意識 の 変化 の 中 で 、 ニ ュー ヨー ク ・ ブ ァ 
ッ シ ョ ン は いか な る 変化 ・ 発 展 を 遂げ て いっ た の か 。 前 項 で 述べ た よ 
うに 、 1947 年 に 発表 され た クリ スチ ャ ン ・ デ ィ オ ー ル の ニュ ー ル ッ ク 
は 、 ニ ュー ヨー ク ・ フ ァ ッ ショ ン 昇 に お いて 、 フ ラン ス の クチ ュー ル 
の 再 権 を 取り 戻し た 。 ニ ュー ルッ ク の 詩 な 特徴 は まろ や か な 肩 、 ふ く 
よ か な 脚 、 細 い 胴 、 花 びら の よう に 広がっ た 長い スカ ー ト に ある 。 デ 
ィ オ ー ル は 以後 10 年 間 に わ た っ て バリ の オー トク チュ ー ル 界 に 午 臣 
し 続け 、 毎 年 、 想 夏 、 秋 冬 の シー ズン 振 に 独自 の ライ ン を 発表 し て い 
く 。 な か で も 1954 年 秋冬 の HH ライ ン 、1935 年 春 夏 の A ライ ン の アル 
ファ ベッ トラ イン は 有名 で ある 。 そ の 他 に 19 年 礎 夏 の チューリップ 
ライ ン や 1957 年 の スピ ンド ル ラ イン も よく 知ら れ で いる 。 

だ が 、 他 方 に お いて 、 す で に 認知 され て いた アメ リカ 人 デザ イナ ー 
に よる 区 製 限 の デザ イン も 盛ん に 進め られ た 。 本 項 で は 、 ミ ルパン ク 
に 撮っ て 、 双 方 の せめ ぎ あ い の 様 相 を 描き 出し て みよ う 7。 

戦争 の 時 期 を 通じ て の アメ リカ 人 の 外観 を 定義 する 試み は 困 多 で あ 
る こと が 証 胃 され た 。1930 年 代 は 、 女性 が 手袋 、 帽 子 、 ポ ケッ トブ プッ 
ク 、 ス トー ル 、 戦 な ど を 身 に 着け て いた か な り ド レッ シー な 時 期 で あ 
っ た が 、 実際 に は 家族 主義 的 な 活動 の 重要 性 を 反映 し て 、 カ ジュ アル 
感 が 増す 時 期 で あっ た 。 

アメ リカ の 女性 は 、 明 る く 強 い 箇 と 光沢 の ある 抽 を し て いた 。 世界 
中 の 女性 より も 足 が 長く 、 大 股 で 歩い た 。 ビ を 投与 され た 表情 
に 加え て 、 お て ん ば で 、 廿 く 、 ス ポー ティ ー で 、 テ ー ラ ー ド で 、 寿 練 
され て いる か 、 カ ジュ アル で あっ た 。 

クタ チェー ル が 強く な る に つれ て で 、 よ り 国 際 的 に も な っ た 。 エ リザ ペ 
ス 女 王 の 結婚 と 窓 式 は 世界 の 目 の 前 で 英田 人 の 男性 を 昇格 させ 、 イ 
タリ ア 人 は 評判 を る 庫 め 、 フ ィ レ ン ツ ェ の ビッ ティ 宮 典 に 、 他 の 国 の フ 
ァ ッ ショ ン バ イ ヤー や 編集 者 を 集め た 。 

アメ リカ 人 の より 簡単 な カス タム 服 、 イ ギリ ス 人 の 保守 的 な スタ イ 
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ル 、 イ タリ ア 人 の 見 た 目 が 第 2 位 を 占め て いた 。 平 均 的 な アメ リカ の 
女性 は 、 ヴ ォ ー グ や ハー バー ズ パ ザー の 広告 で 、 時 折 の Bangains や 
Finds の 記事 で 絆 介さ れ て いる も の を 除い て 、 最 も 現実 的 で 手頃 な 価 
格 の 服 を 見 つけ た 。 既製 服 デ ザイ ナー は 、 し ば し ば 最高 の 写真 家 を 合 
用 し て 全面 広告 を 掲載 する よう に な っ た 。19S0 年 代 ま で に 、 最も 一 引 
し て 広告 は Modess に よっ て 運営 され た も の で あっ た 。 デ ザイ ナー に 
よる 豪 慕 な 作品 を 着 た 女性 を 常に 登場 させ た 。 

し か し 、 ニ ュー ョ ー ク の 重要 性 は 、 茎 投 品 の 分 野 に あっ た 。 そ の 驚 
異 的 な 卸売 デザ イナ ー の 多様 性 と 彼ら が 油 作 し た も の の 品質 に よっ て 、 
ニュ ェ ー ヨ ー ク は 確か に スタ イル ・ セ ンタ ー で あっ た 。 戦 争 生 産 委員 会 
は 、 多 く の 田 力 の 中 で 、 全 国電 模 で 10 万 人 の アメ リカ 人 女性 を 支援 し 、 
これ ら の ガイ ドラ イン を 用 いて 楽 界 は すべ て の 体型 の サイ ズ 別 の 標 槍 
化 さ れ た 証 を 考案 し た 。 丁寧 に デザ イン され た 既製 服 は 、 カ スタ ム 
メイ ド の 服 上 ほぼ 同じ 億 れ た フィ ッ ト 感 を 実現 し た 。 1950 年 代 の 新 し 
い 才 能 の 中 に は 、 ル イス ・ エ ステ ベス (Luis Ewevcz, 1930-  )、 ア 
ー ノ ルド ・ ス カー ジ (Amold Scamsi 1931-2015)、 フ ェ ル ディ ナン ド ・ 
す サーミ (Fcrdinando Sarmi、 1912-) 、 ジ ェ ー ム ズ ・ ガ ラノ ス (James Galanos、 
1924-2016) が 見 られ た 。 

アメ リカ の カス タム デザ イナ ー、 特 に 店 舗 に 関連 する デザ イナ ー は 、 
少な く と も 1930 年 代 か ら 計 製 服 を デザ イン し て いた 。 1950 年 代 に サ 
ックス の ソフ ィ ー は 既製 服 の デザ イン を 始め た 。 フ ィ ラ ・ ペ ネン ソン 
は 、 既 製 服 の デザ イン を する た め に 、 ボン ウィ ッ ト ・ テ ラー を 去り 、 
チャ ー ル ズ ・ ジ ェ イ ムズ は 不 府 に も 最 産 を 実験 し た 。 メ イン ボッ チャ 
は 、 ラ ッ ク 外 で 生産 する こと の な い 唯 一 の ニュ ー ヨ ー ク の クチ ュ ェ リ エ 
で あっ た 。 ニ ュー ヨー ク の 帽子 メー カー は また 、 全 国 に 配備 で きる 安 
価 な ライ ン を 製造 し 始め た 。 デ ザイ ナー の 名 前 を 知っ た 今 、 ア メリ カ 
の 顧客 は 彼ら が 好き な 名 前 の た め に 特別 に 買い 物 を し た 。 

1940 年 代 後半 に ジョ ゼ フ ・ ハ ル バ ー ト (Joswcph Halpcr) の Chrisian 
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DiorNew York と ジャ ッ ク ・ ブ ファ ッ ト (Jacques Faih) が ニュ ー ヨ ー ク 
で 実際 に 作ら れ た 服 を 持っ て いた こと は 、 ア メリ カ の 技量 の 主 三 性 を 
認め て いた こと に な る 。 ア メリ カ 人 女性 は 非常 に 多く の 、 さ ま ざ ま な 
種類 の 眼 が 必要 な の で 、 ほ と ん どの アメ リカ 人 デザ イナ ー は いつ で も 
複数 の シル エッ ト を 提供 し て いた 。 従 ら は その 後 、 よ り び っ た り と フ 
ィ イット す る よう に ドレ ス を 変更 し た 。 ぴ っ た り と し た 衣服 は 、 1960 年 
代 に 、 徐 々 に 一 般 前 な スタ イル に 進化 し た が 、 特 に 夏 用 と イブ プ ニング 
用 に は プル スカ ー ト の ドレ ス が 引き 続き 有 展示 され 着用 され た 。 

最初 の 最も 重要 な アク セ サ リ ー ア イ テ ム は コス チュ ー ム ジュ エリ ー 
で あっ た 。 ここ で は 、 マッ チン グセ ッ ト 、 すなわち バウ リ が 背 反 し て 
いた 。 イ ヤリ ング は ロー プ 、 チ ョ ー カ ー、 ビ プ ブ ネ ッ ク レ ス 、 プ レス レ 
ッ ト 、 プ ロー チ の 形 に な っ て いた 。 ブロー チ は 1930 年 代 と 1940 年 代 
の アー ル デ ニ と アー ト ・ モ ダン の 北 何 学 的 形 用 と は まっ た く 異 な り 、 
花 や 葉 の 形 や モチ ー フ の ライ ン ・ ス トー ン や ダイ ヤ モ ン ド が セッ ト さ 
れ た プラ チ ナ や プラ チ ナ ・ ラ イク な 金属 が 白い 銀 白 の も の で あっ た 。 

ロー ドア イラ ンド を 中 心 と し た コス チュ ー ム ジュ エリ ー 業 界 は 、 依 
燃 と し て 、 フ ァ ッ ショ ン 業 界 に と っ て アメ リカ の トッ プ 機 構 の 1 つと 
考え られ で いた 。 他 の 場所 で は 、 考慮 すべ き 重 要 な 名 前 が あっ た 。 ミ 
リヤ ン ・ ハ スケ ル (Mimam HaskclD 、 ト ゥ リフ ァ リ ー (Tnfar) 、 コ ロ 

(Coro)》、 リ チェ リュ ー (Richclicuy。 ハッ ティ ー・ カ ー ネ ギ ー、 アデ 
ル ・ シ ンプ ソン (Adcle Simpson) 、 ト ウゥ リジェ ー ル 、 ネ ッ テ ィ ー・ ロ 
ー ゼ ンス タイ ン 、 ア ー ノ ルド ・ ス カー ジ を 含む 服飾 デ ザイ ナー は 、 シ 
カゴ に 提 点 を 置く 既製 眼 会 社 アイ ゼン ペル グ (Eiscmbcrm) の 指揮 を 借 
り て 、 衣 装 を 補 売 する っ コスチューム ジュ エリ ー を 作っ た 。 

款 は 丸み を 帯び た つま 先 の ハイ ヒー ル が 峰 か れ て いた 。 礎 史上 、 一 
番 、 癌 い ヒ ー ル で ある 。 他 の 選択 肢 に は 、 夏 と 冬 の 両 ガ の た め の イ ブ 
ニン グ サ ンダ ル が 含ま れ て いた 。 こ れ は サテ ン 製 の スリ ッ パ で 、 ド レ 
ス を 補 売 する た め に 旨 め られ て いた 。 
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女性 は 机 に 座っ て 、 仕 事 を し て いて も 、 野 間 に 帽 子 を か 京 っ て いた 。 
新しい スタ イル は 絶え 開発 され て いた が 、 幅 広い 帽子 か ら 、 ク ロー 
シェ 、 ト ー ク 、 フ ラッ ト タ ー バ ン 、 モ し て 有 舌 の 上 に 載せ られ た 縁 無し 
の 小さ な 円 形 の 婦人 帽 まで 、 10 年 を 通し て 同じ 種類 の も の を 着用 で き 
た 。 

1930 年 代 、 轄 の 毛 は バー マネ ント が か けら れ 、 柔らか く 牙 打つ よう 
な ペー ジ ボ ー イ や 論 巻 き 飾り の 短い コイ フ が 琴 場 し た 。 女 性 の 気分 に 
合わ せ て 、 メ ー ク アッ プ は より 凝っ た も の に な っ た 。 滞 い ペ ー ス 、 バ 
ウ ダ ー、 高 い 類 骨 を 強調 する ルー ジュ 、 そ し て か な り 新 し く な っ た 目 
の メイ ク で ある 。 目 の 色 は 、 崎 い ア イラ イナ ー を 角 に 、 洪 い 色 を 訟 に 
向け て 描い た 。 

郊外 の 生活 は 、 テ ニス 、 水 泳 、 ゴ ルフ な どの アク ティ ブ な 特定 の ス 
ポー ツ の た め に デザ イン され た スポ ー ツ ウェ ア の 新 バ ー ジ ョ ン を も た 
らし た 。 避 び 着 に は 、 子 供 が 着用 する と て も 芋 衣 で 丈 記 が 短い サン スー 
ッ ツ 、 脚 の 細い カプ リズ や 調 生 主 の ズボン や スポ ー ツ 用 スラ ックス の よ 
うな ショ ー ト バン ツ が あっ た 。 サ イド ファ スナ ー 付 き の 狭く て 長い バ 
ン ツ は 、 人 気 の ある 外観 で 、 カ リサ フォル ニア の ジャ クス ・ オ プ ・ プ テ 
イッ ク OOawofBoutque) に 貞 来 し て いる 。 

1950 年 代 に は 、 男性 は 、 戦争 か ら 故 絡 に 載っ て 者 き 始め 、 家 族 を 状 
うた め に 再 出発 し た 。 女性 は 立派 な 裏庭 で 腰 を 曲げ て 、 食 内 某 了 の 調 
味 料 を 創意 工夫 し 、 子 供 た ちの 顔 が こぼれ 落ち る の を 見 て 、 自 分 た ち 
が きれ い に 見 える よう に し た 。 ペ ビー プ ブーム の 子供 た ち が 年 を 取る ま 
で 、 す べ て が うま くい っ て いた 。 


(31 
(1) Carolinc Rcnnolds Milbank. prcfr。 DD.22-23. 
(2) 百貨 店 に 関す る 研究 書 
・Jan Whitaker Serfce pid Se: 7foe 7Ae 4eyicgn erper| 


(3 
(きま 
($ 
(6 
(7 
(8 


(9 


) 
) 
) 
) 
) 
) 


第 1 意 衣 的 一 90 年 代 か ら 1950 御代 の ニュ ー ョ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


oe fsAioned 0e Midde CZocr、 Saint's Manin's Press、 New 

York.2006. 

・ 海 野 紀 回 貨 席 の 博物 誌 』( ア ー ツ アン ドク ラフ ト 、2003 )。 
・ 濱 田 履 子 『 ア メリ カ 服 人 社 会 更 』 (東京 堂 出版 、 

3009) .pp207-211 
六 田 雅子 同上 書 』 pp. 186-202. 

Carolins Rennolds Milbankoprck。 P.16. 

の 7. pr16. 

02. PL18 

7.p25. 

野付 補 角 『 ニ ユダ ヤ 移 民 の ニュ ー ョ ヨー ク 』 山川 出版 、1993 年 、 
p76. 

「I881 年 か ら 1905 年 に か け て 、 ニ ェ ー ョ ヨー ク 市 は 約 85 万 人 
の ユダ ヤ 人 の 到着 を 目撃 し た 。 1390 年 に イタ リプ 移民 の 琉 が 
冶 まり 、 ニ ダ ヤ 系 移民 が 女性 服 業界 を 到 配 する 傾向 に あっ た 
が 、 イ タリ ア 人 は メン ズ ウ ェ ア を 支配 し 、 コ ー ト や スー ツ の 
仕立 て に 特 化 さ れ た 。 ど ちら の 産業 に お いて も 、 労 働 者 の 大 
半 は 女性 で あっ た 。 し か し 、 新 し い 移民 の ほとん ど は 男性 で 
あり 、 女 性 は 切 親 ナ イフ (1876) と プレ ス 機 校 (Is90 年 代 ) 
の 発明 後に 、 切 断 と 押さ え の 位 置か ら ま すま す 叱 れ て いっ た 。 
移民 労働 者 の 安定 供給 と 増加 する 人 口 (特に 労作 者 階級 ) の 
和 要 の 頑 加 に よる 施業 の 成長 は 、 工 場数 が 1880 年 の 362 か ら 
1900 年 の 1821 に 、 雇 用 者 数 が 18&0 年 の 25.000 人 か ら 1905 
年 の 84.000 人 に 増加 し た こと に 反映 され で いる 」 (Norman M. 
Rantsi. C7poczag 上 6e rwewr Dis の icg 7epoofiog Ssemi Ph_D. 
tesis、Graduate Dcpartment of Gicography Univcity of Tront、 
3002.p26) 。 


(10) Caolinc Renmolds Milbank ozcfr。 2 
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GiD 7.p29. 

(2) 2 p29. 

(13) Norman M_Rantisi、 (pckmg be omewr の isicfs 7ppovg7ioy 
sm、 Ph.D。 thcsis Graduatc Dcpartmcnt of Gcography 
Umiversiy of Tromto. 2002.p.28. 

(1 Carolimc Rennolds Milbank gcir.p つ 5. 

(13) Sara B_Markctti を Jean L. Parsoas American Fashions for 
American Womecn: Early Twcnticth Ccntury Efiors to Dcvclop am 
Amcrican Fashion Idcntity, Dres Vol.34:1、007- 

(i6) 7 が 7 PO 

(1 の 1868 年 に サン ディ カ が 創立 、84 年 に は 同 笑 者 組合 と し て 認定 

され 、19 世紀 の 終わ り 頃 まで に は 、 規 橋 の 大 きい 衣装 店 が 250 店 
に も 珠 し て いた と され で いる 。 サ ン デ ィ カ は バリ の 高級 衣装 店 
組合 ( ラ ・ シ ャ ンプ ブル ・ サ ン デ ィ カ ル ・ ド ・ ラ ・ ク チュ ー ル ・ 
パリ ジェ ン ヌ / La Chambrc Syndicatc dc la Coutur 
Parsicnne) の 略称 で ある 。 1868 年 、 レ シャ ルル ・ フ レデ リッ ク ・ 
ワー ス に より 創立 され 、 バ パリ オー トク チェー ル ・ コ レク ショ 
ン と パリ プレ タ ポ ル テ ・ コ レク ショ ン を 取り 仕切 る ほか 、 服 
館 関 係 の 専門 学校 も 開設 し て いる 。 また 、1910 年 項 、 バ パリ コ 
レク ショ ン が 定期 釣 に 開催 され 始め た 。 以 上 の よう に 、 介 立 
当初 は 特に 資格 を 要求 する こと も な く 、 多 く の ク チュ リエ を 
メン バー と し て 迎え 入れ て いた が 、 そ れ が た め に 創作 の な い 
コビー だ け の 安売り 仕立 て 店 もち サンディ カ の メン バー と し て 
多く 存在 する よう に な っ て し まっ た の で ある 。 
そこ で 、1911 年 に サン ディ カ を 再 玩 足し 、 オ ー ト クチ ュー 
ル と 銘 打 つ た め の 賊 格 な 朝 約 を 走 め 、 そ の 虹 約 に 治っ た クチ 
ょ リエ の みな を 正式 メン バー よし て 登録 させ る こと に し た 。 こ 
れ に より 、 オ ー ト クチ ュー ル 自 体 に 付加 価 値 が 付く 格好 と な 


234 


箇条 第 1 意 胡 的 背 伯 一 1900 年 代 か ら 1950 年 代 の ニュ ー ョ ー ク ・ フ ァ ッ ショ ン 


08) 


(09) 


(20) 
(2 
(32) 


(33) 
(33 
(35) 
(36) 
(3⑰ 
(28) 


(39 


(30) 
3 けり 
(32) 
(33) 
(34) 
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の 最高 峰 と し て 若 想 十 る こと と な る 。 この よう な 経 線 で オー 
トク チュ ー ル 協会 が 設立 され た 。 

Sars B. Markcti & Jcan 1- Pamons. Amcrican Fashions for 
American Women: Early Twenticth Century EfNorts to Dcvclope an 
Amcrican Fashion idcntiy. De Vol341. 2007. 
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た 」 p.26. 

『 同 上 書 』 p.27. 

ar B_ Markctti & Jean Lt. Pamons gprcit- PS. 

Samuci Hlopkins Adams。 Thc Dishoncst Paris Lasbc: Hiow 
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第 2 章 


アメ リカ ン ・ ル ッ ク の 推進 者 
シー・ シ ェ ー バ ー の 生い立ち と 活躍 


ドロ シー・ シ ェ ー バ パー (Donothy Shavcr, 1893 年 7 月 29 日 -1939 年 6 
月 38 日 ) に 関す る 研究 は 、 我が国 で は 皆無 で ある 。 アメ リカ に お ける 
先行 研究 に は 以下 が ある 。 


1) Timfny WebberHHanchct Dorothy Shaver Promoterof "The American 
Look, Dress Vel30.2003. 

っ ) Sandr Lc Braun が orworter frrr ra 7e た Rise gmd Siccer o/ 
orody SAower Pesidgar の Zorg 7gpfor の ptmmcnr Srore, fg 
mericgf "ymr fa の Refo2Mng "UMI dissertation Puhiishing. 2000 

(UMINumbcr3390537) 


T・W・ ハ ン シ ェ ッ ト (Tiffany WebbcrrHanchct) の 研究 で は 、 シ ェ ー 
バー の 簡単 な 略 礎 と ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー で の 急上昇 を 紹介 し 、 
彼女 の マー チャ ンダ イジ ング ・ プ ラク ティ ス が アメ リカ の ファ ッ シ ョ 
ン 馬 界 に 及ぼ し た 影響 を 検 征 し て いる 。 資 料 と し て は 、 シ ェ ー バ パー の 
個人 的 で 専門 的 な 記録 と ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の アー カイ プ 、 お 
よび 赤 の 仲間 の イン タビ ュー を 主 な 出典 と し て 掲載 し て いる !。 

S・L・ プ ラウ ン (Sandm Le Brmem) の 研究 は 、 シ ェ ー バ ー の 生 話 、 
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仕事 、 哲 学 、 お よび 関連 する 文脈 上 の 資料 に 関す る 第 一 湊 お よび 第 二 
人 炊 資料 を 調べ る こと に よっ て 達成 され た 。 主 な 門 料 に は 、 彼 女 の 論文 
の 2 つの コレ クシ ョ ン が 含ま れ て いる 。 1 つの コレ クシ ョ ン は 、 ワ シ 
ント ン DC の ス アン 研究 所 アー カイ プ モ ンタ ー の 国立 アメ リカ 
歴史 時 物 館 (NMAH) に 保管 され て いる 。 他 の コレ クシ ョ ン は 、 ボ ス 
トン の ハー バー ド 大 学 の ラド クリ フ 研 究 所 所 属 アー サー・ エ ンド ・ エ 
リザ ベス ・ シ ュ レ ジン ガー アメ リカ 女性 史 付 必 図 書館 (SLRI) に 所 蔵 
され で いる 。 

次 に 、 我が国 に お ける 研究 に は 、 直接 、 ド ロ シ ー・ シェー ペー を 授 
つた も の で は な く 、 衣 服 産 楽 都市 ・ ニ ュー ヨー ク の ファ ッ シ ョ ン 産 業 
史 を 扱っ た 研究 に 、 富 交 修 身 著 『 模 條 と 創造 の ファ ッ シ ョ ン 産 失 史 一 
大 都市 に お ける イノ ペー ショ ン と クリ エイ ティ ビ テ ィ ー』( ミ ネル ヴァ 
書房 、2013) 第 6 斉 「 ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン 成 立直 前 の ニュ ー ヨ 
ー ク Paul H.Nystrom (1928) . Ecoaowics 7Fasjiog の 紹介 と 給 対 一 」 
第 7 章 「 衣 服 産 業 都市 ・ ニ ュー ヨー ク の ファ ッ シ ョ ン 産 委 史 一 ファ ッ 
ショ ン 模 仙 都 市 か ら フ ァ ッ ショ ン 倒 造 都市 ヘー」 が ある 中 。 衣服 産業 
都市 ・ ニ ュー ヨー ク の ファ ッ シ ョ ン 商 業 史 の 貴重 な 必 誠 文献 で ある 。 

本 章 で は 、 ド ロ シ ー・ シ ェ ー バ ー の 中 歴 を 年 家 に まとめ 、 解 説 を 加 
える 0。 


1 年 表 
・1893 年 7 月 29 日 アー カン ツー 州 の 小さ な 町 で 生ま れる 。 著 
名 な 弁 居 士 、 赦 判官 、 芸 術 家 の 家族 の 出生 。 
・1910 年 凍 等 学校 斉 業 。 光 席 優等 生 に し て 卒業 式 の 
開会 式 大 を 棚 城 。 


アー カン ツー 大 学 で 、 英 語 を 学ぶ 。 


訪 二 人 第 2 調 アメ リカ ン ・ ル アク の 浴 昼 一 ビビ シ ー・ シ ェ ー バ ー の 生い立ち と 靖 苑 


・192 年 教 財 免許 証 を 取得 。 メ ナ の 公立 小学 校 で 
教員 を 務め る 。 

*1914 年 シェ ー バ ー が 、 地元 の ゲ ダンス に エス コー ト 
され な いで 、 無 分 別に あ 加 し た た め 、 教 育 
委員 会 が 教員 の 契約 更新 を 拒 杏 。 

・1916 年 シェ ー パ ー と 昧 の エル シー (Elsic Shaver, 


1896-1981、 芸 術 家 ) は シカ ゴ に 移る 。 姉 
の シェ ー バ パー は シカ ゴ 大 学 で 英文 学 を 学 
玉 。 

・1921 年 千 妹 は ニ ェ ュー ヨーク 市 に 移り 、 エル シー が 
画家 と し て 身 を 立て る お 金 を 稼ぐ た め に 、 
彼ら は エル シー が 作っ た Lilc Shavers と 呼 
ば れる 人 形 を 販売 し た 。 シェー バー は 遠く 
の 失 殿 で ある ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 
サミ ュ テ ル ・ レ イペ パーン (Samacl Reybum) 
社長 に 店 内 で 人 形 を 売る よう に 融 ん だ 。 
人 形 は ドロ シー と エル シー が ロー ド ・ ア ン 
ド ・ テ ー ラ ー で FiRh Avemue 付近 で 自 店 を 
開く ほど 十分 に 売れ た 。 レイバー ン は ドロ 
シー が ビジ ネス を 成功 させ た こと に 感銘 
し 、 店 に 3 回 仕事 を 提供 し た 。 

・1934 年 姉妹 は 店 を 閉め た 。 エルシー は 給 に 戻り 、 
ドロ シー は ロー ド ・ ア ナン ド ・ テ ー ラ ー の 商 
品 を 競合 他社 と 比較 する コン サル タン ト 
と し て 仕事 を 引き 受け た 。 この 仕事 は "The 
So で の 人 女 の 著しく 成 功 し た 35 年 の 
キャ リア の 公 ま り で あっ た 。 

・1927 年 店 舗 で 雇 用 され 始め て か らち わずか 3 年 後 の 
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・1931 年 


・1937 年 


・1940 年 代 羊 ば 


・1944 年 


・1945 一 1939 年 


・1949 一 1939 年 


242 


1927 年 に ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 取締 
役 に 任命 され た 2 人 の 女性 の 1 人 で あっ た 。 
彼女 は スタ イル と 宣伝 部 の 副 社長 に 碧 出 さ 
れる 。 シェー バー は 、 遼 社長 (1931-1945) 
と し て 、 1930 年 代 初 め に 、 アメ リカ の デザ 
イナ ー 運 動 を 開始 する 。 

広告 、 プ ロモ ーション 、 フ ァ ッ ショ ンコ ー 
ディ ネー ショ ン の 一 社長 に 選出 され る 。 ま 
た 、1930 年 代 初期 り の ファッショ ング ルー プ 
の チャ ー タ ー メ ン バ パー で も あっ た 。 こ の グ 
ルー プ は 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ピ ビジ ネ 
ス と その ビジ ネス に お ける 女性 の 役割 の 
広範 な 認知 を 表 胃 し 、 強 化す る た め に 組織 
され た も の で ある 。 

"Thc Amcrican Look” 広告 キャ ン ペ ー ン を 
開始 。 彼 女 は 、 ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン 
を 促進 する た め に 、 店 舗 の マー チャ ンダ イ 
ジン グ と マー ケティング の ポリ シー を 拡 
緊 し た 。 

彼女 は 、 出版 音 で ある エレ ノア ・ ラ ン ペ ー 
ト (Eleanor Lamber) と 一 緒 に 、 コ スチ ュ 
ー ム イン ステ ィ テ ェ ュー ト を メト ロ ポ リタ 
ン 美 術 館 に 移転 する に 当たっ て の 重要 人 
物 で あっ た 。 

ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 社長 を 務め 
る 。 

彼女 の 死に 至る まで コス チュ ー ム 研究 所 の 
所 長 を 務め た 。 


2 生い立ち と 活躍 


! 『 
の よう な 小売 美 の 遇 
カン ツー 州 セ 
ター ボ イ で 、 弁 護 * 
Jamcs Shaver) と サリ 
デン (Sally Bonden) の 元 2 
に 生ま れ た 。 枝 女 の 母 カ 
福 交 は アー カン ソー 州 ガ 
もり 
レン ・ (Nob 号 真 1 ドロ シー・ シ ェ ー バ ー。 ロ ー ド ・ 
Gilcnn Shaver) で # アン ド ・ テ ー ラ ー 社 長 。1946 年 頃 


父 は 、 南北 由 争 の 際 に 活躍 し た 著名 な 連 攻 軍 の 役人 で あっ た 。1895 年 
に 家族 は アー カン ソー 州 の メ ナ に 移り 、 父 の ジェ ー ム ズ ・ シ ェ ー ペ ー 
は 、 市 民 の リー ダー に な っ た の で ある 。 彼 は の ち に 、 第 六 司 法 枚 判 所 
の 大 統領 裁判 官 に 居 出 され た 。 坪 親 は 作家 で あっ た 。 ドロ シー・ シ ェ 
ー バ パー は 、 地 元 の 里 公 会 教会 回 台 隊 で 歌う こと か ら 、 地 元 の 男の子 た 
ち に 加わ っ て 、 ビ ッ ク ア テッ プ 野球 の 試合 に あ 加 する こと まで 、 峠 広い 
活動 の た め の 限り な い 情 熱 を 持っ た 、 外 向 的 な 人 気 者 の 子ども だ っ た 。 
彼女 は 1910 年 に メ ナ 癌 校 を 卒業 し 、 貞 業 式 の 開会 式 大 張 読者 に 違 ば れ 
た 。 そ の 後 、 令 女 の 両 親 は 地元 の ポー イフ レン ド と の 如 走 を 妨害 し 、 
その 秋 、 彼 女 は フェ イエ ッ ト ピ ビル の アー カン ツー 大 学 に 入学 し た 。 

シェ ー バ ー は 1912 年 に 教師 免許 証 を 取得 し た 後 、 メ ナ の 家 に 戻っ 
て 、 地 元 の 公立 小学 校 で 7 年 生 を 教え る た め に 謙 わ れ た 。 あ ら ゆ る 事 
柄 に お いて 、 彼 女 は 教室 で 成功 を お さめ た 。 し か し 、 彼 女 は 、 令 女 の 
丁 極 的 な 社会 生活 を 映っ た 保守 的 な 育 委員 会 の メン バー に 不満 を 感 
じ て い た 。 地元 の 慣習 で は 、 舟 身 の 女 性 と し て 、 公 的 な 場 に エス コー 
ト さ れ な いで 、 公 押 と 現れ る さき で は な か っ た の で ある 。 そし て 、1914 
年 に は 、 シ ェ ー バ ー が 地元 の ダン ス に 無 分 別に 大 加 し た た め 、 報 育 委 
内 会 は 、 彼 女 が 教 貞 の 契約 を 更新 する こと を 拒否 し た の で ある 。 シェ 
ー バ パー と 彼女 の 妹 エ ル シ ー は 1916 年 に シカ ゴ に 移っ た 。 シ カゴ に いる 
間 、 ド ロ シ ー は シカ ゴ 大 学 で 英文 学 を 学ん だ 。 

こう し て 、 学 校 の 先生 と し て 短期 間 働い た 後 、1920 年 代 初め に 、 
シェ ー バ ー と 織 女 の 姉妹 エル シー は 、 ニ ュー ヨー ク に 移住 し た 。 マ ン 
ハッ タン へ の 移動 は この 小さ な 町 の 少女 に 、 転 換 期 を も た らし た 。 ニニ 
ュー ヨー タク 市 は 1920 年 代 に は エキ サイ ティ ング な 場所 で あっ た 。 ハ ー 
レム の ジャ ズ シ ー ン の 他 に も 、 街 は 繁栄 する 商 業 揚 点 で あり 、 国 内 最 
大 の 有名 な 小売 業者 の 本 搬 地 で あっ た 。 彼ら が 到着 し た 直後 に 、 エ ル 
シー は 、 バ ステ ルカ ラー で 描か れ た 綿 の 包帯 か ら 人 形 を 作り 始め 、 人 
形 を 作る 小さ な ワー クシ ョ ッ プ を 立ち 上 げた 。 ドロ シー は 、 キ ュー ビ 
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ー ド ー ル の 成功 に 触 玩 され 、 エ ル シ ー の 5 種類 の リト ル シ ェ ー バ パー 人 
形 を 販売 し 始め た 。 人形 は 稀 成 を 振る い 、 著 い 女性 が マン ハッ タン の 
通り で マス コッ ト と し て リト ル シ ェ ー バ ー を 持ち 達吉 の が 深 行 し た 。 
エル シー に よっ て デザ イン され 、 人 気 の あ る キュ ー ビ ピー の 人 形 を モデ 
ル に し た こっ けい な り ト ル シ ェ ー パ ー は 、 エ ン バ イ アス テー トビ ル と 
ョ ヨー ク 公 共 図書 館 の 間 の 5 番 街 に ある 高 紙 デ パート で ある ロー 
ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー に 人 在 誠 され た 。 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の エ 
グ ゼ クティ ブ と 回 いい と こ で 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ デー ラー の 社長 の す 
ミュ エル ・ レ イ パ ー ン (Samuel Reybum) が 人 人 形 に 感銘 を 受け 、 古 時 
が 今後 4 年 間 人 形 を 生産 する ワー クシ ョ ッ プ を 立ち 上 げ る 手助け を し 
た 。 サ ミュ エル ・ レ イ バ ー ン は 、1921 年 に ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー 
で シェ ー バ ー を 比較 商店 等 に 雇っ た 。 こ の 仕事 は 、 破 女 が それ を 呼ん 
だ よう に 、"The Store" で の 後 女 の 苦し く 成 功 し た 35 年 の キキ リア の 
大 ま り で あっ た 。1 年 後 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー で イン テリ アデ 
ニレ ーション サー ビス を 開始 し た 。、 シェー バー は 、 927 年 に 店 の 取締 
役 会 に 運 出 きれ る の で ある 。 

ドロ シー・ シ ェ ー バ ー は 、1945 年 に ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 有 
名 な ニュ ー ヨ ー ク ・ シ ティ ・ フ ィ フ ス ・ ア ベニ ュー (New Yok Ciy FiNh 
Avenue) の 社長 に 就任 し 、 同 社 の 成功 の 大 部 分 は 、 破 女 の 功績 で あっ 
た 。 

1921 年 以降 の 話 動 は 、 年 家 に まとめ た と お り で あり 、 詳 細 は 第 3 音 
に お いて で 、 紹 介 ・ 考 察する 。 

シェ ー バ パー の エレ ガン ト で 甘 し い 外見 は 、 し ば し ば ジャ ー ナ リス ト 
や そ 同 條 か ら 「 礁 が 高く 、 細 身 で 、 テ ー ラ ー メ イド の 黒い 限 を 着 た 」 キ 
ヤリ ア 女 性 と コメ ント され だ 。 
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(1!) Tiffany WebbcrHanchct Dorothy Shaver- Promotcr o「 hc 
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American Look yesy Vol30.2003.pp.R0-90. 
Sandrs Lcc Bmun が oyswodfen rsr 7q み : 7e 放 . e md SMccess 
の 7 prody Mgwez Perider o/7or 7ay/or の gporpler.Sfoye 
4mericrs "が irr rady o7Rcrg が mg UMI disscrtation 
Tublishing. 3009 (UMI Number3390537) ig.p.47- 

本 章 の あと が さ に 次 の り よ うに 玉 べ られ て で いる 。 

『 本 書 の 各 剤 は 、 個 々 の 点 を と れ ば 、 掴 下げ 不足 と 映る か 
も し れ な い 。 本書 は 、 織 維 ・ 衣 服 ・ フ ァ ッ ショ ン ・ 産 業 ・ 大 
都市 の 損 点 か らち 、 大 き な 流 れ を 『 イ ノ ペ ーション 』 変化 この 
新 対応 』『 検 仙 と 創造 ] の 視点 か ら 楠 いた も の で あり 、 こ れ を 
理解 し た 上 で 、 今 度 は 、 特 定時 点 の 特定 地域 の 特定 対象 を 掘 
り 下 げ て いた だ けれ ば 、 仮 に その 作業 に よっ て 大 き な 坊 れ の 
理解 が 修 さ れ た と し て も 、 本 書 の 役割 は 十分 果たさ れ た と 
いえ よう =」 

第 6 意 で は 名 著 、Paul H. Nystrom. Exoworicr の / avion The 
Rooald Pss Company. 1928 の 紹介 ・ 分 析 が 行わ れ て いる 。 本 書 
は 服飾 研究 者 に と っ て も 必読 共 で ある 。 次 氏 の 著作 の 第 6 

章 、 第 7 人 症 は 、$ 年 も の 誠 月 を か け て 取り 組ま れ た 労作 で ある 
が 、 ド ロジ シー・ シ ェ ー バ ー に つい て で は 一 言 も 言及 され て いな 
い 。 
fany Webber-Hanchett. op ofz。 pp.R0-SI. 

Sandra Lcc Braun oprcr.pP31-63. 
fany Webber-Hanchett。oprcfz。 pp.S0-8I. 
Sandra Lcc Braun oprcirpp.31-63. 


写真 の 典拠 
写 真 1 Tiffany Webbcr-Hanchett Door SAgvey: Promofe の "7e 
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第 3 章 
「 シ ェ ー バ ー・ タ ッ チ 」 と は 


本 意 で は 「 シ ェ バ パー・ タ ッ チ 」 の 紹介 ・ 考 察 を 通し て 、 彼女 が バリ ・ 
モー ド か ら 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 へ の 転換 を は か っ た 重要 な 歴史 的 
人 物 で あっ た こと を 、 第 1 章 で 考察 し た 19 世紀 か ら 1950 年 代 の ニュ 
ー ョ ヨー ク ・ フ ァ ッ ショ ン に 熊 点 を 当て た 歴史 的 背景 を 踏ま えて 実 十 す 
る 。 

さて で 、「 シ ェ ー バ ペー・ タ ッ チ 』 と は 何 か 。 第 二郎 の ハイ ライ ト を な す 
本 府 に 入る に 当たっ て 、 最 初 に シェ ー バ ー 研 究 の 権 感 者 で ある 二 人 の 
研究 者 の 言説 に 言及 し て お こう 。 

ティ ファ ニー・ ウ ェ ー パ ー・ ハ ンジ シェ ッ ト は 、 シ ジェー バー の 活躍 に 
つい て 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

『 マ ー チ ャ ンダ イジ ング ・ ワ ー ル ド の ファ ー ス ト ・ レ ディ の ドロ シ 
ー・ シ ェ ー バ ー は 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 在職 期間 中 (1924-1959) 
に 小売 美 の 新しい 基準 を 設定 し た 。 他 の 某 界 リ サー ダー が 同じ こと を すず 
る 前 に 、 特 に 、 ア メリ カ の デザ イナ ー の 店 舗 を 宮 伝 し て いた 。 宣伝 
販売 促進 、 新 し い マ ー チ ャ ンダ イジ ング 手法 と アメ リカ 人 デザ イナ ー 
の 認知 に 関す る ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー に お ける 息女 の 革新 は 、「 シ 
ェ ー バ ー・ タ ッ チ 」“The Shawer Touch" と 総称 され て いた 。 シェー バ 
ー は 、 副 社長 (1931-194$) と し て 、1930 年 代 初め に アメ リカ の デザ 
イナ ー 運 動 を 賠 始 し 、1940 年 代 半 ば に “Thc Amcnican Look" 広告 キャ 
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ン ペ ー ン を 開始 し た 。 被 女 は 、 ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン を 促進 する 
た め に 、 店 舗 の アーチ ャ ンダ イジ ング と マー ケティング の ポリ シー を 
絞 枯 し た 。 シェ ー バ ー は 国内 の 才能 に 化 意 を 表す る 必要 が ある こと を 
知り 、 そ うす る こと で 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー を 業界 
の 不毛 か ら 教 うた め の 道 を 切り 開い た (9。」 

サン ドラ ・ リ ー・ プ ラウ ン (Sandr Lcc Braun) は 、 シ ジェー バー の 活 
虫 に つい て 、 次 の よう に 述べ で いる 。 

「 シ ェ ー バ ー は ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー で 通算 33 年 間 働 いた 。 彼 
女 は 1924 年 か ら 1927 年 まで 部 長 を 務め 、1927 年 か ら 1931 年 に は 副 
社長 、193I 年 か ら 194 年 に は 第 1 吾 長 、 そ の 後 1946 年 に は 1959 
年 に 死亡 する まで 、 社 長 を 務め た 。 彼 女 は 彼女 が 就 いた 各部 堆 に 革新 
性 と 創造 性 を も た らし 、 彼 女 の ス タイ ル は 「 シ ェ ー バ ー・ タ ッ チ 』^Tle 
Shavr Touch" と し て 受 さ れる よう に な っ た 。 それ は ロー ド ・ ア ンド ・ 
テー ラー で 全面 的 な リニュ ー ア ル 努 力 の 中 で 感じ られ る こと に な る 。 
それ は 、 ア メリ カ と 次 外 の 両 放 の ファ ッ シ ョ ン 界 に 感じ ち れ 、 小 売 と 
通信 の 世界 に 永続 的 な 影響 を 与え る こと に な る 。」 


1 比較 ショ ッ ピ ング 局 
(Bureau of Comparison Shopping) の 設立 " 

シェ ー バ パー・ タ ッ チ の 第 一 は 比較 ショ ッ ピ ング 局 の 設立 で ある 。 そ 
の きっ か け と な っ た の は 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の シュ ー ズ 部 門 
で トラ ブル シュ ー テ ィング する こと で あっ た 。 

部 門 は 売上 げ が 下がり 、 経 営 幹部 は 彼女 に それ を 多 正 する 方 法 に つ 
いて 、 い くつ か の アイ デア を 求め で いた 。 レ イ パ バー ン 福 長 に 対す る 梓 
女 の ノ ン ・ ナ ン セ ンス の レポ ー ト は 、 隅 男 を 正しく 認 議 し た の で ある 。 
在庫 は 客 の 望み を 反映 し て いな か っ た 。「 部 門 の 財 式 の 約 75% が 聞 
違っ た 種類 の 靴 に 投じ られ て いる 」 と 彼女 は 報告 し た 。 協 物 の 戦 を 扱 
っ て いた 戦 部 門 は 、 オ ックス フォ ー ド の 番 要 を 見 落と し て いた の で あ 
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第 二 痢 第 3 音 「 シ ェ ー パ ー・ タ ッ チ 」 と は 


る 。 オ ックス フォ ー ド は 男性 の 靴 の 最新 流行 で あめ っ た 。 

レイ バー ン 人 社長 は 彼女 の 判断 に 感銘 を 受け 、 彼 女 は 比較 ショ ン ピ ン 
グ 部 門 で 働く よう に 求め られ た の で ある 。 多く の 店 舗 に は 、 こ の よう 
な 部 門 が あっ た 。 そ れ ら は し ば し ば 広告 部 門 に 証 置 され 、 マ ー チ ャ ン 
ダイ ジン グマ ネー ジャ ー に よっ て 管理 され て いた 。 破 ら の 機能 は 、 ど 
の よう な 商品 が 納品 され て いる か 、 価 格 、 価 格 に 対す る 製品 の 相対 的 
な 品質 、 製 品 ラ イン の 深 さ 、 競 合 他社 が 提供 し て いた サー ビス や アメ 
ニテ ィ を 検証 する こと で あっ た 。 そ れ は 困難 な 仕事 で あり 、 歩 き 回 る 
こと が 多く 、 体 力 が 必要 で あっ た 。1920 年 代 、 百 賀 店 事業 は 非常 に 帯 
争 が 吉 し く 、 比 較 シ ョ ッ パ ー は 、 消 費 者 が それ を 体験 し た り 講 入 し た 
りす る こと が で き な い よう に 、 吉 合 他社 の 製品 を 買い 取る と いう ゲ リ 
ラ 戦 術 で 知ら れ て いた 。 時 に は 比較 買い 物 客 は 、 設 合 他社 の レス トラ 
ン の メニ ュー を 盗む こと さえ あっ た の で ある 。 シェー バー は この 比較 
ショ ッ パ ー の 仕事 に 対し て 、 ネ ガ テ ィ ブ な 考え を 抱い て いた 。 


2 ファ ッ シ ョ ン と 革 飾 の 局 
(Bareau of Fashion and Decorating) の 設立 

そこ で 、 シ ェ ー バ ー は ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 経営 陣 に レポ ー 
ト を 書い て 、 店 が 比較 ショ ッ ピ ング の 実践 を 完全 に 廃止 する こと を 示 
唆 し た の で ある 。 願 客 や 舞 玩 を 調べ て 、 ニ ー ズ を 決定 し 、 尼 向 を 分 白 
し 、 スタ イル を 予 調 す る 方 法 は 、「 フ ァ ッ ショ ン 予 身 j』 の 一 種 の 方 法 と 
し て 推 装 で きる 、 と 彼女 は 提案 し た 。 相 女 は 、 フ ァ ッ ショ ン と 装飾 の 
局 (後に 、 そ れ は 時 に は スタ イリ スト の 局 と も 呼ば れる ) と 呼ば れる 
こと を 提案 し 、 買 い 手 に 購買 意思 決定 を 助言 する スタ イリ スト に よっ 
て 、 ス タッ フ が 雇用 され る こと を 提案 し た 。 彼女 は 、 ス タイ リス ト が 、 
ファ ッ シ ョ ン の イメ ー ジ 全体 を 意識 し 、 店 舗 の バイ ヤー に 、 ど の よう 
な デザ イン や 製品 を それ ぞ れ の 部 門 に 入荷 する べき か に つい て 、 ス タ 
イリ スト に 相談 する こと を 提案 し た 。 同 局 の 旧 標 は 、 世 客 満足 度 の 向 
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上 で ある 、 と 枝 女 は 祖 告 し た 。 結 果 と し て 、 比 較 シ ョ ッ ピ ング 局 は 廃 
止 さ れる こと な く 、 シ ェ ー バ ベー は 、 比 較 シ ョ ッ ピ ング 局 と ファ ッ ン ショ 
ン と 装飾 の 局 の 双方 を 担当 する こと に な る 。 

これ らち の スタ イリ スト は 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の すぐ に 有名 
に な っ た バー ソナ ル シ ョ ッ バ パー サー ビス の 始ま り で あっ た 。 フ ァ ッ シ 
ョ ン と 装飾 の 局 の スタ イリ スト は 、 願 客 の 個人 的 な コン サル タン ト と 
し て の 役割 を 時 た し 、 遼 客 に 人 気 を 香 た 。 彼ら は 若い 母親 の 靴下 、 あ 
る い は 赤ちゃん の た め の ア デイ テム の 選択 に 当たっ て 、 顧 客 に 助言 する 
こと が で きた 。 彼 ら は クリ スマ ス デ コレ ーション 、 情 巧 な 夕食 を 注 出 
する 方 法 、 結 婚 式 の 花 や 装 飾 を ナレ ンジ する 方 法 な ど 、 生 活 の 中 で の 
細か い 分 野 で 、 過 客 に アド ベイス を し た の で ある 。 

スタ イリ スト の 扇 を 設置 し た 結果 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 「 ニ 
の 国 の 最も 特色 の ある 店 の 1 つ 」 と 呼ば れる よう に な る 。 こ れ は 、 バ 
ー ツ ナル ショ ッ ピ ング サー ビス の 開発 と 革 及 に つなが り 、 小 売 薬 の 落 
界 標 準 と な っ た の で ある 。 それ は 今日 、「 ロ ー ズ & バ パー ソナ ル シ ョ ッ ピ 
ング サー ビス を 提供 ずる ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー」 と いう 表現 で 存 
続 し て いる 。 


3 現代 フラ ンス 絵画 と 装飾 美術 展覧 会 の 開催 (1928 年 ) 『 

部 門 長 と し て シェ ー バ ー は 、 海 外 に 赴き 、 デ ザイ ナー や メー カー が 
ヨー ロッ バ 、 特 に バリ で 合 を し て いた の か を 調査 し 和 め た 。 彼女 は コ 
コ ・ シ ャ ネル の よう な フラ ンス の デザ イナ ー の 個性 が 礼 替 され て いる 
こと を 指 携 し た 。 破 女 は シャ ネル の 大 信 、 シ ャ ネル の 買 企 、 シ ャ ネル 
の デザ イン ハウ ス に 注目 し た 。 そし て 、 人 彼女 は アメ リカ の デザ イナ ー 
の た め の 同 様 の ビジ ョ ン を 形 作 9 始め た の で ある 。 

1923 年 バリ の 装飾 美術 展 (Exposmion Intermationalc dcs Ars 
DKcormtifs ct Industrcls Modemes) が 開催 され た 。 こ の 博覧 会 に は アー 
ル ・ デ コ 博 覧 会 と いう 略称 も ある 。 これ は 、 博覧 会 の 名 前 の うち 「Ams 
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Decoratifs」 (装飾 芸 術 ) の 部 分 を 短縮 し た 表現 に 四 来 する 。 ア ー ル ・ 
デュ (Ar Dcco) と いう 言 茶 が 全 場 し た 。 こ れ は 、 こ の 博覧 会 で 田 品 
され た 服 飾品 や 築 に み ら れ る 、 同 時 代 の 輔 訪 で 家 能 的 な 装飾 芸術 や 
デザ イン を 言い 表す た め の 言 葉 で ある 。 アー ル ・ デ = は 1920 年 代 か ら 
1930 年 代 前 羊 に か け て フラ ンス を 中 心 に ヨー ロッ パ で 流行 し た 工 
芸 ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ フ ァ ッ ショ ン な どの デザ イン 思潮 で ある 。 この 思 
滑 は 、 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー へ の 反動 で 、 機 財 文 胃 を 哲 定 し 、 幾 何 学 的 
形態 と 機能 凌 を 強調 し た 。 

シェ ー ペ パー は 、 1925 年 に バリ で 日 常 的 な 買い 物 旅行 を し て いた 時 に 、 
バリ の 装飾 美術 展 を 見 て 、 ア メリ カ の 消費 者 に 、 現 代 フ ラン ス の デザ 
イン を 放 入 する 可能 性 に 気づい た の で ある 。3 年 後 、 披 女 は 彼女 の ア 
イデ ア を 実演 する 機会 を 得 た 。 

シェ ー バ ー は レイ パー ン 社 長 に 、 当 時 の フラ ンス の 家具 と 芸術 の っ 
レク ショ ン を 輸入 し 、 一 般 の 人 々 の た め の 展 示 品 を 準備 する た め に 、 
か な り の 金額 を 投資 する こよ を 納得 させ た 。 人 彼女 は フラ ンス 、 ス ペイ 
ン 、 イ タリ ア に 旅行 し て 、 1 年 以上 に わた り 展示 を 続け た 。「 数 ヶ月 の 
間 に 、 乱 は 胃 苗 品 と 現代 の も の を 買い まし た 。 … 私 は 最も 現代 的 な 家 
具 デ ザイ ナー の ジャ ッ ク ・ ル ・ リ ュー ルマン (Jacqucs-Emile 
Ruhimann.1879-1933) や ジュ ー ル ッ レ ルー (Julcs-Emile-Lclcu.18S3-1961) 
な どの 作品 を 持っ て いた だ け で は な く 、 シルバ ー、 プ レー ト 、 ガ ラス 、 
リネ ン 、 そ し て 、 ビ カツ 、 プ ラッ ク 、 デ ュ フ ィ の 画 期 的 な 絵画 も 守っ 
て いま し た @」 と 彼女 は 後に 回 想 し て いる 。 彼 婦 は ロー ド ・ ア ンド ・ 
テー ラー の 2 つの フロ ア を 埋め た の で ある 。 

当時 と し て は 、 ア メリ カ に お いて 、 美 術 、 家 具 、 ア クセ サリ ー の プ 
ラン ス の 現代 的 な デザ イン を 展示 し た 最大 の も の で あっ た 。 こ の 美 析 
有 展 は ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー を 「 従 来 の デザ イン か ら 一 歩 嗜 み 出 し 
た 最初 の 店 」 と し て 確立 し 、 ホ ー ム ファ ッ シ ョ ン の 新た な トレ ンド 、 
すなわち モダ ニズム を 示 入 し た 。 シェー バー は 何 年 も アイ デア を 斉 ん 
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で いた 。 

1928 年 月 2 日 、 ハ リウ ッ ド の 映画 初演 を 思い 起こ させ る 試 劇 欄 式 
で 、 プ ライ ベー トレ セブ プ ション 、 レ ッ ド カーペット 、 バ ラ 、 負 光照 明 、 
シャ ン バ ン 、 キ ャ ビア 、 フ ォ ー マ ル な 服装 の オー プ ニ ン グ ナ イ ト が 完 
成 し た の で ある 。 そ し て 、 シ ェ ー バ ー は 、 白 い イ プ ニ ン グ ド レ ス を 着 
て 目立っ て いた 。 こ の よう な 家伝 は 、 店 舗 が この よう な 祝賀 を 行っ た 
夜 に 、 小 売 業界 で 初め て 見 られ た の で ある 。 そ れ が 促進 され た 演劇 的 
な スタ イル の た め に 、「 芸 打 の 形態 と し て の 販売 尋 体 』 の 展示 を 確立 し 
た こと に 対し て 、 シ ェ ー バ パー は 党 供 され た 。 


4 ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ テー の 再 プ ラン ド 化 『 

シェ ー バ ー の ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 再 プ ラン ド 化 は 、 革 新 的 
な 内 外装 ディ スプ レイ 、 ト レン ド 設 定 広告 、 の い プロ モー シ 
ョ ン を 通じ て 轄 成 され た 。 

彼女 の 新しい オフ ィ ス の 現代 的 な 自 と クロ ー ム の モダ ン な スタ イル 
の 家具 か ら 、 引 女 は 積極 的 に アイ デア を 探し 出し 、 破 女 が 引き 受け た 
各 プ ロジ ェクト に 熱意 と 興 閣 を も る た らし た 。 彼女 の 創造 性 は 、 マーチ 
ャ ンダ イジ ング と プロ モー ショ ン の た め に 、 多 く の 小売 業 の 傾向 を 設 
走 し 、「 シ ェ ー バ パー タッチ 」 と し て 知ら れる よう に な っ た の で ある 。 

彼女 は ミラ ー の 豊 官 な 使用 を 認め た 。 特 に 新しい ミラ ー リ ング され 
た 躍 が 付い て いる プラ イダ ル エ リア で は そう だ っ た 。 

彼 婦 は ニュ ー ヨ ー ク で 最初 の 店 内 ラン チカ ウン ター と し て 認め られ 
た も の を 確立 し た 。 

シェ ー バ ー は 彼女 の 芸術 へ の 愛情 を 展示 し 、 ウ ィ ン ド ー の ディ スプ 
レイ を 眠 場 に 引き 上 げた 。 1950 年 に 、 破 女 は エレ ベー ター シス テム を 
利用 し て 、3 分 ご と に ウィ ンド ー の 家 示 マネ キン を 変更 し た 。 

彼女 は 、 広 報 目 的 で ウィ ンド ー 展 示 を 使用 する 最初 の 小売 業者 と し 
て 認め られ で いる 。 フ リー ウィ ー リ ング の アイ デア で 、 彼 女 は 商品 を 
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一 切 た めこ まな いと の 考え を も っ て いた 。 商品 の な い ウ ィ ン ド ー で の 
彼女 の 最初 の み 試み は 、1938 年 で あっ た 。 不況 は 、 ア メリ カ に お いて で 、 
信 然 と し て 明白 だ っ た の で 、 彼 女 の ポ スト 感謝 和希 の ウィ ンド ー に 休日 
の 商品 を 載せ る の で は な く 、 人 その 精神 を 玄 揚 させ る た め に 、 自 と 黒 
の ベル ペッ ト の 奇 其 に 、 金色 の クリ スマ ス の 鏡 が 飾ら れ て いた 。 商品 
は 一 切な く 、 金 色 の クリ スマ ス の 給 だ けが 、 金 色 の 音符 を 鳴ら し 、 音 
は 偶然 、 世 界 中 で 関 こ えま し た の 。」 

彼女 は また 、 シ ー ズ ン の 視覚 的 な 喜び の 可能 性 を 表現 する ウィ ンド 
ー・ デ ィ ス プレ ー で 、 牛 の 5 番 衡 の ファ サー ド 向 け の 10 階 企 て の ク リ 
スマ ス ツ リ ー を 飾る た め に 、 ラ イト を つけ た 。 他 の ショ ッ プ も ロー ド ・ 
アン ド ・ テ ー ラ ー ド に 続い て お り 、 ニ ュー ヨー ク の 通り は クリ スマ ス の 
飾り 物 で 有名 に な っ た の で ある 。 当時 と し て は 、 ま っ た く 新 し い ア イ 
デア で あっ た 。 シェー バー の ウィ ンド ー デ ィ ス プレ イ は 、 多 く の 人 を 
集め て メデ ィ ア の 注目 を 集め た 。 

シェ ー バ ー は アー ティ スト に 広告 に 署名 する こと を 許可 し た 。 そ れ 
は 、 彼 女 は 、 こ の 国 に お いて ユニ ー ク で ある と 言わ れ た や り 方 で あっ 
た 。 人 彼女 は また 、 店 舗 ロゴ の 演出 を 開発 する た め に アー ティ スト を 利 
用 し た 。 


5 アメ リカ の デザ イナ ー ム ー プ メン ト と 
「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 キ ャ ン ペ ー ン ! 

(1) アメ リカ ン ・ デ ザイ ナー・ キ ャ ン ペ ー ン 
『 シ ェ ー バ ー・ タ ッ チ 」 の 第 3 項目 目 は 、 ま さ に 本 意 の ハイ ライ ト 
を 成 し て お り 、 第 1 謗 の 冒頭 に お いて 提示 し た 「 バ パリ ・ モ ー ド か ら 『 ア 
メリ カン ・ ル ッ ク へ の 転換 は いか に は か られ た の か 」 と いう 問題 提 

起 に 関す る 答え を 本 項目 に お いて 明確 に 出し た いと 思う 。 

シェ ー バ パー は 、 展 示 、 広 告 、 プ ロモ ーション を 通じ て 、 ロ ー ド ・ ア 
ンド ・ テ ー ラ テー の プラ ンド を 情 筑 し て いた 。 シ ェ ー バ 自身 は 服 館 デ ザ 
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イナ ー で は な く 、 あ くま で も マー チャ ンダ イザ ー で あっ た が 、 ア メリ 
カ の デザ イナ ー に 対し て 彼女 は 確信 を 抱い て いた 。 第 1 斉 第 2 節 で 考 
刻 し た よう に 、1920 年 代 に は 、 フ ァ ッ ショ ン ・ ブ レス が クリ エイ ティ 
プ ・ フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ン の 中 心 で ある バリ に 焦点 を 当て てい た の 
に 対し 、 ニ ュー ヨー ク に 本 拠 を 置く 既製 品 の デザ イナ ー の クレ ア ・ マ 
ッ カ ー デ ル や ノー マン ・ ノ レル 、 抽 造 元 の ハッ ティ ー・ カ ー ネ ギ ー を 
含む 、 多 く の 今 で は お な じみ の デザ イナ ー が 活躍 を 始め た の で ある 。 
「 ア メリ カ の 女性 の た め の ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン 」 の 仕事 は 時 期 尚 
早 に 推進 され て いた が 、320 世紀 初頭 の 多く の 声 が べり の 独立 し た スタ 
イル を 要求 し て いた こと は 明らか で ある 。 

1932 年 、 こ の よう な 困 昧 の も ちと に 、 シ ェ ー バ ー は アメ リカ ン デ ザイ 
ナー キャ ン ペ ー ン を 開始 し た 。 彼 女 は 米国 で ファ ッ シ ョ ン 茶 界 を 築く 
た め に 、 国 内 に お ける ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ン の 才能 を 求め た 。 シ ェ 
ー バ パー は デザ イナ ー 自 身 が 持っ て いた より も 多く の 信念 を 抱い て いた 。 
人 女 は 広告 と 家伝 を 含む 計画 を 思い つい た の で ある 。 

『 し か し 、 時 買 者 の 俗物 根性 を くす ぐる バリ の 特質 を 制覇 る に は 、 
いか に すれ ば よい の か ? アメリカ の ファ ッ シ ョ ン 配 や 私 た ちの 周り に 
いる デザ イン 才能 の ある 米国 の 一 般 人 を 説得 する に は 、 ど の よう に ず 
れ ば よい の か ? ネイ ティ ブ デ ザイ ナー を 接 助 する こと に よっ て 、 自 分 
自身 を 助け る こと が で きる こと を 、 フ ァ ッ ショ ン 楽 界 に 対し て 、 ど の 
よう に 十 明 す れ ば よい の か ?」『 苦 い ア メリ カ 人 デザ イナ ー の 服 を 特徴 
と する 一 連 の ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ テー の 広告 で 、 私 は それ を や り 始 
め ま し た 。 これ を 行う に は 、 デ ザイ ナー を 抱え て いる メー カー を 見 つ 
け 出 し 、 デ ザイ ナー を 宜 伝 する こと で 会 社 の 威信 を 高め 、 ビ ジネス を 
拡大 し 、 最終 的 に アメ リカ を 泰 靖 ちらし い フ ァ ッ ショ ン の 中 心 に する こ 
と を 納得 させ る こと で し た “9。」 と シェ ー バ ー は 述べ で いる 。 

そう いう わけ で 、1933 年 4 月 17 日 に 、 シ ェ ー バ パー は アメ リカ の デ 
ザイ ン を 特集 し た 広告 を 出し た の で ある 。 彼女 は ロー ド ・ ア ンド ・ テ 
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間 二 各 弟 3 人 「 シ ェ ー バ パー・ タ ッ チ 』 と は 


写真 1 ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー 5 番 街 の ディ スプ レー。 

エディ ス ・ ル ス の キス タイ ル ・ 了 ザイン 。1932 年 
ー ラ ー で 特別 な ラン チ と ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー を 開催 し た 。 こ の ショ ー 
で は 、3 人 の 選ば れ た デザ イナ ー の 作品 を 特集 し た 。 エ リザ ベス ・ ホ 
ウズ 、 ア ネッ ト ・ シ ンプ ソン (Annctie Simpson) 、 エ ディ ス ・ ル ス は 、 
収 ちの 作品 を 展示 し 、 ア メリ カ の デザ イナ ー の 「 第 一 位 」 と し て 知ら 
れる よう に な っ た 。 次 の よう な 広告 が 宮 言 され た 。 


ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 、 3 人 の 着い アメ リカ の デザ イナ 
ー に よっ て 創 国 さ れ た 、 ア メサ カ 人 女性 と アメ リカ 人 女性 に よる 、 
アメ リカ 人 女性 の た め の 新 し い 衣 恨 傾向 を 認 蔵 し て いま す 。 ロ ー 
ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 、 3 人 の 若手 デザ イナ ー の 作品 で 語 め ら 
れ た 新しい アイ デア を スポ ン サ ー に 欠 宮 し て いま すす -。 後 女 が 暮 ら 
し て いる アメ リカ の 生 話 を 理解 する 服 … こ れ ら の 若い 女性 た ち 
は 知人 、 凌 型 的 な アメ リカ の 女の子 の た め の 服 を デザ イン し 病 め 
まし た … こ れ ら の コレ クシ ョ ン を 発表 する 肌 に は 、 あ な た を 理解 
する 服 を あな た が 過 入 し 、 着 る と いう 新しい 滴 足 感 を 花見 する と 


255 


信じ て いま す (9 

3 回 且 の プロ モー ショ ン で は 、 ミ ュ リ エル ・ キ ング と エリ ザ ペ ベス ・ 
ホウ ズ の 作品 が 紹介 され た 。3 回 目 の プ ロモ ーション で は 、 ク レア ・ 
ポッ ター、 ア リス ・ ス ミス 、 ル ー ス ・ ベ イン の 作品 が 紹介 され た 。 プ 
ロモ ーション は 新聞 で 広く 壌 道 され 、 好 評 を 押し た 。 こ れ ら の 強力 で 
明確 な 行動 の た め 、 シ ジェー バー と ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 、 ア メ 
リカ の デザ イナ ー を 促進 する 最初 の 店 と し て 知ら れる よう に な っ た の 
で ある 。 

と ころ で 、 シ ェ ー バ パー は 、 フ ァ イ ン アー ティ スト を 積 悟 的 に 家伝 し 
て いた ニュ ー ョ ー ク の 広報 担当 者 で も る エレ ノア ・ ラ ン バ ー ト の 助け 
を 借り て 、 デ ザイ ナー を クラ イア ント と し て 迎え 入れ た 。 ラ ン バ ー ト 
は シェ ー バ ー と ほぼ 同じ 時 期 に ニュ ー ヨ ー ク に や っ て きた 。 2 人 と も 、 
メト ロ ポ リタ ン 和 美術館 た アー ト の 舞台 に 携わっ て いた 。 シェー バー と 
同じ よう に 、 ラ ン バ ー ト は 其 新 者 で あっ た 。 人 彼女 の ファ ー ス ト ・ ク ラ 
イア ント は 1932 年 に 取材 し た アネット ・ シ ンプ ソン ン で あっ た 。 シン プ 
ソン は 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー が 公 的 に 後 朝 し た 最初 の デザ イナ 
ー の 1 人 で あり 、 彼 女 は 全国 的 な 評価 を 受け る こと に な る 。 

ラン バー ト は デザ イナ ー の 全面 的 な 県 縮 を 促進 し 、 名 前 を 認知 させ 、 
新しい スタ イル の 宣伝 を 展開 し て 目標 を 連 成 する と いう 仕事 を 引き 受 
けた 。 彼女 は 、 ナ ショ ナル ファ ッ シ ョ ンプ レス ウィ ー ク 、 ア メリ カ の 
ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー 評議 会 、 コ ティ ・ ア メリ カン ファ ッ シ ョ ン 批 
評 家 質 、 国 際 ぶ スト ドレ ッ サ ーー 投票 を 開発 し た 。 披 女 は 「 フ ァ ッ ショ 
ン 宜 伝 の 発明 者 」 と し て 広く 知ら れる よう に な り 、「7 番 街 の 量 后 」 と 
し て 愛さ れる よう に な っ た 。 ラ ン バ ー ト と シェ ー バ ー は 、 ア メリ カ の 
デザ イナ ー の ビジ ョ ン に 協力 し 、 コ スチ ュー ム 研 究 所 の 換金 調 連 や コ 
ティ ・ ア メリ カン ・ フ ァ ッ ショ ン 批 評 家 貨 の 受賞 な ど 、 多 く の プ ロジ 
ェクト に 了 協力 し た 。 


第 二 痢 第 3 音 「 シ ェ ー バ ー・ タ ッ チ 』 と は 


(2) ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー 資 (Lord & Taylor Awards) 
の 制定 

デザ イナ ー の エリ ザ ベ ペ ス ・ ホ ウズ は 、 ニ ュー ヨー ク の 新興 デザ イナ 
ー に つい て 「 私 た ちの アメ リカ の デザ イン 」 と し か 畜 い て いな いこ と 
に つい て は 非常 に 戸 商 っ た 。「 私 た ち 自身 の アメ リカ の デザ イン 9」 従 
女 は 、 公 然 と 非難 し た 。「 誰 に よっ て ? な ぜ 、 ア メリ カ 人 。 彼 ら は 座 
な の ? それ ら の 名 称 は 何で すか 9 これ ら は アメ リカ で デザ イン され 
た 有限 で す … 完 全 に 無名 の 人 々 に よっ て 、 お そら く ロ ボッ ト に よっ て 」 
と ホー ズ は 非難 し た 。 

1937 年 、 彼女 は アメ リカ デザ イン の イニ シア チ プ と 独 伸 性 を 刺激 す 
る 手段 と し て ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー 党 (Lord&Taylor Awards) を 
制定 し た 。 軸 は 優れ た デザ イン に 対し て 投与 され た も の で あっ た 。 最 
初 の 年 に 、 4 人 の 受賞 者 が ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー か ら 1.000 ドル で 
小切手 を 受け 取っ た 。 こ の 質 は 、 フ ァ ッ ショ ン デ ザイ ナー の クレ ア ・ 
ポッ ター と ネッ ティ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン 、 繊 礁 デザ イナ ー の ドロ シ 
ー・ サ リープ ブス (Drothy Liebes)、 絞 紋 デ ザイ ナー の スタ ニス ラヴ ・ ヴ ォ 
スケ (Stanislave V'Soske) に 贈ら れ た 。 

当初 、 デ ザイ ナー は 単に 小切手 を 受け 取る た め に 店 に 行っ て きた 。 
し か し 、 シ ェ ー バ ー は 質 を ディ ナー イベ ント に 変え る と いう 考え を 拘 
いた 。 メディア は 1938 年 に それ を カベ バー し 始め た 。 

ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー・ デ ザイ ン 貨 は 、 ニ ュー ヨー ク で 最も 有 
名 な イベ ント の ひと つと な っ た 。1945 年 まで に 、 それ は 吉 争 率 の 高い 
抽選 権 を 代 持 し 、 ウ ォ ル ドー フ ア ス トリ ア に 約 1.00 人 の 影響 力 の あ 
る ゲス ト を 集め た 。 


(3) Met Gala の 創設 の 
コス チュ ー ム 研究 所 (The Costume Instiute) は 、 彰 的 な 劇場 を 支え 
る 衣装 の 傑 管 庫 と し て 、 ル イス ツン (Lewisohn sisters) の 姉妹 に よっ 
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て 始め られ た だ 。 し か し シェ ー バ ー に は 別 の ビジ ョ ン が あっ た 。 彼 女 は 、 
すべ て の ファ ッ シ ョ ン は 循 棋 的 で あり 、 師 去 の ファ ッ シ ョ ン の 単なる 
変更 で ある と 信じ て 、 デ ザイ ナー の た め の デ ザイ ン イ ンス ビレ ー シ ョ 
ン の 本 と し て それ を 見 た の で ある 。 そ こ で 、 ニ スチ ュー ム 研 究 所 を メ 
トロ ポリ タン 甘 術 館 に 移す 計画 を 立案 し た の で ある 。 

シェ ー バ ー と ファ ッ シ ョ ング ルー プ の メン バー は 、 博 物 館 が スタ イ 
ル の アイ デア を 伝達 する 詩 要 な 手段 で ちっ た た め 、 ア メリ カ の ファ ッ 
ショ ン の プロ フィ ー ル を 高め る の に 役立つ だ ろう と 信じ で いた 。 

コス チュ ー ム 研究 所 を メト ロ ポ リタ ン 美 哲 館 に 移す 計画 が 実 喝 す れ 
ば 、 デ ザイ ナー は 博物 館 と コス チュ ー ム ・ イ ンス ティ テ ュ ー ト の 人 営 設 
展示 の イン スピ ビレ ーション を 得る こと が で きた 。 デ ザイ ナー は 、 ロ ー 
ン で 利用 可能 だ っ た コレ クシ ョ ン の 恩恵 を 受け る こと も で きた 。 こ の 
計画 の 目的 は 、 デ ザイ ナー や 衣装 つい て 学ぶ 学生 に と っ て 可能 な 最も 
実用 的 な 博物 館 を 発展 させ 、 展 覧 会 通し て アメ リカ の 人 々 に ファ ッ 
ショ ン を 投影 する こと で あっ た 。 国際 女性 服 分 肥 働 組合 (Incmational 
Ladies Garmcnt Werkers Union) の 副 社 長 で め る ジュ リア ス ・ ホ ッ ク マ 
ン ulins Hochman) は 、 衣料 品 産 業 に 対す る この よう な 計画 の 細 済 的 
可能 性 を 評 し 、「 ア ベレ ル 製 造 の 約 10 修 ド ル 」 の 「 金 鉱山 」 に 座っ 
て いる と 宣言 し た 。 メ トロ ポリ タン 美術 館 は 、 そ れ を 学 使 間 係 へ の 巨 
大 な ステ ッ プ と 呼ん だ 。 サ ンク トペ テル プル グ ・ タ イム ズ 紙 は 、 こ の 
動き に 伴い 、 フ ァ ッ ショ ン は 「『 秋 刻 な 芸術 」 で ある と 定 言 し た 。 そ の 
動き を 時 うた め に 、 シ ェ ー ペ ー は 再び ファ ッ シ ョ ン 広 報 担当 者 の ェ レ 
ノア ・ ラ ン バ パー ト の 援助 を 得 た 。 核 ら は 野心 的 な ブログ ラム に 着手 し 
た 。 彼 ら は $ 130.000 を 調達 し 、1946 年 に その 運動 を 完了 し た 。 両機 
関 は 合併 し て 、 世 界 で 最も 包括 的 な ファ ッ シ ョ ン の コレ クシ ョ ン を 作 
っ た 。 新 し い 場所 に は 、 研 究 室 と ラボ が 含ま れ て いた 。 こ こ で 生徒 は 
人 工 物 を 調べ 、 年 代 を 超え て ファ ッ シ ョ ン に 関す る 本 を 読む こと が で 
きる 。 シェ ー バ パー と ラン バー ト に よっ て 始ま っ た 資金 調達 者 は 、『 今 年 
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第 二 痢 第 3 音 「 シ ェ ー バ パー・ タ ッ チ 』 と は 


の 党 」 と 呼ば れる 年 次 行事 に な っ た の で ある 。 今日 の Met Gala の 起こ 
り で ある 。 


(4) 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 の 首 生 
ー ク レア ・ マ ッ カ ー デ ル を 事例 と し て 

デザ イナ ー は 、 桃 戦 に 立ち 向かう だ け で な く 、 ア メリ カ の 女性 が 劉 
む 最 高 の デ ザイ ン を 作り 、 彼 ら が パリ と 同等 で も る こと を 国民 に 説得 
し な けれ ば な ら な か っ た 。1940 年 の 長 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ デー ラー を 
合 む 5 つの 大 規 民 小売 楽 者 が 集まり 、 一 連 の プロ モー ショ ン を 実施 し 
た 。 彼ら は ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー を 上 尊し 、 彼 ら を 調整 し て 、 公 衆 と 報 

道 岬 の メン バー が 彼ら 全員 の も と へ 行く こと が で きる よう に し た 。 

彼ら は ファ ッ シ ョ ン を 事前 に 家伝 する こと に よっ て 、 伝統 を 破っ た 
の で ある 。 事 前 の 宣伝 は 、 生 産 コ ビー と ノッ クオ フ の 可能 性 の た め 
に 、 以 前 は 推奨 され て いな か っ た 。 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 9 月 
4 日 に 、10 人 の デザ イナ ー を 紹介 する た め に 、 虹 食 会 と ファ ッ シ ョ ン 
ショ ー を 開催 し た 。 田 席 者 は 200 人 で あっ た 。 イ ベン ト は ニュ ー ョ ヨー 
ク ・ タ イム ズ で 壌 道 の 全 ペー ジ を 受け 持ち 、 新 聞 福 は デザ イナ ー の 名 
前 を つけ 、 そ の 創作 に つい て 話し た 。 

1930 年 代 か ら 1940 年 代 ま で 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の アメ リ 
カン ・ デ ザイ ナー・ キ ャ ン ペ ー ン で は 、 ア ドリ アン 、 ク レア ・ ポ ボッタ 
ー、 ジ ョ イス (Joyce)、 ネ ッ テ ィ ー・ ロ ー ゼ ンス タイ ン 、 リ リー・ ダ 
ッ チ ェ な ど 、 約 60 人 の デザ イナ ー を 地図 に 農 せ た 。 

『 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 は 、 ア メリ カ 人 女性 と 典 置 的 な ロー ド ・ ア 
ンド ・ テ イラ ー の 願 客 の テラ イフ スタ イル を 取り 入れ で 只 呪 化し た 、 特 
定 の ファ ッ シ ョ ンス タイ ル を 描く た め に 、 シ ェ ー バ ー に よっ て 一 般 化 
され た 用 語 で あっ た 。 シェー バー は 、 ア メリ カ の 女性 の た め に アメ リ 
カ の デザ イナ ー が 特別 に 作っ た スタ イル が ある と 信じ て いた 。 
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初期 の シェ ー バ ー の プロ テー ゼ で あっ た クレ ア ・ マ ッ カ ー デ ル は 、 
典型 的 な アメ リカ の デザ イナ ー と し て 知ら れる よう に な っ た 。 ク レ 
ア ・ マ ッ カ ー デ ル は 第 1 代目 の 真 の 意味 で の アメ リカ 人 デザ イナ ー で 

り 、「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 の 創 二 者 と 姓 ば れ た 。 アメ リカ 人 の 女性 
は いつ も 彼女 の 新 し さ と エネ ルギー を 質 替 し て いた 。 そ こ で 、 以 下 に 
お いて 、 犯 着 『 ア メリ カ 上 服飾 社会 史 』 の 第 8 齋 の クレ ア ・ マ ッ カ ー デ 
ル の 項目 に 補足 し て 、 リ ライ ト さ せ て いた だ く 次 第 で ある 。 

まず 、 ク レア ・ マ ッ カ ー デ ル の 生涯 を 追っ て みよ う 。 

1905 年 、 ク レア ・ マ ッ カ ー デ ル は アメ リカ 合衆国 の メリ ー ラ ンド 州 、 
フレ デリ ッ ク で 、 上 院 議員 に も 選出 され た 人 銀 行 総 火 の 父 靖 の も と に 生 
まれ た 。 母 は 南 記 の 軍人 の 娘 だ っ た の で 、 か な り 挫 福 な 育ち で ある 。 ク 
レア に は 3 人 の 弟 が いて 、 ス ポー ツ 好 きな子 と し て 成長 し た 。 

高校 と 2 年 六 の 大 学卒 業 後 、 保 守 的 な 父親 の 区 対 を お し きり 、 ク レ 
ア は 1925 年 に 芸術 工芸 学校 、 今 の バー ツン ズ ・ デ ザイ ン 学 校 (Parsons 
SchoolofDesin、 当時 は New York Schoolof Finc amd Applied Ars と 店 
ば れ た ) で ファ ッ シ ョ ン イ ラス ト を 専攻 し た 。 

1926 年 、 彼女 は バリ の ヴォ ー ジ ュ 応 場 の バー ソン ズ ・ デ ザイ ン 学 校 
で 3? 年 目 を 過ごし 、 オ ー ト クチ ュー ル の 世界 に 艇 れ て いる 。 バ リ で ク 
レア が 特に 影響 を 受け た の は 、 マ ドレ ー ヌ ・ ヴ ィ オ ネ で ある 。 シャ ネ 
ル と も 交流 が あっ た 。 彼女 は 最 経 学年 に は ニュ ー コ ヨー ク の 芸術 工芸 学 
校 に 戻っ た 。 

1927 年 に 卒業 後 、7 番 街 の 会 社 で 、 パ タン ナー、 モデ ル 、 デザ イナ 
ー な どの 仕事 を 転々 と する 。1930 年 に 、 彼女 は スタ ー ト し た ば か り の 
着手 デザ イナ ー の ロバ パー ト ・ タ ー ク の アシ スタ ント に な っ た 。 彼 の ペ 
ンチ ャ ー が 失敗 し た の で 、 そ の 後 、 統 と クレ ア は タウ ン リ ー 社 (確立 
し た スポ ー ツ ウェ ア の アト リエ ) に 移っ た の で ある 。 

1932 年 に ター ク が 航行 事故 で 死ん だ の で 、 ク レア は ター ク の 地位 に 
つい て 、 コ レク ショ ン を 終え た 。 こ の コレ クシ ョ ン で 認め られ て で 、 正 
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写真 2 ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ 一 5 番 街 の 店 内 ディ スプ レー。 
著 手 の アメ リカ 人 デザ イナ ー の 作品 を 硝 示 。1933 年 。 


式 な デザ イナ ー へ と 虹 格 する 
社 が 隊 滞 する まで 、 破 女 は 年間 、 タ ウン リー 社 に 留まっ た 。 1938 
年 に タウ ン サ ー 社 で 仕事 を し て いる 間 、 人 息女 は 最初 の 商 楽 上 の 成功 を 
お さめ た 。 着 用 者 が サッ シ か ペル ト で 令 女 自身 り ウ エス トラ イン を か 
っ た 流 也 な ロー ブ の よう な デザ イン の いわ ゆる 「 修 道 院 の ドレ ス 」 
で 、 笛 点 を 獲得 し た 。 Bost &Co.- は これ ら の ドレ ス を 100 閉 蝶 入 し た 
これ ら の ドレ ス は た ち ま ち 有 名 に な タウ ン リ ー 福 が 会 社 を 時 ん 
だ 1939 年 に 、 被 女 は ハッ ティ ー・ カ ー で 畑 期間 、 働 いた 。 カ ー 
ネギ ー の メゾ ン は パリ ジャ ン の デザ イン を 販売 し た 。 し か し な が ら 、 
カー ネギ ー の 好み に は 、 マ ッ カ ー デ ル の デザ イン は あま り に も シン プ 
2 1 
1940 年 に タウ ン リ ー 杜 が 再 オ ー プ ン し た 。 そ 


で 、 ク レア ・ マ ッ カ 
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ー デ ル は か れ ら の た め に 梓 女 の 最 初 
の コレ クシ ョ ン を 持参 し た 。 こ の = 
レク ショ ン 、 当 時 と し て は 急 礁 的 
な 自然 な ショ ル ダ ー が 特徴 的 で 、 補 
付き の ワン ピー ス に 夕 断 さ れ て いた -。 
條 女 は 、 当 時 硫 行 し て いた よう な 
男性 の 仕立 て で を コビー ずる より も 、 
快適 で 寺 力 的 な フィ ッ ト を 達成 する 
の に ブリ ー ツ か バイ アス ・ カ ッ ト を 
取り 入れ る 方 を 休ん だ の で ある 。 令 
女 は シャ キル と ヴィ オキ か ら 出 扶 を 
受け た 。 そ し て 、 ポ タン を 好み 、 ボ 
タン と サッ シュ で 結び 合わ せ た 。 

シャ ネル エマ ッ カ ー デ ル の 方 向 性 
は 非常 に 頒 て いた よう に 見 える 。 シ 
ャ ネル が 活躍 し た の が 10 年 代 以降 
で 、 マ ッ カ ー デ ル は 30 年 代 双 降 と 時 
代 は ずれ で いる が 、 男 性 用 の 素材 、 
労働 服 に イン スピ レー ショ ン を 受け 
て いる 太 、 ス ポー ツウ ェ ア 、 装 能 よ 
りゃ も 感 能 件 、 シ ンプ ル 化 を 進め た 息 
な ど さ ま ざま な 共通 点 が ある 。 マ ッ 
カー デル は 20 年 代 、 フ ラン ス 個 学 の 
神 険 か ある の で 、 シ ャ ネル の 出 略 は 
少な か ら ず 受け て いる 。 


写真 3 クレ ア ・ マ ッ カ ー 子 ル 
の 作品 。1940 年 。 タ ウン リー 
社 で 制作 。 チ ャ コー ル ・ グ レ 
ー の ウー ル 地 に 組 い ス トラ イ 


袖 。 陵 天 の ワ ン ピ ー ス 。 


し か し シャ ネル と マッ カー デル に は 決定 的 な 相 途 点 が あっ た 。 そ れ 
は シャ ネル は 、 オ ー ト クチ ュー ル で あり 、 高 所 得 訪 に フォ ー カ ス し た 
デザ イン だ っ た の に 対し て 、 マ ッ カ ー デ ル は 既製 服 を 意 蔵 し で 、 幅 広 
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い 層 に ファ ッ シ ョ ン を 発信 し て いた 点 で ある 。 言い 換え る と 既製 服 の 
限界 の 中 で 、 バ イア デス ・ カ ッ ト を 用 いて 女性 の 身体 を 最大 限 考慮 し た 
デザ イン を 展開 し た 。 こ の 相違 点 こ そ 、 当 時 の アメ リカ の ライ フ ・ ス 
タイ ル か ら 生 まれ た 、 ア メリ カン ・ ス タイ ル 、 ア メリ カン ウェ イ の 本 
質 を が す も の で は な い だ ろ うか 。 バ パリ と アメ リカ は ファ ッ シ ョ ン の ス 
ター トラ イン が 全く 異な っ て いた の で ある 。 

1942 年 、 こ の 年 は 彼女 の 最も ポピュラー な も の の 1 つの 「 ポ ボップ ・ 
オー バー」 ドレ ス 、 す な わ ち 、 巻 きつ け て 着る ホー ムウ ェ ア が デザ イ 
ン さ れ た 。 

40 年 代 の 間 、 ク レア ・ マ ッ カ ー デ ル は アメ リカ の 女性 が 好 ん だ さま 
ざま な ビ ピー チ ウ ェ ア と 遊び 着 を デザ イン し た 。 彼ら は 自分 補 の 家 で ビ 
ー チ や レデ ジャー 用 の これ ほど 快適 で 還 力 的 な カジ ュ ア ルウ ェ ア を 一 度 
も 着 た こと が な か っ た 。 この 遊び 着 は 綿 製 で あゆ り 、 これ は 1946 年 か ら 
宙 ま れる よう に な っ た 。 

クレ ア ・ マ ッ カ ー デ ル は 古 作 的 な ギリ シア と ロー マ の 人 巻き 衣 と スタ 
イリ ング に 非常 に 関心 が あっ た 。 彼女 は 多く の カジ ュ ア ル な 衣服 を 作 
っ た が 、 彼 女 の い くつ か の ガウ ン は 真 に 古典 的 な デザ イン で ある 。 

195} 年 に 、 ク レア は テキ サス 出身 の 古 筑 家 ア ー ビ ン グ ・ ド ッ み ロ ー・ 
ハリ ス と 結婚 し た 。 彼ら は ニュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 の フレ ンチ タウ ン の 和典 
家 で 自分 達 の 時 間 を 享有 し た 。 

1941-1945 年 の 間 、 ア メリ カ は 第 二 次 世 界 大 圭 に よっ て ヨー ロッ パ 
か ら 隔 離さ れ た 。 こ れ は マッ カー デル の よう な アメ リカ 人 の デザ イナ 
ー に 楽 で 快適 な 「 ア メリ カ ・ ル ッ ク 」 を 創作 する 機会 を 与え た 。 彼女 
の イン スピ ビレ ーション は いつ も アメ リカ で あっ た 。 そ れ は 自由 で あり 、 
カジ ュ ア ル さ で あり 、 ず ば らし い 健康 で ある 。 「 衣 服 は その すべ て を 示 
すこ と が で きる 。」 と 、 破 女 は 言っ た 。 

ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー と の 会 合 に 先立っ て 、 破 女 は 長年 に わた 
つて デザ イン し て で きた が 、 境 度 な 成功 を 収め た 。 彼 女 は パリ の オー ト 


クチ ュー ル の スタ イル を 拒 佑 し 、 自 分 の 道 を 歩い て いた の で 、 沢 山 の 
角 力 を 見 つけ る こと が で き な か っ た 。 し か し 、1945 年 、 ロ ー ド ・ ア ン 
ド ・ テ ー ラ ー の スポ ン サ ー シ ッ プ を 受け 、 彼 女 は デザ イン に 対す る 支 
持 、 質 筑 、 認 知 を 香 た 。 

シェ ー バ ー が 家伝 し て いた シン ブル で 機能 約 で スタ イリ ッシュ な ア 
メリ カン ・ ル ッ ク に 完全 に 合っ て いた 。 人 彼女 の デザ イン は 、 テ ント ド 
レス 、 ラ ッ プ アラ ウン ドス カー ト 、 ハ ー レ ム バ ジャ マ 、 渡 行 の 水着 、 
デニ ム の 使用 、 擬 層 毛 皮 な ど 、 今や 共通 する と 考え られ る 多く の ファ 
ッ シ ョ ン の た め の 道 を 開い た 。 

マッ カー デル は 1993 年 と 1956 年 に 名 門 の アメ リカ 人 デザ イナ ー の 
コテ ィ 人 沿 を 受賞 し た 。1932 年 に 、 マ ッ カ ー デ ル は タウ ン サ リー 社 の 共同 
経営 者 科 天 社長 に な っ た 。195$ 年 に 、 ク レア は 、 綿 の リゾ ー ト 用 の 衣 
服 を 作る の に シャ ガー ル 、 ビ カツ 、 ミ ロ 、 お よび デュ フィ の よう かな 融 
代 の 芸術 家 の デ ザイ ン を 使用 し た 。 次 に 、 彼女 は ヨー ロッ パ の 芸術 家 
の スタ ジオ に 條 ら を 連れ て 行っ た 。 

ライ フ は 、1990 年 に 彼女 の デザ イン に 影響 を 与え る た め に 、20 世紀 
の 最も 重要 な 100 人 の アメ リカ 人 の 一 人 と 名 付け た 。 彼 女 は 彼女 の 名 
前 を ライ セン ス ず る 最初 の アメ リカ 人 デザ イナ ー の 一 人 で あり 、Time 
の カバ ー の 初め て の 女性 デザ が イナ ー で あっ た - 

クレ ア ・ マ ンカ ー デ ル は 33 歳 の と き に 仙 で 他界 し て 、 フ ァ ッ ショ ン 
界 は 一 人 の 佑 大 な デザ イナ ー を 失っ た 。 


国内 で 最も 彫 費 力 の ある デザ イナ ー の 1 人 で ある ドナ ルド ・ プ ルッ 
クス (Donald Brooks) 9 は 、 シ ェ ー バ パー か ら 、 フ ァ ッ ショ ン で き キャリ 
ア を 始め る よう 侍 馬 さ れ た 。 プ ルッ クス は ディ スプ レイ 部 門 で 、 ロ ー 
ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー で 夏 の 仕事 を し て いた 。 彼 の 望み は 、 ス テー ジ 
や 映画 の 衣装 を デザ イン する こと で あっ た 。 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ 
ー の ディ スプ レイ ディ レク ター の ヘン リー・ キ ャ ラ ハ ヘン (Henry 
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Callahan) 氏 は 、 シ ェ ー バ ー に ブル ックス の スケ ッ チ の コレ クシ ョ ン 
を 示し た 。 シ ェ ー バ ー は プル ックス に ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー に な る 
必要 が ある と アド バイ ス し た 。 

彼 は アメ リカ ン ・ ル シック の 影響 の ある デザ イナ ー の 一 人 に な っ た 。 
これ ら の デザ イナ ー に は 、 ア メリ カ の スポ ー ツ ウェ ア に 洗練 され た と 
言わ れ て いた ポニ ー・ カ シン (Bonnic Cashin)、 ト ッ プ レス の 水着 を デ 
ザイ ン し た ルー ディ ー・ ゲ ルン ライ ッ ヒ (Rudy Gemreich) が いた 。 
フー マン ・ ノ レル は ガウ ン の た め に 往 目 され た 。 ポ ー ル ライ ン ・ ト ウ 
リジェ ー ル は 、 彼 女 の 洗 練 さ れ た 情 造 化 仕立 で 、 特 に コー ト や ドレ ス 
で 知ら れ て いた 。 ヴェ ラ ・ マ ックス ウェ ル は 合成 紙 維 の スエ ー ド を 人 覗 
用 し た 最初 の デザ イナ ー で あっ た 。 こ れ ら の デザ イナ ー は すべ で ロー 
ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の ウィ ンド ー に デビ ュー し た 。 

シェ ー ペ バー は また 、 米 軍 を 支援 し た 。1942 年 か ら 1945 年 まで 、 披 
女 は 陸軍 看護 師団 (ANC) の 制服 の デザ イン に つい て 助言 を 求め られ 
た 。 人 彼女 は 、 司 法 長 官 室 の ゼネラル コン サル タン ト を 務め た 。 彼女 の 
よう な 地位 に つい た 最初 の 女性 で ある 。 司 令 家 は 、 和 看護 師 が 距 聞 域 
や 多く の 気配 で の 使用 に 適し た 崩 服 を 所 有する こと を 望ん で いた 。 シ 
ェ ー バ ー は プロ ジェ クト を 調整 し 、 邊 護 師 か ちら の フィ ー ド バッ ク を 得 
て 、 軍 の 要件 を 調べ た 。 彼女 は 素材 、 ス タイ ル 、 お よび 機能 を 選択 し 
た 。 彼女 は 、 メ ン テ ナ ンス し や すく 、 ど ん な 人 物 に も 修 し い 制 服 を 市 
作 し た 。 例 えば 、 際 軍 看護 師 の ニー ズ に 適し た 機能 を 取り 入れ た 出 服 
を 作っ た 。 


(5) ドロ シー・ シ ェ ー パ ペー の 最後 
彼女 の 任期 の 終わ り 近 く で ある 1959 年 まで に 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ 


ー ラ テー は 1 億 ドル の 会 社 に な っ た 。 彼 女 の 支 配下 で 、 店 舗 の 売上 高 は 、 
14 年 の 短期 間 で 22596 以 上 條 び た 。 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ デー ラー は 、 そ 
れ が シェ ー バ ー の 指示 の 下 に ある と き は どの 成功 を 収め た こと は な か 


っ た 。 売上 高 は 1945 年 に 3 千 万 ドル ん か ら 1951 年 に は $ 千 万 ドル に 、 
そし て 最終 的 に は 1939 年 に は 1! 億 ドル に 増加 し た 。 従 水 員 は 1946 年 
の 約 300 人 か ら 、1957 年 の 約 $.000 人 に 増加 し た 。 哲 倍 は 1 店 舗 か 
ちら 7 店 舗 に 増え た 。 印 象 的 な 成長 率 で あっ た 。 こ れ と は 対照 的 に 、 ポ 
ン ウ ィ ッ ト ・ テ ラー (Bonwit Teller) は 100%%、 メ イシ ー ズ (Macy's) 
は 5S%、 サ ックス (Saks) (Gimbcl Bmthcs) は 63%% の 増加 を 示 め し 
た 。 シェー バー の 業績 は 、 府 共 な デバ ー ト を 国際 的 な 名 声 に 導い た の 
で ある 。 

彼女 の テニ ュ ア の 終わ り ま で に 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は 「 ニ 
ュー ヨー ク で 最も 塵 寺 な 店 の ひと つ 」 と し て 知ら れ て いた 。 ワ シン ト 
ン 州 広告 クラ ブ の アー ノー ルド ホフ ァ イ ン 氏 は 「 シ ェ ー ペ バー 氏 の リー 
ダー シッ プ に 直接 起因 する 国際 的 な 名 葵 と 功績 は 、 ミ ス ・ シ ェ ー バ ー 
の リー ダー シッ プ に 直接 起因 し て いる 」 と 語っ た 。 人 彼女 が 社長 を 務め 
て いた 問 に 、 ロ ー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー は ニュ ー ョ ー ク で 最も 有名 な 
デバ ー ト の 一 つ に な り 、 ア メリ カ で は 女子 服 の 国民 的 シェ ア の 約 0% 
を 生産 する ファ ッ シ ョ ン 楽 界 は 都市 の トッ プ 北 業 と な り 、 フ ァ ッ ショ 
ン は 米国 の 83 億 ドル の 産業 と な り 、 右 炭 、 石油 、 鉄鋼 に 次 いで 全米 ト 
ッ プ 10 の 業種 と な っ た 。 

し か し 、 す ぐに 「 シ ェ ー バ ベー タッ チ 」 は 感じ られ な く な っ た 。 彼女 
は 1959 年 6 月 28 日 に 一 之 の 心 工 発作 に 苦し みみ 始め 、 ニ ュー ヨー ク の 
タナ ー ズ ヴィ ル (Tannersvile] に ある 彼女 の 夏 の 家 で 、3 度目 の 最終 
釣 な 心 隊 発 作 に か か り 、 近 く の 病 院 に 連れ て 行か れ 、 そ こ で 亡くな っ 
た 。6 月 29 日 、 ニ ュー ヨー ク ・ ポ スト は 「 ド ロ シ ー・ シ ェ ー バ ー の 如 
に よっ て 、 女 性 が 今 まで に 実 更 し た 最も 避 旋 的 な マー チャ ンダ イジ ン 
グ ・ キ ャ リア の 1 つが 閉鎖 し た 」 と 家 言 し た 。 本書 で は 齋 単 位 で ま と 
め を 書い て いる が 、 第 4 意 に お いて 、 ま と め を か ね て ドロ シー・ シ ェ 
ー バ パー の 楽 績 の 意義 に つい て 、 サ ンド ラ ・ リ ー・ プ ブラ ウン (Sandra Lee 
Braun) の 立場 を 踏ま え で 、 筆 者 の 見 解 を 述べ る 。 


6 


(1) Tany WebbcrHanchet get. PR 
(2 ) Sandra Lcc Bmun. opcit 73 
(3) Sandm Lcc Bmun. 放 は pp.76-78. Tiffny WebberHianchct、 pc 


(4) 


(5) 


(6》 
(7?) 


(8) 
(9) 


(i0) 
1 り 
(3 
(3) 
(4 
(3 
(6) 
(⑰ 
8) 
(9) 


pS1 
Sandra Lee Brun、/ ぬ の pp.78-S0. Tiffany WebberHanchett 
pS1. 
Sandra tcc Braun。 必 gpp.S0-S6. TifRany Wcbbcr-Hanchctt。 め 
DPS1-S2. 
Sandra Lcc Baun。 cd.pp.S1-82. 
Sandra tec Bun. ゆ 7。 pp 6-97. fhany Webber.HHanchct. ゆ 
pSe. 
Sandra tec Braun. 2. PL. 

Sandra Lcc Bum め 0d.pp.97-101.Tifiamy WecbbcrHanchct。 pit 
PP S3-86- 

Sandra Lc Braun. ゆ 7 pp.100-101 

ん id. pp.98-99. 

eg. pp.101-102. 

ig PL103- Tiffany Webbcr-HHanchct、opcirp1. 

Sandra Lcc Braun.77. p.103 

7。pp-103-104. 

如 ig、 pp-105-107. 

big。 pp-108-109. 

ゆ 。p-109-13 

7. pp-33-133. 


267 


268 


写真 の 所 蔵 先 ・ 旧 提 
写真 | Tiffany WcbbcrHanchct、Dorothy Shavcr: Promotcr of "Thc 


Amencan Look". Dess Vol_30.2003.p.83. 
写真 2 dp.34. 


写真 3 神戸 ファ ッ シ ョ ン 先 林 館 収 工 。 


第 4 章 
ドロ シー・ シ ェ ー バ ー の 業績 の 意義 " 


サン ドラ ・ リ ー・ プ ラウ ン (Sandra Lcc Braum) は 、 ド ロ シ ー・ シ 

ェ ー バ ー の 柴 績 の 意義 に つい て 、 彼 女 の 学 位 論 女 に お いて 、 以 下 の よ 

うに まとめ て いる 。 

1 シェー ペー は 、 最 初 か ら 女 性 の 楽 績 の 最前 線 で 、 一 引 し て 活躍 し 
て いた 。 シェ ー バ ー が ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の 部 長 に 就 いた 1920 
年 代 、 女 性 は デパ ー ト で は 一 般 職 に お いて に 雇用 され た が 、 部 長 や 
上 司 と し て は 届 わ れ な か っ た 。 実 際 、 ど の 業界 で も ほとん どの 管理 
職 を 務め て いな か っ た 。 1934 年 、 シ ジェー バー は ニュ ー ョ ー ク 市 の デ 
パー ト の わずか 4 人 の 女性 原 社 長 の 1 人 で あっ た 。 

2 シェ ー バ ー は 他 の 女性 が デパート や 他 の 大 企業 の 社長 に な る 道 を 
開い た 。 1937 年 、 ジ ェ ラ ルディ ン ・ シ ュ ッ ツ (Ocmldine 
sm.1924-2005) が アン リ ・ ペ ン デ ル (Hemn Bendel) の 社長 と し て 
小売 階 約 に 加わ っ た 。 彼女 は 、1955 年 か ち 1957 年 まで 、 戦 の 小寺 
庶 1・ ミ ラー (IL Miler) の 融 社 長 を 務め 、 シ カゴ の ファ ッ シ ョ ン 抄 
界 の 広報 担当 ディ レク ター の 助手 と し て 、 そ の 後 グ ラマ ー・ マ ガ ジ 
ン (Glamowr Magazinc) の 編集 者 よ し て 長年 個 い て いた 。 

3 196 年 、 彼 女 が 社長 に 戯 いて 最も 高い 給料 を 支払 う ビ ジネス ・ ウ 
ー マ ン に 居 ば れ た と き 、 彼 女 は 110.000 ドル (今日 の 経済 で 約 803.000 
ドル ) を 研い だ 。 シェー パー は 、 そ の 時 代 の 男性 CEO の 給与 の わ 
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ず か 4 分 の 1 し か 得 な か っ た こと が 広く 報告 され て いる 。 し か し 、 
これ は 全く 真実 で は な い 。 彼 女 の 1946 年 の 給与 は 、 こ の 期間 の 多 
く の 男 性 役員 の 給与 と 同じ か それ を 上 回 っ て いた 。 

4 シェー バー は 、 世 論 を 形成 する 上 で 重要 な 役割 を 果 し た 。 ロ ー 
ド ・ ア ンド ・ テ デー ラー に 入社 し て か ら 4 年 以内 に 、 彼 女 の 1928 年 
の 展覧 会 は 、 米国 の 近代 的 な デザ イン 運動 を 請 致 する 重要 な カ で あ 
る と 評価 され た 。 し か し 、 世 論 に 対す る 彼女 の 最も 徹底 的 な 影響 は 、 
米国 の 人 々 に 、 ア メリ カ の ファ ッ シ ョ ン を 買わ な けれ ば な ら な いこ 
と を 説得 し て いた こと で ある 。 1920 年 代 半 ば の バリ の デザ イン ハウ 
ス と 笛 二 次 世界 大 戦中 の アメ リカ ン ・ ル ッ ク の 条 生 の 間 に は 、 長い 
聞い が あっ た 。 し か し 、 こ の 努力 は ファ ッ シ ョ ン の 顔 を 変え 、 ニ ュ 
ー ョ ヨー ク の 都市 や 州 だ け で な く 、 国 や 世界 全体 に も 大 き な 軽 済 的 影 
贅 を も た らし た 。 

5 シェ ー バ ー の 業績 は 、 フ ェ ミ ニズム 、 フ ァ ッ ショ ン 、 小 売 、 コ ミ 
ュ ニ ケー ショ ン の 分 野 で 感じ ち れ た 。 マー チャ ンダ イジ ング の 進化 
に 対す る 條 女 の 影響 は 、「 単 純 に 巨大 で あっ た 』 と 彼女 を 質 桂 する 
人 は 語り 、 そ れ は 條 女 に 『 ア メリ カ の ファ ー ス ト ・ レ ディ ・ オ プ ・ 
リ テ ー リ ング 」 と いう 称号 を 与え た の で ある 。 


第 二 部 第 3 意 で は T・W・ ハ ン シ ェ ッ ト と サン ドラ ・ リ ー・ プ ラウ 
ン の 研究 に 基づい て 、 我 が は お そら く 全 く 知 られ て いな い 、 ド ロ 
シー・ シ ェ ー バ パー の 生涯 と 楽 績 を 紹介 させ て いた だ いた が 、 本 書 の 締 
めく くり に 当たり 、 筆 者 の 見 解 を 述べ よう 。 

ドロ シー・ シ ェ ー バ ー の 委 績 は 、 第 3 斉 に お いて 「 シ ェ ー バ ペー・ タ 
ッ チ 』 と し て 、3$ 項目 に わた っ て 紹介 し た と お り で ある 。 こ れ ら の 系 
績 か ら 明 ら か な よう に 、 ド ロ シ ー・ シ ェ ー バ ー は 、 マ ー チ ャ ンダ イジ 
ング の 礎 史 に お いて 、 バ パリ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク へ の 転換 
の 運動 に お ける 強力 な 謎 引力 に な っ た 重要 人 物 の 一 人 と いえ る 。 
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ドロ シー・ シ ェ ー バ ー の 死後 、10 年 後 の 1969 年 に 、 サ ン フ ラン ス 
コ に ドナ ルド ・ フ ィ ッ シャ ー (Donald Fisher. 1938-2009) と 第 の 妻 の 
ドリ ス ・ フ ィ ッ シャ ー (Dons Fisher. 1931- ) に よっ て GAP が 設立 さ 
れ た 。 筆 者 は 、 こ の よう な サプライ チェ ー ン 誕生 の 動き を ドレ ス ・ リ 
フォ ー ム の 「 第 三 の 流 」 と 定 開 づ けた い 。GAP の 各 生 を 皮切り に 台 斑 
し で きた ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン は 、 今 日 で は 、 右 肩 下がり に な りつ 
つ あ り 、 未 来 の アバ レル 産 抹 の 方 向 性 が 間 わ れ て いる 。 環境 問題 、 気 
札 凌 変 も 誠 刻 化し て いる 。 現 状 打開 の 牽引 力 と な りう る 人 物 が 現れ る 
こと を 期待 し た い 。 近 年 、 話 題 を 読ん で いる 映画 『 ザ ・ ト ゥ ルー コス 
ト 』 や 杉原 淳一 、 染 原 寺 半 著 『 誰 が アバ レル を 殺す の か (日 主 BP 社 、 
3017) は 、 航 が 国 や アメ リカ や 発展 途上 国 に お ける アバ レル 抹 界 の 危 
機 的 現状 に つい て 警告 を 発し 、 日 本 と アメ リカ で 打開 策 を 棋 索 し て い 
る 事例 が 絆 介さ れ て いる 。 

映画 『 ザ ・ ト ゥ ルー コス ト 』 は 非常 に 編 的 で ある 。 あ る い は 本 書 
の 本 題 と は は ずれ る か も し れ な い が 、 今 後 の アメ リカ 服 館 史 研究 の 課 
題 の お 考 に な れ ば と いう 思い か ら 、 こ の 映画 の 概要 を 以下 に 、 紹 介 す 
る の. 


日 本 の ファ ッ シ ョ ン 産 染 は 、2016 年 で 約 9 作 2000 億 円 。 
一 番 、 ビ ー ク だ っ た 1992 年 より 4-5 兆 円 も 規 村 が 小さ く な っ 
で いる 。 そ の 理由 は 「 安 い 、 早 い 、 大量 、 ト レン ド 」 を 特徴 と 
し た 、 い わ ゆ る ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン が 急激 に 増え た か ら で 
ある 。 フ ァ ス ト フ ァ ッ ショ ン の 店舗 数 は 、 こ こ 10 年 で 2 僅 に 
な っ て いで 、 日 本 の 45% の 衣料 品 は 安物 衣料 で ある 。 

表 豆 の 映画 は 、 こ の 服飾 ビジ ネス の 世界 を 牽引 し て いる ファ 
スト ・ フ ァ ッ ショ ン を テー マ に し た ドキ ュ メ ンタ リー で ある 。 
この 映画 は 、 最新 の 流行 を 取り 入れ て 、 大 章 生 産 され だ 洋服 が 
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低 価格 で 供給 され 、 ほ ぼ 使 い 捨て 同 舌 に まで な っ て し まっ た フ 
テス ト ・ フ ァ ッ ショ ン に メス を 入れ 、 そ の 生産 者 た ち が 置 か れ 
て いる 現況 や 環境 を 追っ て いる 。 王 に 歌 米 向 け の ほとん どの 安 
価 な 衣服 を 作っ て いる パン グラ ディ = や 原料 の 綿花 栽培 
地 で ある イン ド な ど で 取 材 し た 映像 を 元 に 、 衣 服 の 製造 に 携 わ 
る 人 た ちの 劣 琶 な 労働 環境 、 低 人 金 長 時 間 労 作 、 化学 薬品 の 重 
れ 流し に よる 環 廃 汚 や 遺伝 子 組み 換え コッ トン 農家 の 悲 慢 
な 現状 な ど を 浮き 彫り に し て いる 。 

さて 、 映画 『THR TRUECOST」 は 、 な ぜ 制 作 さ れ た の だ ろ 
うか ? 

アン ドリ ュー・ モ ー ガ ン 監 叔 が イン タビ ュー で 語っ た と ころ 
に よる と 、「 こ の 映画 製作 の 動 村 は 、2013 年 4 月 24 日 、 バ ン 
グラ デシ ェ ュ の 首都 、 ダ ッ カ 郊外 の 8 了 建 商 茶 ピ ル 「 ラ ナ ・ プ ラ 
ず 」 が 脂 導 事故 を 起こ し 、1.100 人 以上 の 犠 絆 者 を 則 し た と い 
う 記事 が 翌日 の ニュ ー ヨ ー ク ・ タ イム ズ の 記事 に 掲載 され た の 
を 読ん だ か ら だ 」 と いう 。 

か つて の アバ レル 業界 で は 、 季 節 ご と に ライ ン ナ ッ プ を 揃え 
る メー カー が ほとん ど で あ っ た 。 だ が 、 ファ スト ・ フ ァ ッ ショ 
ン で は そう で は な い 。 1 週間 で ショ ッ プ の ディ スプ レイ が ガラ 
ッ と 変わ っ て いる こと も 日 常 茶飯 事 で ある 。 そし て 、 安 すぎ る 
ぐら い 安 い . 消 費 者 に と っ て いい こと ずく め の よ うに 見 える フ 
テア スト ・ フ ァ ッ ショ ン は 『 選 界 の 製 工場 」 バン グラ ディ ッ シ 
= な どの 門 惨 な 製造 工場 に よっ て 支え られ て いる の で ある 。 カ 
ン ボ ジア の プノンペン の 繊維 工場 に お いて も バン グラ ディ ン 
シュ 同 杯 、 労 働 者 の 賃上げ を 要求 する デモ が 起こ り 、 敬 宗 公 に 
よる 発砲 ・ 呈 岳 貞 が 起こ っ て いる 。 

バン グラ ディ ッシュ の 首都 ダッカ に 立ち 葵 ぶ 多 く の 経 製 工 
場 で 働く 労働 者 は 、 ほ と ん ど 貧 し い 女 性 た らち で ある 。 肥 作 時間 
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は 1 日 2 時 間 以上 、 賃 金 は わずか 3 ドル 。 こ の 映画 に 登場 す 
る 20 代 の 工員 の 女性 、 シ ー マ は 、 一 児 の 母 で 、 子 ども を 一 人 
前 に する こと を 夢見 て 、 子 ども を 親 束 に 預け て 、 作 い て いる 。 
住ま い は バラ ッ ク の よう な ところで あり 、 朝 か ら 晩 まで 工場 で 
働い て いる 。 

了 服 を 作る 工場 で は 、 娠 日 、 大 量 の 化学 薬品 が 使わ を れ て いる 。 
使用 水 の 汚 染 水 は 諾 楽 用 水 と し て も 使わ れる 。 この 水 を 使っ た 
農地 で 失 れ た 農作物 や 、 海 で 獲れ た 急 介 娠 を 食べ た 人 た ちの 健 
は 損なわ れ 、 抑 患者 が 沢山 出 て 、 先 天性 の 重度 の 麻 重 や 奇形 
な ども 後 を 絶た な い 。 

イン ド の Bt 絶 栽 培 農家 で は 、 大 量 の 農薬 が 撤 か れ で いる 。 
世界 の コッ トン 出荷 昌世 界 第 2 位 の イン ド で は 、 そ の ほとん ど 
が モン サン ト 社 が 開発 し た GM (遺伝 子 組 換え) 綿 で ある 。 
イン ド の 種苗 会 社 マ ヒ コ は 1999 年 に モン サン ト 社 に 買収 され 、 
拉 菌 由 率 の 殺 息 性 胡 素 が 組み 込ま れ た 「Bt 線 」 は 、 綿花 の 天 測 
で ある 央 の 幼 量 が 近寄ら な いよ うに 閲 発 さ れ た も の だ っ た が 、 
その 実 、 他 の 新た な 害虫 や 立ち 枯れ 本 が 発生 し て 、 結 果 、 大 重 
の 麻薬 を 描か な けれ ば な ら な い 。 モ ン サ ント 社 が 販売 する 材 介 
剤 「 テ ラウ ンド アッ プ 』 を 飲ん で 、 吉 で 自殺 する 人 が 急増 し て い 
る 。 

映画 で は 、 ア メリ カ 、 テ キサ ス の オー ガニ ッ ク ・ コ ッ ト ン 典 
家 の 記 が イン タビ ュー に 応じ て 、 オ ー ガ ニッ ク の 必要 を 訴え で 
いる 。 うず 癌 く 積ま れ て いる 衣服 の ゴミ の 山 の 光 時 は 、 実 に 次 
まじ しく 、 言 工 で 表 昌 の し よう が な い ほ ど で あ る 。 製 造 か ら 販 売 、 
消費 か ら 庭 棄 に 至る ファ ッ シ ョ ン ・ ア バレ ル 楽 界 が 大 出す る 
CO。 巧 は 石油 産業 に 次 いで 、 第 2 位 の 規模 ど と いう 。 

この よう な ファ ッ シ ョ ン 業 界 は どう 変わ っ て いく べき な の だ 
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ろう か 。 


も し 、 仮 に ドロ シー・ シ ェ ー バ ー が 、 タ イム スリ ッ プ し て 、2013 
年 4 月 25 日 に 、 ニ ュー ヨー ク ・ タ イム ズ の 「 ラ ナ ・ プ ラ ザ 」 朋 落 
事故 の 記事 を 読ま れ て いた と し た ら 、 ど の よう に 対応 し た で あろ う 
か 。 本 書 で は 、 現 代 の ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン の 間 題 に まで 、 手 を 
伸ばし 、 ま た 広げ る つも り は な い 。 だ が 、 地 款 規格 の 環境 問題 赤 涯 
刻 化 し 、『 フ ァ ッ ショ ン デ ザイ ナー 有 』( 文 泰文 順 、2000 年 ) の 著者 T・ 
エイ ギン ス が 言う よう に 、 バ パリ の オー トク チュ ー ル や プレ タ ・ ポ ル 
テ の 世界 で の 芸 や か な 「 フ ァ ッ ショ ン シ ョ ー」 の 価値 が 癌 われ て い 
る 現在 、 今 後 の ア ベレ ル 楽 界 の 行方 に 対す る 四 実 な 打開 策 、 ビ ジョ 
ン が 打ち 出さ れる こと を 克 っ て 、 本 書 の 筆 を 置く 。 
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(1 ) Sandrw Lc Braum. ゆ 7 pp.141-131. TifEny Webbcr-Hanchcti。 
Pce。 PP.SS-S7. 

(2) 参考 サイ ト と 文献 
mp:/onencssS3S.conythe-tmue-cost 
長田 華子 『990 円 の デー ンズ が つく られ る の は な ぜ ?ー フ ァ ス 
ト フ ァ ッ ショ ン の 工場 で 起こ っ て いる こと 月 合 同 出版 (2016 
年 1 月 15 日 )。 
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撮 著 『 ア メリ カ 服 餅 社会 史 』 (東京 人 出版 、2009) 出版 か ら 、10 年 
後に 、 今 用 の 『 バ パリ ・ モ ー ド か ら ア メリ カン ・ ル ッ ク ヘ ー ア メリ カ 服 
盆 社 会 史 近 現 代入 』 の 出版 に 玉 っ た 。 

本 書 の 第 一 部 第 2 意 に ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 の パ バイオ ニア と し て 
登場 し た ロバ ー ト ・ オ ー ウ ェ ン は 、 社 会 教育 者 と し て 、 多 く の 研究 有 有 
の 先達 の 方 を の 著 作 や 訳 書 に 登場 し て いる 。 本書 執筆 に 当たっ て 、 
これ ら の ご 研究 の 一 部 を 拝読 させ て いた だ いた が 、 先 達 の 方 々 が 身 を 
粉 に し て 取り 組ま れ た ご 研究 は 、 研 究 者 の 方 が 生き て お られ た 、 あ る 
い は 生き て お られ る 時 代 の 教育 に 役立て る こと が で きる の で は な いか 
と の 、 切 々 た る 思い を 込め で 、 日 夜 、 取 り 組 まれ た と の こと で ある 。 

そこ で 、 あ と が き で は 、 識 に お こ が ま し く は ある が 、 本 書 が 、 現 代 
社会 に お いて 持つ 意味 に つい て 述べ る 。 

バブ ル 勝 壊 後 の 日 本 人 の 衣 生 括 は 、 大 帽 に 変化 し た 。 一 時 は 記 民 の 
衣 生活 に お いて 、 大 き な シ ェ ア ー を 占め た ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン も 、 
近年 、 ア ッ プ ・ エ ンド ・ ダ ウン の 傾向 に ある 。 国 内 生産 の 回 復 、IT 企 
楽 と の コラ ボ (ユニ クロ の グー グル の クラ ウド と の コラ ボ ) な ど 、 未 
来 に 向け て の 方 向 性 、 有 効 な 地 作 が 模索 され で いる 。 自 征 災 害 、 気 温 
の 上 昇 な ど 地 球 環 境 も 大 幅 に 変化 し 、 境 に 適し た ファ ッ シ ョ ン の 新 
た な ビジ ネス モデ ル が 求め られ て いる 。 

ちな み に 、 あ と が き 圭 案 に 当たっ て 、 今 稚 の ファ ッ シ ョ ント レン ド 
を ネッ ト や ファ ッ シ ョ ン 雑 庄 で チェ ッ ク し て みる と 、 何 と 『 新 アメ サ 
カン ・ ス ー ツ ・ ル ッ ク 」 が トレ ンド で 、 チ ェ ッ ク 柄 の セッ ト ア ッ プ の 
スタ イル (ジャ ケッ ト に スカ ー ト 、 ジ ャ ケッ ト に バン ツ ) が 
女性 た ちの ファ ッ シ ョ ン に 復活 する で あろ うと 了 予測 され て いる 。 コ ン 
サバ と は いえ 、 こ の か っ ちり と し た 、 フ ォ ー マ ル な スタ イル は 、 押 引 
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を 感じ させ る の で あろ うか 。 

バブル の 頃 ほ ど 高価 格 で は な く 、 家 で 洗え る 機能 釣 で 、 か っ こい い 
オフ ィ ス ・ カ ジュ アル 、 座 園 式 、 入 学 式 の 着い ママ さん の ファ ッ シ ョ 
ン 、 も レブ の 女性 向き の 高 紋 な スー ツ と 遷 み 分 けさ れ て で いる 。 

ドレ ス ・ リ フォ ー ム 運動 が 掲げ た ショ ー ト ・ ド レス に ズボン と いう 
スタ イル は 、 確 か に 、 動 き や す く 、 合 理 的 で 、 鍵 康 に や さ し い スタ イ 
ル で ある 。 現 代 の 我々 の 目 か ら み て も 、 と て も 現代 的 で 、 考 案 者 の 先 
見 性 は 、 目 を 虚 る も の が ある 。 福 会 教育 者 も こう 言っ て いる 。 ロ バー 
ト ・ オ ー ウ ェ ン の 思想 は 現代 釣 で ある 、 と 。 だ が 、 本 書 に お いて 、 ド 
レス ・ リ フォ ー ム 運動 を 3 期 に 分 け て 者 宗 し た 結果 、 肌 っ て は 、 奉 退 
し 、 興 っ て は 袋 退 す る と いう 興亡 の 周期 が 線 り 返 され で きた 。 

今日 の ファ スト ・ フ ァ ッ ショ ン に お いて も 現代 女性 は 、 チ ュ ニ ッ ク 
に バン ツ と いう この 楽 な ファ ッ シ ョ ン の 虜 に な っ で きた 。 だ が 、 近 年 、 
この イー ジー な スタ イル も マン ネリ 化し 、 も っ と お し ゃ れ な 、 か っ ち 
り と し た 、 か っ こい い フ ァ ッ ショ ン が 求め られ て いる 。 フ ォ ー マ ルウ 
ェ ア ー に する に は 、 こ の イー ジー な スタ イル は 物足りな く て 、 パ ブル 
有 圭 以 前 の も っ と 審美 的 な スタ イル が 復活 し つつ ある 。 そ れ に は 、 と 
り も な お さ ず 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 が び ぴったり の よう で ある 。 活動 
的 で 、 機 能 約 で 、 お し ゃ れ で 、 価 格 も や リーズ ナブ ル で 、 格 好い い ス タ 
イル は 、 現 代 女 性 の 様々 な 生活 スタ イル に 最適 な スタ イル で ある よう 
| 

ドロ シー・ シ ェ ー バ パー さん は 、 ニ ェ ュー ヨー ク の 老 館 の 百貨 店 で ある 
ロー ド ・ ア ンド ・ テ ー ラ ー の ウィ ンド ー に 、 ア メリ カン ・ ル ッ ク を 掲 
げた 。 地球 環境 の 大 き な 異 変 が 子 測 さ れる 21 世紀 の 今後 の ウィ ンド ー 
に は 、 ど の よう な ファ ショ ン が 登場 する の で あろ うか 。 ドロシー・ シ 
ェ ー バ ー さ ん が 、 タ イム スリ ッ プ し て 、GINZA SIX の CEO に な っ て く 
れる と 、 は た また 成功 され る こと 開 違い な し で は な か ろう か 、。1930 年 
代 、1940 年 代 の アメ リカ 人 デザ イナ ー の 作品 を デザ イン ツー ス に し て 、 
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あと が を 


今日 的 に アレ ンジ し て みる の も 賢い デザ イン 手法 で あろ う 。 21 世紀 フ 
ァ ッ ショ ン の デザ イン ・ ソ ー ス は 「 ア メリ カン ・ ル ッ ク 」 で ある よう 
だ 。 本 書 は 服飾 研究 者 、 フ ァ ッ ショ ン を 学ば れ て いる 学生 の 皆様 、 フ 
テッ ショ ン ・ デ ザイ ナー、 ア バレ ル 上 産業 の マー チャ ンダ イザ ー の 皆様 
の 必 吉 書 と 言っ て も 過言 で は ある まい 。 混 半 する ファ ッ シ ョ ン 業 界 に 、 
本 書 に 紹介 し た 先達 の 知恵 が 、 一 石 を 投 ヒ て くれ れ ば 、 そ れ ほ ど 素 随 
らし いこ と は な か ろう 。 本 書 は 、 そ の よう な 思い を こめ て 取り 組ん だ 
作品 で ある 。 

と ころ で 、 第 1 章 で 翻訳 紹介 し た Jomn Severa、Dressed jp/ 7Ae 
Porogyapfer Ozfiagmy 4eyicgnr gt yions。 7840-7900。Kent State 
University Pess、 1995.p.392. の 社 訳 書 、 濱田 雅子 訳 写真 が 千 る アメ リ 
カ 論 民 の ファ ッ シ ョ ン 一 1840 一 1900 一 』 ( 仮 昨 ) は 怒 書 館 か ら 出 版 準 備 
中 で ある 。 本 書 は アメ リカ の 服飾 研究 者 の ジョ ー ン ・ セ ヴ ラ 女 史 が 30 
年 と 言う 歳 月 を か け て 取り 組ま れ た 世界 に 類 を 見 な い 大 作 で ある 。 上 
溢 階 級 を 対象 と し た 服 人 研究 書 は 、 欧 米 に お いて 多数 見 われ る が 、 ニ 
の よう な 「 ア メリ カ の 座 民 」 の 衣服 研究 を 行っ た 研究 書 は 皆無 で ある 。 
掲載 され た 写真 は 何と 277 枚 。 服飾 の 専門 家 の 失 点 か ら 、 目 を 見 張る 
よう な 克明 な 解説 が 付け られ て いる 。 今 回 の 著作 と 本 翻訳 革 を 合わ せ 
る こと に より 単独 の 著作 や 楼 訳 草 と し て 欠落 し て いた 19 世紀 アメ リ 
カ 服 飾 史 の 分 野 の 間 題 を 埋め る こと が 叶う も の と 確信 する 次 第 で ある 。 

本 書 の 出版 の 夢 が 現実 し な っ た の は 、 ひ と え に 応 援 し て 下さ っ た ア 
メリ カ 眼 飾 社会 中 研究 会 の 他 間 の 皆さん の お 陰 と 、 感 席 の 念 で いっ ぱ 
いで ある 。 ま た 、 原 積 の 下書き を お 読み くだ さり 、 足 悦 の な い コ メン 
ト を し て 下さ っ た 児 嶋 きよ み 氏 、 フランス語 の 表記 を ご 教示 下さ っ た 
吉川 侍 英 子 氏 、 資 料 を ご 提供 下さ っ た 徐 田 章 氏 、 神 戸 フ ァ ッ ショ ン 美 
館 、 ア メリ カ の Accessible Archives に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 出 版 に 
際 し て お 世話 に な っ た mogicu の 艇 旨 放 氏 に 湊 謝 申し 上 げ る 。 
20H8 年 月 潤 田 雅子 
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